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はじめに

『Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle Real Application Clustersガイド』に
は、Oracle RAC用サポートをインストールおよび構成する方法が記載されていま
す。

注 –このOracle Solaris Clusterリリースでは、SPARCおよび x86系列のプロセッサ
アーキテクチャー (UltraSPARC、SPARC64、AMD64、および Intel 64)を使用するシス
テムをサポートします。このドキュメントでは、x86とは 64ビット x86互換製品の
広範囲なファミリーを指します。このドキュメントの情報では、特に明示されてい
る場合以外はすべてのプラットフォームに関係します。

このマニュアルは、Oracleのソフトウェアとハードウェアについて幅広い知識を
持っている上級システム管理者を対象としています。販売活動のガイドとしては使
用しないでください。このマニュアルを読む前に、システムの必要条件を確認
し、適切な装置とソフトウェアを購入しておく必要があります。

このマニュアルで説明されている作業手順を行うには、Oracle Solarisオペレーティン
グシステムに関する知識と、Oracle Solaris Clusterソフトウェアと使用するボ
リューム管理ソフトウェアに関する専門知識が必要です。

UNIXコマンド
このマニュアルでは、Oracle Solaris Clusterデータサービスのインストールと構成に
固有のコマンドについて説明します。このマニュアルでは、UNIXの基本的なコマン
ドや手順 (システムの停止、システムのブート、デバイスの構成など)については説
明していません。基本的なUNIXコマンドに関する情報および手順については、以
下を参照してください。

■ Oracle Solarisオペレーティングシステムのオンラインマニュアル
■ Oracle Solarisオペレーティングシステムのマニュアルページ
■ システムに付属するその他のソフトウェアマニュアル
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表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用し
ます。

表P–1 表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイルを
表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm filename
と入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガイ
ド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメ
ニュー名、強調する単語を示しま
す。

第 5章「衝突の回避」を参照してくだ
さい。

この操作ができるの
は、「スーパーユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

■ Cシェル

machine_name% command y|n [filename]
■ Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]
■ BourneシェルおよびKornシェル

$ command y|n [filename]
■ BourneシェルおよびKornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

はじめに

Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle Real Application Clustersガイド • 2010年 9月、バージョン
A

18



[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

一般規則
■ このマニュアルでは、英語環境での画面イメージを使っています。このため、実
際に日本語環境で表示される画面イメージとこのマニュアルで使っている画面イ
メージが異なる場合があります。本文中で画面イメージを説明する場合には、日
本語のメニュー、ボタン名などの項目名と英語の項目名が、適宜併記されていま
す。

関連マニュアル
関連するOracle Solaris Clusterトピックについての情報は、以下の表に示すマニュア
ルを参照してください。Oracle Solaris Clusterのマニュアルはすべて http://

docs.sun.comから利用できます。

項目 マニュアル

データサービス管理 『Oracle Solaris Cluster Data Services Planning and Administration Guide』

各データサービスガイド

概念 『Oracle Solaris Cluster Concepts Guide』

概要 『Oracle Solaris Cluster Overview』

ソフトウェアのインス
トール

『Oracle Solaris Clusterソフトウェアのインストール』

システム管理 『Oracle Solaris Clusterシステム管理』

ハードウェア管理 『Oracle Solaris Cluster 3.3 Hardware Administration Manual』

各ハードウェア管理ガイド

データサービスの開発 『Oracle Solaris Cluster Data Services Developer’s Guide』

はじめに
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項目 マニュアル

エラーメッセージ 『Oracle Solaris Cluster Error Messages Guide』

コマンドと関数の参照 『Oracle Solaris Cluster Reference Manual』

Oracle Solaris Clusterのマニュアルの完全なリストについては、ご使用のOracle Solaris
Clusterのリリースノートを http://docs.sun.comで参照してください。

他社製の関連するWebサイトの参照
このマニュアル内で引用する他社製のURLでは、補足的な関連情報が得られます。

注 –このマニュアルで紹介する他社製のWebサイトが使用可能かどうかについて
は、Oracleは責任を負いません。このようなサイトやリソース上、またはこれらを
経由して利用できるコンテンツ、広告、製品、またはその他の資料について
も、Oracleは保証しておらず、法的責任を負いません。また、このようなサイトや
リソース上、またはこれらを経由して利用できるコンテンツ、商品、サービスの使
用や、それらへの依存に関連して発生した実際の損害や損失、またはその申し立て
についても、Oracleは一切の責任を負いません。

ドキュメント、サポート、およびトレーニング
その他のリソースについては、次のWebサイトを参照してください。

■ ドキュメント (http://docs.sun.com)
■ サポート (http://www.oracle.com/us/support/systems/index.html)
■ トレーニング (http://education.oracle.com) –左側のナビゲーション
バーで「Sun」リンクをクリックしてください。

コメントをお寄せください
Oracleでは、ドキュメントの品質と実用性についてお客様からのコメントやご提案
をお待ちしております。誤りを見つけた場合や、改善のためのご提案がある場合
は、http://docs.sun.comにアクセスして、「Feedback」をクリックしてください。
ドキュメントのタイトルとパート番号のほか、章、節、およびページ番号をおわか
りになる範囲でご記入ください。返信をご希望の場合はお知らせください。

はじめに
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Oracle Technology Network (http://www.oracle.com/technetwork/index.html)で
は、Oracleソフトウェアに関する広範なリソースを提供しています。

■ ディスカッションフォーラム (http://forums.oracle.com)では、技術的な問題と
解決方法についての情報交換を行えます。

■ Oracle By Example (http://www.oracle.com/technology/obe/start/index.html)で
は、手順を追った実践的なチュートリアルを利用できます。

■ サンプルコード (http://www.oracle.com/technology/sample_code/index.html)をダ
ウンロードできます。

問い合わせについて
Oracle Solaris Clusterをインストールまたは使用しているときに問題が発生した場合
は、ご購入先に連絡し、次の情報をお伝えください。

■ 名前と電子メールアドレス (利用している場合)
■ 会社名、住所、および電話番号
■ システムのモデル番号とシリアル番号
■ Oracle Solarisオペレーティングシステムのバージョン番号 (例: Oracle Solaris 10)
■ Oracle Solaris Clusterのバージョン番号 (例: Oracle Solaris Cluster 3.3)

ご購入先に連絡するときは、次のコマンドを使用して、システムの各ノードに関す
る情報を集めます。

コマンド 機能

prtconf -v システムメモリのサイズと周辺デバイス情報を
表示します

psrinfo -v プロセッサの情報を表示する

showrev –p インストールされているパッチを報告する

prtdiag -v システム診断情報を表示する

/usr/cluster/bin/clnode show-rev Oracle Solaris Clusterのリリースおよび
パッケージのバージョン情報を表示します

また、/var/adm/messagesファイルも用意しておきます。

はじめに
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Oracle RAC用サポートのインストール

この章では、Oracle Solaris ClusterノードにOracle RAC用サポートをインストールす
る方法について説明します。

■ 23ページの「Oracle RAC用サポートのインストールプロセスの概要」
■ 24ページの「プリインストール注意事項」
■ 32ページの「Oracle Solaris Clusterノードの準備」
■ 41ページの「Oracle RAC用サポートパッケージのインストール」
■ 43ページの「SPARC: Oracle UDLMのインストール」

Oracle RAC用サポートのインストールプロセスの概要
次の表は、インストール作業をまとめたものです。作業手順の詳細が記載されてい
る参照先も示しています。

作業は、表にリストされている順番に従って行います。

表 1–1 Oracle RAC用サポートのインストール作業

作業 参照先

インストールの計画を立てる 24ページの「プリインストール注意事項」

Oracle Solaris Clusterノードを準備する 32ページの「Oracle Solaris Clusterノードの準
備」

データサービスパッケージをインストールする 41ページの「Oracle RAC用サポートパッケージ
のインストール」

SPARC: Oracle UNIX分散ロックマネージャー
(Oracle UDLM)をインストールする

43ページの「SPARC: Oracle UDLMのインス
トール」

1第 1 章
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プリインストール注意事項
Oracle Real Application Clusters (Oracle RAC)は、複数のマシンで同時に実行できるアプ
リケーションです。Oracle RACはグローバルクラスタのグローバルクラスタ投票
ノードでもゾーンクラスタでも実行できます。Oracle RACインストールは、全体が
1つのクラスタ (グローバルクラスタまたは特定のゾーンクラスタ)内に含まれます。
Oracle RACインストールを 1つのクラスタで管理することで、バージョンや使用す
るオプション (ストレージなど)がそれぞれ異なる複数の独立したOracle RACインス
トールを同時にサポートすることができます。Oracle RAC用サポートを使用する
と、Oracle Solaris Clusterノード上でOracle RACを動作させたり、Oracle Solaris Cluster
コマンドを使用してOracle RACを管理することができます。

このデータサービスを構成するには、Oracle RACインストールの次のコンポーネン
トのリソースをOracle Solaris Clusterソフトウェアで構成します。

■ RACフレームワーク。これらのリソースを使用することで、Oracle RACをOracle
Solaris Clusterソフトウェアで実行できるようになります。また、Oracle Solaris
Clusterコマンドを使用した再構成パラメータの設定も可能になります。RACフ
レームワークのリソースは、必ず構成する必要があります。詳細は、69ページ
の「RACフレームワークリソースグループの登録と構成」を参照してください。

■ Oracleファイル用のストレージ。これらのリソースを使用すると、ボリュームマ
ネージャーやOracleファイルを格納するファイルシステムの障害モニタリングと
自動障害回復が可能になります。Oracleファイル用のストレージリソースの構成
は省略可能です。詳細は、88ページの「Oracleファイル用ストレージリソース
の登録と構成」を参照してください。

■ Oracle RACデータベースインスタンス。これらのリソースを使用して実行できる
機能は、使用しているOracleのバージョンによって異なります。
■ Oracle 10g release 2と 11g。これらのリソースタイプにより、Oracle Clusterware
とOracle Solaris Clusterソフトウェアの連動が可能になります。Oracle Solaris
Cluster 10g release 2または 11 gでは、これらのリソースタイプによる障害モニ
タリングと自動障害回復は実行できません。この機能はOracle Clusterwareソ
フトウェアで提供されます。この説明は、Oracle 10g release 1には該当しませ
ん。

注 –特に明記しない限り、Oracle 11 g向けの説明や情報は、Oracle 11g release 1
とOracle 11g release 2の両方に適用されます。

■ Oracle 9i。これらのリソースタイプにより、Oracle RACの障害モニタリングと
自動障害回復が可能になります。これらのリソースタイプの自動障害回復機
能は、Oracle RACソフトウェアが提供する自動障害回復機能を補足するもので
す。
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Oracle Solaris ClusterソフトウェアでOracle RACデータベースインスタンスを管理
できるようにリソースを構成するかどうかは省略可能です。詳細は116ページ
の「Oracle RACデータベースインスタンスのリソースの構成」を参照してくださ
い。

注 –ゾーンクラスタでOracle RACを使用する場合は、ゾーンクラスタの /optディレ
クトリが、継承された読み取り専用ディレクトリとして構成されていないことを確
認します。ゾーンクラスタでのOracle RACの構成では、/optファイルシステムは書
き込み可能であり、ゾーンごとに一意である必要があります。Oracle RACに使用す
るゾーンクラスタの /optディレクトリに inherit-pkg-dirが設定されている場合
は、ゾーンクラスタを破棄して作成し直すか、この要件を満たす新しいゾーンクラ
スタを作成してください。

次の節で、インストール前のその他の情報について説明します。

■ 25ページの「ハードウェアおよびソフトウェアの要件」
■ 26ページの「Oracleファイル用のストレージ管理の要件」
■ 30ページの「SPARC: Oracleコンポーネントのプロセッサアーキテクチャーの要
件」

■ 31ページの「Oracle RAC用サポートでのOracle Data Guardの使用」
■ 31ページの「Oracle Solaris Cluster 3.3ソフトウェアでのOracle Real Application

Clusters Guardオプションの使用」

ハードウェアおよびソフトウェアの要件
インストールを開始する前に、次の副節で説明するハードウェアとソフトウェアの
要件を確認してください。

■ 25ページの「Oracle Solaris Clusterフレームワークの要件」
■ 25ページの「ソフトウェアライセンスの要件」
■ 26ページの「サポートされているトポロジの要件」
■ 26ページの「パッチのインストールの要件」

Oracle Solaris Clusterフレームワークの要件
Oracle RAC用サポートをインストールするには、最初のクラスタフレームワークが
すでにインストールされ、クラスタが動作している必要があります。クラスタソフ
トウェアの初期インストールについては、『Oracle Solaris Clusterソフトウェアのイ
ンストール』を参照してください。

ソフトウェアライセンスの要件
ソフトウェアの適切なライセンスを入手してインストール済みであることを確認し
ます。ライセンスのインストールが不正であったり不完全であったりする
と、ノードが正しく起動しないことがあります。
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たとえば、クラスタ機能を備えたVxVMを使用する場合は、vxlicrepコマンドを実
行して、Volume Managerクラスタ機能の有効なライセンスがインストールされてい
ることを確認します。

サポートされているトポロジの要件
Sun Enterprise Servicesの購入先に、Oracle RAC用サポートで現在サポートされている
トポロジ、クラスタインターコネクト、ストレージ管理スキーマ、およびハード
ウェア構成について確認します。

パッチのインストールの要件
Solaris OS、Oracle Solaris Cluster、Oracle、およびボリュームマネージャーソフト
ウェア用の適用できるソフトウェアパッチがすべてインストールされていることを
確認します。Oracle RAC用サポートパッチをインストールする必要がある場合
は、データサービスパッケージのインストールあとにそれらのパッチを適用してく
ださい。

Oracleファイル用のストレージ管理の要件
この節では、Oracle RACのストレージ管理に関する次の情報を示します。

■ 26ページの「Oracleファイル用のストレージ管理スキーマ」
■ 28ページの「Oracle Clusterwareのストレージ管理の要件」
■ 28ページの「Oracle RACデータベースのストレージ管理の要件」
■ 29ページの「OracleバイナリファイルとOracle構成ファイル用のストレージ管理
の要件」

■ 30ページの「ゾーンクラスタではサポートされているストレージ管理ス
キーマ」

Oracleファイル用のストレージ管理スキーマ
Oracle RAC用サポートを使用すると、次の表に一覧表示されたOracleファイルにス
トレージ管理スキーマを使用できます。この表は、各ストレージ管理スキーマで格
納できるOracleファイルの種類をまとめたものです。すべての種類のOracleファイ
ルを格納できるようにストレージ管理スキーマを組み合わせる必要があります。

表内の各記号の意味は次のとおりです。

+ その種類のOracleファイルをストレージ管理スキーマで格納できることを
示します。
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- その種類のOracleファイルをストレージ管理スキーマで格納できないこと
を示します。

表 1–2 Oracleファイル用のストレージ管理スキーマ

Oracleファイルの種類

ストレージ管理スキーマ

Solaris Volume
Manager for
Sun Cluster VxVM

ハードウェア
RAID

Sun QFS共
有ファイル
システム

認定NASデ
バイス Oracle ASM

クラスタ
ファイルシス
テム

ローカル
ディスク

RDBMSバイナリ
ファイル

- - - + + - + +

Oracle Clusterware
バイナリファイル

- - - + + - + +

構成ファイル - - - + + - + +

システムパラ
メータファイル
(SPFILE)

- - - + + + + -

警告ファイル - - - + + - + +

トレースファイル - - - + + - + +

データファイル + + + + + + - -

制御ファイル + + + + + + - -

オンラインの再実
行ログファイル

+ + + + + + - -

アーカイブされた
再実行ログファイ
ル

- - - + + + + -

フラッシュバック
ログファイル

- - - + + + + -

回復ファイル - - - + + + - -

OCRファイル + + + + + - + -

Oracle Clusterware
投票ディスク

+ + + + + - + -

注 –一部の種類のファイルは、Oracle RACのリリースによっては含まれていないもの
もあります。使用しているリリースに含まれるファイルの種類の情報について
は、Oracleのドキュメントを参照してください。
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Oracle Clusterwareのストレージ管理の要件
Oracleクラスタレジストリ (OCR)や投票ディスクなどのOracle Clusterwareディスク
は、次のストレージ管理スキーマでサポートされます。

■ Solaris Volume Manager for Sun Cluster

注 – Solaris Volume Manager for Sun Clusterは、Oracle RACでのみサポートされま
す。

■ Veritas Volume Manager (VxVM)

注 – VxVMは、SPARCプラットフォームでのみサポートされます。

■ ハードウェアRAID (Redundant Array of Independent Disks)サポート
■ ハードウェアRAIDサポートまたは Solaris Volume Manager for Sun Clusterを備えた

Sun QFS共有ファイルシステム
■ 認定ネットワーク接続ストレージ (NAS)デバイス

Oracle RACデータベースのストレージ管理の要件
Oracle RACデータベースには次のストレージ管理スキーマを使用できます。

■ Solaris Volume Manager for Sun Cluster

注 – Solaris Volume Manager for Sun Clusterは、Oracle RACでのみサポートされま
す。

■ クラスタ機能を備えたVeritas Volume Manager (VxVM)

注 – VxVMは、SPARCプラットフォームでのみサポートされます。

■ ハードウェアRAID (Redundant Array of Independent Disks)サポート
■ ハードウェアRAIDサポートまたは Solaris Volume Manager for Sun Clusterを備えた

Sun QFS共有ファイルシステム
■ 認定ネットワーク接続ストレージ (NAS)デバイス
■ Oracle自動ストレージ管理 (Oracle ASM)
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OracleバイナリファイルとOracle構成ファイル用のストレージ管
理の要件
OracleバイナリファイルおよびOracle構成ファイルは、次のいずれかの場所にイン
ストールできます。

■ 各クラスタノードのローカルディスク。詳細は、29ページの「Oracleバイナリ
ファイルとOracle構成ファイルにローカルディスクの使用」を参照してくださ
い。

■ 次のいずれかの共有ファイルシステム。
■ Sun QFS共有ファイルシステム
■ クラスタファイルシステム
■ 認定されたNASデバイス上のファイルシステム

詳細は、29ページの「OracleバイナリファイルとOracle構成ファイルに共有
ファイルシステムの使用」を参照してください。

OracleバイナリファイルとOracle構成ファイルにローカルディスクの
使用

OracleバイナリファイルとOracle構成ファイルを個別のクラスタノードに配置する
と、あとでOracleアプリケーションをアップグレードするときにデータサービスを
停止せずに実行できます。

注 –一部のバージョンのOracleをアップグレードするときは、データサービスの停止
が必須になります。データサービスを停止せずにOracleアプリケーションをアップ
グレードできるかどうかについては、Oracleのドキュメントを参照してください。

ただし、OracleアプリケーションバイナリファイルやOracle構成ファイルを複数
セット用意し、それを保守および管理しなければならないという欠点があります。

OracleバイナリファイルとOracle構成ファイルに共有ファイルシステ
ムの使用

Oracleインストールの保守を簡単にするために、OracleバイナリファイルとOracle構
成ファイルを共有ファイルシステムにインストールできます。次の共有ファイルシ
ステムがサポートされています。

■ Sun QFS共有ファイルシステム
■ クラスタファイルシステム

クラスタファイルシステムを使用する場合は、使用するボリュームマ
ネージャーを決めます。
■ Solarisボリュームマネージャー
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■ クラスタ機能のないVxVM

注 – VxVMは、SPARCプラットフォームでのみサポートされます。

■ 認定されたNASデバイス上のファイルシステム

OracleバイナリファイルとOracle構成ファイルを共有ファイルシステムに配置する
場合、保守および管理するコピーが 1つで済みます。ただし、Oracleアプリ
ケーションをアップグレードするには、クラスタ全体でデータサービスを停止する
必要があります。アップグレードする際に多少の停止時間が生じてもかまわない場
合は、OracleバイナリファイルとOracle構成ファイルの 1つのコピーを共有ファイル
システムに配置します。

ゾーンクラスタではサポートされているストレージ管理スキーマ
ゾーンクラスタでOracle RACを実行するときは、実行しているOracle RACの
バージョンに応じて次のストレージ管理スキーマを使用できます。

Oracle RAC 10gまたはOracle RAC 11 gを使用している場合は、次のストレージ管理ス
キーマがサポートされます。

■ Solarisボリュームマネージャーを備えた Sun QFS共有ファイルシステム
■ ハードウェアRAIDサポートを備えた Sun QFS共有ファイルシステム
■ Solaris Volume Manager for Sun Cluster
■ フェンシングを備えた認定NASデバイス上のファイルシステム

Oracle RAC 9iを使用している場合は、次のストレージ管理スキーマがサポートされ
ます。

■ Solarisボリュームマネージャーを備えた Sun QFS共有ファイルシステム
■ ハードウェアRAIDサポートを備えた Sun QFS共有ファイルシステム
■ Solaris Volume Manager for Sun Cluster
■ フェンシングを備えた認定NASデバイス上のファイルシステム

SPARC: Oracleコンポーネントのプロセッサアーキ
テクチャーの要件
Oracle UDLM (SPARC)およびOracleリレーショナルデータベース管理システム
(RDBMS)に使用するアーキテクチャーを決めるときは、次の点に注意してくださ
い。

■ 両方のOracleコンポーネントのアーキテクチャーが一致する必要があります。た
とえば、Oracle UDLMに 64ビットアーキテクチャーを使用する場合は、RDBMS
にも 64ビットアーキテクチャーを使用する必要があります。
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■ Oracleコンポーネントに 32ビットアーキテクチャーを使用する場合、それらのコ
ンポーネントが配置されたノードは 32ビットモードでも 64ビットモードでも起
動できます。ただし、Oracleコンポーネントに 64ビットアーキテクチャーを使用
する場合は、それらのコンポーネントが配置されたノードを 64ビットモードで起
動する必要があります。

■ すべてのノードを起動するときは、同じアーキテクチャーを使用する必要があり
ます。たとえば、32ビットアーキテクチャーを使用するように 1つのノードを起
動する場合は、どのノードも 32ビットアーキテクチャーを使用するように起動す
る必要があります。

Oracle RAC用サポートでのOracle Data Guardの使
用
Oracle RAC用サポートをOracle Data Guardと一緒に使用することができます。
Oracle RAC用サポートでOracle Data Guardを構成するには、このガイドで説明する
作業を実行します。Oracle Data Guardの構成で使用するクラスタに対する作業
は、スタンドアロンのクラスタに対する作業と同じです。

Oracle Data Guardのインストール、管理、および操作については、Oracleのドキュメ
ントを参照してください。

Oracle Solaris Cluster 3.3ソフトウェアでのOracle
Real Application Clusters Guardオプションの使用
Oracle Real Application Clusters Guardオプションのインストール、管理、および操作
については、Oracleのドキュメントを参照してください。この製品オプションを
Oracle Solaris Cluster 3.3ソフトウェアで使用する場合は、Oracle Solaris Cluster 3.3ソフ
トウェアをインストールする前に、次の副節で説明する点を確認してください。

この節では、Oracle Solaris Clusterの構成でOracle Real Application Clusters Guardを使
用する場合の次の制限について説明します。

■ 31ページの「ホスト名の制限」
■ 32ページの「Oracle Solaris Clusterコマンドの使用に関する制限」

ホスト名の制限
Oracle Real Application Clusters GuardオプションをOracle Solaris Cluster 3.3ソフト
ウェアで使用する場合、クラスタで使用するホスト名に次の制限が適用されます。

■ ホスト名に特殊文字を含めることはできません。

これらの制限およびその他の要件については、Oracleのドキュメントを参照してく
ださい。
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Oracle Solaris Clusterコマンドの使用に関する制限
Oracle Real Application Clusters GuardオプションをOracle Solaris Cluster 3.3ソフト
ウェアで使用する場合、次の操作の実行にOracle Solaris Clusterコマンドを使用しな
いでください。

■ Oracle Real Application Clusters Guardインストールのリソースの状態の操作。この
操作にOracle Solaris Clusterコマンドを使用すると、障害が発生する可能性があり
ます。

■ Oracle Real Application Clusters Guardインストールのリソースの状態のクエリ。出
力される状態に実際の状態が反映されないことがあります。Oracle Real
Application Clusters Guardの状態を確認するには、Oracleのコマンドを使用してく
ださい。

Oracle Solaris Clusterノードの準備
Oracle Solaris Clusterノードを準備すると、オペレーティングシステムの構成が変更
され、Oracle RACをOracle Solaris Clusterノードで実行できるようになります。Oracle
Solaris Clusterノードやディスクの準備では、次の作業を行います。

■ NISネームサービスをバイパスする
■ データベース管理者 (DBA)グループとDBAユーザーアカウントを作成する
■ Oracle RACソフトウェアの共有メモリーを構成する

注意 –これらの作業は、Oracle RAC用サポートを実行できるすべてのノードで行いま
す。これらの作業をすべてのノードで実行しないと、Oracleのインストールは完了
しません。Oracleのインストールが不完全であると、Oracle RAC用サポートは起動
中に失敗します。

Oracle RACをゾーンクラスタで実行できるようにするには、さらに次の作業を行う
必要があります。

■ ゾーンクラスタでOracle RACソフトウェアの共有メモリーを構成する
■ ゾーンクラスタでOracle RACソフトウェアの必要な特権を設定する
■ ゾーンクラスタでOracle RACソフトウェアの論理ホスト名リソースを構成する

この節には次の情報が含まれます。

■ 33ページの「始める前に」
■ 33ページの「NISネームサービスをバイパスする」
■ 34ページの「DBAグループとDBAユーザーアカウントを作成する」
■ 37ページの「グローバルクラスタでOracle RACソフトウェアの共有メモリーを
構成する」

■ 38ページの「ゾーンクラスタでOracle RACソフトウェアの共有メモリーを構成
する」

Oracle Solaris Clusterノードの準備

Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle Real Application Clustersガイド • 2010年 9月、バージョン
A

32



■ 40ページの「ゾーンクラスタでOracle RACソフトウェアの必要な特権を設定す
る」

■ 40ページの「ゾーンクラスタでOracle RACソフトウェアの論理ホスト名リ
ソースまたは仮想 IPアドレスを構成する」

始める前に
Oracle Solaris Clusterノードを準備する前に、Oracle RACのすべてのプリインストール
タスクが完了していることを確認します。詳細は、Oracle RACのドキュメントを参
照してください。

▼ NISネームサービスをバイパスする
NISネームサービスをバイパスすると、Oracle RAC用サポートデータサービスがク
ラスタノードのパブリックネットワークの障害から保護されます。クラスタノード
のパブリックネットワークに障害が発生すると、NISネームサービスが使用不能にな
る場合があります。Oracle RAC用サポートがNISネームサービスを参照したときに
ネームサービスが使用不能だと、Oracle RAC用サポートデータサービスは失敗する
場合があります。

NISネームサービスをバイパスすると、Oracle RAC用サポートデータサービス
は、ユーザー識別子 (ID)を設定するときにNISネームサービスを参照しません。
Oracle RAC用サポートデータサービスは、データベースを起動または停止するとき
にこのユーザー IDを設定します。

Oracle RAC用サポートを実行できるすべてのノードでスーパーユーザーになります。

それぞれのノードで、次のエントリを /etc/nsswitch.confファイルに追加します。
passwd: files [NOTFOUND=return] nis [TRYAGAIN=0]

publickey: files [NOTFOUND=return] nis [TRYAGAIN=0]

project: files [NOTFOUND=return] nis [TRYAGAIN=0]

group: files [NOTFOUND=return] nis [TRYAGAIN=0]

/etc/nsswitch.confファイルについては、nsswitch.conf(4)のマニュアルページを参
照してください。

34ページの「DBAグループとDBAユーザーアカウントを作成する」に進みます。
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▼ DBAグループとDBAユーザーアカウントを作成す
る
Oracle Solaris ClusterソフトウェアでOracle RACをインストールした場合、通
常、DBAグループには dbaという名前が付けられます。通常、このグループに
は、rootユーザーと oracleユーザーが含まれます。

注 –ここで説明するユーザーとグループの構成は、Oracleのドキュメントに記載され
たOracle RACのスタンドアロンインストールの構成とは異なります。Oracle RACの
スタンドアロンインストールでは、oinstallという名前の一次DBAグループと dba

という名前の二次グループを使用します。一部のアプリケーションでは、operとい
う名前の二次グループも必要になります。詳細は、Oracleのドキュメントを参照し
てください。

この作業は各クラスタノードで実行します。

この作業を実行するクラスタノードで、スーパーユーザーになります。

DBAグループとそのグループに含める潜在的なユーザーのエントリを /etc/group

ファイルに追加します。
# echo ’group-name:*:group-id:user-list’ >> /etc/group

group-name エントリを追加するグループの名前を指定します。通常、このグ
ループには dbaという名前が付けられます。

group-id システム内のグループの一意の数値 ID (GID)を指定します。

user-list グループに含めるユーザー名をコンマで区切って指定します。必要な
すべてのDBAユーザーの名前をこのリストに含める必要がありま
す。通常、このグループには、rootユーザーと oracleユーザーが含
まれます。

Oracle RAC用サポートを実行できるそれぞれのノードで、エントリが同じであるこ
とを確認してください。

ネットワーク情報サービス (NIS)やNIS+などのネットワークネームサービスに
ネームサービスエントリを作成すれば、データサービスクライアントからこの情報
を使用できるようになります。また、ローカルの /etcファイルにエントリを作成
し、ネットワークネームサービスに依存しないようにすることもできます。

手順 2で定義したDBAグループの各潜在的ユーザーのホームディレクトリを作成し
ます。

rootユーザーのホームディレクトリを作成する必要はありません。
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ホームディレクトリを作成する対象の潜在的ユーザーごとに、次のコマンドを入力
します。
# mkdir -p user-home

user-home 作成するホームディレクトリのフルパスを指定します。

手順 2で定義したDBAグループの各潜在的ユーザーをシステムに追加します。
rootユーザーを追加する必要はありません。

各ユーザーを追加するには、useradd(1M)コマンドを使用します。ユーザーをシステ
ムに追加すると、ユーザーのエントリが次のファイルに追加されます。

■ /etc/passwd

■ /etc/shadow

# useradd -u user-id -g group-name -d user-home \

[ -s user-shell] user-name

-u user-id システム内のユーザーの一意の数値 ID (UID)を指定します。

-g group-name ユーザーが属するユーザーグループの名前を指定します。手順 2で
定義したDBAグループを指定する必要があります。

-d user-home ユーザーのホームディレクトリのフルパスを指定します。手順 3で
ユーザー用に作成したホームディレクトリを指定する必要がありま
す。

-s user-shell 必要に応じて、ユーザーのログイン時にユーザーのシェルとして使
用するプログラムのフルパス名を指定します。 -sオプションを省
略すると、デフォルトで /bin/shプログラムが使用されます。 -s

オプションを指定する場合は、user-shellに有効な実行可能ファイル
を指定する必要があります。

user-name 追加するユーザーのユーザー名を指定します。手順 2で定義した
DBAグループの潜在的ユーザーの名前を指定する必要がありま
す。

Oracle RAC用サポートを実行できるそれぞれのノードで、各ユーザーが同じである
ことを確認してください。

手順 4で追加した各ユーザーのパスワードを設定します。
各ユーザーのパスワードを設定するには、passwd(1)コマンドを使用します。

a. 次のコマンドを入力します。
# password user-name

user-name パスワードを設定する対象のユーザーのユーザー名を指定します。
手順 4で追加したDBAグループのユーザーの名前を指定する必要が
あります。
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passwdコマンドから、パスワードを入力するように求められます。

b. プロンプトで、パスワードを入力し、Returnキーを押します。
passwdコマンドから、パスワードをもう一度入力するように求められます。

c. プロンプトで、パスワードをもう一度入力し、Returnキーを押します。

手順 3で作成した各ホームディレクトリの所有権を次のように変更します。

■ 所有者:ホームディレクトリを作成した対象のユーザー
■ グループ:手順 2で定義したDBAグループ

所有権を変更するホームディレクトリごとに、次のコマンドを入力します。

# chown user-name:group-name user-home

user-name ホームディレクトリの所有権を変更する対象のユーザーのユーザー名
を指定します。手順 4で追加したDBAグループのユーザーの名前を
指定する必要があります。

group-name ユーザーが属するユーザーグループの名前を指定します。手順 2で定
義したDBAグループを指定する必要があります。

user-home ユーザーのホームディレクトリのフルパスを指定します。手順 3で
ユーザー用に作成したホームディレクトリを指定する必要がありま
す。

手順 4で追加したDBAグループの各ユーザーの /var/optディレクトリのサブディレ
クトリを作成します。

作成するデブディレクトリごとに、次のコマンドを入力します。
# mkdir /var/opt/user-name

user-name /var/optディレクトリのサブディレクトリを作成する対象の
ユーザーのユーザー名を指定します。手順 4で追加したDBAグループ
のユーザーの名前を指定する必要があります。

手順 7で作成した各ディレクトリの所有権を次のように変更します。

■ 所有者:ディレクトリを作成した対象のユーザー
■ グループ:手順 2で定義したDBAグループ

所有権を変更するディレクトリごとに、次のコマンドを入力します。

# chown user-name:group-name /var/opt/user-name

user-name ホームディレクトリの所有権を変更する対象のユーザーのユーザー名
を指定します。手順 4で追加したDBAグループのユーザーの名前を
指定する必要があります。
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group-name ユーザーが属するユーザーグループの名前を指定します。手順 2で定
義したDBAグループを指定する必要があります。

DBAグループとDBAユーザーアカウントの作成

この例では、DBAグループ dbaを作成し、そのグループに rootユーザーと oracle

ユーザーを含めるための一連のコマンドを示します。

作成する dbaグループと oracleユーザーの情報を次に示します。

■ dbaグループのGIDは 520です。
■ oracleユーザーのホームディレクトリは /Oracle-homeです。
■ oracleユーザーのUIDは 120です。
■ oracleユーザーのログインシェルはKornシェルです。

# echo ’dba:*:520:root,oracle’ >> /etc/group

# mkdir /Oracle-home

# useradd -u 120 -g dba -d /Oracle-home -s /bin/ksh oracle

# passwd oracle

New Password:oracle

Re-enter new Password:oracle

passwd: password successfully changed for oracle

# chown oracle:dba /Oracle-home

# mkdir /var/opt/oracle

# chown oracle:dba /var/opt/oracle

次のマニュアルページを参照してください。
■ passwd(1)
■ useradd(1M)
■ group(4)
■ passwd(4)
■ shadow(4)

37ページの「グローバルクラスタでOracle RACソフトウェアの共有メモリーを構成
する」に進みます。

▼ グローバルクラスタでOracle RACソフトウェアの
共有メモリーを構成する
Oracle RACソフトウェアが正常に動作するためには、すべてのクラスタノードに十
分な共有メモリーがなければなりません。この作業は各クラスタノードで実行しま
す。

例1–1

参照

次の手順
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クラスタノード上にインストールするクラスタノード上でスーパーユーザーになり
ます。

/etc/systemファイルを共有メモリーの構成情報で更新します。

これらのパラメータは、クラスタで使用できるリソースに基づいて設定する必要が
あります。ただし、各パラメータには、Oracle RACソフトウェアがその構成要件に
従って共有メモリーセグメントを作成できるだけの十分な値を指定する必要があり
ます。各パラメータの必要な最小値については、Oracleのドキュメントを参照して
ください。

/etc/systemファイルで構成するエントリの例を次に示します。
*SHARED MEMORY/ORACLE

set shmsys:shminfo_shmmax=4294967295

手順 2で /etc/systemファイルを更新した各ノードを停止して再起動します。

注意 –再起動する前に、既存のボリュームマネージャーソフトウェアのインストール
が完了していることを確認する必要があります。ボリュームマネージャーソフト
ウェアのインストールが不完全であると、パニックが発生します。VxVMを使用す
る場合は、ソフトウェアがインストールされていること、およびVxVMクラスタ機
能のライセンスが有効であることも確認してください。その状態でないと、再起動
時にパニックが発生します。インストール時にノードでパニックが発生した場合の
回復方法については、179ページの「Oracle RAC用サポートの初期化中のノードパ
ニック」を参照してください。

詳しい手順については、『Oracle Solaris Clusterシステム管理』の「クラスタ内の 1つ
のノードの停止と起動」を参照してください。

41ページの「Oracle RAC用サポートパッケージのインストール」に進みます。

▼ ゾーンクラスタでOracle RACソフトウェアの共有
メモリーを構成する
ゾーンクラスタでOracle RACソフトウェアの共有メモリーを構成するには、次の手
順を実行します。

グローバルクラスタで共有メモリーを構成する手順を実行します。

グローバルクラスタで共有メモリーを構成する詳しい手順については、37ページ
の「グローバルクラスタでOracle RACソフトウェアの共有メモリーを構成する」を
参照してください。
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ゾーンクラスタで同様の手順を実行します。

注 –これらの手順を実行しても、ゾーンクラスタの実際の共有メモリーの制御には影
響しません。これらの手順を実行する目的は、Oracle dbcaユーティリティーで
データベースメモリーの割り当てを設定できるようにすることです。RACデータ
ベースの作成にOracle dbcaユーティリティーを使用しない場合は、ゾーンクラスタ
でのこれらの手順を省略してかまいません。

ゾーンクラスタで使用するメモリーを制限する場合は、次の手順を実行します。

a. ゾーンクラスタをホストしているグローバルクラスタノード
で、スーパーユーザーになります。

b. clzoneclusterコマンドを使用して、capped-memoryプロパティーの属性
physical、swap、および lockedを設定します。
#clzonecluster configure zcname
clzonecluster:zcname> add capped-memory

clzonecluster:cz1-2n:capped-memory> set physical=memsize
clzonecluster:cz1-2n:capped-memory> set swap=memsize
clzonecluster:cz1-2n:capped-memory> set locked=memsize
clzonecluster:cz1-2n:capped-memory> end

clzonecluster:cz1-2n>commit

Physical=memsize 物理メモリーのサイズを指定します。

swap=memsize スワップメモリーのサイズを指定します。

locked=memsize メモリーをロックするようにOracle RACデータベースプロ
セスで要求できる共有メモリーセグメントのサイズの制限
を指定します。

注 – capped-memoryプロパティーの locked属性に加え、max-shm-memoryプロパ
ティーを使用して共有メモリーセグメントの制限をゾーンクラスタで直接構成す
ることもできます。 Solarisのマニュアルページ zonecfg(1M)も参照してくださ
い。

c. ゾーンクラスタを再起動します。
#clzonecluster reboot zcname
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注 – capped-memoryプロパティーの属性を設定する手順は、ゾーンクラスタの作成
の一環として実行できます。ゾーンクラスタの作成の一環として capped-memory

プロパティーの属性を設定した場合、メモリー関連のプロパティーは、最初に
ゾーンクラスタを起動したときにすぐに有効になります。『Oracle Solaris Cluster
ソフトウェアのインストール』の「ゾーンクラスタを作成する」を参照してくだ
さい。

▼ ゾーンクラスタでOracle RACソフトウェアの必要
な特権を設定する
ゾーンクラスタの構成でOracle RACを実行できるようにするには、必要な特権を設
定する必要があります。必要な特権は、clzoneclusterコマンドを使用して
limitprivプロパティーを設定することで、ゾーンクラスタの構成に含めることがで
きます。Oracle RACを実行するためにゾーンクラスタで必要な特権を設定するに
は、次の手順を実行します。

ゾーンクラスタをホストしているグローバルクラスタノード
で、スーパーユーザーになります。

clzoneclusterコマンドを使用して limitprivプロパティーを設定します。
# clzonecluster configure zcname
clzonecluster:zcname>set limitpriv ="default,proc_priocntl,proc_clock_highres"

clzonecluster:zcname>commit

ゾーンクラスタを再起動します。
# clzonecluster reboot zcname

注 – limitprivプロパティーを設定する手順は、ゾーンクラスタの作成の一環として
実行できます。ゾーンクラスタの作成については、『Oracle Solaris Clusterソフト
ウェアのインストール』の「ゾーンクラスタを作成する」を参照してください。

▼ ゾーンクラスタでOracle RACソフトウェアの論理
ホスト名リソースまたは仮想 IPアドレスを構成す
る
Oracle RAC 9iの構成の論理ホスト名リソースや、Oracle RAC 10gおよび 11gの構成の
Oracle Clusterware仮想 IPアドレスをゾーンクラスタでサポートするに
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は、clzoneclusterコマンドを使用して、特定のゾーンクラスタ内のそれらのリ
ソースで使用されるフェイルオーバー対応のホスト名または IPアドレスを構成しま
す。

Oracle RAC 10gまたは 11 gのゾーンクラスタの構成で仮想 IPアドレスを構成するに
は、次の手順を実行します。

ゾーンクラスタをホストしているグローバルクラスタノード
で、スーパーユーザーになります。

clzoneclusterコマンドを使用して仮想 IPアドレスを構成します。
# clzonecluster configure zcname
clzonecluster:zcname>add net

clzonecluster:zcname:net>set address=racnode1-vip
clzonecluster:zcname:net>end

clzonecluster:zcname>add net

clzonecluster:zcname:net>set address=racnode2-vip
clzonecluster:zcname:net>end

clzonecluster:zcname>commit

ゾーンクラスタを再起動します。
# clzonecluster reboot zcname

Oracle RAC用サポートパッケージのインストール
初期Oracle Solaris Clusterインストール時にOracle RAC用サポートパッケージをイン
ストールしなかった場合、この手順を実行してパッケージをインストールしま
す。パッケージをインストールするには、installerプログラムを使用します。

注 –ゾーンクラスタではなく、グローバルクラスタにあるOracle RAC用サポート
パッケージをインストールする必要があります。

▼ Oracle RAC用サポートパッケージをインストール
する
Oracle RAC用サポートパッケージをインストールする各クラスタノードに対し
て、この手順を実行します。

installerプログラムは、コマンド行インタフェース (CLI)またはグラフィカル
ユーザーインタフェース (GUI)で実行できます。CLIおよびGUIの指示の内容およ
び順序は類似しています。
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Oracle Solaris Clusterインストールメディアを用意してください。

installerプログラムをGUIで実行する場合は、DISPLAY環境変数を必ず設定しま
す。

データサービスパッケージをインストールするクラスタノード上
で、スーパーユーザーになります。

DVD-ROMドライブにOracle Solaris Clusterインストールメディアを挿入します。
ボリューム管理デーモン vold(1M)が実行中で、DVD-ROMデバイスを管理するため
に設定されている場合、デーモンは自動的にDVD-ROMを /cdromディレクトリにマ
ウントします。

DVD-ROMのインストールウィザードディレクトリに移動します。

■ SPARCプラットフォームにデータサービスパッケージをインストールする場
合、次のコマンドを入力します。
# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_sparc

■ x86プラットフォームにデータサービスパッケージをインストールする場合、次
のコマンドを入力します。
# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_x86

インストールウィザードを起動します。
# ./installer

プロンプトが表示されたら、ライセンス契約を受け入れます。

使用可能なサービスのOracle Solaris Clusterエージェントのリストから、Oracle RACの
データサービスを選択します。

英語以外の言語のサポートが必要な場合、多言語パッケージをインストールするオ
プションを選択します。

英語のサポートは常にインストールされます。

データサービスを今すぐまたはあとで構成するかを尋ねるプロンプトが表示された
ら、[あとで構成]を選択します。
[あとで構成]を選択して、インストール後に構成を実行します。

画面の指示に従い、データサービスパッケージをノード上にインストールします。

インストールウィザードによって、インストールの状態が表示されます。インス
トールが完了すると、ウィザードによってインストールの概要およびインストール
ログが表示されます。

始める前に

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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(GUIのみ)製品を登録せず、製品のアップデートを受け取らない場合は、製品登録オ
プションを選択解除します。

CLIでは製品登録オプションは使用できません。CLIでインストールウィザードを実
行している場合は、この手順を省略します。

インストールウィザードを終了します。

DVD-ROMドライブからインストールメディアを取り出します。

a. DVD-ROMが使用されていないことを確認し、DVD-ROM上にないディレクトリに移
動します。

b. DVD-ROMを取り出します。
# eject cdrom

次の手順は、次の表に示すように、使用しているプラットフォームによって異なり
ます。

プラットフォーム 次の手順

SPARC 43ページの「SPARC: Oracle UDLMのインストール」

x86 第 2章「Oracleファイル用ストレージの構成」

SPARC: Oracle UDLMのインストール
Oracle UDLMをインストールする詳しい手順については、Oracle RACのドキュメン
トを参照してください。

注意 – Oracle UDLMをインストールする前に、DBAグループとDBAユーザーアカウ
ントが作成済みであることを確認してください。詳細は、34ページの「DBAグ
ループとDBAユーザーアカウントを作成する」を参照してください。

▼ SPARC: Oracle UDLMをインストールする
Oracle UNIX分散ロックマネージャー (Oracle UDLM)が必要なOracle RACリリースを
使用している場合は、Oracle UDLMソフトウェアを各ノードのローカルディスクに
インストールする必要があります。ゾーンクラスタノードでOracle RACをサポート
するには、Oracle UDLMソフトウェアを各ゾーンクラスタノードにインストールし
ます。

10

11

12

次の手順

SPARC: Oracle UDLMのインストール
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注 – Oracle RAC 11g release 2を使用する場合に限り、Oracle UDLMの代わりにネイ
ティブ SKGXNを使用するときは、Oracle UDLMソフトウェアをインストールしない
でください。Oracle UDLMソフトウェアがクラスタにインストールされていなけれ
ば、ネイティブ SKGXNが自動的に使用されます。

クラスタノード上にインストールするクラスタノード上でスーパーユーザーになり
ます。

Oracle UDLMソフトウェアをインストールします。
手順については、該当するOracle RACインストールのドキュメントを参照してくだ
さい。

注 – Oracle UDLMパッケージのインストール時にエラーメッセージが出力されていな
いことを確認してください。パッケージのインストール時にエラーが発生した場合
は、問題を修正してからOracle UDLMソフトウェアをインストールしてください。

第 2章「Oracleファイル用ストレージの構成」に進みます。

1

2

次の手順

SPARC: Oracle UDLMのインストール

Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle Real Application Clustersガイド • 2010年 9月、バージョン
A

44



Oracleファイル用ストレージの構成

この章では、Oracleファイル用ストレージを構成する方法について説明します。

■ 45ページの「Oracleファイル用ストレージの構成作業の概要」
■ 53ページの「Oracle RAC用サポートを使用したストレージ管理ソフトウェアの
インストール」

Oracleファイル用ストレージの構成作業の概要
この節では、Oracleファイル用の各ストレージ管理スキーマを構成する次の作業の
概要を示します。

■ 45ページの「Oracleファイル用の Sun QFS共有ファイルシステムを構成する作
業」

■ 48ページの「Oracleファイル用の Solaris Volume Manager for Sun Clusterを構成す
る作業」

■ 49ページの「Oracleファイル用のVxVMを構成する作業」
■ 51ページの「Oracleファイル用のハードウェアRAIDサポートを構成する作業」
■ 51ページの「Oracleファイル用のASMを構成する作業」
■ 51ページの「Oracleファイル用の認定NASデバイスを構成する作業」
■ 52ページの「Oracleファイル用のクラスタファイルシステムを構成する作業」

Oracleファイル用の Sun QFS共有ファイルシステ
ムを構成する作業
次の表は、Sun QFS共有ファイルシステムの構成作業をまとめたものです。作業手順
の詳細が記載されている参照先も示しています。最初の表にOracle RACをグローバ
ルクラスタで実行する場合の作業を示し、2番目の表にOracle RACをゾーンクラス
タで実行する場合の作業を示しています。

2第 2 章
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作業は、表にリストされている順番に従って行います。

表 2–1 グローバルクラスタでOracleファイル用の Sun QFS共有ファイルシステムを構成する作
業

作業 参照先

Sun QFS共有ファイルシステムをインストール
および構成する

58ページの「Sun QFS共有ファイルシステムの
使用」

Sun QFS共有ファイルシステムで使用するその
他のストレージ管理スキーマをインストールお
よび構成する

Solaris Volume Manager for Sun Clusterを使用する
場合は、54ページの「Solaris Volume Manager for
Sun Clusterの使用」を参照してください。

ハードウェアRAIDサポートを使用する場合
は、55ページの「ハードウェアRAIDサポート
の使用」を参照してください。

RACフレームワークリソースグループを登録お
よび構成する

clsetupユーティリティーを使用してこの作業
を行う場合は、69ページの「RACフレーム
ワークリソースグループの登録と構成」を参照
してください。

Oracle Solaris Clusterメンテナンスコマンドを使
用してこの作業を行う場合は、319ページ
の「Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドを使用してグローバルクラスタ内でフレーム
ワークリソースグループを登録および構成す
る」を参照してください。

Solaris Volume Manager for Sun Clusterを使用する
場合、Oracle RACデータベース用の Solaris
Volume Manager for Sun Cluster複数所有者ディス
クセットを作成する

80ページの「Oracle RACデータベース用の
Solaris Volume Manager for Sun Cluster複数所有者
ディスクセットを作成する」

Oracleファイル用ストレージリソースを登録お
よび構成する

clsetupユーティリティーを使用してこの作業
を行う場合は、88ページの「Oracleファイル用
ストレージリソースの登録と構成」を参照して
ください。

Oracle Solaris Clusterメンテナンスコマンドを使
用してこの作業を行う場合は、334ページ
の「Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドを使用したストレージ管理リソースの作
成」を参照してください。

Oracleファイル用ストレージの構成作業の概要
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表 2–2 ゾーンクラスタでOracleファイル用の Sun QFS共有ファイルシステムを構成する作業

作業 参照先

グローバルクラスタで Sun QFS共有ファイルシ
ステムをインストールおよび構成する

58ページの「Sun QFS共有ファイルシステムの
使用」

グローバルクラスタで Sun QFS共有ファイルシ
ステムで使用するその他のストレージ管理ス
キーマをインストールおよび構成する

Solaris Volume Manager for Sun Clusterを使用する
場合は、54ページの「Solaris Volume Manager for
Sun Clusterの使用」を参照してください。

ハードウェアRAIDサポートを使用する場合
は、55ページの「ハードウェアRAIDサポート
の使用」を参照してください。

グローバルクラスタでRACフレームワークリ
ソースグループを登録および構成する

clsetupユーティリティーを使用してこの作業
を行う場合は、69ページの「RACフレーム
ワークリソースグループの登録と構成」を参照
してください。

Oracle Solaris Clusterメンテナンスコマンドを使
用してこの作業を行う場合は、319ページ
の「Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドを使用してグローバルクラスタ内でフレーム
ワークリソースグループを登録および構成す
る」を参照してください。

Solaris Volume Manager for Sun Clusterを使用する
場合、グローバルクラスタでOracle RACデータ
ベース用の Solaris Volume Manager for Sun Cluster
複数所有者ディスクセットを作成する

80ページの「Oracle RACデータベース用の
Solaris Volume Manager for Sun Cluster複数所有者
ディスクセットを作成する」

ゾーンクラスタ用の Sun QFS共有ファイルシス
テムを構成する

『Oracle Solaris Clusterソフトウェアのインス
トール』の「ゾーンクラスタにQFS共有ファイ
ルシステムを追加する」を参照してください

ゾーンクラスタでOracleファイル用ストレージ
リソースを登録および構成する

clsetupユーティリティーを使用してこの作業
を行う場合は、88ページの「Oracleファイル用
ストレージリソースの登録と構成」を参照して
ください。

Oracle Solaris Clusterメンテナンスコマンドを使
用してこの作業を行う場合は、334ページ
の「Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドを使用したストレージ管理リソースの作
成」を参照してください。

Oracleファイル用ストレージの構成作業の概要
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Oracleファイル用の Solaris Volume Manager for Sun
Clusterを構成する作業
次の表は、Solaris Volume Manager for Sun Clusterの構成作業をまとめたものです。作
業手順の詳細が記載されている参照先も示しています。

作業は、表にリストされている順番に従って行います。

表 2–3 グローバルクラスタでOracleファイル用の Solaris Volume Manager for Sun Clusterを構成
する作業

作業 参照先

Solaris Volume Manager for Sun Clusterを構成する 54ページの「Solaris Volume Manager for Sun
Clusterの使用」

RACフレームワークリソースグループを登録お
よび構成する

clsetupユーティリティーを使用してこの作業
を行う場合は、69ページの「RACフレーム
ワークリソースグループの登録と構成」を参照
してください。

Oracle Solaris Clusterメンテナンスコマンドを使
用してこの作業を行う場合は、319ページ
の「Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドを使用してグローバルクラスタ内でフレーム
ワークリソースグループを登録および構成す
る」を参照してください。

Oracle RACデータベース用の Solaris Volume
Manager for Sun Cluster複数所有者ディスク
セットを作成する

80ページの「Oracle RACデータベース用の
Solaris Volume Manager for Sun Cluster複数所有者
ディスクセットを作成する」

Oracleファイル用ストレージリソースを登録お
よび構成する

clsetupユーティリティーを使用してこの作業
を行う場合は、88ページの「Oracleファイル用
ストレージリソースの登録と構成」を参照して
ください。

Oracle Solaris Clusterメンテナンスコマンドを使
用してこの作業を行う場合は、334ページ
の「Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドを使用したストレージ管理リソースの作
成」を参照してください。

表 2–4 ゾーンクラスタでOracleファイル用の Solaris Volume Manager for Sun Clusterを構成する
作業

作業 参照先

グローバルクラスタで Solaris Volume Manager for
Sun Clusterを構成する

54ページの「Solaris Volume Manager for Sun
Clusterの使用」

Oracleファイル用ストレージの構成作業の概要
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表 2–4 ゾーンクラスタでOracleファイル用の Solaris Volume Manager for Sun Clusterを構成する
作業 (続き)
作業 参照先

グローバルクラスタでRACフレームワークリ
ソースグループを登録および構成する

clsetupユーティリティーを使用してこの作業
を行う場合は、69ページの「RACフレーム
ワークリソースグループの登録と構成」を参照
してください。

Oracle Solaris Clusterメンテナンスコマンドを使
用してこの作業を行う場合は、319ページ
の「Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドを使用してグローバルクラスタ内でフレーム
ワークリソースグループを登録および構成す
る」を参照してください。

グローバルクラスタでOracle RACデータベース
用の Solaris Volume Manager for Sun Cluster複数所
有者ディスクセットを作成する

80ページの「Oracle RACデータベース用の
Solaris Volume Manager for Sun Cluster複数所有者
ディスクセットを作成する」

ゾーンクラスタで Solarisボリュームマ
ネージャーデバイスを構成する

『Oracle Solaris Clusterソフトウェアのインス
トール』の「ゾーンクラスタにディスクセット
を追加する (Solarisボリュームマ
ネージャー)」を参照してください

ゾーンクラスタでOracleファイル用ストレージ
リソースを登録および構成する

clsetupユーティリティーを使用してこの作業
を行う場合は、88ページの「Oracleファイル用
ストレージリソースの登録と構成」を参照して
ください。

Oracle Solaris Clusterメンテナンスコマンドを使
用してこの作業を行う場合は、334ページ
の「Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドを使用したストレージ管理リソースの作
成」を参照してください。

Oracleファイル用のVxVMを構成する作業
次の表は、VxVMの構成作業をまとめたものです。作業手順の詳細が記載されてい
る参照先も示しています。

Oracleファイル用ストレージの構成作業の概要
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作業は、表にリストされている順番に従って行います。

表 2–5 Oracleファイル用のVxVMを構成する作業

作業 参照先

VxVMをインストールおよび構成する 55ページの「VxVMの使用」

RACフレームワークリソースグループを登録お
よび構成する

clsetupユーティリティーを使用してこの作業
を行う場合は、69ページの「RACフレーム
ワークリソースグループの登録と構成」を参照
してください。

Oracle Solaris Clusterメンテナンスコマンドを使
用してこの作業を行う場合は、319ページ
の「Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドを使用してグローバルクラスタ内でフレーム
ワークリソースグループを登録および構成す
る」を参照してください。

Oracle RACデータベース用のVxVM共有ディス
クグループを作成する

87ページの「Oracle RACデータベース用の
VxVM共有ディスクグループを作成する」

Oracleファイル用ストレージリソースを登録お
よび構成する

clsetupユーティリティーを使用してこの作業
を行う場合は、88ページの「Oracleファイル用
ストレージリソースの登録と構成」を参照して
ください。

Oracle Solaris Clusterメンテナンスコマンドを使
用してこの作業を行う場合は、334ページ
の「Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドを使用したストレージ管理リソースの作
成」を参照してください。

注 –現在、VxVMデバイスは、ゾーンクラスタではサポートされていません。

Oracleファイル用ストレージの構成作業の概要
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Oracleファイル用のハードウェアRAIDサポートを
構成する作業
次の表は、ハードウェアRAIDサポートの構成作業をまとめたものです。作業手順の
詳細が記載されている参照先も示しています。

表 2–6 Oracleファイル用のハードウェアRAIDサポートを構成する作業

作業 参照先

ハードウェアRAIDサポートを構成する 55ページの「ハードウェアRAIDサポートの使
用」

注 –ゾーンクラスタ用のハードウェアRAIDの構成については、『Oracle Solaris
Clusterソフトウェアのインストール』の「ゾーンクラスタにストレージデバイスを
追加する」を参照してください。

Oracleファイル用のASMを構成する作業
次の表は、ASMの構成作業をまとめたものです。作業手順の詳細が記載されている
参照先も示しています。

表 2–7 Oracleファイル用のASMを構成する作業

作業 参照先

ASM用のデバイスを構成する 62ページの「Oracle ASMの使用」

注 –ゾーンクラスタ用のASMの構成については、『Oracle Solaris Clusterソフト
ウェアのインストール』の「ゾーンクラスタにストレージデバイスを追加する」を
参照してください。

Oracleファイル用の認定NASデバイスを構成する
作業
次の表は、認定NASデバイスの構成作業をまとめたものです。作業手順の詳細が記
載されている参照先も示しています。NASデバイスは、グローバルクラスタと
ゾーンクラスタの両方でサポートされます。

Oracleファイル用ストレージの構成作業の概要
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作業は、表にリストされている順番に従って行います。

表 2–8 Oracleファイル用の認定NASデバイスを構成する作業

作業 参照先

認定NASデバイスをインストールおよび構成す
る

Oracle Solaris Clusterメンテナンスコマンドを使
用してこの作業を行う場合は、『Oracle Solaris
Cluster 3.3 With Network-Attached Storage Devices
Manual』を参照してください。

Oracle Solaris Cluster Managerを使用してこの作
業を行う場合は、オンラインヘルプを参照して
ください。

グローバルクラスタまたはゾーンクラスタで
RACフレームワークリソースグループを登録お
よび構成する

clsetupユーティリティーを使用してこの作業
を行う場合は、69ページの「RACフレーム
ワークリソースグループの登録と構成」を参照
してください。

Oracle Solaris Clusterメンテナンスコマンドを使
用してこの作業を行う場合は、319ページ
の「Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドを使用してグローバルクラスタ内でフレーム
ワークリソースグループを登録および構成す
る」を参照してください。

Oracleファイル用ストレージリソースを登録お
よび構成する (NAS NFSをサポートするための
Oracle RACを含む)

clsetupユーティリティーを使用してこの作業
を行う場合は、88ページの「Oracleファイル用
ストレージリソースの登録と構成」を参照して
ください。

Oracle Solaris Clusterメンテナンスコマンドを使
用してこの作業を行う場合は、334ページ
の「Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドを使用したストレージ管理リソースの作
成」を参照してください。

Oracleファイル用のクラスタファイルシステムを
構成する作業
次の表は、クラスタファイルシステムの構成作業をまとめたものです。作業手順の
詳細が記載されている参照先も示しています。

Oracleファイル用ストレージの構成作業の概要
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作業は、表にリストされている順番に従って行います。

表 2–9 Oracleファイル用のクラスタファイルシステムを構成する作業

作業 参照先

クラスタファイルシステムをインストールおよ
び構成する

65ページの「クラスタファイルシステムの使
用」

RACフレームワークリソースグループを登録お
よび構成する

clsetupユーティリティーを使用してこの作業
を行う場合は、69ページの「RACフレーム
ワークリソースグループの登録と構成」を参照
してください。

Oracle Solaris Clusterメンテナンスコマンドを使
用してこの作業を行う場合は、319ページ
の「Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドを使用してグローバルクラスタ内でフレーム
ワークリソースグループを登録および構成す
る」を参照してください。

注 –現在、クラスタファイルシステムは、ゾーンクラスタのOracle RACではサポート
されていません。

Oracle RAC用サポートを使用したストレージ管理ソフト
ウェアのインストール

Oracleファイルに使用するストレージ管理スキーマのソフトウェアをインストール
します。詳細は、26ページの「Oracleファイル用のストレージ管理の要件」を参照
してください。

注 – Oracle RAC用サポートを使用して認定されたNASデバイスをインストールおよ
び構成する方法については、『Oracle Solaris Cluster 3.3 With Network-Attached Storage
Devices Manual』を参照してください。

この節には次の情報が含まれます。

■ 54ページの「Solaris Volume Manager for Sun Clusterの使用」
■ 55ページの「VxVMの使用」
■ 55ページの「ハードウェアRAIDサポートの使用」
■ 58ページの「Sun QFS共有ファイルシステムの使用」
■ 62ページの「Oracle ASMの使用」
■ 65ページの「クラスタファイルシステムの使用」
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Solaris Volume Manager for Sun Clusterの使用
Solaris Volume Manager for Sun Clusterは、ゾーンクラスタをサポートする場合で
も、常にグローバルクラスタにインストールされます。 clzcコマンドを使用し
て、グローバルクラスタ投票ノードからゾーンクラスタに Solaris Volume Manager for
Sun Clusterデバイスを構成します。 Solaris Volume Manager for Sun Clusterボリューム
をゾーンクラスタで使用する場合でも、Solaris Volume Manager for Sun Clusterの管理
作業はすべてグローバルクラスタ投票ノードから行います。

Solaris Volume Manager for Sun Clusterボリューム上にあるファイルシステムをゾーン
クラスタ内のOracle RACインストールで使用する場合も、Solaris Volume Manager for
Sun Clusterボリュームはグローバルクラスタで構成します。この場合、スケーラブ
ルなデバイスグループリソースはこのゾーンクラスタに属します。

ゾーンクラスタ内のOracle RACインストールを Solaris Volume Manager for Sun Cluster
ボリューム上で直接実行する場合は、グローバルクラスタで Solaris Volume Manager
for Sun Clusterを構成してから、ゾーンクラスタに Solaris Volume Manager for Sun
Clusterボリュームを構成する必要があります。この場合、スケーラブルなデバイス
グループはこのゾーンクラスタに属します。

Solaris Volume Manager for Sun Clusterを使用して格納できるOracleファイルの種類に
ついては、26ページの「Oracleファイル用のストレージ管理の要件」を参照してく
ださい。

▼ Solaris Volume Manager for Sun Clusterを使用する
Oracle RAC用サポートで Solaris Volume Manager for Sun Clusterソフトウェアを使用す
るには、次の作業を実行します。 Solaris Volume Manager for Sun Clusterは、Solarisオ
ペレーティングシステムのインストール時にインストールされます。

グローバルクラスタノードで Solaris Volume Manager for Sun Clusterソフトウェアを構
成します。

グローバルクラスタでの Solaris Volume Manager for Sun Clusterの構成について
は、『Oracle Solaris Clusterソフトウェアのインストール』の「Solarisボリュームマ
ネージャーソフトウェアの構成」を参照してください。

ゾーンクラスタを使用する場合は、ゾーンクラスタに Solaris Volume Manager for Sun
Clusterボリュームを構成します。
ゾーンクラスタへの Solaris Volume Manager for Sun Clusterボリュームの構成について
は、『Oracle Solaris Clusterソフトウェアのインストール』の「ゾーンクラスタに
ディスクセットを追加する (Solarisボリュームマネージャー)」を参照してください。

Oracleのファイルに使用するほかのすべての記憶管理スキーマがインストールされ
ていることを確認します。

1

2
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Oracleのファイルに使用する記憶管理スキーマをすべてインストールした
ら、第 3章「リソースグループの登録と構成」に進みます。

VxVMの使用
VxVMを使用して格納できるOracleファイルの種類については、26ページの「Oracle
ファイル用のストレージ管理の要件」を参照してください。

注 –ゾーンクラスタでのOracle RAC用のVxVMの使用は、このリリースではサ
ポートされていません。

▼ SPARC: VxVMを使用する
Oracle RAC用サポートでVxVMソフトウェアを使用するには、次の作業を実行しま
す。

クラスタ機能を備えたVxVMを使用する場合は、VxVMの基本ライセンスのほか
に、Volume Managerクラスタ機能のライセンスを入手します。
VxVMのライセンス要件については、VxVMのドキュメントを参照してください。

注意 – Volume Managerクラスタ機能のライセンスが正しくインストールされていない
と、Oracle RACサポートをインストールするときにパニックが発生する可能性があ
ります。Oracle RACパッケージをインストールする前に、vxlicense -pコマンドま
たは vxlicrepコマンドを実行して、Volume Managerクラスタ機能の有効なライセン
スがインストールされていることを確認してください。

クラスタノードにVxVMソフトウェアをインストールして構成します。
詳細は、『Oracle Solaris Clusterソフトウェアのインストール』の第 5章「Veritas
Volume Managerをインストールして構成する」およびVxVMのドキュメントを参照
してください。

Oracleのファイルに使用するほかのすべての記憶管理スキーマがインストールされ
ていることを確認します。

Oracleのファイルに使用する記憶管理スキーマをすべてインストールした
ら、第 3章「リソースグループの登録と構成」に進みます。

ハードウェアRAIDサポートの使用
ハードウェアRAIDサポートを使用して格納できるOracleファイルの種類について
は、26ページの「Oracleファイル用のストレージ管理の要件」を参照してくださ
い。

1

2
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Oracle Solaris Clusterソフトウェアには、複数のストレージデバイスに対するハード
ウェアRAIDサポートが備わっています。この組み合わせを使用するには、ディス
クアレイの論理ユニット番号 (LUN)の先頭に rawデバイス ID (/dev/did/rdsk*)を設
定します。ハードウェアRAIDを備えた StorEdge SE9960ディスクアレイを使用する
クラスタでOracle RAC用の rawデバイスを設定するには、次の作業を実行します。

▼ ハードウェアRAIDサポートを使用する

ディスクアレイで LUNを作成します。
LUNの作成方法については、Oracle Solaris Clusterのハードウェアドキュメントを参
照してください。

LUNを作成したら、format(1M)コマンドを実行して、ディスクアレイの LUNを必要な
数のスライスにパーティション分割します。
次に、formatコマンドの出力例を示します。
# format

0. c0t2d0 <SUN18G cyl 7506 alt 2 hd 19 sec 248>

/sbus@3,0/SUNW,fas@3,8800000/sd@2,0

1. c0t3d0 <SUN18G cyl 7506 alt 2 hd 19 sec 248>

/sbus@3,0/SUNW,fas@3,8800000/sd@3,0

2. c1t5d0 <Symbios-StorEDGEA3000-0301 cyl 21541 alt 2 hd 64 sec 64>

/pseudo/rdnexus@1/rdriver@5,0

3. c1t5d1 <Symbios-StorEDGEA3000-0301 cyl 21541 alt 2 hd 64 sec 64>

/pseudo/rdnexus@1/rdriver@5,1

4. c2t5d0 <Symbios-StorEDGEA3000-0301 cyl 21541 alt 2 hd 64 sec 64>

/pseudo/rdnexus@2/rdriver@5,0

5. c2t5d1 <Symbios-StorEDGEA3000-0301 cyl 21541 alt 2 hd 64 sec 64>

/pseudo/rdnexus@2/rdriver@5,1

6. c3t4d2 <Symbios-StorEDGEA3000-0301 cyl 21541 alt 2 hd 64 sec 64>

/pseudo/rdnexus@3/rdriver@4,2

注 –ディスクパーティション情報が失われるのを防ぐために、rawデータに使用する
ディスクスライスのシリンダ 0ではパーティションを開始しないでください。
ディスクのシリンダ 0にはディスクパーティションテーブルが格納されます。

手順 1で作成した LUNに対応する rawデバイス ID (DID)を確認します。
このためには、cldevice(1CL)コマンドを使用します。

次に、cldevice list - vコマンドの出力例を示します。
# cldevice list -v

DID Device Full Device Path

---------- ----------------

d1 phys-schost-1:/dev/rdsk/c0t2d0

d2 phys-schost-1:/dev/rdsk/c0t3d0

d3 phys-schost-2:/dev/rdsk/c4t4d0

d3 phys-schost-1:/dev/rdsk/c1t5d0

1

2

3
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d4 phys-schost-2:/dev/rdsk/c3t5d0

d4 phys-schost-1:/dev/rdsk/c2t5d0

d5 phys-schost-2:/dev/rdsk/c4t4d1

d5 phys-schost-1:/dev/rdsk/c1t5d1

d6 phys-schost-2:/dev/rdsk/c3t5d1

d6 phys-schost-1:/dev/rdsk/c2t5d1

d7 phys-schost-2:/dev/rdsk/c0t2d0

d8 phys-schost-2:/dev/rdsk/c0t3d0

この例では、cldeviceの出力から、ディスクアレイの共有 LUNに対応する raw DID
は d4であることがわかります。

手順 3で特定したDIDデバイスに対応する完全なDIDデバイス名を取得します。

次に、手順 3の例で特定したDIDデバイスに対する cldevice showの出力例を示しま
す。コマンドを実行したノードは phys-schost-1です。

# cldevice show d4

=== DID Device Instances ===

DID Device Name: /dev/did/rdsk/d4

Full Device Path: phys-schost-1:/dev/rdsk/c2t5d0

Replication: none

default_fencing: global

ゾーンクラスタを使用する場合は、ゾーンクラスタにDIDデバイスを構成します。
それ以外の場合は、手順 6に進みます。

ゾーンクラスタへのDIDデバイスの構成については、『Oracle Solaris Clusterソフト
ウェアのインストール』の「ゾーンクラスタにDIDデバイスを追加する」を参照し
てください。

各DIDデバイスでスライスを作成するか変更して、rawデバイス用のディスク容量の
割り当てを含めます。

このためには、format(1M)コマンド、fmthard(1M)コマンド、または prtvtoc(1M)コ
マンドを使用します。スライスを作成または変更するためのコマンドを実行する
ノードからのフルデバイスパスを指定します。

たとえば、スライス s0を使用する場合、スライス s0に 100 GBのディスク容量を割
り当てるように指定できます。

使用する rawデバイスの所有権とアクセス権を変更して、それらのデバイスへのアク
セスを許可します。

rawデバイスを指定するには、手順 4で取得したDIDデバイス名に sNを追加しま
す。Nはスライス番号です。

たとえば、手順 4の cldeviceの出力から、ディスクに対応する raw DIDが
/dev/did/rdsk/d4であることがわかります。それらのデバイス上のスライス s0を使
用する場合は、rawデバイス /dev/did/rdsk/d4s0を指定します。

4

5

6
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Oracleのファイルに使用するほかのすべての記憶管理スキーマがインストールされ
ていることを確認します。

Oracleのファイルに使用する記憶管理スキーマをすべてインストールした
ら、第 3章「リソースグループの登録と構成」に進みます。

Sun QFS共有ファイルシステムの使用
Sun QFS共有ファイルシステムは、ファイルシステムをゾーンクラスタで使用する場
合でも、常にグローバルクラスタ投票ノードにインストールされます。 clzcコマン
ドを使用して、特定のゾーンクラスタに特定の Sun QFS共有ファイルシステムを構
成します。スケーラブルなマウントポイントリソースはこのゾーンクラスタに属し
ます。メタデータサーバーリソース SUNW.qfsはグローバルクラスタに属します。

Sun QFS共有ファイルシステムは、次のいずれかのストレージ管理スキーマと一緒に
使用する必要があります。

■ ハードウェアRAIDサポート
■ Solaris Volume Manager for Sun Cluster

複数の Sun QFS共有ファイルシステムへのOracleファイルの分散
Oracle RACに関連するすべてのファイルを、Sun QFS共有ファイルシステムに格納す
ることができます。

次の副節で説明するように、これらのファイルはいくつかのファイルシステムに分
散させます。

■ 58ページの「RDBMSバイナリファイルおよび関連ファイル用の Sun QFSファイ
ルシステム」

■ 59ページの「データベースファイルおよび関連ファイル用の Sun QFSファイルシ
ステム」

RDBMSバイナリファイルおよび関連ファイル用の Sun QFSファイルシ
ステム

RDBMSバイナリファイルおよび関連ファイルに対し、ファイルを格納するための
ファイルシステムをクラスタに 1つ作成します。

対象のRDBMSバイナリファイルおよび関連ファイルは次のとおりです。
■ Oracleリレーショナルデータベース管理システム (RDBMS)バイナリファイル
■ Oracle構成ファイル (init.ora、tnsnames.ora、listener.ora、sqlnet.oraなど)
■ システムパラメータファイル (SPFILE)
■ 警告ファイル (alert_sid.logなど)
■ トレースファイル (*.trc)

次の手順

Oracle RAC用サポートを使用したストレージ管理ソフトウェアのインストール

Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle Real Application Clustersガイド • 2010年 9月、バージョン
A

58



■ Oracle Clusterwareバイナリファイル

データベースファイルおよび関連ファイル用の Sun QFSファイルシス
テム

データベースファイルおよび関連ファイルに対し、各データベースに 1つのファイ
ルシステムと複数のファイルシステムのどちらが必要であるかを決定します。

■ 構成と保守を簡素化するには、ファイルシステムを 1つ作成して、データベース
のすべてのOracle RACインスタンスを対象にこれらのファイルを格納します。

■ 将来の拡張を容易にするには、複数のファイルシステムを作成して、データ
ベースのすべてのOracle RACインスタンスを対象にこれらのファイルを格納しま
す。

注 –既存のデータベース用にストレージを追加する場合は、そのストレージに対して
追加のファイルシステムを作成する必要があります。この場合、データベースに使
用する複数のファイルシステムにデータベースファイルと関連ファイルを分散させ
ます。

データベースファイルおよび関連ファイル用に作成するファイルシステムごと
に、専用のメタデータサーバーを持つ必要があります。メタデータサーバーに必要
なリソースについては、335ページの「Sun QFSメタデータサーバーのリソース」を
参照してください。

対象のデータベースファイルおよび関連ファイルは次のとおりです。

■ データファイル
■ 制御ファイル
■ オンラインの再実行ログファイル
■ アーカイブされた再実行ログファイル
■ フラッシュバックログファイル
■ 回復ファイル
■ Oracleクラスタレジストリ (OCR)ファイル
■ Oracle Clusterware投票ディスク

Sun QFS共有ファイルシステムのパフォーマンスの最適化
Solaris Volume Manager for Sun Clusterのパフォーマンスを最適化するには、ボ
リュームマネージャーとファイルシステムを次のように構成します。

■ Solaris Volume Manager for Sun Clusterを使用してディスクアレイの論理ユニット番
号 (LUN)をミラー化します。

■ ストライプ化が必要な場合は、ファイルシステムのストライプオプションを使用
してストライプ化を構成します。
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ディスクアレイの LUNをミラー化するには、次の操作を実行します。
■ RAID-0メタデバイスの作成
■ RAID-0メタデバイス、または Sun QFSデバイスのようなメタデバイスの Solarisボ
リュームマネージャーソフトパーティションの使用

システムに対する入出力 (I/O)負荷が高くなることがあります。この場合は、Solaris
ボリュームマネージャーメタデータまたはハードウェアRAIDメタデータ用の LUN
を、データ用の LUNとは異なる物理ディスクにマッピングすることを確認します。
それらの LUNを別の物理ディスクにマッピングすると、競合を最小限に抑えること
ができます。

▼ Sun QFS共有ファイルシステムをインストールおよび構成する
Solarisボリュームマネージャーメタデバイスを共有ファイルシステム用のデバイス
として使用することができます。この場合、共有ファイスシステムを構成する前
に、メタセットとそのメタデバイスが作成されていてすべてのノードで使用できる
ことを確認します。

Oracle RAC用サポートを実行するグローバルクラスタのすべてのノードに Sun QFSソ
フトウェアがインストールされていることを確認します。
Sun QFSのインストール方法については、「Sun Clusterによる SAM-QFSの使用」を
参照してください。

Oracle RAC用サポートで使用する Sun QFS共有ファイルシステムがそれぞれ正しく作
成されていることを確認します。
Sun QFSファイルシステムの作成方法については、「Sun Clusterによる SAM-QFSの
使用」を参照してください。

それぞれの Sun QFS共有ファイルシステムについて、ファイルシステムで格納する
Oracleファイルの種類に応じて正しいマウントオプションを設定します。
■ バイナリファイル、構成ファイル、警告ファイル、およびトレースファイルを格
納するファイルシステムについては、デフォルトのマウントオプションを使用し
ます。

■ データファイル、制御ファイル、オンラインの再実行ログファイル、および
アーカイブされた再実行ログファイルを格納するファイルシステムについて
は、マウントオプションを次のように設定します。
■ /etc/vfstabファイルで、sharedオプションを設定します。
■ /etc/opt/SUNWsamfs/samfs.cmdファイルまたは /etc/vfstabファイルで、次の
オプションを設定します。

fs=fs-name
stripe=width
mh_write

qwrite

始める前に

1

2
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forcedirectio

rdlease=300 Set this value for optimum performance.
wrlease=300 Set this value for optimum performance.
aplease=300 Set this value for optimum performance.

fs-name ファイルシステムを一意に識別する名前を指定します。

幅 ファイルシステムのデバイスに必要なストライプ幅を指定します。
必要なストライプ幅は、ファイルシステムのディスク割り当てユ
ニット (DAU)の倍数です。widthは 1以上の整数でなければなりま
せん。

注 – /etc/vfstabファイルの設定が/etc/opt/SUNWsamfs/samfs.cmdファイルの設定
と衝突していないことを確認します。 /etc/vfstabファイルの設定
は、/etc/opt/SUNWsamfs/samfs.cmdファイルの設定を上書きします。

Oracleファイルに使用するそれぞれの Sun QFS共有ファイルシステムをマウントしま
す。
# mount mount-point

mount-point マウントするファイルシステムのマウントポイントを指定します。

ゾーンクラスタを使用する場合は、ゾーンクラスタに Sun QFS共有ファイルシステム
を構成します。使用しない場合は、手順 5に進みます。
ゾーンクラスタへの Sun QFS共有ファイルシステムの構成については、『Oracle
Solaris Clusterソフトウェアのインストール』の「ゾーンクラスタにQFS共有ファイ
ルシステムを追加する」を参照してください。

Oracleファイルに使用する各ファイルシステムの所有権を変更します。

注 – Sun QFS共有ファイルシステムをゾーンクラスタ用に構成している場合、この手
順はそのゾーンクラスタで実行してください。

ファイルシステムの所有権を次のように変更します。

■ 所有者:データベース管理者 (DBA)ユーザー
■ グループ: DBAグループ

DBAユーザーとDBAグループは、34ページの「DBAグループとDBAユーザーアカ
ウントを作成する」に従って作成します。

# chown user-name:group-name mount-point

user-name DBAユーザーのユーザー名を指定します。通常、このユーザーには
oracleという名前が付けられます。

3
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group-name DBAグループの名前を指定します。通常、このグループには dbaとい
う名前が付けられます。

mount-point 所有権を変更するファイルシステムのマウントポイントを指定しま
す。

手順 5で所有権を変更した各ファイルシステムの所有者に、ファイルシステムに対
する読み取りアクセスと書き込みアクセスを付与します。

注 – Sun QFS共有ファイルシステムがゾーンクラスタ用に構成されている場合、この
手順はそのゾーンクラスタで実行する必要があります。

# chmod u+rw mount-point

mount-point 所有者に読み取りアクセスと書き込みアクセスを付与するファイル
システムのマウントポイントを指定します。

Oracleのファイルに使用するほかのすべての記憶管理スキーマがインストールされ
ていることを確認します。

Oracleのファイルに使用する記憶管理スキーマをすべてインストールした
ら、第 3章「リソースグループの登録と構成」に進みます。

Oracle ASMの使用
Oracle ASMは、次のいずれかのストレージ管理スキーマと一緒に使用します。

■ ハードウェアRAID。詳細は、63ページの「ハードウェアRAIDを備えたOracle
ASMを使用する」を参照してください。

■ Solaris Volume Manager for Sun Cluster。詳細は、80ページの「Oracle RACデータ
ベース用の Solaris Volume Manager for Sun Cluster複数所有者ディスクセットを作
成する」を参照してください。

■ VxVM。詳細は、87ページの「Oracle RACデータベース用のVxVM共有ディスク
グループを作成する」を参照してください。

Oracle ASMを使用して格納できるOracleファイルの種類については、26ページ
の「Oracleファイル用のストレージ管理の要件」を参照してください。

6
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注 –ゾーンクラスタ内のOracle RACインストールでOracle ASMを使用する場合
は、clzoneclusterコマンドを使用して、そのOracle RACインストールで必要なすべ
てのデバイスをそのゾーンクラスタに構成する必要があります。Oracle ASMを
ゾーンクラス内で実行する場合、Oracle ASMの管理はすべて同じゾーンクラスタ内
で行います。

▼ ハードウェアRAIDを備えたOracle ASMを使用する

クラスタメンバーで、rootとしてログインするかスーパーユーザーになります。

クラスタで使用できる共有ディスクに対応するデバイス ID (DID)デバイスの IDを確認
します。

このためには、cldevice(1CL)コマンドを使用します。

次に、cldevice list -v コマンドの出力例の抜粋を示します。
# cldevice list -v

DID Device Full Device Path

---------- ----------------

...

d5 phys-schost-3:/dev/rdsk/c3t216000C0FF084E77d0

d5 phys-schost-1:/dev/rdsk/c5t216000C0FF084E77d0

d5 phys-schost-2:/dev/rdsk/c4t216000C0FF084E77d0

d5 phys-schost-4:/dev/rdsk/c2t216000C0FF084E77d0

d6 phys-schost-3:/dev/rdsk/c4t216000C0FF284E44d0

d6 phys-schost-1:/dev/rdsk/c6t216000C0FF284E44d0

d6 phys-schost-2:/dev/rdsk/c5t216000C0FF284E44d0

d6 phys-schost-4:/dev/rdsk/c3t216000C0FF284E44d0

...

この例では、DIDデバイス d5および d6が、クラスタで使用できる共有ディスクに対
応します。

Oracle ASMディスクグループに使用する各DIDデバイスの完全なDIDデバイス名を取
得します。

次に、手順 2の例で特定したDIDデバイスに対する cldevice showの出力例を示しま
す。コマンドを実行したノードは phys-schost-1です。
# cldevice show d5 d6

=== DID Device Instances ===

DID Device Name: /dev/did/rdsk/d5

Full Device Path: phys-schost-1:/dev/rdsk/c5t216000C0FF084E77d0

Replication: none

default_fencing: global

DID Device Name: /dev/did/rdsk/d6

Full Device Path: phys-schost-1:/dev/rdsk/c6t216000C0FF284E44d0

Replication: none

1
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default_fencing: global

ゾーンクラスタを使用する場合は、ゾーンクラスタにDIDデバイスを構成します。
それ以外の場合は、手順 5に進みます。
ゾーンクラスタでのDIDデバイスの構成については、『Oracle Solaris Clusterソフト
ウェアのインストール』の「ゾーンクラスタにDIDデバイスを追加する」を参照し
てください。

各DIDデバイスでスライスを作成するか変更して、Oracle ASMディスクグループ用の
ディスク容量の割り当てを含めます。

このためには、format(1M)コマンド、fmthard(1M)コマンド、または prtvtoc(1M)コ
マンドを使用します。スライスを作成または変更するためのコマンドを実行する
ノードからのフルデバイスパスを指定します。

たとえば、Oracle ASMディスクグループにスライス s0を使用する場合、スライス s0

に 100 GBのディスク容量を割り当てるように指定できます。

Oracle ASMに使用する rawデバイスを準備します。

a. Oracle ASMに使用する各 rawデバイスの所有権とアクセス権を変更して、それら
のデバイスへのOracle ASMによるアクセスを許可します。

注 –ハードウェアRAIDのOracle ASMがゾーンクラスタ用に構成されている場
合、この手順はそのゾーンクラスタで実行してください。

rawデバイスを指定するには、手順 3で取得したDIDデバイス名に sXを追加しま
す。Xはスライス番号です。

# chown oraasm:oinstall /dev/did/rdsk/dNsX
# chmod 660 /dev/disk/rdsk/dNsX
# ls -lhL /dev/did/rdsk/dNsX
crw-rw---- 1 oraasm oinstall 239, 128 Jun 15 04:38 /dev/did/rdsk/dNsX

Oracle ASMで使用する rawデバイスの所有権とアクセス権の変更について
は、Oracleのドキュメントを参照してください。

b. Oracle ASMに使用する各 rawデバイスのディスクヘッダーを消去します。
# dd if=/dev/zero of=/dev/did/rdsk/dNsX bs=1024k count=200

2000+0 records in

2000+0 records out

ASM_DISKSTRINGOracle ASMインスタンス初期化パラメータを変更して、Oracle ASM
ディスクグループに使用するデバイスを指定します。
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注 –ハードウェアRAIDのOracle ASMがゾーンクラスタ用に構成されている場合、こ
の手順はそのゾーンクラスタで実行してください。

たとえば、Oracle ASMディスクグループに /dev/did/パスを使用するには、値
/dev/did/rdsk/d*を ASM_DISKSTRINGパラメータに追加します。Oracle初期化パラ
メータファイルを編集してこのパラメータを変更する場合は、次のようにパラ
メータを編集します。

ASM_DISKSTRING = ’/dev/did/rdsk/*’

詳細は、Oracleのドキュメントを参照してください。

Oracleのファイルに使用するほかのすべての記憶管理スキーマがインストールされ
ていることを確認します。

Oracleのファイルに使用する記憶管理スキーマをすべてインストールした
ら、第 3章「リソースグループの登録と構成」に進みます。

クラスタファイルシステムの使用
クラスタファイルシステムを作成およびマウントする方法に関する一般情報につい
ては、次のドキュメントを参照してください。

■ 『Oracle Solaris Clusterソフトウェアのインストール』の「グローバルデバイ
ス、デバイスグループ、およびクラスタファイルシステムの計画」

■ 『Oracle Solaris Clusterソフトウェアのインストール』の「クラスタファイルシス
テムの作成」

Oracle RAC用サポートでのクラスタファイルシステムの使用に固有の情報について
は、次の副節を参照してください。

■ 65ページの「クラスタファイルシステムで格納できるOracleファイルの種類」
■ 66ページの「クラスタファイルシステムを使用する際のパフォーマンスと可用
性の最適化」

■ 66ページの「クラスタファイルシステムを使用する」

クラスタファイルシステムで格納できるOracleファイルの種類
クラスタファイルシステムに格納できるのは、Oracle RACに関連付けられた次の
ファイルだけです。

■ Oracle RDBMSバイナリファイル
■ Oracle Clusterwareバイナリファイル

次の手順
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■ Oracle構成ファイル (init.ora、tnsnames.ora、listener.ora、sqlnet.oraなど)
■ システムパラメータファイル (SPFILE)
■ 警告ファイル (alert_sid.logなど)
■ トレースファイル (*.trc)
■ アーカイブされた再実行ログファイル
■ フラッシュバックログファイル
■ Oracleクラスタレジストリ (OCR)ファイル
■ Oracle Clusterware投票ディスク

注 –クラスタファイルシステムに、データファイル、制御ファイル、オンラインの再
実行ログファイル、Oracleリカバリファイルを格納してはいけません。

クラスタファイルシステムを使用する際のパフォーマンスと可用
性の最適化
アーカイブされた再実行ログファイルを書き込む際の I/Oパフォーマンスは、アーカ
イブされた再実行ログファイル用のデバイスグループの場所によって左右されま
す。最適なパフォーマンスを得るには、アーカイブされた再実行ログファイル用の
デバイスグループの主ノードが、Oracle RACデータベースインスタンス用のノード
と同じであることを確認してください。このデバイスグループには、データベース
インスタンスのアーカイブされた再実行ログファイルを保持するファイルシステム
が含まれます。

クラスタの可用性を高めるには、デバイスグループの二次ノードの希望数を増やす
ことを検討してください。ただし、デバイスグループの二次ノードの希望数を増や
すと、パフォーマンスが悪化する場合もあります。デバイスグループの二次ノード
の希望数を増やすには、numsecondariesプロパティーを変更します。詳細
は、『Oracle Solaris Cluster Concepts Guide』の「Multiported Device Groups」を参照し
てください。

▼ クラスタファイルシステムを使用する

クラスタファイルシステムを作成およびマウントします。

クラスタファイルシステムを作成およびマウントする方法については、『Oracle
Solaris Clusterソフトウェアのインストール』の「クラスタファイルシステムの作
成」を参照してください。

UNIXファイルシステム (UFS)を使用する場合は、各種のOracleファイルに対して正し
いマウントオプションを指定していることを確認します。

正しいオプションについては、次の表を参照してください。これらのオプション
は、マウントポイント用の /etc/vfstabファイルにエントリを追加するときに設定し
ます。

1
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ファイルの種類 オプション

Oracle RDBMSバイナリファイル global、logging

Oracle Clusterwareバイナリファイル global、logging

Oracle構成ファイル global、logging

システムパラメータファイル (SPFILE) global、logging

警告ファイル global、logging

トレースファイル global、logging

アーカイブされた再実行ログファイル global、logging、forcedirectio

フラッシュバックログファイル global、logging、forcedirectio

OCRファイル global、logging、forcedirectio

Oracle Clusterware投票ディスク global、logging、forcedirectio

Oracleのファイルに使用するほかのすべての記憶管理スキーマがインストールされ
ていることを確認します。

Oracleのファイルに使用する記憶管理スキーマをすべてインストールした
ら、第 3章「リソースグループの登録と構成」に進みます。
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リソースグループの登録と構成

この章では、Oracle RACの構成で使用するリソースグループを登録および構成する
方法について説明します。

■ 69ページの「RACフレームワークリソースグループの登録と構成」
■ 75ページの「複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグ
ループの登録と構成」

■ 80ページの「Oracle RACデータベース用のグローバルデバイスグループの作
成」

■ 88ページの「Oracleファイル用ストレージリソースの登録と構成」
■ 96ページの「Oracle ASMリソースグループの登録と構成」

RACフレームワークリソースグループの登録と構成
RACフレームワークリソースグループを登録および構成すると、Oracle RACを
Oracle Solaris Clusterソフトウェアで実行できるようになります。

注 – RACフレームワークリソースグループの登録と構成は、必ず行う必要がありま
す。これを行わないと、Oracle RACをOracle Solaris Clusterソフトウェアで実行する
ことはできません。

グローバルクラスタ投票ノードのRACフレームワークリソースは、グローバルクラ
スタで動作するすべてのOracle RACインストールに対応できます。ゾーンクラスタ
のRACフレームワークリソースは、特定のゾーンクラスタで動作するOracle RACイ
ンストールに対応します。RACフレームワークリソースグループは、1つのOracle
Solaris Clusterの構成に複数含めることができます。

この節では、RACフレームワークリソースグループの登録に関する次の情報を示し
ます。

3第 3 章
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■ 70ページの「RACフレームワークリソースグループを登録および構成するための
ツール」

■ 70ページの「clsetupを使用してRACフレームワークリソースグループを登録お
よび構成する」

RACフレームワークリソースグループを登録およ
び構成するためのツール
Oracle Solaris Clusterソフトウェアには、グローバルクラスタまたはゾーンクラスタ
でRACフレームワークリソースグループを登録および構成するための次のツールが
用意されています。

■ clsetupユーティリティー。詳細は、70ページの「clsetupを使用してRACフ
レームワークリソースグループを登録および構成する」を参照してください。

■ Oracle Solaris Cluster Manager。詳細については、Oracle Solaris Cluster Managerの
オンラインヘルプを参照してください。

■ Oracle Solaris Clusterメンテナンスコマンド。詳細は、付録D「コマンド行のオプ
ション」を参照してください。

clsetupユーティリティーとOracle Solaris Cluster Managerのそれぞれに、RACフ
レームワークリソースグループのリソースを構成するウィザードがあります。
ウィザードは、コマンドの構文エラーや漏れから生じる構成エラーの可能性を低減
します。また、これらのウィザードは、すべての必須リソースが作成され、リ
ソース間で必要なすべての依存関係が設定されるようにします。

注 – Oracle Solaris Cluster Managerと clsetupユーティリティーは、グローバルクラス
タの投票ノードでのみ実行できます。

▼ clsetupを使用してRACフレームワークリソース
グループを登録および構成する
クラスタ用にRACフレームワークリソースグループを登録および構成すると、RAC
フレームワークリソースグループが作成されます。

この手順は、Oracle RAC用サポートの初期設定で行います。この手順は 1つの
ノードからのみ実行します。

次の前提条件を満たしていることを確認します。

■ Oracle RACのすべてのプリインストールタスクが完了していること。
■ Oracle Solaris Clusterのノードが準備済みであること。

始める前に
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■ データサービスパッケージがインストール済みであること。
■ Oracle UDLMソフトウェアがインストール済みであること (使用する場合)。

Oracle RAC 11g release 2でネイティブ SKGXNを使用する場合は、Oracle UDLMソ
フトウェアがインストールされていないことを確認します。

次の情報を用意してください。

■ Oracle RAC用サポートを実行する必要があるノードの名前。

任意のクラスタノードでスーパーユーザーになります。

clsetupユーティリティーを起動します。
# clsetup

clsetupのメインメニューが表示されます。

メニューから「データサービス (Data Services)」を選択します。
データサービスメニューが表示されます。

メニューから「Oracle Real Application Clusters」を選択します。
clsetupユーティリティーに、Oracle RAC用サポートに関する情報が表示されます。

Returnキーを押して続けます。
clsetupユーティリティーから、Oracle RAC用サポートの初期構成を実行するか既存
の構成を管理するかを選択するように求められます。

注 –現在、clsetupユーティリティーで継続的に管理できるのは、グローバルクラス
タで実行されているRACフレームワークのみです。ゾーンクラスタで構成された
RACフレームワークを継続的に管理するには、代わりにOracle Solaris Clusterメンテ
ナンスコマンドを使用する必要があります。

メニューから「Oracle RAC構成の作成 (Oracle RAC Create Configuration)」を選択しま
す。

clsetupユーティリティーから、Oracle RACクラスタの場所を選択するように求めら
れます。この場所は、グローバルクラスタまたはゾーンクラスタのどちらかになり
ます。

Oracle RACクラスタの場所に対応するオプションの番号を入力し、Returnキーを押し
ます。

■ グローバルクラスタのオプションを選択した場合、clsetupユーティリ
ティーに、構成するOracle RACのコンポーネントのリストが表示されます。手
順 9に進みます。
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■ ゾーンクラスタのオプションを選択した場合、clsetupユーティリティーか
ら、必要なゾーンクラスタを選択するように求められます。手順 8に進みます。

必要なゾーンクラスタに対応するオプションの番号を入力し、Returnキーを押しま
す。

clsetupユーティリティーに、構成するOracle RACのコンポーネントのリストが表示
されます。

メニューから「RACフレームワークリソースグループ (RAC Framework Resource
Group)」を選択します。
clsetupユーティリティーは、この作業を実行するための前提条件のリストを表示し
ます。

前提条件が満たされていることを確認し、Returnキーを押します。
clsetupユーティリティーに、Oracle RAC用サポートパッケージがインストールされ
ているクラスタノードのリストが表示されます。

Oracle RAC用サポートを実行する必要があるノードを選択します。

■ 任意の順序で並んでいる一覧表示されたすべてのノードのデフォルト選択をその
まま使用するには、aと入力し、Returnキーを押します。

■ 一覧表示されたノードのサブセットを選択するには、選択するノードに対応する
オプションの番号をコンマまたはスペースで区切って入力し、Returnキーを押し
ます。

RACフレームワークリソースグループのノードリストに表示される順序でノード
が一覧表示されていることを確認します。

■ 特定の順序ですべてのノードを選択するには、選択するノードに対応するオプ
ションの番号をコンマまたはスペースで区切って順番に入力し、Returnキーを押
します。

RACフレームワークリソースグループのノードリストに表示される順序でノード
が一覧表示されていることを確認します。

必要に応じてノードの選択を終了するには、dと入力し、Returnキーを押します。
clsetupユーティリティーに、Oracleファイル用のベンダークラスタウェアサポート
の選択肢のリストが表示されます。

使用するベンダークラスタウェアサポートに対応するオプションの番号を入力
し、Returnキーを押します。
ベンダークラスタウェアサポートは、Oracle UNIX分散ロックマネージャー (Oracle
UDLM)ベースかネイティブ SKGXN (Oracle 11g release 2のみ)のどちらかになりま
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す。Oracle UDLMソフトウェアがインストールされている場合は (SPARCの
み)、Oracle UDLMが自動的に選択されます。

ストレージ管理スキーマの選択を確定するには、dと入力し、Returnキーを押しま
す。

clsetupユーティリティーに、このユーティリティーで作成されるOracle Solaris
Clusterオブジェクトの名前が表示されます。

Oracle Solaris Clusterオブジェクトに別の名前が必要な場合は、名前を変更します。

a. 変更するオブジェクト名に対応するオプションの番号を入力し、Returnキーを押
します。

clsetupユーティリティーは、新しい名前を指定できる画面を表示します。

b. 「新しい値」プロンプトで、新しい名前を入力し、Returnキーを押します。

clsetupユーティリティーは、このユーティリティーが作成するOracle Solaris Cluster
オブジェクトの名前のリストに戻ります。

Oracle Solaris Clusterオブジェクト名の選択を確認するには、dを入力して、Return
キーを押します。

clsetupユーティリティーは、このユーティリティーが作成するOracle Solaris Cluster
の構成に関する情報を表示します。

構成を作成するには、cを入力し、Returnキーを押します。

clsetupユーティリティーは、構成を作成するためにこのユーティリティーがコマン
ドを実行していることを示す進行状況のメッセージを表示します。構成が完了した
時点で、clsetupユーティリティーは、構成を作成するためにユーティリティーが実
行したコマンドを表示します。

Returnキーを押して続けます。

clsetupユーティリティーが、Oracle RAC用サポートを構成するためのオプションの
リストに戻ります。

(省略可能) clsetupユーティリティーが終了するまで、繰り返し qを入力し、Return
キーを押します。

必要に応じて、ほかの必要な作業を実行している間、clsetupユーティリティーを動
作させたままにし、そのあとでユーティリティーを再度使用することができま
す。clsetupを終了する場合、ユーザーがユーティリティーを再起動する際
に、ユーティリティーは既存のRACフレームワークリソースグループを認識しま
す。
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RACフレームワークリソースグループとそのリソースがオンラインになっているかど
うかを確認します。

このためには、clresourcegroup(1CL)ユーティリティーを使用します。デフォルト
では、RACフレームワークリソースグループには、clsetupユーティリティーに
よって rac-framework-rgという名前が付けられます。

■ グローバルクラスタで、次のコマンドを入力します。
# clresourcegroup status rac-framework-rg

■ ゾーンクラスタで、次のコマンドを入力します。
# clresourcegroup status -Z zcname rac-framework-rg

RACフレームワークリソースグループとそのリソースがオンラインになっていない場
合は、それらをオンラインにします。

■ グローバルクラスタで、次のコマンドを入力します。
# clresourcegroup online -emM rac-framework-rg

■ ゾーンクラスタで、次のコマンドを入力します。
# clresourcegroup online -emM -Z zcname rac-framework-rg

リソースの構成

次の表に、この作業の完了時に clsetupユーティリティーによって作成されるデ
フォルトのリソースの構成を示します。

リソース名、リソースタイプ、およびリソース
グループ 依存性 説明

リソースタイプ: SUNW.rac_framework

リソース名: rac-framework-rs

リソースグループ: rac-framework-rg

なし RACフレームワークリソース。

SPARC:リソースタイプ:SUNW.rac_udlm

リソース名: rac-udlm-rs

リソースグループ: rac-framework-rg

RACフレームワークリソースに対
する強い依存性。

Oracle UDLMリソース。

次の手順は、次の表に示すように、使用しているボリュームマネージャーによって
異なります。
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ボリューム管理ソフトウェア 次の手順

クラスタ機能を持つ Solaris
Volume Manager for Sun Cluster
またはVxVM

75ページの「複数所有者ボリュームマネージャーのフレーム
ワークリソースグループの登録と構成」

なし 88ページの「Oracleファイル用ストレージリソースの登録と構
成」

複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリ
ソースグループの登録と構成

複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループを登録およ
び構成すると、Oracle RACで複数所有者ボリュームマネージャーのリソースを
Oracle Solaris Clusterソフトウェアを使用して管理できるようになります。

グローバルクラスタ投票ノードの複数所有者ボリュームマネージャーのフレーム
ワークリソースは、マシン上の場所に関係なく、Oracle RACで使用されるすべての
ボリュームマネージャーに対応します。グローバルクラスタとすべてのゾーンクラ
スタが対象になります。

この節では、複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグ
ループの登録に関する次の情報を示します。

■ 75ページの「複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグ
ループを登録および構成するためのツール」

■ 76ページの「clsetupを使用して複数所有者ボリュームマネージャーのフレーム
ワークリソースグループを登録および構成する」

複数所有者ボリュームマネージャーのフレーム
ワークリソースグループを登録および構成するた
めのツール
Oracle Solaris Clusterソフトウェアには、グローバルクラスタまたはゾーンクラスタ
で複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループを登録お
よび構成するための次のツールが用意されています。

■ clsetupユーティリティー。詳細は、76ページの「clsetupを使用して複数所有
者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループを登録および構成
する」を参照してください。

■ Oracle Solaris Cluster Manager。詳細については、Oracle Solaris Cluster Managerの
オンラインヘルプを参照してください。
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■ Oracle Solaris Clusterメンテナンスコマンド。詳細は、付録D「コマンド行のオプ
ション」を参照してください。

clsetupユーティリティーとOracle Solaris Cluster Managerのそれぞれに、複数所有者
ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループのリソースを構成する
ウィザードがあります。ウィザードは、コマンドの構文エラーや漏れから生じる構
成エラーの可能性を低減します。また、これらのウィザードは、すべての必須リ
ソースが作成され、リソース間で必要なすべての依存関係が設定されるようにしま
す。

注 – Oracle Solaris Cluster Managerと clsetupユーティリティーは、グローバルクラス
タの投票ノードでのみ実行できます。

▼ clsetupを使用して複数所有者ボリュームマ
ネージャーのフレームワークリソースグループを
登録および構成する
クラスタ用に複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグ
ループを登録および構成すると、複数所有者ボリュームマネージャーのフレーム
ワークリソースグループが作成されます。

この手順は、Oracle RAC用サポートの初期設定で行います。この手順は 1つの
ノードからのみ実行します。

■ Oracle RACを実行するすべてのノードで、使用する予定のすべてのストレージ管
理ソフトウェアがインストールされ、構成されていることを確認します。

■ Oracleファイルに使用するストレージ管理スキーマのリストがあることを確認し
ます。

任意のクラスタノードでスーパーユーザーになります。

clsetupユーティリティーを起動します。
# clsetup

clsetupのメインメニューが表示されます。

「データサービス (Data Services)」に対応するオプションの番号を入力し、Return
キーを押します。
データサービスメニューが表示されます。

「Oracle Real Application Clusters」に対応するオプションの番号を入力し、Return
キーを押します。
clsetupユーティリティーに、Oracle RAC用サポートに関する情報が表示されます。

始める前に
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Returnキーを押して続けます。

clsetupユーティリティーから、Oracle RAC用サポートの初期構成を実行するか既存
の構成を管理するかを選択するように求められます。

注 –現在、clsetupユーティリティーで継続的に管理できるのは、グローバルクラス
タで実行されているRACフレームワークのみです。ゾーンクラスタで構成された
RACフレームワークを継続的に管理するには、代わりにOracle Solaris Clusterメンテ
ナンスコマンドを使用する必要があります。

「Oracle RAC構成の作成 (Oracle RAC Create Configuration)」に対応するオプションの番
号を入力し、Returnキーを押します。

clsetupユーティリティーから、Oracle RACクラスタの場所を選択するように求めら
れます。この場所は、グローバルクラスタまたはゾーンクラスタのどちらかになり
ます。

「グローバルクラスタ (Global Cluster)」に対応するオプションの番号を入力
し、Returnキーを押します。

注 –複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループの構成
は、グローバルクラスタでのみ行います。

clsetupユーティリティーに、構成するOracle RACのコンポーネントのリストが表示
されます。

「複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループ
(Multiple-Owner Volume-Manager Framework Resource Group)」に対応するオプションの
番号を入力し、Returnキーを押します。

clsetupユーティリティーに、この作業の概要が表示されます。

Returnキーを押して続けます。

clsetupユーティリティーから、使用する複数所有者ボリュームマネージャーを選択
するように求められます。このリストには、インストール済みのボリュームマ
ネージャーのみが表示されます。

使用する複数所有者ボリュームマネージャーに対応するオプションの番号を入力
し、Returnキーを押します。

複数所有者ボリュームマネージャーの選択を確定するには、dと入力し、Return
キーを押します。

clsetupユーティリティーに、このユーティリティーで作成されるOracle Solaris
Clusterオブジェクトの名前が表示されます。
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Oracle Solaris Clusterオブジェクトに別の名前が必要な場合は、名前を変更します。

a. 変更する名前に対応するオプションの番号を入力し、Returnキーを押します。

clsetupユーティリティーは、新しい名前を指定できる画面を表示します。

b. 「新しい値」プロンプトで、新しい名前を入力し、Returnキーを押します。

clsetupユーティリティーは、このユーティリティーが作成するOracle Solaris Cluster
オブジェクトの名前のリストに戻ります。

注 –複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループを構成し
たあとに、もう一度このウィザードを実行して別のボリュームマネージャーを構成
する場合、複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループ
とその既存のリソースの名前を変更することはできません。

Oracle Solaris Clusterオブジェクト名の選択を確認するには、dを入力して、Return
キーを押します。

clsetupユーティリティーは、このユーティリティーが作成するOracle Solaris Cluster
の構成に関する情報を表示します。

構成を作成するには、cを入力し、Returnキーを押します。

clsetupユーティリティーは、構成を作成するためにこのユーティリティーがコマン
ドを実行していることを示す進行状況のメッセージを表示します。構成が完了した
時点で、clsetupユーティリティーは、構成を作成するためにユーティリティーが実
行したコマンドを表示します。

Returnキーを押して続けます。

clsetupユーティリティーが、Oracle RAC用サポートを構成するためのオプションの
リストに戻ります。

(省略可能) clsetupユーティリティーが終了するまで、繰り返し qを入力し、Return
キーを押します。

必要に応じて、ほかの必要な作業を実行している間、clsetupユーティリティーを動
作させたままにし、そのあとでユーティリティーを再度使用することができま
す。clsetupを終了する場合、ユーザーがユーティリティーを再起動する際
に、ユーティリティーは複数所有者ボリュームマネージャーフレームワークの既存
のリソースグループを認識します。
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複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループとそのリ
ソースがオンラインになっているかどうかを確認します。

このためには、clresourcegroup(1CL)ユーティリティーを使用します。デフォルト
では、複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループに
は、clsetupユーティリティーによって vucmm_framework_rgという名前が付けられま
す。
# clresourcegroup status vucmm_framework_rg

複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループとそのリ
ソースがオンラインになっていない場合は、それらをオンラインにします。
# clresourcegroup online vucmm_framework_rg

リソースの構成

次の表に、この作業の完了時に clsetupユーティリティーによって作成されるデ
フォルトのリソースの構成を示します。

リソース名、リソースタイプ、およびリソース
グループ 依存性 説明

リソースタイプ: SUNW.vucmm_framework

リソース名: vucmm_framework_rs

リソースグループ: vucmm_framework_rg

なし 複数所有者ボリュームマネージャーのフ
レームワークリソース。

リソースタイプ: SUNW.vucmm_svm

リソース名: vucmm_svm_rs

リソースグループ: vucmm_framework_rg

複数所有者ボリュームマ
ネージャーのフレームワークリ
ソースに対する強い依存性。

Solaris Volume Manager for Sun Clusterリ
ソース。 Solaris Volume Manager for Sun
Clusterが選択されている場合にのみ作成
されます。

SPARC:リソースタイプ:SUNW.vucmm_cvm

リソース名: vucmm_cvm_rs

リソースグループ: vucmm_framework_rg

複数所有者ボリュームマ
ネージャーのフレームワークリ
ソースに対する強い依存性。

VxVMリソース。VxVMが選択されてい
る場合にのみ作成されます。

次の手順は、次の表に示すように、使用しているボリュームマネージャーによって
異なります。

ボリューム管理ソフトウェア 次の手順

Solaris Volume Manager for Sun
Cluster

80ページの「Oracle RACデータベース用の Solaris Volume
Manager for Sun Cluster複数所有者ディスクセットを作成する」

VxVMクラスタ機能を持つ 87ページの「Oracle RACデータベース用のVxVM共有ディスク
グループを作成する」

17

18

参考
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ボリューム管理ソフトウェア 次の手順

なし 88ページの「Oracleファイル用ストレージリソースの登録と構
成」

Oracle RACデータベース用のグローバルデバイスグ
ループの作成

Oracleデータベースファイルにボリュームマネージャーを使用する場合は、使用す
るOracle RACデータベース用のグローバルデバイスグループが必要です。

作成するグローバルデバイスグループの種類は、使用するボリュームマ
ネージャーによって異なります。

■ Solaris Volume Manager for Sun Clusterを使用する場合は、Solaris Volume Manager
for Sun Cluster複数所有者ディスクセットを作成します。 80ページの「Oracle
RACデータベース用の Solaris Volume Manager for Sun Cluster複数所有者ディスク
セットを作成する」を参照してください。

■ VxVMを使用する場合は、VxVM共有ディスクグループを作成します。 87
ページの「Oracle RACデータベース用のVxVM共有ディスクグループを作成す
る」を参照してください。

▼ Oracle RACデータベース用の Solaris Volume
Manager for Sun Cluster複数所有者ディスクセット
を作成する

注 –この作業は、Solaris Volume Manager for Sun Clusterを使用する場合にのみ実行し
ます。

Solaris Volume Manager for Sun Clusterを使用する場合は、Solarisボリュームマ
ネージャーでは、使用するOracle RACデータベース、Sun QFS共有ファイルシステ
ム、またはOracle ASMの複数所有者ディスクセットが必要になります。 Solaris
Volume Manager for Sun Cluster複数所有者ディスクセットについては、『Solarisボ
リュームマネージャの管理』の「複数所有者ディスクセットの概念」を参照してく
ださい。

次の点に注意してください。

■ 必要なOracle RAC用サポートソフトウェアパッケージが各ノードにインストール
されていることを確認します。詳細は、41ページの「Oracle RAC用サポート
パッケージのインストール」を参照してください。

始める前に
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■ Sun QFS共有ファイルシステムを使用する場合以外は、複数所有者ディスク
セットにファイルシステムを作成しないでください。 Sun QFS共有ファイルシス
テムを含まない構成では、このディスクセットは rawデータファイルでのみ使用
されます。

■ 複数所有者ディスクセットに追加するディスクデバイスは、すべてのクラスタ
ノードに直接接続する必要があります。

複数所有者ディスクセットを作成します。

このためには、metaset(1M)コマンドを使用します。
# metaset -s setname -M -a -h nodelist

-s setname 作成するディスクセットの名前を指定します。

-M 作成するディスクセットを複数所有者ディスクセットにすることを指
定します。

-a -hオプションで指定したノードをディスクセットに追加することを指
定します。

-h nodelist ディスクセットに追加するノードをスペースで区切って指定します。
このリストに含める各ノードに、Oracle RAC用サポートソフトウェア
パッケージがインストールされている必要があります。

手順 1で作成したディスクセットにグローバルデバイスを追加します。
# metaset -s setname -a devicelist

-s setname 手順 1で作成したディスクセットを変更することを指定します。

-a devicelistで指定したデバイスをディスクセットに追加することを指定
します。

devicelist ディスクセットに追加するグローバルデバイスの完全なデバイス IDパ
ス名をスペースで区切って指定します。クラスタ内のどのノードから
も一貫して各デバイスにアクセスできるようにするには、それぞれの
デバイス IDパス名を /dev/did/dsk/dNという形式で指定する必要があ
ります。Nはデバイス番号です。

手順 1で作成したディスクセットに対して、Oracle RACデータベースまたは Sun QFS
共有ファイルシステムで使用するボリュームを作成します。

1

2

3

Oracle RACデータベース用のグローバルデバイスグループの作成

第 3章 • リソースグループの登録と構成 81

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=816-5166&id=metaset-1m


ヒント – Oracleデータファイル用に多数のボリュームを作成する場合は、ソフト
パーティションを使用するとこの手順が簡単になります。ただし、Sun QFS共有
ファイルシステムを使用する場合でシステムに対する I/O負荷が高いときは、データ
とメタデータに別々のパーティションを使用します。そうしないと、システムのパ
フォーマンスが悪化する可能性があります。ソフトパーティションについて
は、『Solarisボリュームマネージャの管理』の第 12章「ソフトパーティション (概
要)」および『Solarisボリュームマネージャの管理』の第 13章「ソフト
パーティション (作業)」を参照してください。

各ボリュームは、手順 2で追加したグローバルデバイス上のスライスを連結して作
成します。このためには、metainit(1M)コマンドを使用します。

# metainit -s setname volume-abbrev numstripes width slicelist

-s setname 手順 1で作成したディスクセット用のボリュームを作成することを
指定します。

volume-abbrev 作成するボリュームの省略名を指定します。ボリュームの省略名
の形式は、d Vです。Vはボリューム番号です。

numstripes ボリュームのストライプの数を指定します。

幅 各ストライプのスライスの数を指定します。widthに 1より大きい
値を指定すると、スライスがストライプ化されます。

slicelist ボリュームに含めるスライスをスペースで区切って指定します。
各スライスは、手順 2で追加したグローバルデバイスに含まれてい
る必要があります。

ミラー化デバイスを使用する場合は、手順 3で作成したボリュームをサブミラーと
して使用してミラーを作成します。

ミラー化デバイスを使用しない場合は、この手順は省略します。

次のように、metainitコマンドを使用して各ミラーを作成します。
# metainit -s setname mirror -m submirror-list

-s setname 手順 1で作成したディスクセット用のミラーを作成することを指定
します。

mirror 作成するミラーの名前をボリュームの省略名の形式で指定します。
ボリュームの省略名の形式は、d Vです。Vはボリューム番号です。

submirror-list ミラーに含めるサブミラーをスペースで区切って指定します。各サ
ブミラーは、手順 3で作成したボリュームである必要があります。
各サブミラーの名前をボリュームの省略名の形式で指定します。

4
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注 –ゾーンクラスタでの Solarisボリュームマネージャーディスクセットの構成につ
いては、『Oracle Solaris Clusterソフトウェアのインストール』の「ゾーンクラスタ
にディスクセットを追加する (Solarisボリュームマネージャー)」を参照してくださ
い。

各ノードが複数所有者ディスクセットに正しく追加されたことを確認します。

このためには、metasetコマンドを使用します。
# metaset -s setname

-s setname 手順 1で作成したディスクセットを確認することを指定します。

このコマンドを実行すると、ディスクセットに正しく追加された各ノードについ
て、次の情報を含む表が表示されます。

■ Host列にノード名が表示されます。
■ Owner列に multi-ownerというテキストが表示されます。
■ Member列に Yesというテキストが表示されます。

複数所有者ディスクセットが正しく構成されたことを確認します。
# cldevicegroup show setname

setname 手順 1で作成したディスクセットの構成情報だけを表示することを指定
します。

このコマンドを実行すると、ディスクセットのデバイスグループ情報が表示されま
す。複数所有者ディスクセットの場合、デバイスグループタイプは Multi-owner_SVM

です。

複数所有者ディスクセットのオンライン状態を確認します。
# cldevicegroup status setname

このコマンドを実行すると、複数所有者ディスクセット内の各ノードについて、複
数所有者ディスクセットの状態が表示されます。

(Sun QFS共有ファイルシステムを含まない構成のみ)ディスクセットを所有できる各
ノードで、手順 3で作成した各ボリュームの所有権を変更します。
Sun QFS共有ファイルシステムを使用する場合は、この手順は省略します。

注 –ゾーンクラスタの場合、この手順はそのゾーンクラスタで実行してください。

ボリュームの所有権を次のように変更します。

■ 所有者: DBAユーザー
■ グループ: DBAグループ

5
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DBAユーザーとDBAグループは、34ページの「DBAグループとDBAユーザーアカ
ウントを作成する」に従って作成します。

所有権を変更するのは、Oracle RACデータベースで使用するボリュームだけにして
ください。

# chown user-name:group-name volume-list

user-name DBAユーザーのユーザー名を指定します。通常、このユーザーには
oracleという名前が付けられます。

group-name DBAグループの名前を指定します。通常、このグループには dbaとい
う名前が付けられます。

volume-list ディスクセット用に作成したボリュームの論理名をスペースで区
切って指定します。名前の形式は、ボリュームが配置されたデバイス
の種類によって次のように異なります。
■ ブロックデバイス: /dev/md/setname /dsk/dV
■ rawデバイス: /dev/md/setname /rdsk/dV

上記の名前の各項目の意味は次のとおりです。

setname 手順 1で作成した複数所有者ディスクセットの名前を指定
します。

V 手順 3で作成したボリュームのボリューム番号を指定しま
す。

このリストには、手順 3で作成した各ボリュームを指定してくださ
い。

(Sun QFS共有ファイルシステムを含まない構成のみ)手順 8で所有権を変更した各ボ
リュームの所有者に、読み取りアクセスと書き込みアクセスを付与します。

Sun QFS共有ファイルシステムを使用する場合は、この手順は省略します。

注 –ゾーンクラスタの場合、この手順はそのゾーンクラスタで実行してください。

ボリュームへのアクセスは、ディスクセットを所有できるノードごとに付与しま
す。アクセス権を変更するのは、Oracle RACデータベースで使用するボリュームだ
けにしてください。

# chmod u+rw volume-list

volume-list 所有者に読み取りアクセスと書き込みアクセスを付与するボリューム
の論理名をスペースで区切って指定します。このリストには、手順 8
で指定したボリュームを指定してください。
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Oracle ASMを使用している場合は、Oracle ASMディスクグループに使用する rawデバ
イスを指定します。

デバイスを指定するには、ASM_DISKSTRING Oracle ASMインスタンス初期化パラ
メータを変更します。

たとえば、Oracle ASMディスクグループに /dev/md/setname /rdsk/dというパスを使
用するには、/dev/md/*/rdsk/d*という値を ASM_DISKSTRINGパラメータに追加しま
す。Oracle初期化パラメータファイルを編集してこのパラメータを変更する場合
は、次のようにパラメータを編集します。
ASM_DISKSTRING = ’/dev/md/*/rdsk/d*’

ミラー化されたデバイスを使用する場合は、Oracle ASM構成で外部冗長性を指定し
ます。

詳細は、Oracleのドキュメントを参照してください。

Solaris Volume Manager for Sun Cluster複数所有者ディスクセットの作成

この例では、4ノードクラスタ用の Solaris Volume Manager for Sun Cluster複数所有者
ディスクセットを作成するために必要な一連の操作を示します。このディスク
セットではミラー化デバイスを使用します。

ディスクセットは、Sun QFS共有ファイルシステムで使用します。この例で
は、ディスクセットに追加されるデバイス上の Sun QFS共有ファイルシステムの作
成については説明しません。

1. 複数所有者ディスクセットを作成するには、次のコマンドを実行します。

# metaset -s oradg -M -a -h pclus1 pclus2 pclus3 pclus4

複数所有者ディスクセットに oradgという名前が付けられます。このディスク
セットに、ノード pclus1、pclus2、pclus3、および pclus4が追加されます。

2. ディスクセットにグローバルデバイスを追加するには、次のコマンドを実行しま
す。

# metaset -s oradg -a /dev/did/dsk/d8 /dev/did/dsk/d9 /dev/did/dsk/d15 \

/dev/did/dsk/d16

このコマンドを実行すると、ディスクセットに次のグローバルデバイスが追加さ
れます。
■ /dev/did/dsk/d8

■ /dev/did/dsk/d9

■ /dev/did/dsk/d15

■ /dev/did/dsk/d16

3. ディスクセット用のボリュームを作成するには、次のコマンドを実行します。

10
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# metainit -s oradg d10 1 1 /dev/did/dsk/d9s0

# metainit -s oradg d11 1 1 /dev/did/dsk/d16s0

# metainit -s oradg d20 1 1 /dev/did/dsk/d8s0

# metainit -s oradg d21 1 1 /dev/did/dsk/d15s0

各ボリュームは、次の表に示すようにスライスの 1対 1の連結で作成されます。
スライスはストライプ化されません。

ボリューム スライス

d10 /dev/did/dsk/d9s0

d11 /dev/did/dsk/d16s0

d20 /dev/did/dsk/d8s0

d21 /dev/did/dsk/d15s0

4. ディスクセット用のミラーを作成するには、次のコマンドを実行します。

# metainit -s oradg d1 -m d10 d11

# metainit -s oradg d2 -m d20 d21

これらのコマンドを実行すると、ボリューム d10および d11から d1という名前の
ミラーと、ボリューム d20および d21から d2という名前のミラーが作成されま
す。

5. 各ノードが複数所有者ディスクセットに正しく追加されたことを確認するに
は、次のコマンドを実行します。

# metaset -s oradgMulti-owner Set name = oradg, Set number = 1, Master = pclus2

Host Owner Member

pclus1 multi-owner Yes

pclus2 multi-owner Yes

pclus3 multi-owner Yes

pclus4 multi-owner Yes

Drive Dbase

d8 Yes

d9 Yes

d15 Yes

d16 Yes

6. 複数所有者ディスクセットが正しく構成されたことを確認するには、次のコマン
ドを実行します。

# cldevicegroup show oradg

=== Device Groups ===

Device Group Name: oradg
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Type: Multi-owner_SVM

failback: false

Node List: pclus1, pclus2, pclus3, pclus4

preferenced: false

numsecondaries: 0

diskset name: oradg

7. 複数所有者ディスクセットのオンライン状態を確認するには、次のコマンドを実
行します。

# cldevicegroup status oradg

=== Cluster Device Groups ===

--- Device Group Status ---

Device Group Name Primary Secondary Status

----------------- ------- --------- ------

--- Multi-owner Device Group Status ---

Device Group Name Node Name Status

----------------- --------- ------

oradg pclus1 Online

pclus2 Online

pclus3 Online

pclus4 Online

88ページの「Oracleファイル用ストレージリソースの登録と構成」に進みます。

▼ Oracle RACデータベース用のVxVM共有ディスク
グループを作成する

注 –この作業は、クラスタ機能を備えたVxVMを使用する場合にのみ実行します。

クラスタ機能を備えたVxVMを使用する場合は、使用するOracle RACデータベース
またはOracle ASM用の共有ディスクグループが必要です。

次の点に注意してください。

■ 必要なOracle RAC用サポートソフトウェアパッケージが各ノードにインストール
されていることを確認します。詳細は、41ページの「Oracle RAC用サポート
パッケージのインストール」を参照してください。

■ 共有ディスクグループは、クラスタを持つクラスタデバイスグループとしては登
録しないでください。

■ 共有ディスクグループは rawデータファイルでのみ使用されるため、このディス
クグループにファイルシステムを作成しないでください。

次の手順
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■ ボリュームは gen使用タイプとして作成します。
■ 共有ディスクグループに追加するディスクは、すべてのクラスタノードに直接接
続する必要があります。

■ VxVMライセンスが有効であることを確認します。ライセンスの期限が切れてい
ると、ノードでパニックが発生します。

VxVM共有ディスクグループを作成するためのVeritasコマンドを使用します。
VxVM共有ディスクグループについては、VxVMのドキュメントを参照してくださ
い。

Oracle ASMを使用している場合は、Oracle ASMディスクグループに使用する rawデバ
イスを指定します。

デバイスを指定するには、ASM_DISKSTRING Oracle ASMインスタンス初期化パラ
メータを変更します。

たとえば、Oracle ASMディスクグループに /dev/md/setname /rdsk/dというパスを使
用するには、/dev/md/*/rdsk/d*という値を ASM_DISKSTRINGパラメータに追加しま
す。Oracle初期化パラメータファイルを編集してこのパラメータを変更する場合
は、次のようにパラメータを編集します。
ASM_DISKSTRING = ’/dev/md/*/rdsk/d*’

ミラー化されたデバイスを使用する場合は、Oracle ASM構成で外部冗長性を指定し
ます。

詳細は、Oracleのドキュメントを参照してください。

88ページの「Oracleファイル用ストレージリソースの登録と構成」に進みます。

Oracleファイル用ストレージリソースの登録と構成
ストレージリソースを使用すると、デバイスグループやファイルシステムの障害モ
ニタリングと自動障害回復が可能になります。

Oracleファイル用としてグローバルデバイスグループまたは共有ファイルシステム
を使用している場合、Oracleソフトウェアが依存しているストレージの可用性を管
理できるように、ストレージリソースを構成します。

次の種類のストレージリソースを構成します。

■ グローバルデバイスグループ:
■ Solaris Volume Manager for Sun Cluster複数所有者ディスクセット
■ VxVM共有ディスクグループ

■ 共有ファイルシステム:

1

2
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■ Solaris Volume Manager for Sun Cluster複数所有者ディスクセットのある Sun QFS
共有ファイルシステム

■ ハードウェアRAIDのある Sun QFS共有ファイルシステム
■ ボリュームマネージャーのないハードウェアRAID
■ Oracle RACのある認定されたNASデバイス上のファイルシステム:

■ Oracleの Sun NASデバイス
■ Oracleの Sun Storage 7000 Unified Storage SystemsのNASデバイス
■ ネットワークアプライアンスNASデバイス

注 –ゾーンクラスタのNAS NFSは、既存のツールを使用して構成できます。
51ページの「Oracleファイル用の認定NASデバイスを構成する作業」を参照
してください。

この節では、Oracleファイル用ストレージリソースの登録と構成に関する次の情報
を示します。

■ 89ページの「Oracleファイル用ストレージリソースを登録および構成するための
ツール」

■ 90ページの「clsetupを使用してOracleファイル用ストレージリソースを登録お
よび構成する」

Oracleファイル用ストレージリソースを登録およ
び構成するためのツール
Oracle Solaris Clusterには、グローバルクラスタまたはゾーンクラスタでOracle
ファイル用ストレージリソースを登録および構成するための次のツールが用意され
ています。

■ clsetup(1CL)ユーティリティー。詳細は、90ページの「clsetupを使用して
Oracleファイル用ストレージリソースを登録および構成する」を参照してくださ
い。

■ Oracle Solaris Cluster Manager。詳細については、Oracle Solaris Cluster Managerの
オンラインヘルプを参照してください。

■ Oracle Solaris Clusterメンテナンスコマンド。詳細は、334ページの「Oracle Solaris
Clusterのメンテナンスコマンドを使用したストレージ管理リソースの作成」を参
照してください。

clsetupユーティリティーとOracle Solaris Cluster Managerのそれぞれに、Oracle
ファイル用ストレージリソースを構成するウィザードがあります。ウィザード
は、コマンドの構文エラーや漏れから生じる構成エラーの可能性を低減します。ま
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た、これらのウィザードは、すべての必須リソースが作成され、リソース間で必要
なすべての依存関係が設定されるようにします。

▼ clsetupを使用してOracleファイル用ストレージ
リソースを登録および構成する
この手順はクラスタの 1つのノードからのみ実行します。

次の前提条件を満たしていることを確認します。

■ RACフレームワークリソースグループが作成済みで、オンライン状態になってい
ること。詳細は、69ページの「RACフレームワークリソースグループの登録と
構成」を参照してください。

■ 複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループが作成済
みで、オンライン状態になっていること。詳細は、75ページの「複数所有者ボ
リュームマネージャーのフレームワークリソースグループの登録と構成」を参照
してください。

■ 必要なボリューム、グローバルデバイスグループ、およびファイルシステムが作
成されていること。詳細は、次の節を参照してください。
■ 53ページの「Oracle RAC用サポートを使用したストレージ管理ソフトウェア
のインストール」

■ 80ページの「Oracle RACデータベース用のグローバルデバイスグループの作
成」

■ 必要なファイルシステムがマウントされていること。

次の情報を用意してください。

■ Oracleファイルに使用するスケーラブルな各デバイスグループの名前 (使用する場
合)

■ Oracleファイルに使用する各共有ファイルシステムのマウントポイント (使用する
場合)

クラスタのいずれかのノードで、スーパーユーザーになります。

clsetupユーティリティーを起動します。
# clsetup

clsetupのメインメニューが表示されます。

メニューから「データサービス (Data Services)」を選択します。
データサービスメニューが表示されます。

始める前に

1
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メニューから「Oracle Real Application Clusters」を選択します。
clsetupユーティリティーに、Oracle RAC用サポートに関する情報が表示されます。

Returnキーを押して続けます。
clsetupユーティリティーから、Oracle RAC用サポートの初期構成を実行するか既存
の構成を管理するかを選択するように求められます。

メニューから「Oracle RAC構成の作成 (Oracle RAC Create Configuration)」を選択しま
す。

clsetupユーティリティーから、Oracle RACクラスタの場所を選択するように求めら
れます。この場所は、グローバルクラスタまたはゾーンクラスタのどちらかになり
ます。

Oracle RACクラスタの場所に対応するオプションの番号を入力し、Returnキーを押し
ます。

■ グローバルクラスタのオプションを選択した場合、clsetupユーティリ
ティーに、構成するコンポーネントのリストが表示されます。手順 9に進みま
す。

■ ゾーンクラスタのオプションを選択した場合、clsetupユーティリティーか
ら、必要なゾーンクラスタを選択するように求められます。手順 8に進みます。

必要なゾーンクラスタに対応するオプションの番号を入力し、Returnキーを押しま
す。

clsetupユーティリティーに、構成するOracle RACのコンポーネントのリストが表示
されます。

メニューから「Oracleファイル用ストレージリソース (Storage Resources for Oracle
Files)」を選択します。
clsetupユーティリティーは、この作業を実行するための前提条件のリストを表示し
ます。

前提条件が満たされていることを確認し、Returnキーを押します。
スケーラブルなデバイスグループ用のリソースを要求された場合は、この手順は省
略します。

Oracleファイル用ストレージ管理スキーマを選択するように求められた場合は、該当
するスキーマを選択します。

■ Solaris Volume Manager for Oracle Solaris Clusterを持つ Sun StorEdge QFS
■ ハードウェアRAIDを持つ Sun StorEdge QFS
■ NASデバイス
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■ ボリュームマネージャーのないハードウェアRAID

適切なリソースがない場合や使用するデバイスグループのリソースがない場合
は、リストにリソースを追加します。

clsetupユーティリティーに、クラスタで構成されているスケーラブルなデバイスグ
ループのリソースのリストが表示されます。適切なリソースがない場合、このリス
トは空になります。

使用するすべてのデバイスグループのリソースがある場合は、この手順は省略しま
す。

追加するリソースごとに、次の手順を実行します。

a. Returnキーを押します。
clsetupユーティリティーに、クラスタで構成されているスケーラブルなデバイ
スグループのリストが表示されます。

b. 使用するデバイスグループに対応するオプションの番号を入力し、Returnキーを
押します。

デバイスグループを選択したあと、ディスクグループ全体を選択するか、ディス
クグループ内の論理デバイス (ディスク)を指定できます。

c. 論理デバイスを指定するかどうかを選択します。

■ 論理デバイスを指定するには、yesと入力します。手順dに進みます。

■ ディスクグループ全体を選択するには、noと入力します。手順 eに進みま
す。

d. 選択する論理デバイス (ディスク)に対応する番号をコンマで区切って入力する
か、aと入力してすべてを選択します。

clsetupユーティリティーが、クラスタで構成されているスケーラブルなデバイ
スグループのリソースのリストに戻ります。

e. デバイスグループの選択を確定するには、dと入力し、Returnキーを押します。
clsetupユーティリティーが、クラスタで構成されているスケーラブルなデバイ
スグループのリソースのリストに戻ります。作成するリソースがリストに追加さ
れます。

まだ選択していない場合は、必要なリソースに対応する番号を入力します。

既存のリソース、まだ作成されていないリソース、または既存のリソースと新しい
リソースの組み合わせを選択できます。複数の既存のリソースを選択する場合、選
択するリソースは同じリソースグループである必要があります。
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デバイスグループのリソースの選択を確定するには、dと入力し、Returnキーを押し
ます。
clsetupユーティリティーに、クラスタで構成されている共有ファイルシステムマウ
ントポイントのリソースのリストが表示されます。適切なリソースがない場合、こ
のリストは空になります。

適切なリソースがない場合や使用するファイルシステムマウントポイントのリ
ソースがない場合は、リストにリソースを追加します。
使用するすべてのファイルシステムマウントポイントのリソースがある場合は、こ
の手順は省略します。

追加するリソースごとに、次の手順を実行します。

a. Returnキーを押します。
clsetupユーティリティーに、クラスタで構成されている共有ファイルシステム
のリストが表示されます。

b. Oracleファイルに使用するファイルシステムに対応する番号をコンマまたはス
ペースで区切って入力し、Returnキーを押します。

c. ファイルシステムの選択を確定するには、dと入力し、Returnキーを押します。
clsetupユーティリティーが、クラスタで構成されているファイルシステムマウ
ントポイントのリソースのリストに戻ります。作成するリソースがリストに追加
されます。

まだ選択していない場合は、必要なリソースに対応するオプションの番号を入力し
ます。
既存のリソース、まだ作成されていないリソース、または既存のリソースと新しい
リソースの組み合わせを選択できます。複数の既存のリソースを選択する場合、選
択するリソースは同じリソースグループである必要があります。

ファイルシステムマウントポイントのリソースの選択を確定するには、dと入力
し、Returnキーを押します。
clsetupユーティリティーに、このユーティリティーで作成されるか構成に追加され
るOracle Solaris Clusterオブジェクトの名前が表示されます。

ユーティリティーで作成されるOracle Solaris Clusterオブジェクトを変更する必要があ
る場合は、オブジェクトを変更します。

a. 変更するOracle Solaris Clusterオブジェクトに対応するオプションの番号を入力
し、Returnキーを押します。
clsetupユーティリティーに、オブジェクトに設定されたプロパティーのリスト
が表示されます。
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b. 変更するプロパティーごとに、次のようにして変更します。

i. 変更するプロパティーに対応するオプションの番号を入力し、Returnキーを押
します。

clsetupユーティリティーから、新しい値を入力するように求められます。

ii. プロンプトで、新しい値を入力し、Returnキーを押します。

clsetupユーティリティーが、オブジェクトに設定されたプロパティーのリス
トに戻ります。

c. 変更する必要があるプロパティーをすべて変更したら、dと入力し、Return
キーを押します。

clsetupユーティリティーが、このユーティリティーで作成されるか構成に追加
されるOracle Solaris Clusterオブジェクトの名前のリストに戻ります。

変更する必要があるOracle Solaris Clusterオブジェクトをすべて変更したら、dと入力
し、Returnキーを押します。

clsetupユーティリティーに、ストレージリソースを構成するRACフレームワーク
リソースグループに関する情報が表示されます。

構成を作成するには、cを入力し、Returnキーを押します。

clsetupユーティリティーは、構成を作成するためにこのユーティリティーがコマン
ドを実行していることを示す進行状況のメッセージを表示します。構成が完了した
時点で、clsetupユーティリティーは、構成を作成するためにユーティリティーが実
行したコマンドを表示します。

Returnキーを押して続けます。

clsetupユーティリティーが、Oracle RAC用サポートを構成するためのオプションの
リストに戻ります。

(省略可能) clsetupユーティリティーが終了するまで、繰り返し qを入力し、Return
キーを押します。

必要に応じて、ほかの必要な作業を実行している間、clsetupユーティリティーを動
作させたままにし、そのあとでユーティリティーを再度使用することができま
す。clsetupを終了する場合、ユーザーがユーティリティーを再起動する際
に、ユーティリティーは既存のRACフレームワークリソースグループを認識しま
す。

ウィザードで作成されたリソースグループがオンラインになっているかどうかを確
認します。
# clresourcegroup status
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ウィザードで作成されたリソースグループがオンラインになっていない場合は、そ
れらのリソースグループをオンラインにします。

オンラインにするリソースグループごとに、次のコマンドを入力します。

# clresourcegroup online -emM rac-storage-rg

rac-storage-rg オンラインにするリソースグループの名前を指定します。

リソースの構成

次の表に、この作業の完了時に clsetupユーティリティーによって作成されるデ
フォルトのリソースの構成を示します。

リソースタイプ、リソース名、およびリソースグ
ループ 依存性 説明

リソースタイプ: SUNW.ScalDeviceGroup

リソース名: scaldg-name-rs。dg-nameは
リソースが表すデバイスグループの名前
です

リソースグループ: scaldg-rg

デバイスグループに関連付けられたボ
リュームマネージャーの複数所有者ボ
リュームマネージャーのフレーム
ワークリソースグループのリソースに
対する強い依存性: Solaris Volume
Manager for Sun Clusterリソースまたは
VxVMリソースのどちらか。

スケーラブルなデバイスグループ
リソース。Oracleファイルに使用
するスケーラブルなデバイスグ
ループごとに 1つのリソースが作
成されます。

リソースタイプ: SUNW.qfs

リソース名: qfs-mp-dir-rs。mp-dirは
ファイルシステムのマウントポイント
で、/は –に置き換えられます

リソースグループ: qfsmds-rg

スケーラブルな wait_zc_bootリソース
またはスケーラブルなデバイスグ
ループリソースに対する強い依存性 (そ
れらのリソースがある場合)。

ボリュームマネージャーなしで Sun QFS
を使用する場合は、このリソースは他
のリソースに依存しません。

Sun QFSメタデータサーバーのリ
ソース。Oracleファイルに使用す
る Sun QFS共有ファイルシステム
ごとに 1つのリソースが作成され
ます。

リソースタイプ: SUNW.ScalMountPoint

リソース名: scal-mp-dir-rs。mp-dirは
ファイルシステムのマウントポイント
で、/は –に置き換えられます

リソースグループ: scalmnt-rg

Sun QFSメタデータサーバーのリソース
に対する強い依存性 (そのリソースがあ
る場合)。

スケーラブルなデバイスグループリ
ソースに対するオフライン再起動依存
性 (そのリソースがある場合)。

ボリュームマネージャーなしで認定さ
れたNASデバイス上のファイルシステ
ムを使用する場合は、このリソースは
他のリソースに依存しません。

スケーラブルなファイルシステム
マウントポイントリソース。
Oracleファイルに使用する共有
ファイルシステムごとに 1つのリ
ソースが作成されます。
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リソースタイプ、リソース名、およびリソースグ
ループ 依存性 説明

リソースタイプ: SUNW.wait_zc_boot

リソース名: wait-zc-rs (zcはゾーンクラ
スタ名)

リソースグループ: scalmnt-rg

なし ゾーンクラスタに構成された Sun
QFS共有ファイルシステムが必ず
ゾーンクラスタの起動あとにのみ
マウントされるようにするリ
ソース。

注 –ゾーンクラスタ用のリソースの構成については、付録A「このデータサービスの
構成例」の図を参照してください。

Oracle自動ストレージ管理 (Oracle ASM)を使用する場合は、96ページの「Oracle
ASMリソースグループの登録と構成」に進みます。

それ以外の場合は、第 4章「クラスタでのOracle RACの実行」に進みます。

Oracle ASMリソースグループの登録と構成
Oracle自動ストレージ管理 (Oracle ASM)では、Oracleデータベースで使用されるスト
レージを管理します。このウィザードでは、Oracleデータベース用のOracle ASMイ
ンスタンスリソースを作成します。

この節では、Oracle ASMリソースグループの登録に関する次の情報を示します。

■ 96ページの「Oracle ASMリソースグループを登録および構成するための
ツール」

■ 97ページの「clsetupを使用してOracle ASMリソースグループを登録および構成
する」

Oracle ASMリソースグループを登録および構成す
るためのツール
Oracle Solaris Clusterソフトウェアには、グローバルクラスタまたはゾーンクラスタ
でOracle ASMリソースグループを登録および構成するための次のツールが用意され
ています。

■ clsetupユーティリティー。詳細は、97ページの「clsetupを使用してOracle
ASMリソースグループを登録および構成する」を参照してください。

■ Oracle Solaris Cluster Manager。詳細については、Oracle Solaris Cluster Managerの
オンラインヘルプを参照してください。

次の手順
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■ Oracle Solaris Clusterメンテナンスコマンド。詳細は、付録D「コマンド行のオプ
ション」を参照してください。

clsetupユーティリティーとOracle Solaris Cluster Managerのそれぞれに、Oracle ASM
リソースグループのリソースを構成するウィザードがあります。ウィザードは、コ
マンドの構文エラーや漏れから生じる構成エラーの可能性を低減します。また、こ
れらのウィザードは、すべての必須リソースが作成され、リソース間で必要なすべ
ての依存関係が設定されるようにします。

注 – Oracle Solaris Cluster Managerと clsetupユーティリティーは、グローバルクラス
タの投票ノードでのみ実行できます。

▼ clsetupを使用してOracle ASMリソースグループ
を登録および構成する
クラスタ用にOracle ASMリソースグループを登録および構成すると、Oracle ASMリ
ソースグループが作成されます。

この手順は 1つのノードからのみ実行します。
■ Oracle ASMディスクグループが構成されていることを確認します。詳細は、

62ページの「Oracle ASMの使用」を参照してください。

次の情報を用意してください。

■ Oracle ASMホームディレクトリの名前。
■ Oracle ASMシステム識別子 (SID)のリスト。
■ 使用するファイルシステムマウントポイントの名前。
■ 使用するOracle ASMディスクグループの名前。

任意のクラスタノードでスーパーユーザーになります。

clsetupユーティリティーを起動します。
# clsetup

clsetupのメインメニューが表示されます。

「データサービス (Data Services)」に対応するオプションの番号を入力し、Return
キーを押します。
データサービスメニューが表示されます。

「Oracle Real Application Clusters」に対応するオプションの番号を入力し、Return
キーを押します。
clsetupユーティリティーに、Oracle RAC用サポートに関する情報が表示されます。

始める前に

1

2

3

4
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Returnキーを押して続けます。

clsetupユーティリティーから、Oracle RAC用サポートの初期構成を実行するか既存
の構成を管理するかを選択するように求められます。

注 –現在、clsetupユーティリティーで継続的に管理できるのは、グローバルクラス
タで実行されているRACフレームワークのみです。ゾーンクラスタで構成された
RACフレームワークを継続的に管理するには、代わりにOracle Solaris Clusterメンテ
ナンスコマンドを使用します。

「Oracle RAC構成の作成 (Oracle RAC Create Configuration)」に対応するオプションの番
号を入力し、Returnキーを押します。

clsetupユーティリティーから、Oracle RACクラスタの場所を選択するように求めら
れます。この場所は、グローバルクラスタまたはゾーンクラスタのどちらかになり
ます。

Oracle RACクラスタの場所に対応するオプションの番号を入力し、Returnキーを押し
ます。

■ グローバルクラスタのオプションを選択した場合、clsetupユーティリ
ティーに、構成するOracle RACのコンポーネントのリストが表示されます。手
順 9に進みます。

■ ゾーンクラスタのオプションを選択した場合、clsetupユーティリティーか
ら、必要なゾーンクラスタを選択するように求められます。手順 8に進みます。

必要なゾーンクラスタに対応するオプションの番号を入力し、Returnキーを押しま
す。

clsetupユーティリティーに、構成するOracle RACのコンポーネントのリストが表示
されます。

「自動ストレージ管理 (ASM) (Automatic Storage Management (ASM))」に対応するオプ
ションの番号を入力し、Returnキーを押します。

clsetupユーティリティーに、選択するクラスタノードのリストが表示されます。

Oracle ASMを実行する必要があるノードを選択します。

■ 任意の順序で並んでいる一覧表示されたすべてのノードのデフォルト選択をその
まま使用するには、aと入力し、Returnキーを押します。

5

6

7

8

9
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■ 一覧表示されたノードのサブセットを選択するには、選択するノードに対応する
オプションの番号をコンマまたはスペースで区切って入力し、Returnキーを押し
ます。

RACフレームワークリソースグループのノードリストに表示される順序でノード
が一覧表示されていることを確認します。

■ 特定の順序ですべてのノードを選択するには、選択するノードに対応するオプ
ションの番号をコンマまたはスペースで区切って順番に入力し、Returnキーを押
します。

RACフレームワークリソースグループのノードリストに表示される順序でノード
が一覧表示されていることを確認します。

必要に応じてノードの選択を終了するには、dと入力し、Returnキーを押します。

clsetupユーティリティーに、Oracle ASMインスタンスリソースのリストが表示され
ます。

使用するOracle ASMインスタンスリソースに対応するオプションの番号を入力しま
す。

使用できるOracle ASMインスタンスリソースがなく、リソースを作成するように要
求された場合は、Returnキーを押します。手順 14に進みます。

Oracle ASMインスタンスリソースの選択を確定するには、dと入力し、Returnキーを
押します。

clsetupユーティリティーに、Oracle ASMホームディレクトリの選択画面が表示され
ます。

一覧表示されたディレクトリを選択するかディレクトリを明示的に指定するための
オプションの番号を入力し、Returnキーを押します。

clsetupユーティリティーに、クラスタで検出されたOracle ASMシステム識別子
(SID)のリストが表示されます。

SIDのリストを確認します。

■ リストが正しい場合は、dと入力し、Returnキーを押します。

■ リストが正しくない場合は、変更する SIDに対応するオプションの番号を入力
し、Returnキーを押します。

clsetupユーティリティーに、検出されたストレージリソースのリストが表示されま
す。

11
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Oracle ASMホームがインストールされたファイルシステムマウントポイントを管理す
るストレージリソースのリストを確認します。

■ リストが正しい場合は、dと入力し、Returnキーを押します。

■ リストにストレージリソースが 1つもない場合は、dと入力し、Returnキーを押し
ます。

Oracle ASMの構成の完了時に、clsetupユーティリティーによって新しいリ
ソースが作成されます。

■ リストが正しくない場合は、正しくないストレージリソースに対応するオプ
ションの番号を入力し、Returnキーを押します。

clsetupユーティリティーに、Oracle ASMディスクグループを管理するOracle ASM
ディスクグループリソースのリストが表示されます。

適切なディスクグループリソースがない場合や使用するOracle ASMディスクグ
ループのリソースがない場合は、リストにリソースを追加します。

a. yと入力し、Returnキーを押します。
clsetupユーティリティーによってOracle ASMディスクグループが検出されま
す。

b. 使用するOracle ASMディスクグループに対応するオプションの番号をコンマまた
はスペースで区切って入力し、Returnキーを押します。

c. ディスクグループの選択を確定するには、dと入力し、Returnキーを押します。
clsetupユーティリティーが、Oracle ASMディスクグループリソースのリストに
戻ります。作成するリソースがリストに追加されます。

まだ選択していない場合は、必要なリソースに対応するオプションの番号を入力し
ます。

既存のリソース、まだ作成されていないリソース、または既存のリソースと新しい
リソースの組み合わせを選択できます。複数の既存のリソースを選択する場合、選
択するリソースは同じリソースグループである必要があります。

Oracle ASMディスクグループのリソースの選択を確定するには、dと入力し、Return
キーを押します。

clsetupユーティリティーに、検出された基盤となるディスクセットまたはディスク
グループのリストが表示されます。

使用するグローバルデバイスのパスに対応するオプションの番号をコンマで区
切って入力し、Returnキーを押します。
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グローバルデバイスのパスの選択を確定するには、dと入力し、Returnキーを押しま
す。

clsetupユーティリティーに、このユーティリティーで作成されるか構成に追加され
るOracle ASM用のOracle Solaris Clusterオブジェクトの名前が表示されます。

Oracle Solaris Clusterオブジェクトを変更する必要がある場合は、オブジェクトを変更
します。

a. 変更するオブジェクトに対応するオプションの番号を入力し、Returnキーを押し
ます。

clsetupユーティリティーから、新しい値を入力するように求められます。

b. プロンプトで、新しい値を入力し、Returnキーを押します。

clsetupユーティリティーが、オブジェクトに設定されたプロパティーのリストに戻
ります。

変更する必要があるOracle Solaris Clusterオブジェクトをすべて変更したら、dと入力
し、Returnキーを押します。

clsetupユーティリティーは、このユーティリティーが作成するOracle Solaris Cluster
の構成に関する情報を表示します。

構成を作成するには、cを入力し、Returnキーを押します。

clsetupユーティリティーは、構成を作成するためにこのユーティリティーがコマン
ドを実行していることを示す進行状況のメッセージを表示します。構成が完了した
時点で、clsetupユーティリティーは、構成を作成するためにユーティリティーが実
行したコマンドを表示します。

Returnキーを押して続けます。

clsetupユーティリティーが、Oracle RAC用サポートを構成するためのオプションの
リストに戻ります。

(省略可能) clsetupユーティリティーが終了するまで、繰り返し qを入力し、Return
キーを押します。

必要に応じて、ほかの必要な作業を実行している間、clsetupユーティリティーを動
作させたままにし、そのあとでユーティリティーを再度使用することができます。

リソースの構成

次の表に、この作業の完了時に clsetupユーティリティーによって作成されるデ
フォルトのリソースの構成を示します。
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リソース名、リソースタイプ、およびリソースグ
ループ 依存性 説明

リソースタイプ:
SUNW.scalable_rac_server_proxy

リソース名: rac_server_proxy-rs

リソースグループ: rac_server_proxy-rg

Oracle RACフレームワークリソースに
対する強い依存性。

クラスタOracle ASMディスクグループ
リソースに対するオフライン再起動依
存性。

Oracle Clusterwareフレームワークリ
ソースに対するオフライン再起動依存
性。

Solaris Volume Manager for Sun Clusterで
構成した場合、Oracle RACインスタン
スプロキシリソースグループから
Oracle RACフレームワークリソースグ
ループへの強い正のアフィニティー。

ハードウェアRAIDで構成した場
合、Oracle RACインスタンスプロキシ
リソースグループからクラスタOracle
ASMディスクグループリソースグ
ループへの強い正のアフィニティー。

Oracle RACインスタンスプロ
キシリソース

リソースタイプ: SUNW.oracle_asm_diskgroup

リソース名: asm-dg-rs

リソースグループ: asm-dg-rg

クラスタOracle ASMディスクグループ
リソースグループからクラスタOracle
ASMインスタンスリソースグループへ
の強い正のアフィニティー。
Solaris Volume Manager for Sun Clusterで
構成した場合:
■ クラスタOracle ASMインスタンス
リソースに対する強い依存性。

■ データベースファイル用のスケーラ
ブルなデバイスグループリソースに
対するオフライン再起動依存性。

ハードウェアRAIDで構成した場
合、クラスタOracle ASMディスクグ
ループリソースに対するオフライン再
起動依存性。

クラスタOracle ASMディスク
グループリソース

SPARC:リソースタイ
プ:SUNW.scalable_oracle_asm_instance_proxy

リソース名: asm-inst-rs

リソースグループ: asm-inst-rg

Oracle Clusterwareリソースに対するオ
フライン再起動依存性。

ハードウェアRAIDで構成した場
合、クラスタOracle ASMインスタンス
リソースグループからOracle
Clusterwareフレームワークリソースグ
ループへの強い正のアフィニティー。

クラスタOracle ASMインスタ
ンスリソース
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リソース名、リソースタイプ、およびリソースグ
ループ 依存性 説明

SPARC:リソースタイプ:SUNW.sqfs

リソース名: asm-home-sqfs-rs

リソースグループ: asm-home-sqfs-rg

スケーラブルな wait_zc_bootリソース
またはスケーラブルなデバイスグ
ループリソースに対する強い依存性 (そ
れらのリソースがある場合)。

ボリュームマネージャーなしで Sun QFS
を使用する場合は、このリソースは他
のリソースに依存しません。

Sun QFSメタデータ
サーバー上のOracle ASM
ホームのリソース。Oracle
ファイルに使用する Sun QFS
共有ファイルシステムごとに
1つのリソースが作成されま
す。

リソースタイプ: SUNW.ScalMountPoint

リソース名: asm-mp-rs

リソースグループ: asm-mp-rg

Sun QFSメタデータサーバーのリソース
に対する強い依存性 (そのリソースがあ
る場合)。

スケーラブルなデバイスグループリ
ソースに対するオフライン再起動依存
性 (そのリソースがある場合)。

ボリュームマネージャーなしで認定さ
れたNASデバイス上のファイルシステ
ムを使用する場合は、このリソースは
他のリソースに依存しません。

スケーラブルなファイルシス
テムマウントポイント上の
Oracle ASMホームのリ
ソース。Oracleファイルに使
用する共有ファイルシステム
ごとに 1つのリソースが作成
されます。

リソースタイプ: SUNW.ScalDeviceGroup

リソース名: scaldg-name-rs。dg-nameはリ
ソースが表すデバイスグループの名前です

リソースグループ: scaldg-rg

デバイスグループに関連付けられたボ
リュームマネージャーの複数所有者ボ
リュームマネージャーのフレーム
ワークリソースグループのリソースに
対する強い依存性: Solaris Volume
Manager for Sun Clusterリソースまたは
VxVMリソースのどちらか。

スケーラブルなデバイスグ
ループリソース。Oracle
ファイルに使用するスケーラ
ブルなデバイスグループごと
に 1つのリソースが作成され
ます。

第 4章「クラスタでのOracle RACの実行」に進みます。次の手順
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クラスタでのOracle RACの実行

この章では、Oracle Solaris ClusterノードでOracle RACを実行できるようにする方法
について説明します。

■ 105ページの「Oracle RACをクラスタで実行できるようにするための作業の概
要」

■ 106ページの「Oracle RACソフトウェアのインストール」
■ 108ページの「共有ファイルシステム用のノード固有のファイルとディレクトリ
の作成」

■ 113ページの「Oracle RACのインストールの確認」
■ 114ページの「Oracle ASMインスタンスおよびディスクグループの作成」
■ 115ページの「Oracleデータベースの作成」
■ 116ページの「Oracle RACデータベースインスタンスのリソースの構成」
■ 131ページの「Oracle RAC用サポートのインストールおよび構成の確認」

Oracle RACをクラスタで実行できるようにするための作
業の概要

表 4–1に、Oracle RACをクラスタで実行できるようにするための作業をまとめま
す。

作業は、表にリストされている順番に従って行います。

表 4–1 Oracle RACをクラスタで実行できるようにするための作業

作業 参照先

Oracle RACソフトウェアをインス
トールする

106ページの「Oracle RACソフトウェアのインストール」
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表 4–1 Oracle RACをクラスタで実行できるようにするための作業 (続き)
作業 参照先

Oracle RAC用サポートソフトウェアに
必要なノード固有のファイルおよび
ディレクトリを作成する

108ページの「共有ファイルシステム用のノード固有の
ファイルとディレクトリの作成」

Oracle RACソフトウェアのインス
トールを確認する

113ページの「Oracle RACのインストールの確認」

Oracle ASMインスタンスを作成する 114ページの「Oracle ASMインスタンスおよびディスクグ
ループの作成」

Oracleデータベースを作成する 115ページの「Oracleデータベースの作成」

(Oracle 10g Release 1では不要) Oracle
RACデータベースインスタンスのリ
ソースを構成する

116ページの「Oracle RACデータベースインスタンスのリ
ソースの構成」

Oracle RAC用サポートのインストール
と構成を確認する

131ページの「Oracle RAC用サポートのインストールお
よび構成の確認」

Oracle RACソフトウェアのインストール
この節には次の情報が含まれます。

■ 106ページの「共有ファイルシステム上のバイナリファイルと構成ファイルのイ
ンストール」

■ 107ページの「Oracle 10gまたは 11g Oracle Clusterwareのネットワークデフォルト
設定の上書き」

■ 107ページの「Oracle Solaris ClusterノードのサブセットへのOracle Clusterwareの
インストール」

■ 107ページの「次のステップ」

Oracle RACをインストールする手順の詳細については、Oracleのドキュメントを参
照してください。

共有ファイルシステム上のバイナリファイルと構
成ファイルのインストール
Oracleインストールの保守を簡単にするために、OracleバイナリファイルとOracle構
成ファイルを共有ファイルシステムにインストールできます。次の共有ファイルシ
ステムがサポートされています。

■ Sun QFS共有ファイルシステム
■ クラスタファイルシステム
■ 認定されたNASデバイス上のファイルシステム
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OracleバイナリファイルおよびOracle構成ファイルを共有ファイルシステムにイン
ストールしている場合は、ファイルシステムへの絶対パスを、Oracleインストール
ツールによって要求されたときに指定します。ターゲットが共有ファイルシステム
であるシンボリックリンクは使用しないでください。

Oracle 10gまたは11g Oracle Clusterwareのネット
ワークデフォルト設定の上書き
デフォルトでは、Oracle 10gまたは 11g Universal Installerのネットワークインタ
フェースパネルに、すべてのインタフェースがプライベートとして表示されます。
Oracle 10gまたは 11g RACをOracle Solaris Clusterソフトウェアで使用するためにイン
ストールしている場合は、これらのデフォルト値を次のように上書きします。

■ clprivnet0を唯一のプライベートインタフェースにします。
■ パブリックネットワークインタフェースをパブリックに設定します。
■ 他のすべてのインタフェースが使用されないようにします。これらのインタ
フェースは、クラスタインターコネクトのベースとなるネットワークインタ
フェースを表します。

Oracle Solaris Clusterノードのサブセットへの
Oracle Clusterwareのインストール
デフォルトでは、Oracleインストーラにより、クラスタ内のすべてのノードにOracle
Clusterwareがインストールされます。Oracle Solaris Clusterノードのサブセットに
Oracle Clusterwareをインストールする手順は、Oracle MetaLinkのWebサイト (
http://metalink.oracle.com/)にあります。Oracle MetaLinkメモ 280589.1の「1つ以
上のノードがCRSを実行するように構成されないクラスタにOracle 10g CRSをインス
トールする」を参照してください。

次のステップ
次の手順は、OracleバイナリファイルおよびOracle構成ファイルの場所によって異
なります。次の表を参照してください。

ファイルの場所 次の手順

共有ファイルシステム 108ページの「共有ファイルシステム用のノード固有のファイルと
ディレクトリの作成」

各ノードのローカルディスク 113ページの「Oracle RACのインストールの確認」

Oracle RACソフトウェアのインストール
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共有ファイルシステム用のノード固有のファイルと
ディレクトリの作成

Oracleソフトウェアが共有ファイルシステムにインストールされている場
合、ORACLE_HOME環境変数が指定するディレクトリ内のすべてのファイルに、すべて
のクラスタノードからアクセスできます。しかし、一部のOracleファイルおよび
ディレクトリでは、ノード固有の情報を維持する必要があります。

Oracleソフトウェアを共有ファイルシステムにインストールする場合、ノード固有
の情報を維持する必要があるファイルおよびディレクトリのローカルコピーを作成
する必要があります。これらのファイルおよびディレクトリにすべてのクラスタ
ノードからアクセスできるようにするには、ノードに対してローカルであるファイ
ルシステム上のファイルまたはディレクトリがターゲットであるシンボリックリン
クを使用します。そのようなファイルシステムは、共有ファイルシステムの一部で
はありません。

この目的でシンボリックリンクを使用するには、ローカルファイルシステム上の領
域を割り当てる必要があります。この領域内のファイルへのシンボリックリンクを
Oracleアプリケーションで作成できるようにするには、Oracleアプリケーションがこ
の領域内のファイルにアクセスできる必要があります。シンボリックリンクは共有
ファイルシステム上に存在するため、これらのリンクへのすべてのノードからのす
べての参照は同じです。したがって、すべてのノードは、ローカルファイルシステ
ム上の領域に対する同じ名前空間を保持している必要があります。

管理者は、ゾーンクラスタがファイルシステムを使用するときでも、グローバルク
ラスタ投票ノード上にファイルシステムを作成します。管理者は、zonecfgコマンド
を使用して、ノード固有のファイルシステムをゾーンクラスタノード内に構成しま
す。

ここでは、次の手順について説明します。

■ 108ページの「共有ファイルシステム用のノード固有のディレクトリを作成す
る」

■ 111ページの「共有ファイルシステム用のノード固有のファイルを作成する」

▼ 共有ファイルシステム用のノード固有のディレク
トリを作成する
この手順は、ノード固有の情報を維持するディレクトリごとに実行します。ノード
固有の情報を維持するには、通常は次のディレクトリが必要です。

■ $ORACLE_HOME/rdbms/audit

■ $ORACLE_HOME/rdbms/log

■ $ORACLE_HOME/network/agent
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■ $ORACLE_HOME/network/log

■ $ORACLE_HOME/network/trace

■ $ORACLE_HOME/srvm/log

■ $ORACLE_HOME/apache

ノード固有の情報を維持するために必要な他のディレクトリについては、Oracleの
ドキュメントを参照してください。

各クラスタノードで、ノード固有の情報を維持するローカルディレクトリを作成し
ます。

作成するローカルディレクトリ構造が、ノード固有の情報を含む大域ディレクトリ
構造と一致することを確認します。たとえば、大域ディレクトリ
/global/oracle/network/agentに、ローカルの /localディレクトリの下に格納する
必要があるノード固有の情報が含まれている場合があります。その場合
は、/local/oracle/network/agentという名前のディレクトリを作成します。

# mkdir -p local-dir

-p 存在しないすべての親ディレクトリを最初に作成することを指定しま
す。

local-dir 作成するディレクトリのフルパス名を指定します。

各クラスタノードで、ノード固有の情報を維持する大域ディレクトリのローカルコ
ピーを作成します。

ノード固有の情報のローカルコピーが、手順 1で作成したローカルディレクトリに
含まれることを確認します。
# cp -pr global-dir local-dir-parent

-p 所有者、グループ、アクセス権モード、修正時刻、アクセス時
刻、およびアクセス制御リストを維持することを指定します。

-r ディレクトリとそのすべてのファイル (サブディレクトリとその
ファイルを含む)をコピーすることを指定します。

global-dir コピーする大域ディレクトリのフルパスを指定します。この
ディレクトリは、共有ファイルシステム上の、ORACLE_HOME環境変
数が指定するディレクトリに存在します。

local-dir-parent ローカルコピーを含むローカルノード上のディレクトリを指定し
ます。このディレクトリは、手順 1で作成したディレクトリの親
ディレクトリです。

1

2
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手順 2でコピーした大域ディレクトリを、大域ディレクトリのローカルコピーへの
シンボリックリンクで置き換えます。

a. 任意のクラスタノードから、手順 2でコピーした大域ディレクトリを削除しま
す。
# rm -r global-dir

-r ディレクトリとそのすべてのファイル (サブディレクトリとその
ファイルを含む)を削除することを指定します。

global-dir 削除する大域ディレクトリのファイル名とフルパスを指定します。
このディレクトリは、手順 2でコピーした大域ディレクトリです。

b. 任意のクラスタノードから、ディレクトリのローカルコピーから手順 aで削除し
た大域ディレクトリへのシンボリックリンクを作成します。
# ln -s local-dir global-dir

-s リンクがシンボリックリンクであることを指定します。

local-dir 手順 1で作成したローカルディレクトリがリンクのソースであるこ
とを指定します。

global-dir 手順 aで削除した大域ディレクトリがリンクのターゲットであるこ
とを指定します。

ノード固有のディレクトリの作成

この例では、2ノードクラスタ上にノード固有のディレクトリを作成するために必要
な一連の操作を示します。このクラスタは次のように構成されています。

■ ORACLE_HOME環境変数は /global/oracleディレクトリを指定します。
■ 各ノードのローカルファイルシステムは、/localディレクトリにあります。

次の操作は、各ノードで実行します。

1. 必要なディレクトリをローカルファイルシステム上に作成するために、次のコマ
ンドを実行します。

# mkdir -p /local/oracle/network/agent

# mkdir -p /local/oracle/network/log

# mkdir -p /local/oracle/network/trace

# mkdir -p /local/oracle/srvm/log

# mkdir -p /local/oracle/apache

2. ノード固有の情報を維持する大域ディレクトリのローカルコピーを作成するため
に、次のコマンドを実行します。

# cp -pr $ORACLE_HOME/network/agent /local/oracle/network/.

3

例4–1
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# cp -pr $ORACLE_HOME/network/log /local/oracle/network/.

# cp -pr $ORACLE_HOME/network/trace /local/oracle/network/.

# cp -pr $ORACLE_HOME/srvm/log /local/oracle/srvm/.

# cp -pr $ORACLE_HOME/apache /local/oracle/.

次の操作は、1つのノードのみで実行します。

1. 大域ディレクトリを削除するために、次のコマンドを実行します。

# rm -r $ORACLE_HOME/network/agent

# rm -r $ORACLE_HOME/network/log

# rm -r $ORACLE_HOME/network/trace

# rm -r $ORACLE_HOME/srvm/log

# rm -r $ORACLE_HOME/apache

2. ローカルディレクトリから対応する大域ディレクトリへのシンボリックリンクを
作成するために、次のコマンドを実行します。

# ln -s /local/oracle/network/agent $ORACLE_HOME/network/agent

# ln -s /local/oracle/network/log $ORACLE_HOME/network/log

# ln -s /local/oracle/network/trace $ORACLE_HOME/network/trace

# ln -s /local/oracle/srvm/log $ORACLE_HOME/srvm/log

# ln -s /local/oracle/apache $ORACLE_HOME/apache

▼ 共有ファイルシステム用のノード固有のファイル
を作成する
この手順は、ノード固有の情報を維持するファイルごとに実行します。ノード固有
の情報を維持するには、通常は次のファイルが必要です。

■ $ORACLE_HOME/network/admin/snmp_ro.ora

■ $ORACLE_HOME/network/admin/snmp_rw.ora

ノード固有の情報を維持するために必要な他のファイルについては、Oracleのド
キュメントを参照してください。

各クラスタノードで、ノード固有の情報を維持するファイルを含むローカルディレ
クトリを作成します。
# mkdir -p local-dir

-p 存在しないすべての親ディレクトリを最初に作成することを指定しま
す。

local-dir 作成するディレクトリのフルパス名を指定します。

1
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各クラスタノードで、ノード固有の情報を維持するグローバルファイルのローカル
コピーを作成します。
# cp -p global-file local-dir

-p 所有者、グループ、アクセス権モード、修正時刻、アクセス時刻、およ
びアクセス制御リストを維持することを指定します。

global-file コピーするグローバルファイルのファイル名とフルパスを指定します。
このファイルは、共有ファイルシステム上の ORACLE_HOME環境変数が指
定するディレクトリにインストールされています。

local-dir ファイルのローカルコピーを含むディレクトリを指定します。この
ディレクトリは、手順 1で作成したディレクトリです。

手順 2でコピーしたグローバルファイルを、このファイルのローカルコピーへのシ
ンボリックリンクで置き換えます。

a. 任意のクラスタノードから、手順 2でコピーしたグローバルファイルを削除しま
す。
# rm global-file

global-file 削除するグローバルファイルのファイル名とフルパスを指定しま
す。このファイルは、手順 2でコピーしたグローバルファイルで
す。

b. 任意のクラスタノードから、ファイルのローカルコピーから手順 aで削除したグ
ローバルファイルへのシンボリックリンクを作成します。
# ln -s local-file global-file

-s リンクがシンボリックリンクであることを指定します。

local-file 手順 2でコピーしたファイルがリンクのソースであることを指定し
ます。

global-file 手順 aで削除したグローバルバージョンのファイルがリンクの
ターゲットであることを指定します。

ノード固有のファイルの作成

この例では、2ノードクラスタ上にノード固有のファイルを作成するために必要な一
連の操作を示します。このクラスタは次のように構成されています。

■ ORACLE_HOME環境変数は /global/oracleディレクトリを指定します。
■ 各ノードのローカルファイルシステムは、/localディレクトリにあります。

次の操作は、各ノードで実行します。

2

3
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1. ノード固有の情報を維持するファイルを含むローカルディレクトリを作成するた
めに、次のコマンドを実行します。

# mkdir -p /local/oracle/network/admin

2. ノード固有の情報を維持するグローバルファイルのローカルコピーを作成するた
めに、次のコマンドを実行します。

# cp -p $ORACLE_HOME/network/admin/snmp_ro.ora \

/local/oracle/network/admin/.

# cp -p $ORACLE_HOME/network/admin/snmp_rw.ora \

/local/oracle/network/admin/.

次の操作は、1つのノードのみで実行します。

1. グローバルファイルを削除するために、次のコマンドを実行します。

# rm $ORACLE_HOME/network/admin/snmp_ro.ora

# rm $ORACLE_HOME/network/admin/snmp_rw.ora

2. ファイルのローカルコピーから対応するグローバルファイルへのシンボリックリ
ンクを作成するために、次のコマンドを実行します。

# ln -s /local/oracle/network/admin/snmp_ro.ora \

$ORACLE_HOME/network/admin/snmp_rw.ora

# ln -s /local/oracle/network/admin/snmp_rw.ora \

$ORACLE_HOME/network/admin/snmp_rw.ora

113ページの「Oracle RACのインストールの確認」に進みます。

Oracle RACのインストールの確認
Oracle RACをインストールしたら、インストールが適切であることを確認します。
この確認作業は、Oracleデータベースを作成する前に実行します。この確認作業で
は、Oracle RACデータベースインスタンスを自動的に開始または停止できることは
確認されません。

ここでは、次の手順について説明します。

■ 114ページの「Oracle 10gまたは 11g RACのインストールを確認する」
■ 114ページの「Oracle 9i RACのインストールを確認する」

次の手順
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▼ Oracle 10gまたは11g RACのインストールを確認す
る

Oracleインストーラがクラスタを確認するために実行するテストが成功したことを確
認します。

これらのテストの結果を確認できない場合は、Oracleユーティリティー cluvfyを実
行してテストをやり直します。

詳細は、Oracleのドキュメントを参照してください。

▼ Oracle 9i RACのインストールを確認する
$ORACLE_HOME/bin/oracleファイルの所有者、グループ、およびモードが次のとおり
であることを確認します。

■ 所有者: oracle
■ グループ: dba
■ モード: -rwsr-s--x

# ls -l $ORACLE_HOME/bin/oracle

Oracleリスナーのバイナリファイルが $ORACLE_HOME/binディレクトリに存在すること
を確認します。

115ページの「Oracleデータベースの作成」に進みます。

Oracle ASMインスタンスおよびディスクグループの作成
Oracle ASMのインストールでは、Oracle ASMインスタンスのインストールと作
成、および必要なOracle ASMディスクグループの構成を実行します。Oracle ASM
ディスクグループは、Oracle ASMインスタンスが管理する単位であるデータファイ
ルを格納するディスクデバイスの集合です。Oracle ASMインスタンスは、ディスク
グループをマウントして、Oracle ASMファイルをデータベースインスタンスで使用
できるようにします。

●

1

2

次の手順

Oracle ASMインスタンスおよびディスクグループの作成

Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle Real Application Clustersガイド • 2010年 9月、バージョン
A

114



▼ Oracle ASMインスタンスおよびディスクグループ
を作成する
■ Oracle Clusterwareソフトウェアがすでにインストールされていることを確認しま
す。

■ Oracle ASMを作成するすべてのノードでRACフレームワークが実行されているこ
とを確認します。

■ Oracle ASMの $ORACLE_HOMEディレクトリが配置されるファイルシステムがすでに
作成されていることを確認します。

クラスタノード上にインストールするクラスタノード上でスーパーユーザーになり
ます。

Oracle ASMインスタンスをインストールして構成し、ディスクグループを作成しま
す。

手順については、該当するOracle RACインストールのドキュメントを参照してくだ
さい。

Oracle Universal Installerを実行する際は、Oracle ASMを構成およびインストール
し、ディスクグループを作成するオプションがあります。Oracle ASMのインス
トールと構成の詳細については、使用しているOracleデータベースのバージョンに
対応するOracleのドキュメントを参照してください。

Oracleデータベースの作成
Oracle Solaris Cluster環境で最初のOracleデータベースを構成および作成するに
は、この作業を実行します。追加のデータベースを作成および構成する場合は、こ
の作業を繰り返す必要はありません。

データベースを作成するには、次のリストのいずれかのコマンドを使用します。

■ Oracle dbcaコマンド
■ Oracle sqlplusコマンド

Oracleデータベースを作成する手順の詳細については、Oracleのドキュメントを参照
してください。

共有ファイルシステム上のデータファイルの場所を dbcaコマンドに指定する方法
は、使用しているOracleのリリースによって異なります。

■ 116ページの「Oracle 10gまたは 11gで共有ファイルシステム上のデータファイル
の場所を指定する」

始める前に

1

2
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■ 116ページの「Oracle 9iで共有ファイルシステム上のデータファイルの場所を指定
する」

▼ Oracle 10gまたは11gで共有ファイルシステム上
のデータファイルの場所を指定する

dbcaによってストレージオプションを尋ねるプロンプトが表示されたら、クラスタ
ファイルシステムを選択します。

dbcaによって場所を尋ねるプロンプトが表示されたら、共通場所のオプションを選
択します。

共通場所のオプションを選択したあと、共有ファイルシステム上のディレクトリの
名前を入力し、Returnキーを押します。

Oracleデータベースを作成したら、116ページの「Oracle RACデータベースインスタ
ンスのリソースの構成」に進みます。

▼ Oracle 9iで共有ファイルシステム上のデータ
ファイルの場所を指定する

dbcaコマンドの -datafileDestination pathオプションを指定します。
pathは、データファイルを格納する共有ファイルシステム上のディレクトリへのパ
スを指定します。

Oracleデータベースを作成したら、116ページの「Oracle RACデータベースインスタ
ンスのリソースの構成」に進みます。

Oracle RACデータベースインスタンスのリソースの構成
Oracle RACデータベースインスタンスのリソースにより、それらのデータベースイ
ンスタンスをOracle Solaris Clusterから管理することが可能になります。

Oracle 10g Release 2または 11g RACを使用している場合は、これらのリソースによ
り、Oracle Solaris ClusterとOracle Clusterwareの相互運用も可能になります。

1

2

3

次の手順
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Oracle 9i、Oracle 10g release 1、およびOracle 10g release 2または 11gのソフトウェア
アーキテクチャーは異なります。これらの違いの結果として、Oracle Solaris Cluster
に必要なOracle RACデータベースインスタンスのリソースは、使用しているOracle
のバージョンによって異なります。

注 – Oracle 10g Release 1を使用している場合は、この作業を省略します。Oracle 10g
Release 1では、Oracle ClusterwareとOracle Solaris Clusterを相互運用することはできま
せん。代わりに、Oracle ClusterwareはOracle RACデータベースインスタンスを開始
および停止します。

この節では、Oracle RACデータベースインスタンスのリソースの構成に関する次の
情報を示します。

■ 117ページの「Oracle RACデータベースインスタンスのリソースを登録および構
成するためのツール」

■ 118ページの「Oracle Solaris ClusterおよびOracle 10g Release 2または 11g Oracle
Clusterwareの相互運用を実現する」

■ 125ページの「Oracle 9i RACデータベースインスタンスの起動と停止を自動化す
る」

Oracle RACデータベースインスタンスのリソース
を登録および構成するためのツール
Oracle Solaris Clusterには、グローバルクラスタまたはゾーンクラスタ内でOracle RAC
データベースインスタンスのリソースを登録および構成するための次のツールがあ
ります。

■ clsetup(1CL)ユーティリティー。詳細は、次の節を参照してください。
■ 118ページの「Oracle Solaris ClusterおよびOracle 10g Release 2または 11g Oracle

Clusterwareの相互運用を実現する」
■ 125ページの「Oracle 9i RACデータベースインスタンスの起動と停止を自動化
する」

■ Oracle Solaris Cluster Manager。詳細については、Oracle Solaris Cluster Managerの
オンラインヘルプを参照してください。

■ Oracle Solaris Clusterメンテナンスコマンド。詳細については、次の節を参照し
てください。
■ 344ページの「Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマンドを使用したOracle

10gまたは 11gとの相互運用のためのリソースの作成」
■ 358ページの「Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマンドを使用したOracle

9iとの相互運用のためのOracle Solaris Clusterリソースの登録と構成」
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clsetupユーティリティーとOracle Solaris Cluster Managerのそれぞれには、Oracle
RACデータベースインスタンスのリソースを構成するためのウィザードがありま
す。ウィザードは、コマンドの構文エラーや漏れから生じる構成エラーの可能性を
低減します。また、これらのウィザードは、すべての必須リソースが作成され、リ
ソース間で必要なすべての依存関係が設定されるようにします。

▼ Oracle Solaris ClusterおよびOracle 10g Release 2ま
たは11g Oracle Clusterwareの相互運用を実現する
この作業を実行すると、clsetupユーティリティーにより、Oracle 10g Release 2または
11gとの相互運用のための次のリソースが作成されます。

■ Oracle RACデータベースのプロキシとして機能するOracle Solaris Clusterリソース
■ Oracle Clusterwareフレームワークを表すOracle Solaris Clusterリソース
■ スケーラブルデバイスグループを表すOracle Clusterwareリソース
■ スケーラブルファイルシステムのマウントポイントを表すOracle Clusterwareリ
ソース

次の前提条件を満たしていることを確認します。

■ RACフレームワークリソースグループが作成済みで、オンライン状態にあるこ
と。

■ Oracleファイル用ストレージリソースが構成されていること。
■ Oracle RACソフトウェアがインストールされていること。
■ 共有ファイルシステム用のノードに固有なファイルとディレクトリが作成済みで
あること。

■ Oracle RACソフトウェアのインストールが確認されていること。
■ Oracleデータベースが作成されていること。
■ Oracleデータベースが実行中であること。

Oracleデータベースが実行されているかどうかを判断するには、Oracle srvctlコマン
ドを次のように使用します。

$ srvctl status database -d db-name

db-nameは、Oracleデータベースの名前を指定します。

始める前に
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次の情報を用意してください。

■ Oracle Clusterwareホームディレクトリへのフルパス
■ リソースを構成するOracle RACデータベースの名前
■ Oracleホームディレクトリへのフルパス
■ リソースを構成する各データベースインスタンスのOracleシステム識別子 (SID)
■ 使用してるOracleファイル用のすべてのOracle Solaris Clusterストレージリソース
の名前

クラスタのいずれかのノードで、スーパーユーザーになります。

clsetupユーティリティーを起動します。
# clsetup

clsetupのメインメニューが表示されます。

メニューから「データサービス (Data Services)」を選択します。
データサービスメニューが表示されます。

メニューから「Oracle Real Application Clusters」を選択します。
clsetupユーティリティーに、Oracle RAC用サポートに関する情報が表示されます。

Returnキーを押して続けます。
clsetupユーティリティーから、Oracle RAC用サポートの初期構成を実行するか既存
の構成を管理するかを選択するように求められます。

メニューから「Oracle RAC構成の作成 (Oracle RAC Create Configuration)」を選択しま
す。

clsetupユーティリティーから、Oracle RACクラスタの場所を選択するように求めら
れます。この場所は、グローバルクラスタまたはゾーンクラスタのどちらかになり
ます。

Oracle RACクラスタの場所に対応するオプションの番号を入力し、Returnキーを押し
ます。

■ グローバルクラスタのオプションを選択した場合、clsetupユーティリ
ティーに、構成するOracle RACのコンポーネントのリストが表示されます。手
順 9に進みます。

■ ゾーンクラスタのオプションを選択した場合、clsetupユーティリティーか
ら、必要なゾーンクラスタを選択するように求められます。手順 8に進みます。
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必要なゾーンクラスタに対応するオプションの番号を入力し、Returnキーを押しま
す。

clsetupユーティリティーに、構成するOracle RACのコンポーネントのリストが表示
されます。

メニュー項目「Oracle Real Application Clustersデータベースインスタンスのリソース
(Resources for Oracle Real Application Clusters Database Instances)」を選択します。
clsetupユーティリティーに、この作業を実行するための前提条件のリストが表示さ
れます。

前提条件が満たされていることを確認し、Returnキーを押します。
clsetupユーティリティーに、このユーティリティーを使用して構成できるOracleの
バージョンのリストが表示されます。

メニュー項目「Oracle 10g R2または 11g (Oracle 10g R2 or 11g)」を選択します。
clsetupユーティリティーに、クラスタに存在するOracle Clusterwareホームディレク
トリのリストが表示されます。

Oracle ClusterwareソフトウェアをインストールするOracle Clusterwareホームディレク
トリを指定します。

■ ディレクトリがリストに表示されている場合は、選択するディレクトリのオプ
ション番号を入力し、Returnキーを押します。

■ ディレクトリがリストに表示されていない場合は、Oracle Clusterwareホーム
ディレクトリへのフルパスを入力し、Returnキーを押します。

clsetupユーティリティーに、クラスタ上に構成されているOracle RACデータベース
の名前のリストが表示されます。

構成するOracle RACデータベースの名前を指定します。

■ 名前がリストに表示されている場合は、選択する名前に対応する番号を入力
し、Returnキーを押します。
clsetupユーティリティーに、クラスタ上に存在するOracleホームディレクトリ
のリストが表示されます。

■ 名前がリストに表示されていない場合は、名前を明示的に指定します。

a. eと入力して、Returnキーを押します。
clsetupユーティリティーにより、構成するOracle RACデータベースの名前を
尋ねるプロンプトが表示されます。
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b. 構成するOracle RACデータベースの名前を入力し、Returnキーを押します。
clsetupユーティリティーに、クラスタ上に存在するOracleホームディレクト
リのリストが表示されます。

Oracle RACソフトウェアをインストールするOracleホームディレクトリを指定しま
す。

■ ディレクトリがリストに表示されている場合は、選択するディレクトリに対応す
る名前を入力し、Returnキーを押します。
clsetupユーティリティーに、クラスタに構成されているOracleのシステム識別
子のリストが表示されます。また、Oracle RACを実行するノードのリスト内の最
初のノードのシステム識別子を指定するように求めるプロンプトも表示されま
す。

■ ディレクトリがリストに一覧表示されていない場合は、ディレクトリを明示的に
指定します。

a. eと入力して、Returnキーを押します。
clsetupユーティリティーによって、Oracleホームディレクトリを指定するよ
う求められます。

b. Oracleホームディレクトリへのフルパスを入力して、Returnキーを押します。
clsetupユーティリティーに、クラスタに構成されているOracleのシステム識
別子のリストが表示されます。また、Oracle RACを実行するノードのリスト
内の最初のノードのシステム識別子を指定するように求めるプロンプトも表示
されます。

構成するノードのOracle RACデータベースインスタンスのOracle SIDを指定します。
このステップは、Oracle RACを実行するノードのリスト内の各ノードに対して実行
します。

注 –各ノードに一意のOracle SIDを指定する必要があります。重複する SIDを指定し
た場合、clsetupユーティリティーにより、SIDが重複することが警告され、SIDを
再度指定するように求めるプロンプトが表示されます。

■ SIDがリストに表示されている場合は、選択する SIDに対応する番号を入力
し、Returnキーを押します。
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clsetupユーティリティーの応答は、Oracle RACを実行するすべてのノードの
Oracle SIDを指定したかどうかで異なります。

■ すべてのノードのOracle SIDを指定していない場合、clsetupユーティリ
ティーにより、ノードリスト内の次のノードの SIDを尋ねるプロンプトが表示
されます。

■ すべてのノードのOracle SIDを指定した場合、clsetupユーティリティーによ
り、構成されているOracleファイルのOracle Solaris Clusterストレージリ
ソースのリストが表示されます。これらのリソースについては、88ページ
の「Oracleファイル用ストレージリソースの登録と構成」を参照してくださ
い。

■ SIDが一覧表示されない場合は、SIDを明示的に指定します。

a. eと入力して、Returnキーを押します。
clsetupユーティリティーから、SIDを入力するよう求められます。

b. SIDを入力して、Returnキーを押します。
clsetupユーティリティーの応答は、Oracle RACを実行するすべてのノードの
Oracle SIDを指定したかどうかで異なります。

■ すべてのノードのOracle SIDを指定していない場合、clsetupユーティリ
ティーにより、ノードリスト内の次のノードの SIDを尋ねるプロンプトが
表示されます。

■ すべてのノードのOracle SIDを指定した場合、clsetupユーティリティーに
より、構成されているOracleファイルのOracle Solaris Clusterストレージリ
ソースのリストが表示されます。これらのリソースについては、88ページ
の「Oracleファイル用ストレージリソースの登録と構成」を参照してくだ
さい。

使用しているストレージリソースに対応する番号のリストをコンマ区切りまたはス
ペース区切りで入力し、Returnキーを押します。
clsetupユーティリティーに、このユーティリティーで作成されるOracle Solaris
Clusterオブジェクトの名前が表示されます。

Oracle Solaris Clusterオブジェクトに別の名前が必要な場合は、名前を変更します。

a. 変更する名前に対応するオプションの番号を入力し、Returnキーを押します。
clsetupユーティリティーは、新しい名前を指定できる画面を表示します。

b. 「新しい値」プロンプトで、新しい名前を入力し、Returnキーを押します。
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clsetupユーティリティーは、このユーティリティーが作成するOracle Solaris Cluster
オブジェクトの名前のリストに戻ります。

選択したOracle Solaris Clusterオブジェクト名を確認するには、Returnキーを押しま
す。

clsetupユーティリティーは、このユーティリティーが作成するOracle Solaris Cluster
の構成に関する情報を表示します。

構成を作成するには、cを入力し、Returnキーを押します。
clsetupユーティリティーは、構成を作成するためにこのユーティリティーがコマン
ドを実行していることを示す進行状況のメッセージを表示します。構成が完了した
時点で、clsetupユーティリティーは、構成を作成するためにユーティリティーが実
行したコマンドを表示します。

Returnキーを押して続けます。
clsetupユーティリティーが、Oracle RAC用サポートを構成するためのオプションの
リストに戻ります。

(省略可能) clsetupユーティリティーが終了するまで、繰り返し qを入力し、Return
キーを押します。

リソースの構成

次の表に、この作業を完了したときに clsetupユーティリティーによって作成される
Oracle Solaris Clusterリソースのデフォルトの構成を示します。
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19

20

21

参考
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リソースタイプ、リソース名、およびリソースグ
ループ 依存性 説明

リソースタイプ: SUNW.crs_framework

リソース名: crs_framework-rs

リソースグループ: rac-framework-rg

RACフレームワークリソースに対する強い
依存性。

Oracleファイル用のすべてのスケーラブル
デバイスグループリソースへのオフライン
リスタート依存関係 (存在する場合)。

ボリュームマネージャーを使用せずに共有
ファイルシステムを使用している場合、こ
のリソースは、Oracleファイル用のすべて
のスケーラブルファイルシステムのマウン
トポイントリソースへのオフラインリス
タート依存関係を持ちます。

共有ファイルシステムまたはボリュームマ
ネージャーを使用していない場合、このリ
ソースは、他のリソースへのオフラインリ
スタート依存関係を持ちません。

Oracle Clusterwareフレーム
ワークリソース。

リソースタイプ:
SUNW.scalable_rac_server_proxy

リソース名: rac_server_proxy-rs

リソースグループ: rac_server_proxy-rg

RACフレームワークリソースに対する強い
依存性。

Oracle Clusterwareフレームワークリソース
に対するオフライン再起動依存性。

Oracle RACデータベース
サーバーのプロキシリ
ソース。

注 –ゾーンクラスタ用のリソースの構成については、付録A「このデータサービスの
構成例」の図を参照してください。

また、clsetupユーティリティーにより、Oracleコンポーネントが依存するスケーラ
ブルデバイスグループおよびスケーラブルファイルシステムのマウントポイントの
Oracle Solaris ClusterリソースごとにOracle Clusterwareリソースが作成されます。

clsetupユーティリティーによって作成される各Oracle Clusterwareリソースの名前は
次のとおりです。

sun.node. sc-rs

この名前の置換可能な項目は次のとおりです。

■ nodeは、Oracle Clusterwareリソースを実行するノードの名前を指定します。
■ sc-rsは、Oracle Clusterwareリソースが表すOracle Solaris Clusterリソースの名前を
指定します。このリソースは、88ページの「Oracleファイル用ストレージリ
ソースの登録と構成」の作業を実行したときに作成されます。
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node上のデータベースインスタンスのOracle Clusterwareリソースは、clsetup

ユーティリティーがそのノードに対して作成したOracle Clusterwareリソースに依存
します。データベースインスタンスのOracle Clusterwareリソースは、Oracle RACの
インストールおよび構成の際に作成されます。

ノード上のデータベースインスタンスのOracle Clusterwareリソースの名前は、次の
とおりです。

ora.dbname. sid.inst

この名前の置換可能な項目は次のとおりです。

■ dbnameは、Oracle Clusterwareリソースが表すデータベースインスタンスのデータ
ベース名を指定します。

■ sidは、Oracle Clusterwareリソースが表すデータベースインスタンスのOracle SID
を指定します。

131ページの「Oracle RAC用サポートのインストールおよび構成の確認」に進みま
す。

▼ Oracle 9i RACデータベースインスタンスの起動と
停止を自動化する
次の前提条件を満たしていることを確認します。

■ RACフレームワークリソースグループが作成済みで、オンライン状態にあるこ
と。

■ Oracleファイル用ストレージリソースが構成されていること。
■ Oracle RACソフトウェアがインストールされていること。
■ 共有ファイルシステム用のノードに固有なファイルとディレクトリが作成済みで
あること。

■ Oracle RACソフトウェアのインストールが確認されていること。
■ Oracleデータベースが作成されていること。

次の情報を用意してください。

■ Oracleホームディレクトリへのフルパス
■ リソースを構成する各データベースインスタンスのOracleシステム識別子 (SID)
■ 使用してるOracleファイル用のすべてのOracle Solaris Clusterストレージリソース
の名前

■ Oracleリスナー用に使用している論理ホスト名 (論理ホスト名リソースの名前)

クラスタのいずれかのノードで、スーパーユーザーになります。

次の手順

始める前に
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clsetupユーティリティーを起動します。
# clsetup

clsetupのメインメニューが表示されます。

メニューから「データサービス (Data Services)」を選択します。

データサービスメニューが表示されます。

メニューから「Oracle Real Application Clusters」を選択します。

clsetupユーティリティーに、Oracle RAC用サポートに関する情報が表示されます。

Returnキーを押して続けます。

clsetupユーティリティーから、Oracle RAC用サポートの初期構成を実行するか既存
の構成を管理するかを選択するように求められます。

メニューから「Oracle RAC構成の作成 (Oracle RAC Create Configuration)」を選択しま
す。

clsetupにより、グローバルクラスタまたはゾーンクラスタの選択を求めるプロンプ
トが表示されます。

Oracle RACクラスタの場所に対応するオプションの番号を入力し、Returnキーを押し
ます。

■ グローバルクラスタのオプションを選択した場合、clsetupユーティリ
ティーに、構成するOracle RACのコンポーネントのリストが表示されます。手
順 9に進みます。

■ ゾーンクラスタのオプションを選択した場合、clsetupユーティリティーか
ら、必要なゾーンクラスタを選択するように求められます。手順 8に進みます。

必要なゾーンクラスタのオプション番号を入力し、Returnキーを押します。

clsetupユーティリティーに、構成するOracle RACのコンポーネントのリストが表示
されます。

メニュー項目「Oracle Real Application Clustersデータベースインスタンスのリソース
(Resources for Oracle Real Application Clusters Database Instances)」を選択します。

clsetupユーティリティーに、この作業を実行するための前提条件のリストが表示さ
れます。

前提条件が満たされていることを確認し、Returnキーを押します。

clsetupユーティリティーに、このユーティリティーを使用して構成できるOracleの
バージョンのリストが表示されます。
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「Oracle 9i」メニュー項目を選択します。

リスナーとサーバーの両方を構成するオプション番号を入力します。

clsetupユーティリティーに、クラスタ上に存在するOracleホームディレクトリのリ
ストが表示されます。

Oracle RACソフトウェアをインストールするOracleホームディレクトリを指定しま
す。

■ ディレクトリがリストに表示されている場合は、選択するディレクトリに対応す
る名前を入力し、Returnキーを押します。

clsetupユーティリティーに、クラスタに構成されているOracleのシステム識別
子のリストが表示されます。また、Oracle RACを実行するノードのリスト内の最
初のノードのシステム識別子を指定するように求めるプロンプトも表示されま
す。

■ ディレクトリが一覧表示されない場合は、ディレクトリを明示的に指定します。

a. eと入力して、Returnキーを押します。

clsetupユーティリティーによって、Oracleホームディレクトリを指定するよ
う求められます。

b. Oracleホームディレクトリへのフルパスを入力して、Returnキーを押します。

clsetupユーティリティーに、クラスタに構成されているOracleのシステム識
別子のリストが表示されます。また、Oracle RACを実行するノードのリスト内
の最初のノードのシステム識別子を指定するように求めるプロンプトも表示さ
れます。

構成するノードのOracle RACデータベースインスタンスのOracle SIDを指定します。

ウィザードにより、Oracle RACを実行するノードのリスト内の各ノードに対してこ
のステップを実行するように求めるプロンプトが表示されます。

注 –各ノードに一意のOracle SIDを指定する必要があります。重複する SIDを指定し
た場合、clsetupユーティリティーにより、SIDが重複することが警告され、SIDを
再度指定するように求めるプロンプトが表示されます。

■ SIDがリストに表示されている場合は、選択する SIDに対応する番号を入力
し、Returnキーを押します。

clsetupユーティリティーに、このユーティリティーによって作成されるOracle
Solaris Clusterリソースのノードのプロパティの値が表示されます。
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■ SIDが一覧表示されない場合は、SIDを明示的に指定します。

a. eと入力して、Returnキーを押します。

clsetupユーティリティーから、SIDを入力するよう求められます。

b. SIDを入力して、Returnキーを押します。

clsetupユーティリティーに、このユーティリティーによって作成される
Oracle Solaris Clusterリソースのノードのプロパティの値が表示されます。

いずれかのOracle Solaris Clusterリソースプロパティーに別の値が必要な場合は、その
プロパティーを変更します。

ウィザードにより、Oracle RACを実行するノードのリスト内の各ノードに対してこ
のステップを実行するように求めるプロンプトが表示されます。

a. 変更するプロパティーのオプション番号を入力し、Returnキーを押します。

clsetupユーティリティーにより、新しい値を指定できる画面が表示されます。

b. 「新しい値 (New Value)」プロンプトで、新しい値を入力し、Returnキーを押しま
す。

clsetupユーティリティーに、ノードのプロパティの値が表示されます。

c. 選択したOracle Solaris Clusterリソースプロパティーを確認するには、Return
キーを押します。

clsetupユーティリティーの応答は、Oracle RACを実行するすべてのノードの
Oracle Solaris Clusterリソースプロパティーを指定したかどうかで異なります。

■ すべてのノードのOracle Solaris Clusterプロパティーを指定していない場
合、clsetupユーティリティーにより、ノードのリスト内の次のノードのシス
テム識別子を指定するように求めるプロンプトが表示されます。

■ すべてのノードのOracle Solaris Clusterリソースプロパティを指定した場
合、clsetupユーティリティーにより、構成された論理ホスト名リソースのリ
ストが表示されます。

Oracle RACを実行する各ノードの論理ホスト名リソースを構成します。

Oracleリスナーは、ノードの論理ホスト名リソースを使用して、ノード上のOracle
RACデータベースインスタンスに接続します。

ウィザードにより、Oracle RACを実行するノードのリスト内の各ノードに対してこ
のステップを実行するように求めるプロンプトが表示されます。

■ 論理ホスト名リソースがリストに表示されている場合は、選択するリソースのオ
プション番号を入力し、Returnキーを押します。
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clsetupユーティリティーの応答は、Oracle RACを実行するすべてのノードの論
理ホスト名リソースを構成したかどうかによって異なります。

■ すべてのノードのリソースを構成していない場合、clsetupユーティリ
ティーにより、次のノードのリソースを構成するように求めるプロンプトが表
示されます。

■ すべてのノードのリソースを構成した場合、clsetupユーティリティーによ
り、構成されたOracleファイルのOracle Solaris Clusterストレージリソースの
リストが表示されます。これらのリソースについては、88ページの「Oracle
ファイル用ストレージリソースの登録と構成」を参照してください。

■ 論理ホスト名リソースがリストに表示されていない場合は、次のようにリソース
を作成します。

a. cと入力し、Returnキーを押します。
clsetupユーティリティーにより、リソースを使用可能にする論理ホスト名を
尋ねるプロンプトが表示されます。

■ 論理ホスト名を入力し、Returnキーを押します。
clsetupユーティリティーにより、論理ホスト名リソースのリストが表示されま
す。ウィザードによって作成される論理ホスト名リソースのエントリがリストに
追加されます。

■ 作成するリソースのオプション番号を入力し、Returnキーを押します。
clsetupユーティリティーの応答は、Oracle RACを実行するすべてのノードの論
理ホスト名リソースを構成したかどうかによって異なります。

■ すべてのノードのリソースを構成していない場合、clsetupユーティリ
ティーにより、次のノードのリソースを構成するように求めるプロンプトが表
示されます。

■ すべてのノードのリソースを構成した場合、clsetupユーティリティーによ
り、構成されたOracleファイルのOracle Solaris Clusterストレージリソースの
リストが表示されます。これらのリソースについては、88ページの「Oracle
ファイル用ストレージリソースの登録と構成」を参照してください。

使用しているストレージリソースに対応する番号のリストをコンマ区切りまたはス
ペース区切りで入力し、Returnキーを押します。
clsetupユーティリティーに、このユーティリティーで作成されるOracle Solaris
Clusterオブジェクトの名前が表示されます。

Oracle Solaris Clusterオブジェクトに別の名前が必要な場合は、名前を変更します。

a. 変更する名前に対応するオプションの番号を入力し、Returnキーを押します。
clsetupユーティリティーは、新しい名前を指定できる画面を表示します。
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b. 「新しい値」プロンプトで、新しい名前を入力し、Returnキーを押します。

clsetupユーティリティーは、このユーティリティーが作成するOracle Solaris Cluster
オブジェクトの名前のリストに戻ります。

選択したOracle Solaris Clusterオブジェクト名を確認するには、Returnキーを押しま
す。

clsetupユーティリティーは、このユーティリティーが作成するOracle Solaris Cluster
の構成に関する情報を表示します。

構成を作成するには、cを入力し、Returnキーを押します。

clsetupユーティリティーは、構成を作成するためにこのユーティリティーがコマン
ドを実行していることを示す進行状況のメッセージを表示します。構成が完了した
時点で、clsetupユーティリティーは、構成を作成するためにユーティリティーが実
行したコマンドを表示します。

Returnキーを押して続けます。

clsetupユーティリティーが、Oracle RAC用サポートを構成するためのオプションの
リストに戻ります。

(省略可能) clsetupユーティリティーが終了するまで、繰り返し qを入力し、Return
キーを押します。

リソースの構成

次の表に、この作業の完了時に clsetupユーティリティーによって作成されるデ
フォルトのリソースの構成を示します。

リソースタイプ、リソース名、およびリソースグ
ループ 依存性 説明

リソースタイプ: SUNW.LogicalHostname

リソース名: lh-name。lh-nameはリソース
の作成時に指定した論理ホスト名です

リソースグループ: rac-lhN -rg。Nは、1
から、Oracle RACを実行するノードの数
までの範囲内の整数です。これらの整数
は、リソースグループの作成順序で割り
当てられます。

なし。 論理ホスト名リソース。Oracle
RACを実行するノードごとに、1
つの論理ホスト名リソースが作成
されます。
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リソースタイプ、リソース名、およびリソースグ
ループ 依存性 説明

リソースタイプ:
SUNW.scalable_rac_listener

リソース名: rac-listener-rs

リソースグループ: ora-sid-rg。ora-sid
は、SID内に番号を含まない、主ノード上
の SIDです

各論理ホスト名リソースへの強い依
存関係。

スケーラブルなRACリスナーリ
ソース。

リソースタイプ:
SUNW.scalable_rac_server

リソース名: ora-sid-rs。ora-sid -は、SID内
に番号を含まない、主ノード上の SIDです

リソースグループ: ora-sid-rg。ora-sid
は、SID内に番号を含まない、主ノード上
の SIDです

RACフレームワークリソースに対す
る強い依存性。

スケーラブルなRACリスナーリ
ソースへの弱い依存関係。

Oracleファイル用のすべてのス
ケーラブルデバイスグループリ
ソースへのオフラインリスタート依
存関係 (存在する場合)。

Oracleファイル用のすべてのス
ケーラブルファイルシステムのマウ
ントポイントリソースへのオフライ
ンリスタート依存関係。

共有ファイルシステムまたはボ
リュームマネージャーを使用してい
ない場合、このリソースは、他のリ
ソースへのオフラインリスタート依
存関係を持ちません。

スケーラブルなRACサーバーリ
ソース。

注 –ゾーンクラスタ用のリソースの構成については、付録A「このデータサービスの
構成例」の図を参照してください。

131ページの「Oracle RAC用サポートのインストールおよび構成の確認」に進みま
す。

Oracle RAC用サポートのインストールおよび構成の確認
Oracle RAC用サポートのインストール、登録、および構成を行ったあと、インス
トールと構成を確認します。Oracle RAC用サポートのインストールと構成を確認す
ることで、Oracle RACのリソースとリソースグループが要求どおりに動作するかど
うかを判断します。

次の手順
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リソース間のオフラインリスタート依存関係は、独立したリソースをオフラインに
する場合に、依存しているリソースを最初にオフラインにすることを保証します。
依存しているリソースは、独立したリソースが再起動されるまで、オフラインのま
まになります。この節の手順では、これらの依存関係が適切に設定されていること
を確認する方法について説明します。オフラインリスタート依存関係の詳細につい
ては、『Oracle Solaris Cluster Data Services Planning and Administration
Guide』の「Resource Properties」にある resource_dependencies_offline_restartリ
ソースプロパティの説明を参照してください。

Oracle RAC用サポートのインストールおよび構成の確認では、次の作業を行いま
す。

1. RACフレームワークリソースグループの構成の確認と、複数所有者ボリュームマ
ネージャーのフレームワークリソースグループの構成の確認 (使用している場合)

2. Oracleファイル用のストレージリソースの構成の確認
3. (Oracle 10g Release 2、Oracle 11g、およびOracle 9iのみ) Oracle RACデータベースイ
ンスタンスのリソースの構成の確認

注 – Oracle 10g Release 1を使用している場合、Oracle RACデータベースインスタン
スのリソースは構成されていません。

実行する作業は、使用しているOracle RACのバージョンによって異なります。
■ Oracle 10g Release 2または 11g。 136ページの「Oracle 10g Release 2または 11g

RACデータベースインスタンスのリソースの構成を確認する」の作業を実行
します。

■ Oracle 9i。138ページの「Oracle 9i RACデータベースインスタンスのリソースの
構成を確認する」のタスクを実行します。

4. クラスタの停止および起動のための適切な動作の確認

▼ RACフレームワークリソースグループの構成を確
認する
RACフレームワークリソースグループは、69ページの「RACフレームワークリ
ソースグループの登録と構成」の作業を実行したときに作成されます。

クラスタノードでスーパーユーザーになるか、RBACの承認 solaris.cluster.readお
よび solaris.cluster.adminを提供する役割になります。

RACフレームワークリソースグループが適切に構成されていることを確認します。
# clresourcegroup show rac-fmk-rg

rac-fmk-rg RACフレームワークリソースグループの名前を指定します。
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RACフレームワークリソースグループがまだオンラインでない場合は、RACフレーム
ワークリソースグループをオンラインにします。
# clresourcegroup online rac-fmwk-rg

rac-fmk-rg RACフレームワークリソースグループの名前を指定します。

RACフレームワークリソースグループがオンラインであることを確認します。
# clresourcegroup status

▼ 複数所有者ボリュームマネージャーのフレーム
ワークリソースグループの構成を確認する
RAC構成で使用するボリュームマネージャーリソースを含む複数所有者ボリューム
マネージャーのフレームワークリソースグループを使用する場合は、この手順を実
行します。

クラスタノードでスーパーユーザーになるか、RBACの承認 solaris.cluster.readお
よび solaris.cluster.adminを提供する役割になります。

複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループが適切に構
成されていることを確認します。
# clresourcegroup show vucmm-fmk-rg

vucmm-fmk-rg 複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグ
ループの名前を指定します。

複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループがまだオン
ラインでない場合は、複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリ
ソースグループをオンラインにします。
# clresourcegroup online vucmm-fmwk-rg

vucmm-fmk-rg 複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグ
ループの名前を指定します。

RACリソースグループがオンラインであることを確認します。
# clresourcegroup status

▼ Oracleファイル用のストレージリソースの構成を
確認する
この作業は、ストレージ管理方式の構成でOracleファイル用のストレージリソース
が必要な場合にのみ実行します。
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クラスタノード上にインストールするクラスタノード上でスーパーユーザーになり
ます。

Oracleファイル用のストレージリソースを含むすべてのリソースグループが適切に構
成されていることを確認します。
# clresourcegroup show rac-storage-rg-list

rac-storage-rg-list Oracleファイル用のストレージリソースを含むリソースグループ
のリストをコンマ区切りで指定します。

RACデータベースリソースが依存するリソースを含むリソースグループをオフライン
にします。
# clresourcegroup offline rac-storage-rg

rac-storage-rg RACデータベースリソースが依存するリソースを含むリソースグ
ループの名前を指定します。オフラインにするリソースグループ
は、Oracleファイル用に選択したストレージ管理方式によって異な
ります。
■ Oracleファイル用に共有ファイルシステムを使用している場合
は、スケーラブルファイルシステムのマウントポイントリソース
を含むリソースグループをオフラインにします。

■ Oracleファイル用にファイルシステムなしでボリュームマ
ネージャーを使用している場合は、スケーラブルデバイスグ
ループリソースを含むリソースグループをオフラインにします。

このステップが完了するには数分間かかる場合があります。

Oracle RAC用のリソースグループが次のように機能することを確認します。

■ 手順 3でオフラインにしたリソースグループのステータスがオフラインである。
■ RACデータベースリソースグループのステータスがオフラインである。
■ RACフレームワークリソースグループのステータスは、使用しているOracleの
バージョンによって異なります。
■ Oracle 10g Release 2または 11gを使用している場合、RACフレームワークリ
ソースグループのステータスは、保留中オンラインブロックです。

■ Oracle 10g Release 1またはOracle 9iを使用している場合、RACフレームワーク
リソースグループのステータスはオンラインのままです。

# clresourcegroup status
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(Oracle 10g Release 2または 11gのみ) Oracle Clusterwareリソースがオフラインであるこ
とを確認します。

Oracle Clusterwareリソースがオフラインであることを確認するには、システム
メッセージファイルを調べて、Oracle Clusterwareリソースが停止されていることを
示すメッセージを見つけます。

手順 3でオフラインにしたリソースグループをオンラインにします。
# clresourcegroup online rac-storage-rg

rac-storage-rg 手順 3でオフラインにしたリソースグループの名前を指定します。

このステップが完了するには数分間かかる場合があります。

(Oracle 10g Release 2または 11gのみ)各ノードで、Oracle Clusterwareを再起動します。
# /etc/init.d/init.crs start

Startup will be queued to init within 30 seconds.

このステップが完了するには数分間かかる場合があります。

(Oracle 10g Release 2または 11gのみ)各ノードで、Oracle Clusterwareリソースがオンラ
インであることを確認します。

この目的には、Oracleコマンド crstatを使用します。
# crs-home/bin/crs_stat

crs-home Oracle Clusterwareのホームディレクトリを指定します。このディレクト
リには、Oracle Clusterwareのバイナリファイルと構成ファイルが含まれ
ています。

注 –すべてのノードでOracle Clusterwareを起動するには、数分間かかる場合がありま
す。Oracle Clusterwareリソースがすべてのノードでオンラインになる前にこのス
テップを実行した場合、一部のノードでステータスがオフラインになることがあり
ます。その場合は、Oracle Clusterwareのステータスがすべてのノードでオンライン
になるまで、このステップを繰り返します。

Oracle RACのすべてのリソースグループがオンラインであることを確認します。
# clresourcegroup status

注 – RACデータベースリソースが依存するリソースを含むリソースグループをオンラ
インにすると、RACデータベースリソースグループもオンラインになります。RAC
データベースリソースグループがすべてのノードでオンラインになる前にこのス
テップを実行した場合、一部のノードでステータスがオンライン障害になることが
あります。その場合は、RACデータベースリソースグループのステータスがすべて
のノードでオンラインになるまで、このステップを繰り返します。
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▼ Oracle 10g Release 2または11g RACデータベースイ
ンスタンスのリソースの構成を確認する
Oracle 10g Release 2または 11g RACデータベースインスタンスのリソースは、次のい
ずれかの節の作業を実行したときに作成されます。

■ 118ページの「Oracle Solaris ClusterおよびOracle 10g Release 2または 11g Oracle
Clusterwareの相互運用を実現する」

■ 344ページの「Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマンドを使用したOracle 10g
または 11gとの相互運用のためのリソースの作成」

クラスタノード上にインストールするクラスタノード上でスーパーユーザーになり
ます。

RACデータベースリソースグループが適切に構成されていることを確認します。
# clresourcegroup show rac-db-rg

rac-db-rg RACデータベースリソースグループの名前を指定します。

必要に応じて、Oracle Solaris Clusterストレージリソースを表すOracle Clusterwareリ
ソースが適切に構成されていることを確認します。

このステップは、ストレージ管理方式の構成でOracleファイル用のストレージリ
ソースが必要な場合にのみ実行します。

a. Oracle Solaris Clusterストレージリソースを表すOracle Clusterwareリソースが存在す
ることを確認します。

この目的には、Oracleコマンド crstatを使用します。
# crs-home/bin/crs_stat | grep NAME=sun.

crs-home Oracle Clusterwareのホームディレクトリを指定します。このディレ
クトリには、Oracle Clusterwareのバイナリファイルと構成ファイルが
含まれています。

b. Oracle RACデータベースインスタンスを表すOracle Clusterwareリソースごとに、必
要な依存関係が設定されていることを確認します。

Oracle RACデータベースインスタンスを表すOracle Clusterwareリソースごと
に、手順 aで一覧表示されたリソースへの依存関係が必要です。
# crs-home/bin/crs_stat crs-resource | grep REQUIRED_RESOURCE

crs-home Oracle Clusterwareのホームディレクトリを指定します。この
ディレクトリには、Oracle Clusterwareのバイナリファイルと構成
ファイルが含まれています。

1

2

3

Oracle RAC用サポートのインストールおよび構成の確認

Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle Real Application Clustersガイド • 2010年 9月、バージョン
A

136



crs-resource Oracle RACデータベースインスタンスを表すOracle Clusterwareリ
ソースの名前を指定します。この名前の形式は、ora.

dbname.sid.instです。上記書式の各項目の意味は次のとおりで
す。

dbname インスタンスのデータベース名を指定します。

sid インスタンスのOracle SIDを指定します。

Oracle Clusterwareフレームワークリソースを無効にします。
# clresource disable -t SUNW.crs_framework +

このステップが完了するには数分間かかる場合があります。

Oracle Clusterwareリソースがオフラインであることを確認します。

a. Oracle Clusterwareリソースのステータスを取得します。
この目的には、Oracleコマンド crstatを使用します。
# crs-home/bin/crs_stat -t

CRS-0184: Cannot communicate with the CRS daemon.

crs-home Oracle Clusterwareのホームディレクトリを指定します。このディレ
クトリには、Oracle Clusterwareのバイナリファイルと構成ファイルが
含まれています。

b. システムメッセージファイルを調べて、Oracle Clusterwareリソースが停止された
ことを示すメッセージを見つけます。

次のリソースがすべてのノードでオフラインであることを確認します。

■ Oracle Clusterwareフレームワークリソース
■ RACデータベースリソース

# clresource status -t SUNW.crs_framework,SUNW.scalable_rac_server_proxy +

各ノードで、Oracle Clusterwareを再起動します。
# /etc/init.d/init.crs start

Startup will be queued to init within 30 seconds.

このステップが完了するには数分間かかる場合があります。

各ノードで、Oracle Clusterwareリソースがオンラインであることを確認します。
この目的には、Oracleコマンド crstatを使用します。
# crs-home/bin/crs_stat

crs-home Oracle Clusterwareのホームディレクトリを指定します。このディレクト
リには、Oracle Clusterwareのバイナリファイルと構成ファイルが含まれ
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ています。

注 –すべてのノードでOracle Clusterwareを起動するには、数分間かかる場合がありま
す。Oracle Clusterwareリソースがすべてのノードでオンラインになる前にこのス
テップを実行した場合、一部のノードでステータスがオフラインになることがあり
ます。その場合は、Oracle Clusterwareのステータスがすべてのノードでオンライン
になるまで、このステップを繰り返します。

Oracle Clusterwareフレームワークリソースを有効にします。
# clresource enable -t SUNW.crs_framework +

このステップが完了するには数分間かかる場合があります。

次のリソースがすべてのノードでオンラインであることを確認します。

■ Oracle Clusterwareフレームワークリソース
■ RACデータベースリソース

# clresource status -t SUNW.crs_framework,SUNW.scalable_rac_server_proxy +

注 – Oracle Clusterwareフレームワークリソースを有効にすると、RACデータベースリ
ソースも有効になります。RACデータベースリソースがすべてのノードで有効にな
る前にこのステップを実行した場合、一部のノードでステータスがオフラインにな
ることがあります。その場合は、RACデータベースリソースのステータスがすべて
のノードでオンラインになるまで、このステップを繰り返します。

▼ Oracle 9i RACデータベースインスタンスのリ
ソースの構成を確認する
Oracle 9i RACデータベースインスタンスのリソースは、次のいずれかの節の作業を
実行したときに作成されます。

■ 125ページの「Oracle 9i RACデータベースインスタンスの起動と停止を自動化す
る」

■ 358ページの「Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマンドを使用したOracle 9iと
の相互運用のためのOracle Solaris Clusterリソースの登録と構成」

クラスタノードでスーパーユーザーになるか、RBACの承認 solaris.cluster.readお
よび solaris.cluster.adminを提供する役割になります。
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RACデータベースリソースグループおよび論理ホスト名リソースのリソースグループ
が適切に構成されていることを確認します。
# clresourcegroup show rac-db-rg,lhrg-list

rac-db-rg RACデータベースリソースグループの名前を指定します。

lhrg-list 論理ホスト名リソースのリソースグループのリストをコンマ区切りで指
定します。

RACデータベースリソースグループをオフラインにします。
# clresourcegroup offline rac-db-rg

rac-db-rg RACデータベースリソースグループの名前を指定します。

RACデータベースリソースグループがオフラインであることを確認します。
# clresourcegroup status rac-db-rg

rac-db-rg RACデータベースリソースグループの名前を指定します。

RACデータベースリソースグループ内のリソースがすべてのノードでオフラインであ
ることを確認します。

RACデータベースリソースグループには、次のリソースが含まれています。

■ スケーラブルなRACサーバーリソース
■ スケーラブルなRACリスナーリソース

# clresource status -t SUNW.scalable_rac_server,SUNW.scalable_rac_listener +

RACデータベースリソースグループを再びオンラインにします。
# clresourcegroup online rac-db-rg

rac-db-rg RACデータベースリソースグループの名前を指定します。

RACデータベースリソースグループがオンラインであることを確認します。
# clresourcegroup status rac-db-rg

rac-db-rg RACデータベースリソースグループの名前を指定します。

RACデータベースリソースグループ内のリソースがすべてのノードでオンラインであ
ることを確認します。

RACデータベースリソースグループには、次のリソースが含まれています。

■ スケーラブルなRACサーバーリソース
■ スケーラブルなRACリスナーリソース

# clresource status -t SUNW.scalable_rac_server,SUNW.scalable_rac_listener +
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▼ クラスタの停止および起動のための適切な動作を
確認する
Oracle RAC用サポートの構成が適切である場合、Oracle Solaris Clusterにより、クラ
スタを停止および起動したときにOracle RACが適切に停止および起動することが保
証されます。

注意 –この作業を実行すると、ダウンタイムが発生します。他のデータサービスが実
行されている運用クラスタ上でOracle RAC用サポートのインストールと構成を確認
する場合は、この作業を省略します。

クラスタを停止します。

この作業を実行する手順については、『Oracle Solaris Clusterシステム管理』の「ク
ラスタを停止する」を参照してください。

クラスタが適切にシャットダウンすることを確認します。

クラスタを起動します。

この作業を実行する手順については、『Oracle Solaris Clusterシステム管理』の「ク
ラスタを起動する」を参照してください。

クラスタが適切に起動することを確認します。

すべてのOracle RACリソースグループとそれらのリソースがオンラインであることを
確認します。
# clresourcegroup status

注 –すべてのOracle RACリソースグループをオンラインにするには、数分間かかる場
合があります。リソースグループがすべてのノードで有効になる前にこのステップ
を実行した場合、一部のノードでステータスがオフラインになることがあります。
その場合は、すべてのOracle RACリソースグループのステータスがすべてのノード
でオンラインになるまで、このステップを繰り返します。
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Oracle RAC用サポートの管理

この章では、Oracle Solaris Clusterノード上でOracle RAC用サポートを管理する方法
について説明します。

■ 141ページの「Oracle RAC用サポートの管理作業の概要」
■ 142ページの「Oracle Solaris Clusterオブジェクトの自動生成された名前」
■ 143ページの「Oracle Solaris ClusterソフトウェアからのOracle RACデータベースの
管理」

■ 147ページの「Oracle RAC用サポートのチューニング」
■ 150ページの「Oracle RAC用サポート障害モニターのチューニング」
■ 156ページの「Oracle 9i RACサーバー障害モニターのカスタマイズ」

Oracle RAC用サポートの管理作業の概要
表 5–1は、Oracle RAC用サポートの管理作業を要約したものです。

これらの作業は、必要に応じて実行してください。

表 5–1 Oracle RAC用サポートの管理作業

作業 参照先

Oracle Solaris ClusterからのOracle RAC
データベースの管理

143ページの「Oracle Solaris Clusterソフトウェアからの
Oracle RACデータベースの管理」

Oracle RAC用サポート拡張プロパ
ティーのチューニング

147ページの「Oracle RAC用サポートのチューニング」

Oracle RAC用サポート障害モニ
ターのチューニング

150ページの「Oracle RAC用サポート障害モニターの
チューニング」

Oracle 9i RACサーバー障害モニ
ターのカスタマイズ

156ページの「Oracle 9i RACサーバー障害モニターのカス
タマイズ」
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表 5–1 Oracle RAC用サポートの管理作業 (続き)
作業 参照先

Oracle RAC用サポートのトラブル
シューティング

第 6章「Oracle RAC用サポートのトラブルシューティン
グ」

Oracle Solaris Clusterオブジェクトの自動生成された名前
リソースの作成に clsetupユーティリティーまたはOracle Solaris Cluster Managerを使
用すると、これらのツールによって、事前設定された名前がリソースに割り当てら
れます。 clsetupユーティリティーまたはOracle Solaris Cluster Managerを使用して作
成されたリソースを管理する場合は、これらの名前について次の表を参照してくだ
さい。

リソース型 リソース名

SUNW.rac_svm rac-svm-rs

SPARC:SUNW.rac_cvm rac-cvm-rs

SPARC:SUNW.rac_udlm rac-udlm-rs

SUNW.rac_framework rac-framework-rs

SUNW.scalable_rac_server ora-sid-rs。ora-sidは SIDのどの番号も持たない
主ノード上の SIDです

SUNW.scalable_rac_listener rac-listener-rs

SUNW.scalable_rac_server_proxy rac_server_proxy-rs

SUNW.crs_framework crs_framework-rs

SUNW.ScalDeviceGroup scaldg-name-rs。dg-nameはリソースが表すデ
バイスグループの名前です

SUNW.ScalMountPoint scal-mp-dir-rs。mp-dirはファイルシステムの
マウントポイントで、/は –に置き換えられま
す

asm-mp-rs

SUNW.qfs qfs-mp-dir-rs。mp-dirはファイルシステムのマ
ウントポイントで、/は –に置き換えられます

asm-home-sqfs-rs

SUNW.scalable_rac_server_proxy rac_server_proxy_rs

SUNW.oracle_asm_diskgroup asm-dg-rs

SUNW.scalable_oracle_asm_instance_proxy asm-inst-rs
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リソース型 リソース名

SUNW.LogicalHostname lh-name。lh-nameはリソースの作成時に指定し
た論理ホスト名です

Oracle Solaris ClusterソフトウェアからのOracle RAC
データベースの管理

Oracle Solaris ClusterソフトウェアからOracle RACデータベースを管理するとき
は、Oracle Solaris Cluster管理ツールを使用して、Oracle RACデータベースインスタン
スのOracle Solaris Clusterリソースの状態を変更します。これらのリソースを作成す
る方法については、116ページの「Oracle RACデータベースインスタンスのリソース
の構成」を参照してください。

Oracle 9i、Oracle 10g release 1、およびOracle 10g release 2または 11gのソフトウェア
アーキテクチャーは異なります。これらの違いの結果として、Oracle Solaris Cluster
ソフトウェアが必要とするOracle RACデータベースインスタンスのリソースは、使
用しているOracleのバージョンによって異なります。このため、Oracle Solaris
ClusterソフトウェアからのOracle RACデータベースの管理も、使用しているOracle
のバージョンによって異なります。

注 – Oracle 10g release 1を使用している場合は、Oracle Solaris Clusterソフトウェアから
Oracle RACデータベースを管理できません。代わりに、Oracle Clusterware
ユーティリティーを使用してOracle RACデータベースインスタンスを起動および停
止します。

各クラスタ (グローバルクラスタ、特定のゾーンクラスタなど)は、リソースグ
ループとリソースの独立した名前空間を構成します。したがって、これらのさまざ
まな名前空間の名前間で名前の衝突はありません。クラスタごとにそれぞれでリ
ソースタイプを登録します。

グローバルクラスタに属するリソースグループとリソースは、グローバルクラスタ
の投票ノードからのみ管理できます。ゾーンクラスタに属するリソースグループと
リソースは、そのゾーンクラスタから管理できます。グローバルクラスタの投票
ノードでは、-Zオプションを使用してゾーンクラスタを指定することに
よって、ゾーンクラスタのリソースグループとリソースを管理することもできま
す。クラスタ間のリソースの依存やアフィニティーは、グローバルクラスタの投票
ノードからのみ設定できます。次の節の例では、リソースグループやリソースがあ
るクラスタ内でコマンドを発行したときの状況を一般的に説明します。

Oracleデータベース上のOracle Solaris Clusterリソースの状態に対する変更の影響に
ついては、次の副節で説明します。
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■ 144ページの「Oracle 10g Release 2または 11g RACデータベースインスタンスの
Oracle Solaris Clusterリソースに対する状態変更の影響」

■ 146ページの「Oracle 9i RACデータベースインスタンスのOracle Solaris Clusterリ
ソースに対する状態変更の影響」

Oracle 10g Release 2または11g RACデータベースイ
ンスタンスのOracle Solaris Clusterリソースに対す
る状態変更の影響
Oracle 10gまたは 11gでは、Oracle ClusterwareがOracleデータベースインスタン
ス、リスナー、およびOracle Clusterwareで構成されるほかのコンポーネントの起動
と停止を管理します。Oracle Clusterwareは、Oracle 10gまたは 11gの必須コンポーネ
ントです。Oracle Clusterwareは、Oracle Clusterwareによって起動されるコンポーネ
ントも監視し、障害が検出された場合は、障害から回復するためのアクションを実
行します。

Oracle ClusterwareがOracleデータベースコンポーネントの起動と停止を管理するた
め、これらのコンポーネントをOracle Solaris Cluster RGMの制御下で排他的に停止し
たり起動したりすることはできません。代わりに、Oracle ClusterwareとRGMは相互
作用するため、Oracle RACデータベースインスタンスがOracle Clusterwareによって
起動および停止される場合、データベースインスタンスの状態はOracle Solaris
Clusterリソースに伝播します。

表 5–2 Oracle Solaris ClusterリソースとOracle Clusterwareリソースの間の状態変更の伝播

トリガー

初期状態 結果の状態

Oracle Solaris Clusterリ
ソース

Oracle Clusterwareリ
ソース

Oracle Solaris Clusterリ
ソース

Oracle Clusterwareリ
ソース

リソースをオフラ
インにするOracle
Solaris Clusterコマ
ンド

有効でオンライン 有効でオンライン 有効でオフライン 有効でオフライン

リソースを停止す
るOracle
Clusterwareコマン
ド

有効でオンライン 有効でオンライン 有効でオフライン 有効でオフライン

リソースをオンラ
インにするOracle
Solaris Clusterコマ
ンド

有効でオフライン 有効でオフライン 有効でオンライン 有効でオンライン
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表 5–2 Oracle Solaris ClusterリソースとOracle Clusterwareリソースの間の状態変更の伝播
(続き)

トリガー

初期状態 結果の状態

Oracle Solaris Clusterリ
ソース

Oracle Clusterwareリ
ソース

Oracle Solaris Clusterリ
ソース

Oracle Clusterwareリ
ソース

リソースを起動す
るOracle
Clusterwareコマン
ド

有効でオフライン 有効でオフライン 有効でオンライン 有効でオンライン

リソースを無効に
するOracle Solaris
Clusterコマンド

有効でオンライン 有効でオンライン 無効でオフライン 無効でオフライン

リソースを無効に
するOracle
Clusterwareコマン
ド

有効でオンライン 有効でオンライン 有効でオンライン 無効でオンライン

データベースを停
止するOracle
SQLPLUSコマンド

有効でオンライン 有効でオンライン 有効でオフライン 有効でオフライン

リソースを有効に
するOracle Solaris
Clusterコマンド

無効でオフライン 無効でオフライン 有効でオンライン
またはオフライン

有効でオンライン
またはオフライン

リソースを有効に
するOracle
Clusterwareコマン
ド

無効でオフライン 無効でオフライン 無効でオフライン 有効でオフライン

Oracle Solaris ClusterリソースとOracle Clusterwareリソースの状態の名前は同じで
す。ただし、それぞれの状態名の意味は、Oracle Solaris ClusterリソースとOracle
Clusterwareリソースで異なります。詳細は、次の表を参照してください。

表 5–3 Oracle Solaris ClusterリソースとOracle Clusterwareリソースの状態の比較

状態 Oracle Solaris Clusterリソースの意味 Oracle Clusterwareリソースの意味

有効 リソースはOracle Solaris Cluster RGMで
自動起動、フェイルオーバー、または
再起動のために使用できます。有効に
なっているリソースは、オンライン状
態またはオフライン状態のいずれかに
することもできます。

リソースはOracle Clusterwareの配下で
自動起動、フェイルオーバー、または
再起動のために実行できます。有効に
なっているリソースは、オンライン状
態またはオフライン状態のいずれかに
することもできます。
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表 5–3 Oracle Solaris ClusterリソースとOracle Clusterwareリソースの状態の比較 (続き)
状態 Oracle Solaris Clusterリソースの意味 Oracle Clusterwareリソースの意味

無効 リソースはOracle Solaris Cluster RGMで
自動起動、フェイルオーバー、または
再起動のために使用することはできま
せん。無効になっているリソースもオ
フラインです。

リソースはOracle Clusterwareの配下で
自動起動、フェイルオーバー、または
再起動のために実行することはできま
せん。無効になっているリソース
は、オンライン状態またはオフライン
状態のいずれかにすることもできま
す。

オンライン リソースは実行中でサービスを提供し
ます。

リソースは実行中でサービスを提供し
ます。オンラインになっているリ
ソースは有効にする必要もあります。

オフライン リソースは停止され、サービスを提供
しません。

リソースは停止され、サービスを提供
しません。オフラインになっているリ
ソースは、無効な状態または有効な状
態のいずれかにすることもできます。

Oracle Solaris Clusterリソースの状態については、『Oracle Solaris Cluster Concepts
Guide』の「Resource and Resource Group States and Settings」を参照してください。

Oracle Clusterwareリソースの状態については、Oracleのドキュメントを参照してくだ
さい。

Oracle 9i RACデータベースインスタンスのOracle
Solaris Clusterリソースに対する状態変更の影響
Oracle 9iでは、OracleデータベースコンポーネントをOracle Solaris Cluster RGMの制
御下で排他的に停止および起動できます。Oracle 9 i RACデータベースインスタンス
のOracle Solaris Clusterリソースに対する状態変更の影響は、次のとおりです。

■ Oracle 9 i RACデータベースコンポーネントのリソースをオンラインにすると、リ
ソースがオンラインになったノード上のコンポーネントが起動します。

■ Oracle 9i RACデータベースコンポーネントのリソースをオフラインにすると、リ
ソースがオフラインになったノード上のコンポーネントが停止します。
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Oracle RAC用サポートのチューニング
Oracle RAC用サポートデータサービスをチューニングするには、このデータサービ
スのリソースの拡張プロパティーを変更します。これらの拡張プロパティーについ
ては、付録C「Oracle RAC用サポート拡張プロパティー」を参照してください。通
常、Oracle RAC用サポートリソースの拡張プロパティーを設定するに
は、clresource(1CL)コマンドのオプション -p property= valueを使用します。
『Oracle Solaris Cluster Data Services Planning and Administration Guide』の第 2
章「Administering Data Service Resources」の手順を使用して、あとでリソースを構成
することもできます。

この節には、Oracle RAC用サポートデータサービスのチューニングに関する次の情
報が含まれています。

■ 147ページの「タイムアウトの設定のガイドライン」
■ 148ページの「SPARC: Oracle UDLMの通信ポート範囲設定のガイドライン」
■ 149ページの「リソースが無効な場合にのみチューニング可能な拡張プロパ
ティーを変更する」

タイムアウトの設定のガイドライン
Oracle RAC用サポートの拡張プロパティーの多くは、再構成プロセスのステップに
タイムアウトを指定します。これらのタイムアウトのほとんどの最適値は、使用す
るクラスタ構成には依存しません。したがって、タイムアウトをデフォルト値から
変更する必要はありません。

クラスタ構成に依存するタイムアウトについて、次の副節で説明します。再構成プ
ロセス中にタイムアウトが発生した場合は、これらのタイムアウトプロパティーの
値をクラスタ構成に適合するように増やしてください。

この節では、次のタイムアウトについて説明します。

■ 147ページの「SPARC: VxVMコンポーネントの再構成ステップ 4のタイムアウ
ト」

■ 148ページの「予約ステップタイムアウト」

SPARC: VxVMコンポーネントの再構成ステップ4のタイムアウト
Oracle RAC用サポートのVxVMコンポーネントの再構成のステップ 4に必要な時間
は、Veritas共有ディスクグループ構成のサイズと複雑さに影響されます。Veritas共
有ディスクグループ構成が大きい場合や複雑な場合、あるいはVxVMコンポーネン
トの再構成がタイムアウトした場合は、VxVMコンポーネントの再構成のステップ 4
のタイムアウトを増やします。

VxVMコンポーネントの再構成のステップ 4のタイムアウトを増やすに
は、SUNW.rac_cvmリソースの Cvm_step4_timeout拡張プロパティーの値を増やしま
す。

Oracle RAC用サポートのチューニング

第 5章 • Oracle RAC用サポートの管理 147

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=821-1263&id=clresource-1cl
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=821-1260&id=c40000082398
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=821-1260&id=c40000082398


詳細は、279ページの「SPARC: SUNW.rac_cvm拡張プロパティー」を参照してくださ
い。

例 5–1 VxVMコンポーネントの再構成ステップ 4のタイムアウトの設定

# clresource set -p cvm_step4_timeout=1200 rac-cvm-rs

この例では、VxVMコンポーネントの再構成のステップ 4のタイムアウトを 1200秒
に設定します。この例で、VxVMコンポーネントは、rac-cvm-rsという名前の
SUNW.rac_cvmリソースタイプのインスタンスによって表されるものと想定していま
す。

予約ステップタイムアウト
予約コマンドを実行するのに必要な時間は、次の要素の影響を受けます。

■ クラスタ内の共有物理ディスクの数
■ クラスタ上の負荷

クラスタ内の共有物理ディスクの数が多い場合やクラスタの負荷が大きい場合
に、Oracle RAC用サポートの再構成がタイムアウトすることがあります。そのよう
なタイムアウトが発生した場合は、予約ステップタイムアウトを増やします。

予約ステップタイムアウトを増やすには、SUNW.rac_frameworkリソースの
Reservation_timeout拡張プロパティーを増やします。

詳細は、282ページの「SUNW.rac_framework拡張プロパティー」を参照してくださ
い。

例 5–2 予約ステップタイムアウトの設定

# clresource set -p reservation_timeout=350 rac-framework-rs

この例では、Oracle RAC用サポートの再構成の予約ステップタイムアウトを 350秒
に設定します。この例で、RACフレームワークコンポーネント
は、rac-frameowrk-rsという名前の SUNW.rac_frameworkリソースタイプのインスタ
ンスによって表されるものと想定しています。

SPARC: Oracle UDLMの通信ポート範囲設定のガイ
ドライン
クラスタノード上のOracle UDLM以外のアプリケーションが、Oracle UDLMの範囲
と衝突する通信ポートの範囲を使用する場合があります。そのような衝突が発生し
た場合は、Oracle UDLMが使用する通信ポートの範囲を変更します。

Oracle UDLMが使用する通信ポートの範囲は、SUNW.rac_udlmリソースタイプの次の
拡張プロパティーの値によって決まります。

Oracle RAC用サポートのチューニング

Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle Real Application Clustersガイド • 2010年 9月、バージョン
A

148



■ Port。Oracle UDLMが使用する通信ポート番号を指定します。Oracle UDLMが使
用する通信ポート番号の範囲の最初の番号は、Portの値です。

■ Num_ports。Oracle UDLMが使用する通信ポート数を指定します。Oracle UDLM
が使用する通信ポート番号の範囲の最後の番号は、Portの値と Num_portsの値の
合計です。

詳細は、285ページの「SPARC: SUNW.rac_udlm拡張プロパティー」を参照してくださ
い。

例 5–3 Oracle UDLMの通信ポート番号の設定

# clresource set -p port=7000 rac-udlm-rs

この例では、Oracle UDLMが使用する通信ポート番号を 7000に設定します。この例
では、次のように想定しています。

■ Oracle UDLMコンポーネントは、rac-udlm-rsという名前の SUNW.rac_udlmリ
ソースタイプのインスタンスによって表されます。

■ この例のコマンドは、無効な場合にのみチューニング可能な拡張プロパティーの
変更手順の一部として実行されます。詳細は、149ページの「リソースが無効な
場合にのみチューニング可能な拡張プロパティーを変更する」を参照してくださ
い。

▼ リソースが無効な場合にのみチューニング可能な
拡張プロパティーを変更する
リソースが無効な場合にのみチューニング可能な拡張プロパティーを変更できる状
況では、制限が適用されます。それらの状況は、次のように、リソースタイプに
よって異なります。

■ SPARC:SUNW.rac_udlm – Oracle UDLMがどのクラスタノードでも実行されていない
場合のみ

■ SPARC:SUNW.rac_cvm – VxVMがどのクラスタノードのクラスタモードでも実行さ
れていない場合のみ

RACフレームワークリソースグループに含まれる各リソースを無効にし、RACフ
レームワークリソースグループを UNMANAGED状態にします。
RACフレームワークリソースグループに含まれるほかのすべてのリソースを無効に
してから、SUNW.rac_frameworkリソースのインスタンスを無効にします。RACフ
レームワークリソースグループのほかのリソースは、SUNW.rac_frameworkリソース
に依存します。

詳細は、『Oracle Solaris Cluster Data Services Planning and Administration
Guide』の「Disabling Resources and Moving Their Resource Group Into the UNMANAGED
State」を参照してください。

1
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RACフレームワークリソースグループのノードリストにあるノードをすべて再起動し
ます。

clresourceコマンドを使用して、プロパティーを新しい値に設定します。
# clresource set -p property=value resource

property 変更するプロパティーの名前を指定します。

value プロパティーの新しい値です。

resource 拡張プロパティーを変更するリソースの名前を指定します。このリ
ソースが clsetupユーティリティーを使用して作成された場合、
142ページの「Oracle Solaris Clusterオブジェクトの自動生成された名
前」に示すように、名前はリソースタイプに依存します。

RACフレームワークリソースグループとそのリソースをオンラインにします。
# clresourcegroup online resource-group

resource-group MANAGED状態にしてオンラインにするRACフレームワークリソース
グループの名前を指定します。このリソースグループが clsetup

ユーティリティーを使用して作成された場合、リソースグループの
名前は rac-framework-rgになります。

Oracle RAC用サポート障害モニターのチューニング
Oracle RAC用サポートデータサービスの障害モニタリングは、次のリソースの障害
モニターが行います。

■ スケーラブルなデバイスグループのリソース
■ スケーラブルなファイルシステムマウントポイントのリソース
■ Oracle 9i RACサーバーのリソース
■ Oracle 9i RACリスナーのリソース

各障害モニターには、次の表に示すリソースタイプを持つリソースがあります。

表 5–4 Oracle RAC用サポート障害モニターのリソースタイプ

障害モニター リソース型

スケーラブルなデバイスグループ SUNW.ScalDeviceGroup

スケーラブルなファイルシステムマウン
トポイント

SUNW.ScalMountPoint

Oracle 9i RACサーバー SUNW.scalable_rac_server

Oracle 9iRACリスナー SUNW.scalable_rac_listener

2

3

4
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障害モニターの動作は、このリソースのシステムプロパティーと拡張プロパ
ティーによって制御されます。事前に設定された障害モニターの動作は、これらの
プロパティーのデフォルト値に基づいています。現在の動作は、ほとんどのOracle
Solaris Clusterシステムに適しているはずです。したがって、事前に設定されたこの
動作を変更する場合「のみ」、Oracle RAC用サポート障害モニターを調整してくだ
さい。

Oracle RAC用サポート障害モニターの調整には、次のような作業があります。
■ 障害モニターの検証間隔を設定する。
■ 障害モニターの検証タイムアウトを設定する。
■ 継続的な障害とみなす基準を定義する。
■ リソースのフェイルオーバー動作を指定する

詳細は、『Oracle Solaris Cluster Data Services Planning and Administration
Guide』の「Tuning Fault Monitors for Oracle Solaris Cluster Data Services」を参照してく
ださい。これらの作業を行うのに必要なOracle RAC用サポート障害モニターについ
ては、次の副節を参照してください。

■ 151ページの「スケーラブルなデバイスグループの障害モニターの操作」
■ 152ページの「スケーラブルなファイルシステムマウントポイントの障害モニ
ターの操作」

■ 152ページの「Oracle 9i RACサーバー障害モニターの操作」
■ 155ページの「Oracle 9i RACリスナー障害モニターの操作」
■ 155ページの「DBMSタイムアウトのトラブルシューティング用にコアファイルを
取得」

スケーラブルなデバイスグループの障害モニ
ターの操作
デフォルトでは、障害モニターは、リソースが表すデバイスグループ内のすべての
論理ボリュームを監視します。デバイスグループ内の論理ボリュームのサブセット
のみを監視する必要がある場合は、LogicalDeviceList拡張プロパティーを設定しま
す。

デバイスグループのステータスは、監視される個々の論理ボリュームのステータス
から導き出されます。監視されているすべての論理ボリュームが健全な場合、その
デバイスグループは健全です。監視されている論理ボリュームが 1つでも障害状態
の場合、そのデバイスグループは障害状態となります。デバイスグループが障害状
態であることがわかると、グループを表すリソースの監視が停止され、リソースが
無効な状態に置かれます。

個々の論理ボリュームのステータスを取得するには、そのボリュームのボリューム
マネージャーに照会します。Solaris Volume Manager for Sun Clusterのボリュームのス
テータスを照会から判断できない場合、障害モニターはファイルの入出力 (I/O)操作
を実行して、そのステータスを判断します。
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注 –ミラー化ディスクの場合、1つのサブミラーが障害状態でも、デバイスグループ
は健全であるとみなされます。

ユーザーランドクラスタメンバーシップの再構成によって I/Oエラーが発生した場
合、ユーザーランドクラスタメンバーシップモニター (Userland Cluster Membership
Monitor、UCMM)の再構成中は、障害モニターによるデバイスグループリソースの
監視が中断されます。

スケーラブルなファイルシステムマウントポイン
トの障害モニターの操作
障害モニターは、マウントされたファイルシステムが使用可能かどうかを判断する
ため、ファイルシステム上でテストファイルを開いたり、読み込んだり、書き込ん
だりするなどの I/O操作を実行します。I/O操作がタイムアウト期間内に完了しない
場合、障害モニターはエラーを報告します。I/O操作のタイムアウトを指定するに
は、IOTimeout拡張プロパティーを設定します。

エラーに対する応答は、ファイルシステムの種類によって次のように異なります。

■ ファイルシステムが認定されたNASデバイス上のNFSファイルシステムである
場合、応答は次のようになります。
■ リソースの監視は現在のノードで停止されます。
■ リソースは現在のノードで無効な状態になり、ノードからファイルシステムが
マウント解除されます。

■ ファイルシステムが Sun QFS共有ファイルシステムである場合、応答は次のよう
になります。
■ エラーが発生したノードがメタデータサーバーリソースをホストしている場
合、メタデータサーバーリソースは別のノードにフェイルオーバーされます。

■ ファイルシステムはマウント解除されません。

フェイルオーバーの試みが失敗した場合、ファイルシステムはマウント解除され
たままで、警告が表示されます。

Oracle 9i RACサーバー障害モニターの操作
Oracle 9i RACサーバーの障害モニターは、サーバーへのリクエストを使用し
て、サーバーの状態をクエリします。

サーバー障害モニターは、pmfadmを介して起動され、モニターの可用性を高めま
す。何らかの理由でモニターが終了すると、手順モニター機能 (PMF)がモニターを
自動的に再起動します。
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サーバー障害モニターは、次の要素から構成されます。

■ 主要障害モニター手順
■ データベースクライアント障害プローブ

このセクションには、サーバー障害モニターに関する次の情報が含まれています。

■ 153ページの「主要障害モニターの操作」
■ 153ページの「データベースクライアント障害プローブの操作」
■ 154ページの「データベーストランザクション障害に対応する、サーバー障害モ
ニターによるアクション」

■ 154ページの「サーバー障害モニターによる記録された警告のスキャン」

主要障害モニターの操作
主要障害モニターは、データベースがオンラインで、トランザクション中にエ
ラーが返されない場合、操作が成功したと見なします。

データベースクライアント障害プローブの操作
データベースクライアント障害プローブは、次の操作を実行します。

1. アーカイブされた再実行ログの区分のモニター153ページの「アーカイブされた
再実行ログの区分をモニターする操作」を参照してください。

2. 区分が健全である場合、データベースが操作可能かどうかを決定します。154
ページの「データベースが操作可能かどうかを決定する操作」を参照してくださ
い。

プローブは、リソースプロパティ Probe_timeoutで設定されているタイムアウト値を
使用して、Oracleのプローブを成功させるために割り当てる時間を決定します。

アーカイブされた再実行ログの区分をモニターする操作

データベースクライアント障害プローブは、動的パフォーマンス表示
v$archive_destをクエリーし、アーカイブされた再実行ログのすべての可能な送信
先を決定します。すべてのアクティブな送信先に対して、プローブは送信先が健全
で、アーカイブされた再実行ログを保存するための十分な空き容量があるかどうか
を決定します。

■ 送信先が健全である場合、プローブは送信先のファイルシステムの空き容量を決
定します。空き容量がファイルシステム容量の 10%未満で、20 Mバイト未満の場
合、プローブは syslogにメッセージを出力します。

■ 送信先が ERROR状態の場合、プローブは syslogにメッセージを出力し、データ
ベースが操作可能かどうかを判定するために操作を無効にします。操作は、エ
ラー状態がクリアされるまで無効のままです。
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データベースが操作可能かどうかを決定する操作
アーカイブされた再実行ログ用の区分が健全な場合、データベースクライアント障
害プローブは動的パフォーマンス表示 v$sysstatをクエリーし、データベースパ
フォーマンス統計を取得します。これらの統計が変更されている場合、データ
ベースが操作されていることを示します。連続したクエリー間で統計が変化しな
かった場合、障害プローブはデータベーストランザクションを実行し、データ
ベースが運用されているかを判定します。これらのトランザクションに
は、ユーザー表スペースでの、表の作成、更新およびドロップが関係しています。

データベースクライアント障害プローブは、Oracleユーザーとしてすべてのトラン
ザクションを実行します。このユーザーの IDは、34ページの「DBAグループと
DBAユーザーアカウントを作成する」に従ってノードまたはゾーンを準備する段階
で指定します。

データベーストランザクション障害に対応する、サーバー障害モ
ニターによるアクション
データベーストランザクションに失敗した場合、サーバー障害モニターは障害の原
因になったエラーによって決定されるアクションを実行します。サーバー障害モニ
ターが実行するアクションを変更するには、156ページの「Oracle 9i RACサーバー障
害モニターのカスタマイズ」に従って、サーバー障害モニターをカスタマイズして
ください。

アクションで外部プログラムの実行が必要な場合、そのプログラムはバックグラウ
ンドで別のプロセスとして実行されます。

可能なアクションは、次のとおりです。

■ 無視。サーバー障害モニターはエラーを無視します。
■ モニター停止。データベースをシャッドダウンせずに、サーバー障害モニターが
停止されます。

■ 再起動。サーバー障害モニターはOracle 9i RACサーバーリソースを停止して再起
動します。

サーバー障害モニターによる記録された警告のスキャン
Oracleソフトウェアは、警告を警告ログファイルに記録します。このファイルの絶
対パスは、SUNW.scalable_rac_serverリソースの alert_log_file拡張プロパ
ティーにより指定されます。サーバー障害モニターは、次のタイミングで新しい警
告があるかどうか、警告ログファイルをスキャンします。

■ サーバー障害モニターが起動されたとき
■ サーバー障害モニターがサーバーの健全性をクエリーするたび

サーバー障害モニターが検出する警告ログに対するアクションが定義されている場
合、サーバー障害モニターは警告に対してアクションを実行します。
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記録された警告用の事前設定アクションは、表 B–2に一覧表示されています。
サーバー障害モニターが実行するアクションを変更するには、156ページの「Oracle
9i RACサーバー障害モニターのカスタマイズ」に従って、サーバー障害モニターを
カスタマイズしてください。

Oracle 9i RACリスナー障害モニターの操作
Oracle 9i RACリスナー障害モニターは、Oracleリスナーの状態を確認します。

リスナーが実行されている場合、Oracle 9i RACリスナー障害モニターはプローブが
成功したと見なします。障害モニターがエラーを検出すると、リスナーは再起動さ
れます。

注 –リスナーリソースは、リスナーパスワードを設定する機構を提供していませ
ん。Oracleリスナーセキュリティが有効の場合、リスナー障害モニターに
よって、プローブはOracleエラーTNS-01169を返すことがあります。リスナーは応
答することができるので、リスナー障害モニターはプローブが成功したものと見な
します。このアクションのためにリスナーが検出されないままになるという障害が
生じることはありません。リスナーが故障している場合、異なるエラーが返される
か、プローブがタイムアウトになります。

リスナープローブは、pmfadmを介して起動することで、プローブの可用性を高めま
す。プローブが終了した場合、PMFは自動的にプローブを再起動します。

プローブ中にリスナーに問題が生じた場合、プローブはリスナーの再起動を試みま
す。リソースプロパティ retry_countに設定されている値は、プローブが再起動を試
みる最大回数を決定します。最大試行回数に達してもプローブが成功しないと、プ
ローブで障害モニターが停止します。

DBMSタイムアウトのトラブルシューティング用
にコアファイルを取得
不明なDBMSタイムアウトのトラブルシューティングを容易にするために、障害モ
ニターを有効にして、プローブタイムアウトが生じたときにコアファイルを作成す
ることができます。コアファイルの内容は、障害モニター手順に関連します。障害
モニターは、/ディレクトリにコアファイルを作成します。障害モニターがコア
ファイルを作成できるためには、coreadmコマンドを使用して set-idコアダンプを有
効にします。詳細は、coreadm(1M)のマニュアルページを参照してください。
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Oracle 9i RACサーバー障害モニターのカスタマイズ
Oracle 9i RACサーバー障害モニターをカスタマイズすると、次のようにサーバー障
害モニターの動作を修正できます。

■ エラーの事前設定アクションのオーバーライド
■ アクションが事前設定されていないエラーに対するアクションの指定

注意 – Oracle 9i RACサーバー障害モニターをカスタマイズする前に、カスタマイズの
影響を考慮してください。特に、再起動からアクションを変更する場合、またはモ
ニターを無視または停止する場合は注意してください。エラーが長期間修正されな
い場合、エラーはデータベースに問題を起こす場合があります。Oracle 9i RAC
サーバー障害モニターをカスタマイズしたあとにデータベースで問題が発生した場
合、事前設定アクションの使用に戻ってください。事前設定アクションに戻ること
で、問題がカスタマイズによって発生したものかどうかを判定することができま
す。

Oracle 9i RACサーバー障害モニターのカスタマイズには、次のアクティビティーが
関係しています。

1. エラーに対するカスタム動作の定義
2. クラスタのすべてのノードにカスタムアクションファイルを伝達する
3. サーバー障害モニターが使用する必要のあるカスタムアクションファイルを指定
する

エラーに対するカスタム動作の定義
Oracle 9i RACサーバー障害モニターは、次のタイプのエラーを検出します。

■ サーバー障害モニターによるデータベースのプローブ中に起きるDBMSエラー
■ Oracleが警告ログファイルに記録する警告
■ Probe_timeout拡張プロパティーに設定された時間内に応答がなかったために生
じたタイムアウト

これらのタイプのエラーに対して、カスタム動作を定義するには、カスタムアク
ションファイルを作成します。このセクションには、カスタムアクションファイル
に関する次の情報が含まれます。

■ 157ページの「カスタムアクションファイルの形式」
■ 159ページの「DBMSエラーへの応答の変更」
■ 161ページの「記録された警告に対する応答の変更」
■ 162ページの「連続タイムアウトプローブの最大数の変更」
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カスタムアクションファイルの形式
カスタムアクションファイルは、プレーンテキストファイルです。ファイルに
は、Oracle 9i RACサーバー障害モニターのカスタム動作を定義する 1つ以上のエン
トリが含まれます。各エントリは、1つのDBMSエラー、1つのタイムアウトエ
ラー、または複数の警告ログに対するカスタム動作を定義します。カスタムアク
ションファイルは、最大 1024のエントリが許可されています。

注 –カスタムアクションファイルの各エントリでは、エラーに対する事前設定アク
ションをオーバーライドしたり、事前設定されたアクションがないエラーに対して
アクションを指定したりします。オーバーライドする事前設定アクションまたはア
クションが事前設定されていないエラーに対してのみ、カスタムアクションファイ
ルにエントリを作成します。変更しないアクションに対して、エントリを作成しな
いでください。

カスタムアクションファイルのエントリは、セミコロンで区切られたキーワード値
ペアのシーケンスで構成されています。各エントリは、中括弧で囲まれています。

カスタムアクションファイルのエントリの形式は、次のとおりです。

{

[ERROR_TYPE=DBMS_ERROR|SCAN_LOG|TIMEOUT_ERROR;]

ERROR=error-spec;
[ACTION=RESTART|STOP|NONE;]

[CONNECTION_STATE=co|di|on|*;]

[NEW_STATE=co|di|on|*;]

[MESSAGE="message-string"]
}

区切られたキーワードと値ペアの間およびファイルの書式を設定するエントリの間
には、空白を使用することができます。

カスタムアクションファイルのキーワードの意味および許可されている値は次のと
おりです。

ERROR_TYPE

サーバー障害モニターが検出したエラーのタイプを示します。このキーワードに
は、次の値が許可されています。

DBMS_ERROR エラーがDBMSエラーであることを指定します。

SCAN_LOG エラーが警告ログファイルに記録されている警告であることを
指定します。

TIMEOUT_ERROR エラーがタイムアウトであることを指定します。

ERROR_TYPEキーワードは省略可能です。このキーワードを省略すると、DBMSエ
ラーとみなされます。
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ERROR

エラーを識別します。error-specのデータタイプと意味は、次の表に示されている
とおり、ERROR_TYPEキーワードの値によって決定されます。

ERROR_TYPE データタイプ 意味

DBMS_ERROR 整数 Oracleによって生成されたDBMSエラーのエ
ラー番号

SCAN_LOG 引用された正規表現 OracleがOracle警告ログファイルに記録したエ
ラーメッセージの文字列

TIMEOUT_ERROR 整数 サーバー障害モニターが最後に起動または再起
動されてから発生した、連続タイムアウトプ
ローブの数

ERRORキーワードを指定する必要があります。このキーワードを省略すると、カス
タムアクションファイルのエントリは無視されます。

ACTION

サーバー障害モニターがエラーに対応して実行するアクションを指定します。こ
のキーワードには、次の値が許可されています。

NONE サーバー障害モニターがエラーを無視するように指定します。

STOP サーバー障害モニターが停止することを指定します。

RESTART サーバー障害モニターがOracle 9i RACサーバーリソースを停止して再
起動するように指定します。

ACTIONキーワードは省略可能です。このキーワードを省略すると、サーバー障害
モニターはエラーを無視します。

CONNECTION_STATE

エラーが検出されたとき、データベースおよびサーバー障害モニター間の接続に
必要とされる状態を指定します。エラーが検出されたときに、接続が必要な状態
にあるときにのみ、このエントリは適用されます。このキーワードには、次の値
が許可されています。

* 接続の状態に関わらず、エントリが常に適用されることを指定します。

co サーバー障害モニターがデータベースに接続しようと試みたときにの
み、エントリが適用されることを指定します。

on サーバー障害モニターがオンラインのときのみ、エントリが適用されるこ
とを指定します。サーバー障害モニターは、データベースに接続されてい
る場合はオンラインです。

di サーバー障害モニターがデータベースに接続解除するときにのみ、エント
リが適用されることを指定します。
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CONNECTION_STATEキーワードは省略可能です。このキーワードを省略すると、接
続状態に関わらずエントリは常に適用されます。

NEW_STATE

エラーが検出されたあとにサーバー障害モニターが到達する必要がある、データ
ベースおよびサーバー障害モニターの接続状態を指定します。このキーワードに
は、次の値が許可されています。

* 接続状態が変更されずに維持されることを指定します。

co サーバー障害モニターがデータベースから接続解除し、直ちにデータ
ベースに再接続することを指定します。

di サーバー障害モニターがデータベースから接続解除することを指定しま
す。サーバー障害モニターは、次回データベースをプローブするときに再
接続します。

NEW_STATEキーワードは省略可能です。このキーワードを省略すると、エラーが検
出されてから、データベース接続の状態は変更されないままで維持されます。

MESSAGE

このエラーが検出されたときに、リソースのログファイルに出力される追加
メッセージを指定します。メッセージは、二重引用符で囲む必要があります。こ
のメッセージは、エラーに定義されている標準メッセージに追加されます。

MESSAGEキーワードは省略可能です。このキーワードを省略すると、このエラーが
検出されたとき、リソースのログファイルに追加メッセージが出力されません。

DBMSエラーへの応答の変更
各DBMSエラーに対応してサーバー障害モニターが実行するアクションは、表 B–1
で一覧表示されているように、事前に設定されています。DBMSエラーに対する応
答を変更する必要があるかどうか決定するには、データベースに対するDBMSエ
ラーの影響を考慮して、事前設定アクションが適切かどうかを判断します。例とし
て、次の副節を参照してください。

■ 160ページの「影響が重大であるエラーに対する応答」
■ 160ページの「影響が軽度のエラーを無視する」

DBMSエラーに対する応答を変更するには、カスタムアクションファイルにエント
リを作成します。キーワードは次のように設定されます。

■ ERROR_TYPEは、DBMS_ERRORに設定します。
■ ERRORは、DBMSエラーのエラー番号に設定します。
■ ACTIONは、必要とするアクションに設定します。
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影響が重大であるエラーに対する応答

サーバー障害モニターが無視するエラーが 2つ以上のセッションに影響を及ぼす場
合、サービスの損失を防ぐために、サーバー障害モニターによるアクションが必要
になる場合があります。

たとえば、Oracleエラー 4031: unable to allocate num-bytes bytes of shared memoryに
対するアクションは事前設定されていません。しかしながら、このOracleエ
ラーは、共有グローバルエリア (SGA)のメモリーが不足している、断片化が激し
い、またはこの両方の状態が当てはまることを示しています。このエラーが 1つの
セッションのみ影響する場合、エラーを無視することが適切な場合があります。し
かしながら、このエラーが 2つ以上のセッションに影響を及ぼす場合、サーバー障
害モニターによるデータベースの再起動を指定することを考慮してください。

次の例は、DBMSエラーに対する応答を変更するための、再起動するカスタムアク
ションファイルのエントリを示しています。

例 5–4 DBMSエラーに対する応答を再起動に変更する

{

ERROR_TYPE=DBMS_ERROR;

ERROR=4031;

ACTION=restart;

CONNECTION_STATE=*;

NEW_STATE=*;

MESSAGE="Insufficient memory in shared pool.";
}

この例は、DBMSエラー 4031に事前設定されているアクションをオーバーライドす
るカスタムアクションファイルのエントリを示します。このエントリは、次の動作
を指定します。

■ DBMSエラー 4031に対して、サーバー障害モニターが実行するアクションは再起
動です。

■ このエントリは、エラーが検出されたとき、データベースおよびサーバー障害モ
ニター間の接続状態に関わらず適用されます。

■ データベースおよびサーバー障害モニター間の接続状態は、エラーが検出された
あとも変更されないまま維持される必要があります。

■ このエラーが検出されたとき、次のメッセージがリソースのログファイルに出力
されます。

Insufficient memory in shared pool.

影響が軽度のエラーを無視する

サーバー障害モニターが対応するエラーの影響が軽度の場合、エラーを無視したほ
うがエラーに対応するより混乱が少ないことがあります。
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たとえば、Oracle エラー 4030: out of process memory when trying to allocate

num-bytes bytesに対する事前設定アクションは再起動です。このOracleエ
ラーは、プライベートヒープメモリーを割り当てることができなかったサーバー障
害モニターを示しています。このエラーの原因の 1つとしては、オペレーティング
システムに対してメモリー不足していたことが挙げられます。このエラーが 2つ以
上のセッションに影響を及ぼす場合、データベースの再起動が適切な場合がありま
す。しかしながら、これらのセッションはさらにプライベートメモリーを必要とし
ないため、このエラーはほかのセッションに影響を与えない可能性があります。こ
の場合、サーバー障害モニターでエラーを無視するよう指定することを考慮しま
す。

次の例は、DBMSエラーを無視するためのカスタムアクションファイルのエントリ
を表示しています。

例 5–5 DBMSエラーの無視

{

ERROR_TYPE=DBMS_ERROR;

ERROR=4030;

ACTION=none;

CONNECTION_STATE=*;

NEW_STATE=*;

MESSAGE="";
}

この例は、DBMSエラー 4030に事前設定されているアクションをオーバーライドす
るカスタムアクションファイルのエントリを示しています。このエントリは、次の
動作を指定します。

■ サーバー障害モニターは、DBMSエラー4030を無視します。
■ このエントリは、エラーが検出されたとき、データベースおよびサーバー障害モ
ニター間の接続状態に関わらず適用されます。

■ データベースおよびサーバー障害モニター間の接続状態は、エラーが検出された
あとも変更されないまま維持される必要があります。

■ このエラーが検出されたとき、追加のメッセージはリソースのログファイルには
出力されません。

記録された警告に対する応答の変更
Oracleソフトウェアログは alert_log_file拡張プロパティーによって識別された
ファイルに警告を記録します。サーバー障害モニターは、このファイルをスキャン
し、アクションが定義されている警告に対してアクションを実行します。

アクションが事前設定されている記録された警告は、表 B–2に一覧表示されていま
す。事前設定アクションを変更するため、またはサーバー障害モニターが応答する
新しい警告を定義するために、警告ログに対する応答を変更します。

警告ログに対する応答を変更するには、カスタムアクションファイルにエントリを
作成します。キーワードは次のように設定します。
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■ ERROR_TYPEは、SCAN_LOGに設定します。
■ ERRORは、OracleがOracle警告ログファイルに記録した、エラーメッセージの文
字列を識別する、引用正規表現に設定します。

■ ACTIONは、必要とするアクションに設定します。

サーバー障害モニターは、カスタムアクションファイルのエントリをエントリが生
じた順序で処理します。記録された警告と一致する最初のエントリのみが処理され
ます。後続の一致しているエントリは無視されます。複数の記録された警告に対し
てアクションを指定するために正規表現を使用している場合、より一般的なエント
リの前に、より特殊なエントリが発生するようにします。一般エントリのあとに発
生する特殊なエントリが無視されることがあります。

たとえば、カスタムアクションファイルは正規表現 ORA-65および ORA-6によって識
別されるエラーに対して異なるアクションを定義することがあります。正規表現
ORA-65を含むエントリが無視されないようにするため、このエントリが正規表現
ORA-6を含むエントリの前に発生することを確認します。

次の例は、ログされた警告に対する応答を変更するためのカスタムアクション
ファイルのエントリを示しています。

例 5–6 記録された警告に対する応答の変更

{

ERROR_TYPE=SCAN_LOG;

ERROR="ORA-00600: internal error";
ACTION=RESTART;

}

この例は、内部エラーに関する警告ログに対する事前設定アクションをオーバーラ
イドするカスタムアクションファイルのエントリを示しています。このエントリ
は、次の動作を指定しています。

■ テキスト ORA-00600: internal errorを含む警告ログに対して、サーバー障害モニ
ターが実行するアクションは再起動です。

■ このエントリは、データベースおよびサーバー障害モニター間の接続状態に関わ
らず、エラーが検出されたときに適用されます。

■ データベースおよびサーバー障害モニター間の接続状態は、エラーが検出された
あとも変更されないまま維持される必要があります。

■ このエラーが検出されたとき、追加のメッセージはリソースのログファイルには
出力されません。

連続タイムアウトプローブの最大数の変更
デフォルトでは、サーバー障害モニターはタイムアウトプローブを 2回連続発生し
あとに、データベースを再起動します。データベースの負荷が軽い場合、タイムア
ウトプローブが 2回連続発生したことは、データベースがハングアップしたことを
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十分に示すものとなります。ただし、負荷が重い場合、サーバー障害モニタープ
ローブは、データベースが適切に機能しているときでもタイムアウトすることがあ
ります。サーバー障害モニターが不必要にデータベースを再起動させないようにす
るには、連続タイムアウトプローブの最大数を増やします。

注意 –連続タイムアウトプローブの最大数を増やすと、データベースがハングアップ
したことを検出する時間が長くなります。

連続タイムアウトプローブの最大許容数を変更するには、許可されている各連続タ
イムアウトプローブに対して、最初のタイムアウトプローブ以外に、カスタムアク
ションファイルのエントリを 1つ作成します。

注 –最初にタイムアウトしたプローブに対しては、エントリを作成する必要はありま
せん。最初にタイムアウトしたプローブに対してサーバー障害モニターが実行する
アクションは事前設定されています。

許容されている最後のタイムアウトプローブには、次のようにキーワードを設定し
たエントリを作成します。

■ ERROR_TYPEは、TIMEOUT_ERRORに設定します。
■ ERRORは、許容されている連続タイムアウトプローブの最大数に設定します。
■ ACTIONは、RESTARTに設定します。

最初にタイムアウトしたプローブ以外の、残り各連続タイムアウトプローブに対し
て、エントリを作成し、キーワードを次のように設定します。

■ ERROR_TYPEは、TIMEOUT_ERRORに設定します。

■ ERRORは、タイムアウトプローブのシーケンス番号に設定します。たとえば、2回
目の連続タイムアウトプローブに対しては、このキーワードを 2に設定します。3
回目の連続タイムアウトプローブに対しては、このキーワードを 3に設定しま
す。

■ ACTIONは、NONEに設定します。

ヒント –デバッグを容易にするため、タイムアウトプローブのシーケンス番号を示す
メッセージを指定します。

次の例は、連続タイムアウトプローブの最大数を 5に増やすための、カスタムアク
ションファイルのエントリを示しています。
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例 5–7 連続タイムアウトプローブの最大数の変更

{

ERROR_TYPE=TIMEOUT;

ERROR=2;

ACTION=NONE;

CONNECTION_STATE=*;

NEW_STATE=*;

MESSAGE="Timeout #2 has occurred.";
}

{

ERROR_TYPE=TIMEOUT;

ERROR=3;

ACTION=NONE;

CONNECTION_STATE=*;

NEW_STATE=*;

MESSAGE="Timeout #3 has occurred.";
}

{

ERROR_TYPE=TIMEOUT;

ERROR=4;

ACTION=NONE;

CONNECTION_STATE=*;

NEW_STATE=*;

MESSAGE="Timeout #4 has occurred.";
}

{

ERROR_TYPE=TIMEOUT;

ERROR=5;

ACTION=RESTART;

CONNECTION_STATE=*;

NEW_STATE=*;

MESSAGE="Timeout #5 has occurred. Restarting.";
}

次の例は、連続タイムアウトプローブの最大数を 5に増やすための、カスタムアク
ションファイルのエントリを示しています。これらのエントリは、次の動作を指定
しています。

■ サーバー障害モニターは、2回目の連続タイムアウトプローブから 4回目の連続
タイムアウトプローブまでを無視します。

■ 5回目の連続タイムアウトプローブに対しては、サーバー障害モニターが実行す
るアクションは再起動です。

■ エントリは、データベースおよびサーバー障害モニター間の接続状態に関わら
ず、タイムアウトが生じたときに適用されます。

■ データベースおよびサーバー障害モニター間の接続状態は、タイムアウトが生じ
たあとも変更されずに維持される必要があります。

■ 2回目の連続タイムアウトプローブから 4回目の連続タイムアウトプローブが起
きたとき、次の形式のメッセージがリソースのログファイルに出力されます。

Timeout #number has occurred.
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例 5–7 連続タイムアウトプローブの最大数の変更 (続き)

■ 5回目の連続タイムアウトプローブが発生したとき、次のメッセージがリソース
のログファイルに出力されます。

Timeout #5 has occurred. Restarting.

クラスタのすべてのノードにカスタムアクション
ファイルを伝達する
サーバー障害モニターは、すべてのクラスタノードにおいて、一貫して動作する必
要があります。そのため、サーバー障害モニターが使用するカスタムアクション
ファイルは、すべてのクラスタノードにおいて同一である必要があります。カスタ
ムアクションファイルを作成または修正したあと、ファイルをすべてのクラスタ
ノードに伝達して、このファイルがすべてのクラスタノードにおいて同一であるよ
うにします。ファイルをすべてのクラスタノードに伝達するには、クラスタ設定に
もっとも適した方法を使用します。

■ すべてのノードが共有するファイルシステム上でファイルを検出する

■ 高可用性ローカルファイルシステム上でファイルを検出する

■ rcp(1)コマンドまたは rdist(1)コマンドなどのオペレーティングシステムコマン
ドを使用して、ファイルを各クラスタノードのローカルファイルシステムにコ
ピーする

サーバー障害モニターが使用する必要のあるカス
タムアクションファイルを指定する
サーバー障害モニターにカスタマイズされたアクションを適用するには、障害モニ
ターが使用すべきカスタムアクションファイルを指定する必要がありま
す。サーバー障害モニターがカスタムアクションファイルを読み取ったときに、カ
スタマイズされたアクションがサーバー障害モニターに適用されます。サーバー障
害モニターは、ファイルが指定されたときにカスタムアクションファイルを読み取
ります。

カスタムアクションファイルを指定すると、ファイルも検査されます。ファイルが
構文エラーを含む場合、エラーメッセージが表示されます。そのため、カスタムア
クションファイルを修正したあと、ファイルを再度指定して、ファイルを検査しま
す。
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注意 –修正されたカスタムアクションファイルに構文エラーが検出された場合、障害
モニターを再起動する前に、エラーを修正します。障害モニターを再起動したとき
に、構文エラーがまだ修正されていない場合、障害モニターはエラーのあるファイ
ルを読み取り、最初の構文エラー後に起きたエントリを無視します。

▼ サーバー障害モニターが使用するべきカスタムアクションファイ
ルを指定する

クラスタノードでスーパーユーザーになるか、solaris.cluster.modify RBACの承認
を提供する役割になります。

SUNW.scalable_rac_serverリソースの Custom_action_file拡張プロパティーを設定し
ます。

このプロパティーをカスタムアクションファイルの絶対パスに設定します。
# clresource set -p custom_action_file=filepath server-resource

-p custom_action_file=ファイルパス
カスタムアクションファイルの絶対パスを指定します。

サーバーリソース
SUNW.scalable_rac_serverリソースを指定します。

1

2
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Oracle RAC用サポートのトラブル
シューティング

Oracle RAC用サポートで問題が発生した場合は、次の節で説明する手法を使用して
問題を解決します。

■ 167ページの「Oracle RAC用サポートの状態の確認」
■ 177ページの「診断情報のソース」
■ 178ページの「一般的な問題と解決方法」

Oracle RAC用サポートの状態の確認
Oracle RAC用サポートのリソースグループとリソースの状態は、クラスタ内の
Oracle RACの状態を示します。この状態情報を取得するには、Oracle Solaris Cluster
メンテナンスコマンドを使用します。

■ リソースグループの状態情報を取得するには、clresourcegroup(1CL)コマンドを
使用します。

■ リソースの状態情報を取得するには、clresource(1CL)コマンドを使用します。

▼ Oracle RAC用サポートの状態を確認する
スーパーユーザーになるか、RBACの承認 solaris.cluster.readを提供する役割にな
ります。

目的のOracle Solaris Clusterオブジェクトの状態情報を表示します。
たとえば、次のように使用します。

■ クラスタ内のすべてのリソースグループの状態情報を表示するには、次のコマン
ドを入力します。
# clresourcegroup status +
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■ リソースグループ内のすべてのリソースの状態情報を表示するには、次のコマン
ドを入力します。
# clresource status -g resource-group +

resource-group 表示する状態情報のリソースが含まれるリソースグループを指
定します。

表示される状態情報をフィルタするために指定できるオプションについては、次の
マニュアルページを参照してください。
■ clresource(1CL)
■ clresourcegroup(1CL)

Oracle RAC用サポートの状態の例
次の例では、4ノードクラスタ上のOracle RAC用サポートの構成でのリソースグ
ループとリソースの状態を示します。各ノードは、SPARCプロセッサを使用するマ
シンです。

この例のクラスタは、Oracle RACの version 10g Release 2または 11gを実行していま
す。この例の構成では、Oracleファイルを格納するために Solaris Volume Manager for
Sun Cluster上の Sun QFS共有ファイルシステムが使用されます。構成には、ボ
リュームマネージャーリソースのある複数所有者ボリュームマネージャーのフ
レームワークリソースグループが含まれます。

この構成のリソースグループとリソースを次の表に示します。

リソースグループ 目的

リソースグループの内容

リソース型 リソースインスタンス名

rac-framework-rg RACフレームワークリ
ソースグループ

SUNW.crs_framework rac-framework-rs

SUNW.rac_udlm rac-udlm-rs

SUNW.crs_framework crs_framework-rs

vucmm-framework-rg 複数所有者ボリューム
マネージャーのフ
レームワークリソース
グループ

SUNW.vucmm_framework vucmm-framework-rs

SUNW.vucmm_svm vucmm-svm-rs

scaldg-rg スケーラブルなデバイ
スグループリソースの
リソースグループ

SUNW.ScalDeviceGroup scaloradg-rs

参照
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リソースグループ 目的

リソースグループの内容

リソース型 リソースインスタンス名

qfsmds-rg Sun QFSメタデータ
サーバーリソースのリ
ソースグループ

SUNW.qfs qfs-db_qfs-OraHome-rs

qfs-db_qfs-OraData-rs

scalmnt-rg スケーラブルなファイ
ルシステムマウントポ
イントリソースのリ
ソースグループ

SUNW.ScalMountPoint scal-db_qfs-OraHome-rs

scal-db_qfs-OraData-rs

rac_server_proxy-rg RACデータベースリ
ソースグループ

SUNW.scalable_rac_server_proxy rac_server_proxy-rs

例 6–1 障害のあるRACフレームワークリソースグループの状態

この例では、障害のあるRACフレームワークリソースグループについて、次の状態
情報を提供します。

■ 再構成エラーにより、rac_frameworkリソースがクラスタノード pclus1上で起動
できませんでした。

■ リソースグループおよび他のリソースに対するこの再構成エラーの影響は次のと
おりです。
■ クラスタノード pclus1上で、rac-framework-rgリソースグループがオフライ
ンになり、起動が失敗した状態になります。

■ クラスタノード pclus1で、rac_udlmリソース、rac_svmリソース、および
crs_frameworkリソースがオフラインになります。

■ クラスタノード pclus1で、他のすべての複数マスターリソースグループとそ
のグループに含まれるリソースがオフラインになります。

■ すべてのフェイルオーバーリソースグループが、クラスタノード pclus1から
二次ノードにフェイルオーバーしました。

■ 残りのノードで、すべての複数マスターリソースグループとそのグループに含ま
れるリソースがオンラインになります。

# clresourcegroup status +

=== Cluster Resource Groups ===

Group Name Node Name Suspended Status

---------- --------- --------- ------

rac-framework-rg pclus1 No Online faulted

pclus2 No Online

pclus3 No Online

pclus4 No Online

vucmm-framework-rg pclus1 No Online

pclus2 No Online
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例 6–1 障害のあるRACフレームワークリソースグループの状態 (続き)

pclus3 No Online

pclus4 No Online

scaldg-rg pclus1 No Online

pclus2 No Online

pclus3 No Online

pclus4 No Online

qfsmds-rg pclus1 No Offline

pclus2 No Online

pclus3 No Offline

pclus4 No Offline

scalmnt-rg pclus1 No Online

pclus2 No Online

pclus3 No Online

pclus4 No Online

rac_server_proxy-rg pclus1 No Pending online blocked

pclus2 No Online

pclus3 No Online

pclus4 No Online

# clresource status -g rac-framework-rg +

=== Cluster Resources ===

Resource Name Node Name State Status Message

------------- --------- ----- --------------

rac-framework-rs pclus1 Start failed Faulted - Error in previous reconfiguration.

pclus2 Online Online

pclus3 Online Online

pclus4 Online Online

rac-udlm-rs pclus1 Offline Offline

pclus2 Online Online

pclus3 Online Online

pclus4 Online Online

crs_framework-rs pclus1 Offline Offline

pclus2 Online Online

pclus3 Online Online

pclus4 Online Online

# clresource status -g vucmm-framework-rg +

=== Cluster Resources ===

Resource Name Node Name State Status Message

------------- --------- ----- --------------

vucmm-framework-rs pclus1 Online Online

pclus2 Online Online

pclus3 Online Online

pclus4 Online Online

vucmm-svm-rs pclus1 Offline Offline
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例 6–1 障害のあるRACフレームワークリソースグループの状態 (続き)

pclus2 Online Online

pclus3 Online Online

pclus4 Online Online

# clresource status -g scaldg-rg +

=== Cluster Resources ===

Resource Name Node Name State Status Message

------------- --------- ----- --------------

scaloradg-rs pclus1 Online Online - Diskgroup online

pclus2 Online Online - Diskgroup online

pclus3 Online Online - Diskgroup online

pclus4 Online Online - Diskgroup online

# clresource status -g qfsmds-rg +

=== Cluster Resources ===

Resource Name Node Name State Status Message

------------- --------- ----- --------------

qfs-db_qfs-OraHome-rs pclus1 Offline Offline

pclus2 Online Online - Service is online.

pclus3 Offline Offline

pclus4 Offline Offline

qfs-db_qfs-OraData-rs pclus1 Offline Offline

pclus2 Online Online - Service is online.

pclus3 Offline Offline

pclus4 Offline Offline

# clresource status -g scalmnt-rg +

=== Cluster Resources ===

Resource Name Node Name State Status Message

------------- --------- ----- --------------

scal-db_qfs-OraHome-rs pclus1 Online Online

pclus2 Online Online

pclus3 Online Online

pclus4 Online Online

scal-db_qfs-OraData-rs pclus1 Online Online

pclus2 Online Online

pclus3 Online Online

pclus4 Online Online

# clresource status -g rac_server_proxy-rg +

=== Cluster Resources ===

Resource Name Node Name State Status Message

------------- --------- ----- --------------

rac_server_proxy-rs pclus1 Offline Offline

pclus2 Online Online - Oracle instance UP

pclus3 Online Online - Oracle instance UP
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例 6–1 障害のあるRACフレームワークリソースグループの状態 (続き)

pclus4 Online Online - Oracle instance UP

例 6–2 障害のあるRACデータベースリソースグループの状態

この例では、障害のあるRACデータベースリソースグループについて、次の状態情
報を提供します。

■ pclus1上のOracle RACデータベースが起動に失敗しました。この失敗の影響は次
のとおりです。
■ rac_server_proxy-rgリソースグループがオンラインになりますが、ノード

pclus1上で障害状態になります。
■ ノード pclus1上で、rac_server_proxy-rsリソースがオフラインになります。

■ すべてのノードで、他のすべての複数マスターリソースグループとそのグループ
に含まれるリソースがオンラインになります。

■ すべてのフェイルオーバーリソースグループとそのグループに含まれるリソース
が主ノードでオンラインになり、残りのノードでオフラインになります。

# clresourcegroup status +

=== Cluster Resource Groups ===

Group Name Node Name Suspended Status

---------- --------- --------- ------

rac-framework-rg pclus1 No Online

pclus2 No Online

pclus3 No Online

pclus4 No Online

vucmm-framework-rg pclus1 No Online

pclus2 No Online

pclus3 No Online

pclus4 No Online

scaldg-rg pclus1 No Online

pclus2 No Online

pclus3 No Online

pclus4 No Online

qfsmds-rg pclus1 No Online

pclus2 No Offline

pclus3 No Offline

pclus4 No Offline

scalmnt-rg pclus1 No Online

pclus2 No Online

pclus3 No Online

pclus4 No Online

rac_server_proxy-rg pclus1 No Online faulted

pclus2 No Online
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例 6–2 障害のあるRACデータベースリソースグループの状態 (続き)

pclus3 No Online

pclus4 No Online

# clresource status -g rac_server_proxy-rg +

=== Cluster Resources ===

Resource Name Node Name State Status Message

------------- --------- ----- --------------

rac_server_proxy-rs pclus1 Offline Offline - Oracle instance DOWN

pclus2 Online Online - Oracle instance UP

pclus3 Online Online - Oracle instance UP

pclus4 Online Online - Oracle instance UP

# clresource status -g rac-framework-rg +

=== Cluster Resources ===

Resource Name Node Name State Status Message

------------- --------- ----- --------------

rac-framework-rs pclus1 Online Online

pclus2 Online Online

pclus3 Online Online

pclus4 Online Online

rac-udlm-rs pclus1 Online Online

pclus2 Online Online

pclus3 Online Online

pclus4 Online Online

crs_framework-rs pclus1 Online Online

pclus2 Online Online

pclus3 Online Online

pclus4 Online Online

# clresource status -g vucmm-framework-rg +

=== Cluster Resources ===

Resource Name Node Name State Status Message

------------- --------- ----- --------------

vucmm-framework-rs pclus1 Online Online

pclus2 Online Online

pclus3 Online Online

pclus4 Online Online

vucmm-svm-rs pclus1 Online Online

pclus2 Online Online

pclus3 Online Online

pclus4 Online Online

# clresource status -g scaldg-rg +

=== Cluster Resources ===
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例 6–2 障害のあるRACデータベースリソースグループの状態 (続き)

Resource Name Node Name State Status Message

------------- --------- ----- --------------

scaloradg-rs pclus1 Online Online - Diskgroup online

pclus2 Online Online - Diskgroup online

pclus3 Online Online - Diskgroup online

pclus4 Online Online - Diskgroup online

# clresource status -g qfsmds-rg +

=== Cluster Resources ===

Resource Name Node Name State Status Message

------------- --------- ----- --------------

qfs-db_qfs-OraHome-rs pclus1 Online Online - Service is online.

pclus2 Offline Offline

pclus3 Offline Offline

pclus4 Offline Offline

qfs-db_qfs-OraData-rs pclus1 Online Online - Service is online.

pclus2 Offline Offline

pclus3 Offline Offline

pclus4 Offline Offline

# clresource status -g scalmnt-rg +

=== Cluster Resources ===

Resource Name Node Name State Status Message

------------- --------- ----- --------------

scal-db_qfs-OraHome-rs pclus1 Online Online

pclus2 Online Online

pclus3 Online Online

pclus4 Online Online

scal-db_qfs-OraData-rs pclus1 Online Online

pclus2 Online Online

pclus3 Online Online

pclus4 Online Online

例 6–3 動作しているOracle RAC構成の状態

この例では、正しく動作しているOracle RAC構成の状態を示します。この例で
は、この構成内のリソースグループおよび他のリソースが次のようになることを示
します。

■ すべてのノードで、すべての複数マスターリソースグループとそのグループに含
まれるリソースがオンラインになります。

■ すべてのフェイルオーバーリソースグループとそのグループに含まれるリソース
が主ノードでオンラインになり、残りのノードでオフラインになります。

# clresourcegroup status +

=== Cluster Resource Groups ===
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例 6–3 動作しているOracle RAC構成の状態 (続き)

Group Name Node Name Suspended Status

---------- --------- --------- ------

rac-framework-rg pclus1 No Online

pclus2 No Online

pclus3 No Online

pclus4 No Online

vucmm-framework-rg pclus1 No Online

pclus2 No Online

pclus3 No Online

pclus4 No Online

scaldg-rg pclus1 No Online

pclus2 No Online

pclus3 No Online

pclus4 No Online

qfsmds-rg pclus1 No Online

pclus2 No Offline

pclus3 No Offline

pclus4 No Offline

scalmnt-rg pclus1 No Online

pclus2 No Online

pclus3 No Online

pclus4 No Online

rac_server_proxy-rg pclus1 No Online

pclus2 No Online

pclus3 No Online

pclus4 No Online

# clresource status -g rac-framework-rg +

=== Cluster Resources ===

Resource Name Node Name State Status Message

------------- --------- ----- --------------

rac-framework-rs pclus1 Online Online

pclus2 Online Online

pclus3 Online Online

pclus4 Online Online

rac-udlm-rs pclus1 Online Online

pclus2 Online Online

pclus3 Online Online

pclus4 Online Online

crs_framework-rs pclus1 Online Online

pclus2 Online Online

pclus3 Online Online

pclus4 Online Online

# clresource status -g vucmm-framework-rg +
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例 6–3 動作しているOracle RAC構成の状態 (続き)

=== Cluster Resources ===

Resource Name Node Name State Status Message

------------- --------- ----- --------------

vucmm-framework-rs pclus1 Online Online

pclus2 Online Online

pclus3 Online Online

pclus4 Online Online

vucmm-svm-rs pclus1 Online Online

pclus2 Online Online

pclus3 Online Online

pclus4 Online Online

# clresource status -g scaldg-rg +

=== Cluster Resources ===

Resource Name Node Name State Status Message

------------- --------- ----- --------------

scaloradg-rs pclus1 Online Online - Diskgroup online

pclus2 Online Online - Diskgroup online

pclus3 Online Online - Diskgroup online

pclus4 Online Online - Diskgroup online

# clresource status -g qfsmds-rg +

=== Cluster Resources ===

Resource Name Node Name State Status Message

------------- --------- ----- --------------

qfs-db_qfs-OraHome-rs pclus1 Online Online - Service is online.

pclus2 Offline Offline

pclus3 Offline Offline

pclus4 Offline Offline

qfs-db_qfs-OraData-rs pclus1 Online Online - Service is online.

pclus2 Offline Offline

pclus3 Offline Offline

pclus4 Offline Offline

# clresource status -g scalmnt-rg +

=== Cluster Resources ===

Resource Name Node Name State Status Message

------------- --------- ----- --------------

scal-db_qfs-OraHome-rs pclus1 Online Online

pclus2 Online Online

pclus3 Online Online

pclus4 Online Online

scal-db_qfs-OraData-rs pclus1 Online Online

pclus2 Online Online

pclus3 Online Online

pclus4 Online Online
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例 6–3 動作しているOracle RAC構成の状態 (続き)

# clresource status -g rac_server_proxy-rg +

=== Cluster Resources ===

Resource Name Node Name State Status Message

------------- --------- ----- --------------

rac_server_proxy-rs pclus1 Online Online - Oracle instance UP

pclus2 Online Online - Oracle instance UP

pclus3 Online Online - Oracle instance UP

pclus4 Online Online - Oracle instance UP

診断情報のソース
スケーラブルなデバイスグループリソースまたはファイルシステムマウントポイン
トリソースの状態が変わると、新しい状態は syslog(3C)機能によってログに記録さ
れます。

ディレクトリ /var/cluster/ucmmおよび /var/cluster/vucmmには、次の表に示す診断
情報のソースが含まれます。

ソース 場所

複数所有者ボリュームマネージャー再構成のロ
グファイル

/var/cluster/vucmm/vucmm_reconf.log.0 (0, 1,...)

現在のユーザーランドクラスタメンバーシップ
モニター (Userland Cluster Membership
Monitor、UCMM)再構成のログファイル

/var/cluster/ucmm/ucmm_reconf.log

以前のUCMM再構成のログファイル /var/cluster/ucmm/ucmm_reconf.log.0 (0, 1,...)

SPARC:Oracle UNIX分散ロックマネージャー
(Oracle UDLM)コアファイル

/var/cluster/ucmm/dlm_nodename /cores

この場所はOracle UDLMパッケージによって異
なります。この場所にOracleログファイルが見
つからない場合は、Oracleサポートに連絡して
ください。

Oracle UDLMイベントの SPARC:ログファイル /var/cluster/ucmm/dlm_nodename /logs

この場所はOracle UDLMパッケージによって異
なります。この場所にOracleログファイルが見
つからない場合は、Oracleサポートに連絡して
ください。

ディレクトリ /var/opt/SUNWscor/oracle_server/proxy resourceには、Oracle 10g
Release 2または 11 g RACプロキシサーバーを表すリソースのログファイルがありま
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す。プロキシサーバーリソースのサーバー側コンポーネントおよびクライアント側
コンポーネントのメッセージは、別々のファイルに書き込まれます。

■ サーバー側コンポーネントのメッセージは、ファイル message_log.resourceに書き
込まれます。

■ クライアント側コンポーネントのメッセージは、ファイル
message_log.client.resourceに書き込まれます。

これらのファイル名およびディレクトリ名では、Oracle RACサーバーコンポーネン
トを表すリソースの名前は resourceです。

ディレクトリ /var/opt/SUNWscor/oracle_serverにはOracle 9i RACサーバーリソース
のログファイルがあります。それぞれのファイルの名前
は、/var/opt/SUNWscor/oracle_server/message_log. resourceです。

システムメッセージファイルには、診断情報も含まれます。

Oracle RAC用サポートで問題が発生した場合は、これらのファイルを参照して、問
題の原因に関する情報を取得してください。

一般的な問題と解決方法
次の副節では、Oracle RAC用サポートに影響を与える可能性のある問題について説
明します。それぞれの副節で、問題の原因とその問題の解決方法について説明しま
す。

■ 178ページの「RACフレームワークリソースグループの障害」
■ 182ページの「複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグ
ループの障害」

■ 185ページの「登録ファイルが見つからないため、SUNW.qfsの登録が失敗」
■ 185ページの「タイムアウトによって起こるノードパニック」
■ 186ページの「SUNW.rac_frameworkまたは SUNW.vucmm_frameworkリソースの起動の
失敗」

■ 186ページの「SUNW.rac_framework起動失敗状態メッセージ」
■ 187ページの「SUNW.vucmm_framework起動失敗状態メッセージ」
■ 187ページの「STARTメソッドのタイムアウトから回復する」
■ 188ページの「リソースの停止の失敗」

RACフレームワークリソースグループの障害
この節では、RACフレームワークリソースグループに影響を与える可能性のある問
題について説明します。

■ 179ページの「Oracle RAC用サポートの初期化中のノードパニック」
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■ 179ページの「ucmmdデーモンの開始の失敗」
■ 180ページの「ucmmdデーモンまたは関連コンポーネントの障害から回復する」

Oracle RAC用サポートの初期化中のノードパニック
Oracle RAC用サポートの初期化中に致命的な問題が生じた場合、次のようなエ
ラーメッセージとともにノードでパニックが発生します。

panic[cpu0]/thread=40037e60:Failfast:Aborting because "ucmmd" died 30 seconds

ago

説明:再構成中に、UCMMが制御するコンポーネントがUCMMにエラーを返しま
した。

原因:この問題のもっとも一般的な原因は次のとおりです。

■ SPARC:Oracle UDLMが含まれる ORCLudlmパッケージがインストールされてい
ない。

■ SPARC:Oracle UDLMのバージョンがOracle RAC用サポートのバージョンと互
換性がない。

■ SPARC:共有メモリーの量がOracle UDLMを起動させるには不十分である。

再構成ステップがタイムアウトしたために、Oracle RAC用サポートの初期化中に
ノードでパニックが発生する場合もあります。詳細は、185ページの「タイムア
ウトによって起こるノードパニック」を参照してください。

対処方法:問題を修正する手順については、180ページの「ucmmdデーモンまたは関
連コンポーネントの障害から回復する」を参照してください。

注 –ノードがグローバルクラスタの投票ノードであるときは、ノードパニックに
よってマシン全体が停止します。ノードがゾーンクラスタノードであるとき
は、ノードパニックによって特定のゾーンのみが停止し、他のゾーンは影響を受け
ません。

ucmmdデーモンの開始の失敗
UCMMデーモン、ucmmdは、Oracle RAC用サポートの再構成を管理します。クラス
タが起動または再起動すると、このデーモンはOracle RAC用サポートのすべてのコ
ンポーネントが検証されてから開始されます。ノード上のコンポーネントの検証に
失敗すると、ucmmdデーモンはそのノード上で開始できません。

この問題のもっとも一般的な原因は次のとおりです。

■ SPARC:Oracle UDLMが含まれる ORCLudlmパッケージがインストールされていな
い。

■ コンポーネントOracle RAC用サポートの以前の再構成中に、エラーが発生した。

一般的な問題と解決方法
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■ Oracle RAC用サポートの以前の再構成のステップがタイムアウトし、タイムアウ
トが生じたノードでパニックが発生した。

問題を修正する手順については、180ページの「ucmmdデーモンまたは関連コン
ポーネントの障害から回復する」を参照してください。

▼ ucmmdデーモンまたは関連コンポーネントの障害から回復する
次の節で説明した問題を修正するには、この作業を実行します。

■ 179ページの「Oracle RAC用サポートの初期化中のノードパニック」
■ 179ページの「ucmmdデーモンの開始の失敗」

問題の原因を特定するには、UCMM再構成のログファイルとシステムメッセージ
ファイルを調べます。

UCMM再構成のログファイルの場所については、177ページの「診断情報の
ソース」を参照してください。

これらのファイルを調べるときは、最新のメッセージから始め、問題の原因を特定
するまで遡ります。

再構成エラーの原因を示している可能性のあるエラーメッセージについて
は、『Oracle Solaris Cluster Error Messages Guide』を参照してください。

コンポーネントがUCMMにエラーを返す原因となった問題を修正します。

たとえば、次のように使用します。

■ SPARC:使用しているOracleリリースでOracle UDLMが必要で、Oracle UDLMが含ま
れる ORCLudlmパッケージがインストールされていない場合は、そのパッケージを
インストールします。

注 – Oracle UDLMは、実際に使用されるときにのみ必要です。

a. Oracle UDLMソフトウェアのインストールと構成の前の手順をすべて完了して
いることを確認します。

完了する必要のある手順は表 1–1に一覧表示されています。

b. Oracle UDLMソフトウェアが正しくインストールおよび構成されていることを
確認します。

詳細は、43ページの「SPARC: Oracle UDLMのインストール」を参照してくだ
さい。

1

2
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■ SPARC:Oracle UDLMのバージョンがOracle RAC用サポートのバージョンと互換性が
ない場合は、互換性のあるバージョンのパッケージをインストールします。

詳細は、43ページの「SPARC: Oracle UDLMのインストール」を参照してくださ
い。

■ SPARC:共有メモリーの量がOracle UDLMを起動させるには不十分である場合は、共
有メモリーの量を増やします。

詳細は、37ページの「グローバルクラスタでOracle RACソフトウェアの共有メモ
リーを構成する」を参照してください。

■ 再構成ステップがタイムアウトした場合は、ステップのタイムアウトを指定する
拡張プロパティーの値を増やします。

詳細は、185ページの「タイムアウトによって起こるノードパニック」を参照し
てください。

問題に対する解決方法で再起動が必要な場合は、問題が発生したノードを再起動し
ます。

特定の問題に対する解決方法でのみ、再起動が必要です。たとえば、共有メモ
リーの量を増やすには再起動が必要です。一方、ステップのタイムアウトの値を増
やすには、再起動は必要ありません。

ノードを再起動する方法については、『Oracle Solaris Clusterシステム管理』の「ク
ラスタ内の 1つのノードの停止と起動」を参照してください。

問題が発生したノードで、RACフレームワークリソースグループをオフラインにして
からオンラインにします。

このステップにより、構成変更を加えたリソースグループが更新されます。

a. スーパーユーザーになるか、RBACの承認 solaris.cluster.adminを提供する役割
になります。

b. RACフレームワークリソースグループとそのリソースをオフラインにするコマン
ドを入力します。
# clresourcegroup offline -n node rac-fmwk-rg

-n node 問題が発生したノードのノード名とノード識別子 (ID)を指定しま
す。

rac-fmwk-rg オフラインにするリソースグループの名前を指定します。

c. RACフレームワークリソースグループとそのリソースをオンラインおよび管理状
態にするコマンドを入力します。
# clresourcegroup online -emM -n node rac-fmwk-rg

3

4
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複数所有者ボリュームマネージャーのフレーム
ワークリソースグループの障害
この節では、複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグ
ループに影響を与える可能性のある問題について説明します。

■ 182ページの「複数所有者ボリュームマネージャーフレームワークの初期化中の
ノードパニック」

■ 182ページの「vucmmdデーモンの開始の失敗」
■ 183ページの「vucmmdデーモンまたは関連コンポーネントの障害から回復する」

複数所有者ボリュームマネージャーフレームワークの初期化中の
ノードパニック
複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークの初期化中に致命的な問題が
生じた場合、次のようなエラーメッセージとともにノードでパニックが発生しま
す。

注 –ノードがグローバルクラスタの投票ノードであるときは、ノードパニックに
よってマシン全体が停止します。

panic[cpu0]/thread=40037e60:Failfast:Aborting because "vucmmd" died 30 seconds

ago

説明:再構成中に、複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークが制御す
るコンポーネントが複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークにエ
ラーを返しました。

原因:この問題のもっとも一般的な原因は、Veritas Volume Manager (VxVM)のライ
センスが見つからないか期限が切れていることです。

再構成ステップがタイムアウトしたために、複数所有者ボリュームマ
ネージャーのフレームワークの初期化中にノードでパニックが発生する場合もあ
ります。詳細は、185ページの「タイムアウトによって起こるノードパ
ニック」を参照してください。

対処方法:問題を修正する手順については、183ページの「vucmmdデーモンまたは
関連コンポーネントの障害から回復する」を参照してください。

vucmmdデーモンの開始の失敗
複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークのデーモン、vucmmdは、複数
所有者ボリュームマネージャーのフレームワークの再構成を管理します。クラスタ
が起動または再起動すると、このデーモンは複数所有者ボリュームマネージャーの
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フレームワークのすべてのコンポーネントが検証されてから開始されます。ノード
上のコンポーネントの検証に失敗すると、vucmmdデーモンはそのノード上で開始で
きません。

この問題のもっとも一般的な原因は次のとおりです。

■ 複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークのコンポーネントの以前の
再構成中に、エラーが発生した。

■ 複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークの以前の再構成のステップ
がタイムアウトし、タイムアウトが生じたノードでパニックが発生した。

問題を修正する手順については、183ページの「vucmmdデーモンまたは関連コン
ポーネントの障害から回復する」を参照してください。

▼ vucmmdデーモンまたは関連コンポーネントの障害から回復する
次の節で説明した問題を修正するには、この作業を実行します。

■ 182ページの「複数所有者ボリュームマネージャーフレームワークの初期化中の
ノードパニック」

■ 182ページの「vucmmdデーモンの開始の失敗」

問題の原因を特定するには、複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワーク
の再構成のログファイルとシステムメッセージファイルを調べます。

複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークの再構成のログファイルの場
所については、177ページの「診断情報のソース」を参照してください。

これらのファイルを調べるときは、最新のメッセージから始め、問題の原因を特定
するまで遡ります。

再構成エラーの原因を示している可能性のあるエラーメッセージについて
は、『Oracle Solaris Cluster Error Messages Guide』を参照してください。

コンポーネントが複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークにエラーを
返す原因となった問題を修正します。

たとえば、次のように使用します。

■ VxVMのライセンスが見つからないか期限が切れている場合は、VxVMを正しくイ
ンストールし、ライセンスを取得します。

a. ボリュームマネージャーパッケージを正しくインストールしてあることを確認
します。

b. VxVMを使用している場合は、ソフトウェアをインストールしてあること
と、VxVMクラスタ機能のライセンスが有効であることを確認します。

1
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注 –ゾーンクラスタではVxVMはサポートされません。

■ 再構成ステップがタイムアウトした場合は、ステップのタイムアウトを指定する
拡張プロパティーの値を増やします。

詳細は、185ページの「タイムアウトによって起こるノードパニック」を参照し
てください。

問題に対する解決方法で再起動が必要な場合は、問題が発生したノードを再起動し
ます。

特定の問題に対する解決方法でのみ、再起動が必要です。たとえば、共有メモ
リーの量を増やすには再起動が必要です。一方、ステップのタイムアウトの値を増
やすには、再起動は必要ありません。

ノードを再起動する方法については、『Oracle Solaris Clusterシステム管理』の「ク
ラスタ内の 1つのノードの停止と起動」を参照してください。

問題が発生したノードで、複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリ
ソースグループをオフラインにしてからオンラインにします。

このステップにより、構成変更を加えたリソースグループが更新されます。

a. スーパーユーザーになるか、RBACの承認 solaris.cluster.adminを提供する役割
になります。

b. 複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループとそのリ
ソースをオフラインにするコマンドを入力します。
# clresourcegroup offline -n node vucmm-fmwk-rg

-n node 問題が発生したノードのノード名とノード識別子 (ID)を指定
します。

vucmm-fmwk-rg オフラインにするリソースグループの名前を指定します。

c. 複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループとそのリ
ソースをオンラインおよび管理状態にするコマンドを入力します。
# clresourcegroup online -emM -n node vucmm-fmwk-rg
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登録ファイルが見つからないため、SUNW.qfsの登
録が失敗
Oracle Solaris Clusterのリソースタイプ登録ファイルは、/opt/cluster/lib/rgm/rtreg/

または /usr/cluster/lib/rgm/rtreg/ディレクトリにあります。 SUNW.qfsリソースタ
イプ登録ファイルは、/opt/SUNWsamfs/sc/etc/ディレクトリにあります。

Sun QFSソフトウェアのインストール時にOracle Solaris Clusterソフトウェアがすでに
インストールされている場合は、SUNW.qfs登録ファイルへの必要なマッピングが自
動的に作成されます。一方、Sun QFSソフトウェアのインストール時にOracle Solaris
Clusterソフトウェアがまだインストールされていない場合、Sun Clusterソフト
ウェアをあとでインストールしても、SUNW.qfs登録ファイルへの必要なマッピング
は作成されません。Oracle Solaris Clusterソフトウェアがその登録ファイルの場所を
認識しないため、SUNW.qfsリソースタイプを登録しようとすると失敗します。

Oracle Solaris Clusterソフトウェアが SUNW.qfsリソースタイプの場所を特定できるよ
うにするには、そのディレクトリへのシンボリックリンクを作成します。

# cd /usr/cluster/lib/rgm/rtreg

# ln -s /opt/SUNWsamfs/sc/etc/SUNW.qfs SUNW.qfs

タイムアウトによって起こるノードパニック
Oracle RAC用サポートの再構成のステップのいずれかがタイムアウトすると、タイ
ムアウトが生じたノードでパニックが発生します。

再構成ステップがタイムアウトしないようにするには、クラスタ構成に依存するタ
イムアウトを調整します。詳細は、147ページの「タイムアウトの設定のガイドラ
イン」を参照してください。

再構成ステップがタイムアウトした場合は、Oracle Solaris Clusterメンテナンスコマ
ンドを使用して、ステップのタイムアウトを指定する拡張プロパティーの値を増や
します。詳細は、付録C「Oracle RAC用サポート拡張プロパティー」を参照してく
ださい。

拡張プロパティーの値を増やしたあと、パニックが発生したノードでRACフレーム
ワークリソースグループをオンラインにします。

一般的な問題と解決方法
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SUNW.rac_frameworkまたは SUNW.vucmm_framework

リソースの起動の失敗
SUNW.rac_frameworkまたは SUNW.vucmm_frameworkリソースが起動に失敗した場合
は、リソースの状態を確認して失敗の原因を特定します。詳細は、167ページ
の「Oracle RAC用サポートの状態を確認する」を参照してください。

起動に失敗したリソースの状態は、Start failedとして示されます。関連付けられ
た状態メッセージには、起動に失敗した原因が示されます。

この節には次の情報が含まれます。

SUNW.rac_framework起動失敗状態メッセージ
次の状態メッセージは、SUNW.rac_frameworkリソースの起動の失敗と関連付けられ
ています。

Faulted - ucmmd is not running

説明:リソースのあるノードで、ucmmdデーモンが実行されていません。

対処方法:この問題の修正方法については、179ページの「ucmmdデーモンの開始の
失敗」を参照してください。

Degraded - reconfiguration in progress

説明: UCMMが再構成中です。このメッセージが問題を示すのは、UCMMの再構
成が完了しておらず、このリソースの状態が持続的に低下したままになっている
場合のみです。

原因:このメッセージが問題を示す場合、失敗の原因はOracle RAC用サポートの 1
つ以上のコンポーネントの構成エラーです。

対処方法:この問題の解決方法は、メッセージが問題を示しているかどうかに
よって異なります。

■ メッセージが問題を示している場合は、180ページの「ucmmdデーモンまたは
関連コンポーネントの障害から回復する」で説明されている問題を修正してく
ださい。

■ メッセージが問題を示していない場合、何もする必要はありません。

Online

説明: SUNW.rac_frameworkリソースの STARTメソッドがタイムアウトするまで
に、Oracle RACの再構成が完了しませんでした。
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対処方法:問題を修正する手順については、187ページの「STARTメソッドのタイム
アウトから回復する」を参照してください。

SUNW.vucmm_framework起動失敗状態メッセージ
次の状態メッセージは、SUNW.vucmm_frameworkリソースの起動の失敗と関連付けられ
ています。

Faulted - vucmmd is not running

説明:リソースのあるノードで、vucmmdデーモンが実行されていません。

対処方法:この問題の修正方法については、182ページの「vucmmdデーモンの開始
の失敗」を参照してください。

Degraded - reconfiguration in progress

説明:複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークが再構成中です。この
メッセージが問題を示すのは、複数所有者ボリュームマネージャーのフレーム
ワークの再構成が完了しておらず、このリソースの状態が持続的に低下したまま
になっている場合のみです。

原因:このメッセージが問題を示す場合、失敗の原因はボリュームマネージャー再
構成フレームワークの 1つ以上のコンポーネントの構成エラーです。

対処方法:この問題の解決方法は、メッセージが問題を示しているかどうかに
よって異なります。

■ メッセージが問題を示している場合は、183ページの「vucmmdデーモンまたは
関連コンポーネントの障害から回復する」で説明されている問題を修正してく
ださい。

■ メッセージが問題を示していない場合、何もする必要はありません。

Online

説明: SUNW.vucmm_frameworkリソースの STARTメソッドがタイムアウトするまで
に、Oracle RACの再構成が完了しませんでした。

対処方法:問題を修正する手順については、187ページの「STARTメソッドのタイム
アウトから回復する」を参照してください。

▼ STARTメソッドのタイムアウトから回復する
スーパーユーザーになるか、RBACの承認 solaris.cluster.adminを提供する役割にな
ります。

1
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STARTメソッドがタイムアウトしたノードで、起動に失敗したフレームワークリ
ソースグループをオフラインにします。

この操作を実行するには、リソースグループの主ノードを、グループがオンライン
になっている他のノードに切り替えます。
# clresourcegroup offline -n nodelist resource-group

-n nodelist resource-groupがオンラインになっている他のクラスタノードのコン
マ区切りリストを指定します。 STARTメソッドがタイムアウトした
ノードは、このリストから外します。

resource-group フレームワークリソースグループの名前を指定します。

構成で複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリ
ソースグループとRACフレームワークのリソースグループの両方
が使用されている場合は、最初に複数所有者ボリュームマ
ネージャーのフレームワークリソースグループをオフラインにしま
す。複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリ
ソースグループをオフラインにしたあと、RACフレームワークのリ
ソースグループをオフラインにします。

RACリソースグループが clsetupユーティリティーを使用して作成
された場合、リソースグループの名前は rac-framework-rgになりま
す。

Oracle RAC用サポートを実行可能なすべてのクラスタノードで、オンラインにするこ
とのできなかったフレームワークリソースグループをオンラインにします。
# clresourcegroup online resource-group

resource-group 手順 2でオフラインにしたリソースグループを MANAGED状態にして
オンラインにするように指定します。

リソースの停止の失敗
リソースの停止に失敗した場合は、『Oracle Solaris Cluster Data Services Planning and
Administration Guide』の「Clearing the STOP_FAILED Error Flag on Resources」で説明
されている問題を修正します。

2

3

一般的な問題と解決方法

Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle Real Application Clustersガイド • 2010年 9月、バージョン
A

188

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=821-1260&id=babbabhb
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=821-1260&id=babbabhb


Oracle RAC用サポートの既存の構成の変
更

この章では、Oracle RAC用サポートの既存の構成を変更する方法について説明しま
す。

■ 189ページの「Oracle RAC用サポートの既存の構成を変更するための作業の概
要」

■ 190ページの「スケーラブルデバイスグループのリソースをオンラインで変更す
る」

■ 191ページの「Oracle RAC用サポートの既存の構成の拡張」
■ 201ページの「RACフレームワークリソースグループから複数所有者ボリューム
マネージャーのフレームワークリソースグループへのボリュームマネージャーリ
ソースの移行」

■ 205ページの「SPARC: Oracle RAC 11g Release 2に対するOracle Solaris Clusterのネイ
ティブ SKGXNの配備」

■ 209ページの「Oracle RAC用サポートの削除」

Oracle RAC用サポートの既存の構成を変更するための作
業の概要

表 7–1に、Oracle RAC用サポートに対する管理作業の概要を示します。

これらの作業は、必要に応じて実行してください。

表 7–1 Oracle RAC用サポートの既存の構成を変更するための作業

作業 参照先

スケーラブルデバイスグループのリ
ソースをオンラインで変更する

190ページの「スケーラブルデバイスグループのリソース
をオンラインで変更する」

Oracle RAC用サポートの既存の構成
を拡張する

191ページの「Oracle RAC用サポートの既存の構成の拡
張」
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表 7–1 Oracle RAC用サポートの既存の構成を変更するための作業 (続き)
作業 参照先

複数所有者ボリュームマ
ネージャーのフレームワークリ
ソースグループを使用するように旧
バージョンのRAC構成を移行する

201ページの「RACフレームワークリソースグループから
複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリ
ソースグループへのボリュームマネージャーリソースの移
行」

SPARC:(Oracle 11g release 2のみ)既存
の構成をOracle UDLMからネイ
ティブ SKGXNに、またはその逆に移
行する

205ページの「SPARC: Oracle RAC 11g Release 2に対する
Oracle Solaris Clusterのネイティブ SKGXNの配備」

Oracle RAC用サポートを削除する 209ページの「Oracle RAC用サポートの削除」

スケーラブルデバイスグループのリソースをオンライン
で変更する

スケーラブルデバイスグループのリソースをオンラインで変更する作業では、監視
する論理ボリュームのリストを変更します。 SUNW.ScalDeviceGroupリソースタイプ
の LogicalDeviceList拡張プロパティーは、グローバルデバイスグループ内の監視す
る論理ボリュームのリストを指定します。

▼ スケーラブルデバイスグループのリソースをオン
ラインで変更する

スーパーユーザーになるか、RBAC承認 solaris.cluster.modifyを提供する役割にな
ります。

ScalDeviceGroupリソースの LogicalDeviceList拡張プロパティーを変更します。

■ ScalDeviceGroupリソースにデバイスグループを追加するには、次のコマンドを入
力します。
# clresource set -p LogicalDeviceList+=logical-device-listscal-mp-rs

論理ボリュームの追加は、ただちに有効となります。

■ ScalDeviceGroupリソースからデバイスグループを削除するには、次のコマンドを
入力します。
# clresource set -p LogicalDeviceList-=logical-device-listscal-mp-rs

論理ボリュームの削除は、ただちに有効となります。
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Oracle RAC用サポートの既存の構成の拡張
Oracle RAC用サポートの既存の構成は、次のいずれかの場合に拡張します。

■ クラスタにノードを追加し、そのノードでOracle RAC用サポートを実行する必要
がある場合。 191ページの「選択したノードにOracle RAC用サポートを追加する
」を参照してください。

■ ボリュームマネージャーを追加する場合。 198ページの「ボリュームマ
ネージャーリソースをフレームワークリソースグループに追加する」を参照して
ください。

▼ 選択したノードにOracle RAC用サポートを追加す
る
クラスタにノードを追加し、そのノードでOracle RAC用サポートを実行する必要が
ある場合は、次の手順を実行します。この手順は 1つのノードからのみ実行しま
す。

この作業では、次に挙げる順序でリソースグループから選択したノードを追加しま
す。

■ スケーラブルなファイルシステムのマウントポイントリソースのリソースグ
ループ

■ 複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループ (使用さ
れている場合)

■ RACフレームワークリソースグループ
■ スケーラブルデバイスグループリソースのリソースグループ

■ Sun QFSメタデータサーバーのリソースを含むリソースグループ
■ 論理ホスト名リソースのリソースグループ

■ Oracle RACデータベースのリソースグループ

■ Oracle RAC用サポートを追加する各ノードに、必要なOracle RAC用サポートソ
フトウェアパッケージがインストールされていることを確認します。詳細は、
41ページの「Oracle RAC用サポートパッケージのインストール」を参照してくだ
さい。

■ 追加するノードが、Oracle RAC構成で使用されている共有ストレージに接続され
ていることを確認します。

任意のクラスタノードでスーパーユーザーになります。

始める前に

1
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スケーラブルなファイルシステムのマウントポイントリソースを含む任意のリ
ソースグループにノードを追加します。

スケーラブルなファイルシステムのマウントポイントリソースを含むリソースグ
ループが構成されていない場合は、この手順を省略します。

ノードを追加するリソースグループごとに、次のコマンドを実行します。
# clresourcegroup add-node -S -n nodelist scal-mp-rg

-n nodelist
Oracle RAC用サポートを追加するクラスタノードのコンマ区切りリストを指定し
ます。

scal-mp-rg
ノードを追加するリソースグループの名前を指定します。

複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループが使用され
ている場合は、そのグループにノードを追加します。
# clresourcegroup add-node -S -n nodelist vucmm-fmwk-rg

-n nodelist
リソースグループを追加するクラスタノードのコンマ区切りリストを指定しま
す。

vucmm-fmwk-rg
ノードを追加するリソースグループの名前を指定します。

RACフレームワークリソースグループにノードを追加します。
# clresourcegroup add-node -S -n nodelist rac-fmwk-rg

-n nodelist
Oracle RAC用サポートを追加するクラスタノードのコンマ区切りリストを指定し
ます。

rac-fmwk-rg
ノードを追加するリソースグループの名前を指定します。

Oracleファイルに使用している任意のスケーラブルデバイスグループにノードを追加
します。

Oracleファイルにスケーラブルデバイスグループを使用していない場合は、この手
順を省略します。

この手順の実行方法は、スケーラブルデバイスグループのタイプによって異なりま
す。

■ Solaris Volume Manager for Sun Cluster複数所有者ディスクセットの場合は、ディス
クセットごとに次のコマンドを入力します。
# metaset -s set-name -M -a -h nodelist

2
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-s setname
ノードを追加する Solaris Volume Manager for Sun Cluster複数所有者ディスク
セットを指定します。

-h nodelist
複数所有者ディスクセットに追加するクラスタノードのスペース区切りリスト
を指定します。

■ VxVM共有ディスクグループの場合は、Veritasコマンドを使用して各VxVM共有
ディスクグループにノードを追加します。

詳細は、VxVMのドキュメントを参照してください。

スケーラブルデバイスグループリソースを含む任意のリソースグループにノードを
追加します。

スケーラブルデバイスグループリソースを含むリソースグループが構成されていな
い場合は、この手順を省略します。

ノードを追加するリソースグループごとに、次のコマンドを実行します。
# clresourcegroup add-node -S -n nodelist scal-dg-rg

-n nodelist
Oracle RAC用サポートを追加するクラスタノードのコンマ区切りリストを指定し
ます。

scal-dg-rg
ノードを追加するリソースグループの名前を指定します。

追加するノードからアクセスされる各共有ファイルシステムをマウントします。

追加するノードから共有ファイルシステムがアクセスされない場合は、この手順を
省略します。

マウントするファイルシステムごとに、次のコマンドを入力します。
# mount mount-point

mount-point マウントするファイルシステムのマウントポイントを指定します。

Sun QFSメタデータサーバーのリソースを含む任意のリソースグループにノードを追
加します。

Sun QFSメタデータサーバーのリソースを含むリソースグループが構成されていない
場合は、この手順を省略します。

ノードを追加するリソースグループごとに、次のコマンドを実行します。
# clresourcegroup add-node -n nodelist qfs-mds-rg

-n nodelist
Oracle RAC用サポートを追加するクラスタノードのコンマ区切りリストを指定し
ます。

6
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qfs-mds-rg
ノードを追加するリソースグループの名前を指定します。

手順 6でノードを追加したすべてのリソースグループをオンラインにします。

これらのリソースグループには、スケーラブルデバイスグループリソースが含まれ
ます。

スケーラブルデバイスグループリソースを含むリソースグループが構成されていな
い場合は、この手順を省略します。

オンラインにするリソースグループごとに、次のコマンドを入力します。

# clresourcegroup online scal-dg-rg

scal-dg-rg オンラインにするリソースグループの名前を指定します。

(Oracle 10g release 2または 11gのみ) Oracle Clusterwareを起動します。
Oracle 9iまたはOracle 10g release 1を使用している場合は、この手順を省略します。
# /etc/init.d/init.crs start

Startup will be queued to init within 30 seconds.

(Oracle 9iのみ)ノードで実行される各Oracle RACデータベースの論理ホスト名リ
ソースを含むすべてのリソースグループにノードを追加します。

Oracle 10g release 1、10g release 2、または 11gを使用している場合は、この手順を省略
します。Oracle 10g release 1、10g release 2、または 11gの場合は、論理ホスト名リ
ソースのリソースグループが構成されません。

ノードを追加するリソースグループごとに、次のコマンドを実行します。
# clresourcegroup add-node -n nodelist lh-rg

-n nodelist Oracle RAC用サポートを追加するクラスタノードのコンマ区切りリス
トを指定します。

lh-rg ノードを追加するリソースグループの名前を指定します。

(Oracle 9i、10g release 2、または 11gのみ)ノードで実行される各Oracle RACデータ
ベースのリソースグループにノードを追加します。

Oracle 10g release 1を使用している場合は、この手順を省略します。Oracle 10g release
1の場合は、Oracle RACデータベースのリソースグループが構成されません。

ノードを追加するリソースグループごとに、次のコマンドを実行します。
# clresourcegroup add-node -S -n nodelist rac-db-rg

-n nodelist Oracle RAC用サポートを追加するクラスタノードのコンマ区切りリス
トを指定します。

rac-db-rg ノードを追加するリソースグループの名前を指定します。

9
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(Oracle 10g release 2または 11gのみ)追加するノードごとに、Oracle Solaris Clusterリ
ソースを表すために必要なOracle Clusterwareリソースを作成します。
Oracleコンポーネントが依存するスケーラブルなデバイスグループおよびスケーラ
ブルなファイルシステムマウントポイントのOracle Solaris Clusterリソースごと
に、Oracle Clusterwareリソースを作成します。詳細は、353ページの「Sun Clusterと
の相互運用のためのOracle Clusterwareリソースを作成する」を参照してください。

(Oracle 9i、10g release 2、または 11gのみ) Oracle RACデータベースの各リソースを変更
して、追加する各ノードの各ノード別プロパティーの値を設定します。

Oracle 10g release 1を使用している場合は、この手順を省略します。Oracle 10g release
1の場合は、Oracle RACデータベースのリソースグループが構成されません。

変更するリソースごとに次の手順を実行します。

a. リソースを無効にします。
# clresource disable rac-db-rs

rac-db-rs 無効にするRACデータベースリソースの名前を指定します。

b. 追加する各ノードの各ノード別プロパティーの値を設定します。
Oracle RACデータベースの各リソースタイプのノード別プロパティーを次の表に
示します。

リソース型 プロパティー

SUNW.scalable_rac_server_proxy oracle_sid

SUNW.scalable_rac_listener listener_name

SUNW.scalable_rac_server alert_log_file

oracle_sid

Oracle RACデータベースのリソースタイプの拡張プロパティーについては、次の
各項を参照してください。

■ 302ページの「SUNW.scalable_rac_server_proxy拡張プロパティー」
■ 295ページの「SUNW.scalable_rac_listener拡張プロパティー」
■ 297ページの「SUNW.scalable_rac_server拡張プロパティー」

# clresource set \

-p property{node}=value[...] \

[-p property{node}=value[...]][...] \

rac-db-rs

property 設定するノード別プロパティーの名前を指定します。

node propertyの値を設定するノードを指定します。

13
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value nodeの propertyに設定する値を指定します。

rac-db-rs ノード別プロパティーを設定するRACデータベースリソースの名前
を指定します。

c. リソースを有効にします。
# clresource enable rac-db-rs

rac-db-rs 有効にするRACデータベースリソースの名前を指定します。

(Oracle 9i、10g release 2、または 11gのみ) Oracle RACデータベースの各リソースグ
ループをオンラインにします。

Oracle 10g release 1を使用している場合は、この手順を省略します。Oracle 10g release
1の場合は、Oracle RACデータベースのリソースグループが構成されません。

オンラインにするリソースグループごとに、次のコマンドを実行します。
# clresourcegroup online rac-db-rg

rac-db-rg オンラインにするリソースグループの名前を指定します。

選択したノードへのOracle RAC用サポートの追加

この例では、4ノードクラスタのノード pclus3と pclus4にOracle RAC用サポートを
追加するために必要な一連の操作を示します。

この例でのOracle RAC用サポートの構成は次のとおりです。

■ Oracle RACのバージョンは 10g Release 2です。
■ Solaris Volume Manager for Sun Cluster上の Sun QFS共有ファイルシステムを使用し
てOracleファイルが格納されています。

■ Oracleファイルに使用されるファイルシステムのマウントポイントは次のとおり
です。
■ Oracleデータベースファイル:/db_qfs/OraData
■ Oracleバイナリファイルおよび関連ファイル:/db_qfs/OraHome

■ oradgディスクセットは、Oracle RACデータベースだけで使用されます。
■ Oracle RACデータベースの名前は swbです。
■ Sun QFS共有ファイルシステムでは、oradgという名前の Solaris Volume Manager

for Sun Cluster複数所有者ディスクセットが使用されます。このディスクセットの
作成方法を、例 3–1に示しています。

■ この構成では、複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグ
ループが使用されます。

この例のリソースグループの構成を次の表に示します。

15
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リソースグループ 目的

vucmm-framework-rg 複数所有者ボリュームマネージャーのリソースグループ。

rac-framework-rg RACフレームワークリソースグループ。

scaldg-rg スケーラブルなデバイスグループリソースのリソースグ
ループ。

qfsmds-rg Sun QFSメタデータサーバーリソースのリソースグループ。

scalmnt-rg ファイルシステムマウントポイントリソースのリソースグ
ループ。

rac_server_proxy-rg Oracle RACデータベースのリソースグループ。

この構成に必要なリソースグループについては、図A–2を参照してください。

1. スケーラブルなファイルシステムのマウントポイントリソースを含むリソースグ
ループにノードを追加するために、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup add-node -S -n pclus3,pclus4 scalmnt-rg

2. 複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループにノード
を追加するために、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup add-node -S -n pclus3,plcus4 vucmm-framework-rg

3. RACフレームワークリソースグループにノードを追加するために、次のコマンド
を実行します。

# clresourcegroup add-node -S -n pclus3,plcus4 rac-framework-rg

4. Solaris Volume Manager for Sun Cluster複数所有者ディスクセット oradgにノードを
追加するために、次のコマンドを実行します。

# metaset -s oradg -M -a -h pclus3 pclus4

5. スケーラブルなデバイスグループリソースを含むリソースグループにノードを追
加するために、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup add-node -S -n pclus3,pclus4 scaldg-rg

6. 追加するノードからアクセスされる共有ファイルシステムをマウントするため
に、次のコマンドを実行します。

# mount /db_qfs/OraData

# mount /db_qfs/OraHome

7. Sun QFSメタデータサーバーのリソースを含むリソースグループにノードを追加
するために、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup add-node -n pclus3,pclus4 qfsmds-rg

8. スケーラブルなデバイスグループリソースを含むリソースグループをオンライン
にするために、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup online scaldg-rg
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9. Oracle Clusterwareを起動し、Oracle Clusterwareが正しく起動されたことを確認す
るために、次のコマンドを実行します。

# /etc/init.d/init.crs start

Startup will be queued to init within 30 seconds.

# /db_qfs/OraHome/crs/bin/crsctl check crs

CSS appears healthy

CRS appears healthy

EVM appears healthy

10. Oracle RACデータベースのリソースグループにノードを追加するために、次のコ
マンドを実行します。

# clresourcegroup add-node -S -n pclus3,pclus4 rac_server_proxy-rg

Oracle RACデータベースのリソースグループにノードを追加したあとに、必要な
Oracle Clusterwareリソースを作成します。これらのOracle Clusterwareリソースの
作成については、この例では説明しません。

11. RACデータベースリソースに必要なノード別プロパティーを設定するために、次
のコマンドを実行します。

# clresource disable rac_server_proxy-rs

# clresource set -p oracle_sid\{3\}=swb3 -p \

oracle_sid\{4\}=swb4 rac_server_proxy-rs

# clresource enable rac_server_proxy-rs

ノード別プロパティー oracle_sidは、ノード pclus3では swb3に設定さ
れ、ノード pclus4では swb4に設定されます。

12. Oracle RACデータベースのリソースグループをオンラインにするために、次のコ
マンドを実行します。

# clresourcegroup online rac_server_proxy-rg

▼ ボリュームマネージャーリソースをフレーム
ワークリソースグループに追加する
ボリュームマネージャーをOracle RAC用サポートの既存の構成に追加する場合
は、次の作業を実行します。フレームワークリソースグループに、追加するボ
リュームマネージャーを表すリソースが含まれている必要があります。ボリューム
マネージャーリソースを追加できるのは、フレームワークリソースが無効になって
いる場合、およびすべてのクラスタノードでフレームワークデーモンが停止してい
る場合に限られます。

■ クラスタに SUNW.vucmm_frameworkベースのリソースグループが含まれている場合
は、SUNW.vucmm_svmまたは SUNW.vucmm_cvmリソースタイプのインスタンスをその
リソースグループに追加します。

SUNW.vucmm_frameworkベースのリソースグループがクラスタに存在する場合
は、SUNW.rac_svmまたは SUNW.rac_cvmリソースタイプのインスタンスを
SUNW.rac_frameworkベースのリソースグループに追加しないでください。
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■ クラスタに SUNW.vucmm_frameworkベースのリソースグループが含まれていない場
合は、SUNW.rac_svmまたは SUNW.rac_cvmリソースタイプのインスタンスを
SUNW.rac_frameworkベースのリソースグループに追加します。

注意 –この作業では、フレームワークリソースを無効にして、Oracle RACが実行され
ているノードを再起動する必要があるため、ダウンタイムが必要となります。

リソースを追加するボリュームマネージャーが、Oracle RACが実行されるすべての
ノードにインストールされ、構成されていることを確認します。

任意のクラスタノードでスーパーユーザーになります。

フレームワークリソースグループ内のフレームワークリソース、およびこのリ
ソースに依存するその他すべてのリソースを無効にします。
# clresource disable -r fmwk-rs

fmwk-rs 無効にするタイプ SUNW.vucmm_frameworkまたは SUNW.rac_frameworkのリ
ソースの名前を指定します。

フレームワークリソースグループのノードリストに含まれているすべてのノードを
再起動します。

追加するボリュームマネージャーを表すリソースタイプのインスタンスを登録、追
加します。

■ Solaris Volume Manager for Sun Clusterを追加する場合は、次のようにインスタンス
を登録、追加します。

a. Solaris Volume Manager for Sun Clusterリソースタイプを登録します。

■ SUNW.vucmm_frameworkベースのリソースグループの場合は、SUNW.vucmm_svm

リソースタイプを登録します。
# clresourcetype register SUNW.vucmm_svm

■ SUNW.rac_frameworkベースのリソースグループの場合は、SUNW.rac_svmリ
ソースタイプを登録します。
# clresourcetype register SUNW.rac_svm

始める前に
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b. Solaris Volume Manager for Sun Clusterリソースタイプのインスタンスをフレーム
ワークリソースグループに追加します。

このインスタンスが、手順 2で無効にしたリソースに依存していることを確認
します。
# clresource create -g fmwk-rg \

-t svm-rt \

-p resource_dependencies=fmwk-rs svm-rs

-g fmwk-rg
フレームワークリソースグループの名前を指定します。このリソースグ
ループには、手順 2で無効にしたタイプ SUNW.vucmm_frameworkまたは
SUNW.rac_frameworkのリソースが含まれています。

svm-rt
Solaris Volume Manager for Sun Clusterリソースタイプの名前を指定します。

-p resource_dependencies= fmwk-rs
このインスタンスが、手順 2で無効にしたリソースに依存していることを
指定します。

svm-rs
タイプ SUNW.vucmm_svmまたは SUNW.rac_svmのリソースに割り当てる名前を
指定します。

■ SPARC:クラスタ機能を持つVxVMを追加する場合は、次のようにインスタンスを登
録、追加します。

a. VxVMボリュームマネージャーリソースタイプを登録します。

■ SUNW.vucmm_frameworkベースのリソースグループの場合は、SUNW.vucmm_cvm

リソースタイプを登録します。
# clresourcetype register SUNW.vucmm_cvm

■ SUNW.rac_frameworkベースのリソースグループの場合は、SUNW.rac_cvmリ
ソースタイプを登録します。
# clresourcetype register SUNW.rac_cvm

b. VxVMボリュームマネージャーリソースタイプのインスタンスを、手順 2で無
効にしたリソースグループに追加します。

このインスタンスが、手順 2で無効にしたリソースに依存していることを確認
します。

# clresource create -g fmwk-rg \

-t cvm-rt \

-p resource_dependencies=fmwk-rs cvm-rs
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-g fmwk-rg
フレームワークリソースグループの名前を指定します。このリソースグ
ループには、手順 2で無効にしたリソースが含まれています。

cvm-rt
Solaris Volume Manager for Sun Clusterリソースタイプの名前を指定します。

-p resource_dependencies= fmwk-rs
このインスタンスが、手順 2で無効にしたリソースに依存していることを
指定します。

cvm-rs
タイプ SUNW.vucmm_cvmまたは SUNW.rac_cvmのリソースに割り当てる名前を
指定します。

フレームワークリソースグループとそのリソースをオンラインおよび管理状態にし
ます。
# clresourcegroup online -emM fmwk-rg

fmwk-rg フレームワークリソースグループを管理状態に移行し、オンラインにす
ることを指定します。このリソースグループには、手順 2で無効にした
リソースが含まれています。

次に実行する手順は、次の表に示すように、追加するボリュームマネージャーに
よって異なります。

ボリューム管理ソフトウェア 次の手順

Solaris Volume Manager for Sun
Cluster

80ページの「Oracle RACデータベース用の Solaris Volume
Manager for Sun Cluster複数所有者ディスクセットを作成する」

SPARC:クラスタ機能を持つ
VxVM

87ページの「Oracle RACデータベース用のVxVM共有ディスク
グループを作成する」

RACフレームワークリソースグループから複数所有者ボ
リュームマネージャーのフレームワークリソースグ
ループへのボリュームマネージャーリソースの移行

Sun Cluster 3.2 11/09リリースより、一組の新しいリソースタイプによって、Oracle
RAC構成内の複数所有者ボリュームマネージャーリソースが管理されています。
SUNW.vucmm_svmまたは SUNW.vucmm_cvmリソースタイプに基づくリソースは、複数所
有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースタイプ SUNW.vucmm_framework

5

次の手順

RACフレームワークリソースグループから複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループへのボ
リュームマネージャーリソースの移行
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に基づくリソースグループ内で構成されます。 SUNW.rac_frameworkリソースグ
ループには、Oracle ClusterwareやUDLMといったその他のRACリソースも引き続き
含まれます。

SUNW.vucmm_frameworkリソースタイプはシングルインスタンスリソースです。このタ
イプのリソースは、クラスタで 1つだけ作成できます。

▼ RACフレームワークリソースグループから複数所
有者ボリュームマネージャーのフレームワークリ
ソースグループにボリュームマネージャーリ
ソースを移行する
複数所有者ボリュームマネージャーフレームワークを使用してOracle RAC構成内の
ボリュームマネージャーリソースを管理するには、次の手順を実行します。

任意のクラスタノードでスーパーユーザーになります。

スケーラブルな複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグ
ループを作成します。
# clresourcegroup create -n nodelist-S vucmm-fmwk-rg

-n nodelist=nodelist
Oracle RAC用サポートを有効にするクラスタノードのコンマ区切りリストを指定
します。Oracle RAC用サポートソフトウェアパッケージを、このリストの各
ノードにインストールする必要があります。

注 –このノードリストには、RACフレームワークリソースグループのノードリス
トで構成されているすべてのノードが含まれている必要があります。

vucmm-fmwk-rg
リソースグループに割り当てる名前を指定します。

SUNW.vucmm_frameworkリソースタイプを登録します。
# clresourcetype register SUNW.vucmm_framework

SUNW.vucmm_frameworkリソースタイプのインスタンスを手順 2で作成したリソースグ
ループに追加します。
# clresource create -g vucmm-fmwk-rg -t SUNW.vucmm_framework vucmm-fmwk-rs

vucmm-fmwk-rs SUNW.vucmm_framework リソースに割り当てる名前を指定します。
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ボリュームマネージャーリソースタイプの reservation_timeoutプロパティーを設定
します。

このプロパティーは、SUNW.rac_frameworkリソースグループと同じ値に設定しま
す。

a. SUNW.rac_frameworkリソースタイプの reservation_timeout拡張プロパティーの値
を表示します。
# clresource show -p reservation_timeout -t resource-type

resource-type
reservation_timeout拡張プロパティーが設定されているRACリソースグ
ループ内のリソースのリソースタイプを指定します。このリソースタイプ
は、SUNW.rac_svmまたは SUNW.rac_cvmです。

b. SUNW.vucmm_frameworkリソースタイプの reservation_timeout拡張プロパティーを
設定します。
# clresource set -p type_version=version \

-p reservation_timeout=timeout vucmm-framework-rs

version
インスタンスを移行する SUNW.rac_frameworkのバージョンの type_versionプロ
パティーの値を指定します。

timeout
reservation_timeout拡張プロパティーに設定する値を指定します。

vucmm-framework-rs
使用するクラスタでのタイプ SUNW.vucmm_frameworkのリソースの名前を指定し
ます。

Oracleファイルに対して使用しているボリュームマネージャーを表すリソースタイプ
がある場合は、そのインスタンスを登録、追加します。

■ Solaris Volume Manager for Sun Clusterを使用している場合は、次のようにインスタ
ンスを登録、追加します。

a. SUNW.vucmm_svmリソースタイプを登録します。
# clresourcetype register SUNW.vucmm_svm

b. SUNW.vucmm_frameworkリソースタイプのインスタンスを手順 2で作成したリ
ソースグループに追加します。

このインスタンスが、手順 4で作成した vucmm_frameworkリソースに依存して
いることを確認します。
# clresource create -g vucmm-fmwk-rg \

-t SUNW.vucmm_svm \

-p resource_dependencies=vucmm-fmwk-rs vucmm-svm-rs
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-p resource_dependencies= vucmm-fmwk-rs
このインスタンスが、手順 4で作成した SUNW.vucmm_frameworkリソースに
依存していることを確認します。

vucmm-svm-rs
SUNW.vucmm_svm リソースに割り当てる名前を指定します。

■ SPARC:クラスタ機能とともにVxVMを使用している場合、次のようにインスタンス
を登録、追加します。

a. SUNW.vucmm_cvmリソースタイプを登録します。
# clresourcetype register SUNW.vucmm_cvm

b. SUNW.vucmm_cvmリソースタイプのインスタンスを手順 2で作成したリソースグ
ループに追加します。

このインスタンスが、手順 4で作成した vucmm_frameworkリソースに依存して
いることを確認します。

# clresource create -g vucmm-fmwk-rg \

-t SUNW.vucmm_cvm \

-p resource_dependencies=vucmm-fmwk-rs vucmm-cvm-rs

-p resource_dependencies= vucmm-fmwk-rs
このインスタンスが、手順 4で作成した SUNW.vucmm_frameworkリソースに
依存していることを確認します。

vucmm-cvm-rs
SUNW.vucmm_cvm リソースに割り当てる名前を指定します。

複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループの構成を確
認します。
# clresourcegroup show vucmm-fmwk-rg

複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループとそのリ
ソースがオンラインであることを確認します。
# clresourcegroup status

複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループとそのリ
ソースを、オンラインおよび管理状態にします。
# clresourcegroup online -emM vucmm-fmwk-rg

vucmm-fmwk-rg リソースグループに基づいて SUNW.vucmm_frameworkの名前を指定
します。
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Oracle RAC構成に、RACボリュームマネージャーリソースに依存する ScalDeviceGroup

リソースが含まれている場合は、その依存先を同等の複数所有者ボリュームマ
ネージャーリソースに変更します。
# clresource set -p resource_dependencies=vucmm-vol-mgr-rs{local_node} scal-dg-rs

vucmm-vol-mgr-rs
複数所有者ボリュームマネージャーリソースの名前を指定します。

■ Solaris Volume Manager for Sun Clusterの場合は、SUNW.vucmm_svmリソースタイプ
を使用します。

■ クラスタ機能を持つVxVMの場合は、SUNW.vucmm_cvmリソースタイプを使用し
ます。

scal-dg-rs
依存先を vucmm-vol-mgr-rsリソースに移した SUNW.ScalDeviceGroupリソースを指
定します。

RACボリュームマネージャーリソースを無効にします。
# clresource disable rac-vol-mgr-rs

rac-vol-mgr-rs
SUNW.rac_frameworkベースのリソースグループで使用されている SUNW.rac_svmま
たは SUNW.rac_cvmリソースを指定します。

RACフレームワークリソースグループからRACボリュームマネージャーリソースを削
除します。
# clresource delete -t rac-vol-mgr-rs rac-fmwk-rg

rac-fmwk-rg SUNW.rac_frameworkベースのリソースグループの名前を指定します。

RACのすべてのリソースグループがオンラインであることを確認します。
# clresourcegroup status

各ノードを 1つずつ再起動します。
再起動によって、構成が変更されたRACフレームワークが更新されます。

SPARC: Oracle RAC 11g Release 2に対するOracle Solaris
Clusterのネイティブ SKGXNの配備

Oracle RACでは、分散プロセスの監視用およびクラスタ構成サービス用にAPIの
セットを指定しています。このAPIのセットは、System Kernel Generic Interface Node
membership (SKGXN)と呼ばれます。Oracle Solaris Clusterやその他のクラスタソフト
ウェアは、このAPIを使用してOracle RACと通信します。

10

11

12

13

14

SPARC: Oracle RAC 11g Release 2に対するOracle Solaris Clusterのネイティブ SKGXNの配備

第 7章 • Oracle RAC用サポートの既存の構成の変更 205



Sun Clusterソフトウェアの以前のリリースでは、SPARCマシン上のOracle RACを含
んだ構成で、Oracle提供のOracle UDLMパッケージを通じて SKGXNが実装されてい
ました。Oracle RAC 11g release 2を含んだこのリリースの SPARC用Oracle Solaris
Clusterソフトウェアでは、Oracle UDLMの代わりにOracle Solaris Clusterのネイ
ティブ SKGXNを配備できます。この節では、既存のOracle RAC 11g release 2の構成
でOracle Solaris Clusterのネイティブ SKGXNを配備する方法について説明します。

Oracle RAC 11g release 2の新しい構成でネイティブ SKGXNの使用を設定するに
は、Oracle UDLMリソースをRACフレームワークリソースグループに追加せず
に、このマニュアルの手順に従ってください。RACフレームワークリソースグ
ループにOracle UDLMリソースが含まれていない場合は、自動的にネイティブ
SKGXNが使用されます。

■ 206ページの「SPARC: SKGXNインタフェースを変更するためにクラスタを準備す
る」

■ 207ページの「SPARC: Oracle UDLMからOracle Solaris Clusterのネイティブ SKGXN
に変換する」

■ 208ページの「SPARC: SKGXNをOracle Solaris Clusterのネイティブ SKGXNから
Oracle UDLMに変換する」

■ 209ページの「SPARC: SKGXNを切り替えたあとにOracle RACをオンラインにす
る」

▼ SPARC: SKGXNインタフェースを変更するためにク
ラスタを準備する
(Oracle 11g release 2のみ) SKGXNインタフェースを変更するためにクラスタを準備す
るには、次の手順を実行します。

注 – SKGXNの実装を別の実装に移行するには、Oracle RACデータサービスのダウン
タイムが必要となります。この移行を実行する場合は、ダウンタイムを計画してく
ださい。

スーパーユーザーになります。

RACフレームワークリソースタイプを、最新のインストール済みバージョンにアップ
グレードします。
# grep -i RT_VERSION /usr/cluster/lib/rgm/SUNW.rac_framework

RT_VERSION = "N";
# clresourcetype register SUNW.rac_framework:N

また、大域ゾーンでリソースタイプをアップグレードするには、Oracle Solaris Cluster
Managerを使用するか、clsetupユーティリティーのリソースグループオプションを
使用します。
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タイプ SUNW.rac_frameworkの既存のリソースで、Type_versionプロパティーの値
を、手順 2でアップグレードしたバージョンに設定します。
次のコマンド例で、rac-fmwk-rsをタイプ SUNW.rac_frameworkのリソースの実際の名
前で置き換え、Nをアップグレードしたリソースタイプバージョンで置き換えま
す。
# clresource set -p Type_version=N rac-fmwk-rs

Oracle Clusterwareを無効にして、すべてのノードで自動的に起動されないようにしま
す。
# ${CRS_HOME}/bin/crsctl disable crs

Oracle ClusterwareおよびすべてのDBMSプロセスを、すべてのノードで停止します。
# ${CRS_HOME}/bin/crsctl stop crs

RACフレームワークリソースグループをアンマネージします。
# clresource disable -g rac-fmwk-rg
# clresourcegroup offline rac-fmwk-rg
# clresourcegroup unmanage rac-fmwk-rg

クラスタを再起動して、RACフレームワークプロセスを確実に終了させます。
あるいは、ノードを 1つずつ再起動して、Oracle RAC以外のクラスタ化データ
サービスが引き続きサービスを提供できるようにします。
# scshutdown -g0 -y

▼ SPARC: Oracle UDLMからOracle Solaris Clusterのネ
イティブ SKGXNに変換する
(Oracle 11g release 2のみ) SKGXNインタフェースをOracle UDLMからOracle Solaris
Clusterのネイティブ SKGXNに変換するには、次の手順を実行します。

SKGXNインタフェースを変更するためにクラスタを準備する必要があります。
206ページの「SPARC: SKGXNインタフェースを変更するためにクラスタを準備す
る」を参照してください。

スーパーユーザーになります。

RACフレームワークリソースグループからOracle UDLMリソースを削除します。
# clresource delete rac-udlm-rs

rac-udlm-rs SUNW.rac_udlmリソースの名前です。
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すべてのノードからOracle UDLMパッケージを削除します。
# pkgrm ORCLudlm

RACフレームワークリソースグループ内のリソースを有効にします。
# clresource enable -g rac-fmwk-rg

-g rac-fmwk-rg RACフレームワークリソースグループの名前を指定します。

RACフレームワークリソースグループを管理します。
# clresourcegroup manage -g rac-fmwk-rg

RACフレームワークリソースグループをオンラインにします。
# clresourcegroup online -g rac-fmwk-rg

Oracle RACをオンラインにします。 209ページの「SPARC: SKGXNを切り替えたあと
にOracle RACをオンラインにする」に進みます。

▼ SPARC: SKGXNをOracle Solaris Clusterのネイティブ
SKGXNからOracle UDLMに変換する
(Oracle 11g release 2のみ) SKGXNインタフェースをOracle Solaris Clusterのネイティブ
SKGXNからOracle UDLMに変換するには、次の手順を実行します。

SKGXNインタフェースを変更するためにクラスタを準備します。 206ページ
の「SPARC: SKGXNインタフェースを変更するためにクラスタを準備する」を参照
してください。

スーパーユーザーになります。

すべてのノードに Oracle UDLMパッケージをインストールします。
# pkgadd -d pkgdir ORCLudlm

RACフレームワークリソースグループ内でOracle UDLMリソースを作成します。
# clresource create -g rac-fmwk-rg -t SUNW.rac_udlm \

-y resource_dependencies=rac-fmwk-rg rac-udlm-rs

-g rac-fmwk-rg RACフレームワークリソースグループの名前を指定します。

rac-udlm-rs SUNW.rac_udlmリソースの名前です。

リソースを有効にします。
# clresource enable -g rac-fmwk-rg
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リソースグループを管理します。
# clresourcegroup manage -g rac-fmwk-rg

リソースグループをオンラインにします。
# clresourcegroup online -g rac-fmwk-rg

Oracle RACをオンラインにします。 209ページの「SPARC: SKGXNを切り替えたあと
にOracle RACをオンラインにする」に進みます。

▼ SPARC: SKGXNを切り替えたあとにOracle RACをオ
ンラインにする
(Oracle 11g release 2のみ) SKGXNインタフェースを切り替えたあとにOracle RACをオ
ンラインにするには、次の手順を実行します。Oracle RACをオンラインにする作業
については、使用するOracle RACのバージョンに対応したOracleのドキュメントも
参照してください。

スーパーユーザーになります。

Oracle Clusterwareを有効にして、今後自動的に起動されるようにします。
# ${CRS_HOME}/bin/crsctl enable crs

Oracle ClusterwareおよびすべてのDBMSプロセスを起動します。
# ${CRS_HOME}/bin/crsctl stop crs

Oracle RAC用サポートの削除
次のエンティティーからOracle RAC用サポートを削除することができます。

■ クラスタ。209ページの「クラスタからOracle RAC用サポートを削除する」を参
照してください。

■ クラスタ内の選択したノード。216ページの「選択したノードからOracle RAC用
サポートを削除する」を参照してください。

▼ クラスタからOracle RAC用サポートを削除する
クラスタ内のすべてのノードからOracle RAC用サポートを削除するには、次の作業
を実行します。
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複数のOracle RACデータベースが実行されているクラスタでは、この作業を実行し
てクラスタから 1つのOracle RACデータベースを削除します。残りのOracle RAC
データベースは、クラスタ内で引き続き実行されます。

この作業では、次に挙げる順序でリソースグループをクラスタから削除します。

■ Oracle RACデータベースのリソースグループ
■ 論理ホスト名リソースのリソースグループ
■ スケーラブルなファイルシステムのマウントポイントリソースのリソースグ
ループ

■ Sun QFSメタデータサーバーのリソースを含むリソースグループ
■ スケーラブルデバイスグループリソースのリソースグループ
■ RACフレームワークリソースグループ
■ 複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループ (使用さ
れている場合)

注意 –この作業は、複数のOracle RACデータベースが実行されているクラスタから 1
つのOracle RACデータベースを削除する場合にも実行することがあります。その場
合は、残りのOracle RACデータベースが依存しているリソースを含むリソースグ
ループを削除しないでください。

たとえば、複数のデータベースファイルシステムが単一のデバイスグループに依存
するように構成している場合があります。その場合は、スケーラブルデバイスグ
ループのリソースを含むリソースグループを削除しないでください。

同様に、複数のデータベースがRACフレームワークリソースグループに依存してい
る場合は、そのリソースグループを削除しないでください。

この作業を実行するクラスタノードがクラスタモードで起動されていることを確認
します。

クラスタのいずれかのノードで、スーパーユーザーになります。

(Oracle 9i、10g release 2、または 11gのみ)削除する各Oracle RACデータベースのリ
ソースグループを削除します。

Oracle 10g release 1を使用している場合は、この手順を省略します。Oracle 10g release
1の場合は、Oracle RACデータベースのリソースグループが構成されません。

削除するOracle RACデータベースごとに、次のコマンドを入力します。
# clresourcegroup delete -F rac-db-rg

rac-db-rg 削除するリソースグループを指定します。
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(Oracle 9iのみ)削除する各Oracle RACデータベースで使用されている論理ホスト名リ
ソースのリソースグループをすべて削除します。

Oracle 10g release 1、10g release 2、または 11gを使用している場合は、この手順を省略
します。Oracle 10g release 1、10g release 2、および 11gの場合は、論理ホスト名リ
ソースのリソースグループが構成されません。

削除するリソースグループごとに、次のコマンドを入力します。
# clresourcegroup delete -F lh-rg

lh-rg 削除するリソースグループを指定します。

Oracleユーティリティーを使用して、不要となった各Oracle RACデータベースをクラ
スタから削除します。

Oracle RAC用サポートを完全に削除する場合は、Oracleユーティリティーを使用して
クラスタのすべてのノードから次の項目を削除します。

■ Oracle RACソフトウェア
■ Oracle Clusterwareソフトウェア

(Oracle 10g release 2または 11gのみ) Oracle Clusterwareフレームワークリソースを無効
にします。

Oracle 9iまたはOracle 10g release 1を使用している場合は、この手順を省略します。
Oracle 9iおよびOracle 10g release 1の場合は、Oracle Clusterwareフレームワークリ
ソースが構成されません。
# clresource disable crs-framework-rs

crs-framework-rs 無効にするリソースの名前を指定します。このリソースは、クラ
スタ内で構成されている SUNW.crs_frameworkリソースタイプのイ
ンスタンスです。

スケーラブルなファイルシステムのマウントポイントリソースを含む任意のリ
ソースグループを削除します。

スケーラブルなファイルシステムのマウントポイントリソースを含むリソースグ
ループが構成されていない場合は、この手順を省略します。

削除するリソースグループごとに、次のコマンドを入力します。
# clresourcegroup delete -F scal-mp-rg

scal-mp-rg 削除するリソースグループを指定します。

Sun QFSメタデータサーバーのリソースを含む任意のリソースグループを削除しま
す。

Sun QFSメタデータサーバーのリソースを含むリソースグループが構成されていない
場合は、この手順を省略します。
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削除するリソースグループごとに、次のコマンドを入力します。
# clresourcegroup delete -F qfs-mds-rg

qfs-mds-rg 削除するリソースグループを指定します。

手順 8で削除したリソースグループ内のリソースで表されていた、Sun QFS共有
ファイルシステムを削除します。

この作業の実行手順については、「Sun Clusterによる SAM-QFSの使用」を参照して
ください。

スケーラブルデバイスグループリソースを含む任意のリソースグループを削除しま
す。

スケーラブルデバイスグループリソースを含むリソースグループが構成されていな
い場合は、この手順を省略します。

削除するリソースグループごとに、次のコマンドを入力します。
# clresourcegroup delete -F scal-dg-rg

scal-dg-rg 削除するリソースグループを指定します。

手順 10でリソースグループを削除したことによって影響を受けたスケーラブルデバ
イスグループを破棄します。

この手順の実行方法は、スケーラブルデバイスグループのタイプによって異なりま
す。

■ Solaris Volume Manager for Sun Cluster複数所有者ディスクセットの場合は、次のよ
うに各ディスクセットを破棄します。

a. ボリューム、ソフトパーティション、ミラーなどのメタデバイスすべて
を、ディスクセットから削除します。

このためには、metaclear(1M)コマンドを使用します。
# metaclear -s scal-dg-ms -a

-s scal-dg-ms メタデバイスを削除するディスクセットの名前を指定しま
す。

b. ディスクセットからすべてのグローバルデバイスを削除します。
# metaset -s scal-dg-ms -d -f alldevices

-s scal-dg-ms グローバルデバイスを削除するディスクセットの名前を指定
します。

alldevices ディスクセット作成時にディスクセットに追加したすべての
グローバルデバイスを含むスペース区切りリストを指定しま
す。各デバイス IDパス名の形式は、/dev/did/dsk/d Nです (N
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はデバイス番号)。

c. 破棄するディスクセットからすべてのノードを削除します。
ディスクセットからすべてのノードを削除すると、そのディスクセットは破棄
されます。
# metaset -s scal-dg-ms -d -h allnodes

-s scal-dg-ms 破棄するディスクセットの名前を指定します。

-h allnodes ディスクセット作成時にディスクセットに追加したすべての
ノードを含むスペース区切りのリストを指定します。

■ VxVM共有ディスクグループの場合は、Veritasコマンドを使用して各VxVM共有
ディスクグループを破棄します。

詳細は、VxVMのドキュメントを参照してください。

注 –複数のOracle RACデータベースが実行されているクラスタから 1つのOracle RAC
データベースを削除する場合は、この手順の残りの作業を省略します。

RACフレームワークリソースを削除.
# clresourcegroup delete -F rac-fmwk-rg

rac-fmwk-rg 削除するリソースグループを指定します。

複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループが使用され
ている場合は、それを削除します。
# clresourcegroup delete -F vucmm-fmwk-rg

vucmm-fmwk-rg 削除するリソースグループを指定します。

この手順で削除した各リソースのリソースタイプを登録解除します。
# clresourcetype unregister resource-type-list

resource-type-list 登録解除するリソースタイプの名前のコンマ区切りリストを指定
します。Oracle RAC用サポートに関連付けられているリソース
タイプのリストについては、142ページの「Oracle Solaris Cluster
オブジェクトの自動生成された名前」を参照してください。

(省略可能)クラスタ内の各ノードからOracle RAC用サポートソフトウェアパッケージ
をアンインストールします。

このためには、uninstallerプログラムを使用します。詳細については、『Sun Java
Enterprise System 5 Update 1 Installation Guide for UNIX』の第 8章「Uninstalling」を参
照してください。

クラスタ内にある各ノードを再起動します。
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クラスタからのOracle RAC用サポートの削除

この例では、4ノードクラスタのすべてのノードからOracle RAC用サポートを削除
するために必要な一連の操作を示します。このクラスタのノードに
は、pclus1、pclus2、pclus3、および pclus4という名前が付いています。クラスタ
では、Oracle RACデータベースが 1つだけ構成されています。

この例でのOracle RAC用サポートの構成は次のとおりです。

■ Oracle RACのバージョンは 10g Release 2です。
■ Solaris Volume Manager for Sun Cluster上の Sun QFS共有ファイルシステムを使用し
てOracleファイルが格納されています。

■ Oracleファイルに使用されるファイルシステムのマウントポイントは次のとおり
です。
■ Oracleデータベースファイル:/db_qfs/OraData
■ Oracleバイナリファイルおよび関連ファイル:/db_qfs/OraHome

■ oradgディスクセットは、Oracle RACデータベースだけで使用されます。
■ Oracle RACデータベースの名前は swbです。
■ Sun QFS共有ファイルシステムでは、oradgという名前の Solaris Volume Manager

for Sun Cluster複数所有者ディスクセットが使用されます。このディスクセットの
作成方法を、例 3–1に示しています。

■ この構成では、複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグ
ループが使用されます。

この例のリソースグループの構成を次の表に示します。

リソースグループ 目的

vucmm-framework-rg 複数所有者ボリュームマネージャーのリソースグループ。

rac-framework-rg RACフレームワークリソースグループ。

scaldg-rg スケーラブルなデバイスグループリソースのリソースグ
ループ。

qfsmds-rg Sun QFSメタデータサーバーリソースのリソースグループ。

scalmnt-rg ファイルシステムマウントポイントリソースのリソースグ
ループ。

rac_server_proxy-rg Oracle RACデータベースのリソースグループ。

この構成に必要なリソースグループについては、図A–2を参照してください。

例7–2
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1. Oracle RACデータベースのリソースグループを削除するために、次のコマンドを
実行します。

# clresourcegroup delete -F rac_server_proxy-rg

このリソースグループを削除したあとに、Oracleユーティリティーを使用して次
の項目を削除します。
■ Oracle RACデータベース
■ Oracle RACソフトウェア
■ Oracle Clusterwareソフトウェア

これらの項目の削除については、この例では説明しません。

2. Oracle Clusterwareフレームワークリソースを無効にするために、次のコマンドを
実行します。

# clresource disable crs_framework-rs

3. スケーラブルなファイルシステムのマウントポイントリソースを含むリソースグ
ループを削除するために、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup delete -F scalmnt-rg

4. Sun QFSメタデータサーバーのリソースを含むリソースグループを削除するため
に、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup delete -F qfsmds-rg

このリソースグループを削除したあとに、Sun QFSユーティリティーを使用し
て、Oracleファイルに使用されている Sun QFS共有ファイルシステムを削除しま
す。これらのファイルシステムの削除については、この例では説明しません。

5. スケーラブルデバイスグループリソースを含むリソースグループを削除するため
に、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup delete -F scaldg-rg

6. Solaris Volume Manager for Sun Cluster複数所有者ディスクセット oradgを破棄する
ために、次のコマンドを実行します。

# metaclear -s oradg -a

# metaset -s oradg -d \

-f /dev/did/dsk/d8 /dev/did/dsk/d9 /dev/did/dsk/d15 /dev/did/dsk/d16

# metaset -s oradg -d -h pclus1 pclus2 pclus3 pclus4

次のグローバルデバイスがディスクセットから削除されます。
■ /dev/did/dsk/d8

■ /dev/did/dsk/d9

■ /dev/did/dsk/d15

■ /dev/did/dsk/d16

7. RACフレームワークリソースグループを削除するために、次のコマンドを実行し
ます。

# clresourcegroup delete -F rac-framework-rg
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8. 複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループを削除す
るために、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup delete -F vucmm-framework-rg

9. 削除した各リソースのリソースタイプを登録解除するために、次のコマンドを実
行します。

# clresourcetype unregister \

SUNW.scalable_rac_server_proxy,\

SUNW.ScalMountPoint,\

SUNW.qfs,\

SUNW.ScalDeviceGroup,\

SUNW.rac_svm,\

SUNW.crs_framework,\

SUNW.rac_udlm,\

SUNW.rac_framework

この構成は、SPARCプラットフォームで実行されています。このため、登録解除
するリソースタイプのリストに SUNW.rac_udlmが含まれています。

これらのリソースタイプを登録解除したあとに、次の操作を実行します。
■ Oracle RAC用サポートソフトウェアパッケージの削除
■ クラスタ内の各ノードの再起動

これらの操作については、この例では説明しません。

▼ 選択したノードからOracle RAC用サポートを削除
する
選択したノードからOracle RAC用サポートを削除するには、次の作業を実行しま
す。

複数のOracle RACデータベースが実行されているクラスタでは、この作業を実行し
て、選択したノードから 1つのOracle RACデータベースを削除します。他のクラス
タノードでは、削除したOracle RACデータベースが引き続き実行されます。残りの
Oracle RACデータベースは、選択したノードで引き続き実行されます。

この作業では、次に挙げる順序でリソースグループから選択したノードを削除しま
す。

■ Oracle RACデータベースのリソースグループ
■ 論理ホスト名リソースのリソースグループ
■ スケーラブルなファイルシステムのマウントポイントリソースのリソースグ
ループ

■ Sun QFSメタデータサーバーのリソースを含むリソースグループ
■ スケーラブルデバイスグループリソースのリソースグループ
■ RACフレームワークリソースグループ
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注意 –この作業は、複数のOracle RACデータベースが実行されているクラスタの選択
したノードから 1つのOracle RACデータベースを削除する場合にも実行します。そ
の場合は、残りのOracle RACデータベースが依存しているリソースを含むリソース
グループからノードを削除しないでください。たとえば、複数のデータベース
ファイルシステムが単一のデバイスグループに依存するように構成している場合が
あります。その場合は、スケーラブルデバイスグループのリソースを含むリソース
グループからノードを削除しないでください。同様に、複数のデータベースがRAC
フレームワークリソースグループに依存している場合は、そのリソースグループか
らノードを削除しないでください。

スーパーユーザーになります。

(Oracle 9i、10g release 2、または 11gのみ)削除する各Oracle RACデータベースのリ
ソースグループからノードを削除します。

Oracle 10g release 1を使用している場合は、この手順を省略します。Oracle 10g release
1の場合は、Oracle RACデータベースのリソースグループが構成されません。

削除するOracle RACデータベースごとに、次の手順を実行します。

a. Oracle RAC用サポートを削除するノード上のOracle RACデータベースのリソースグ
ループをオフラインにします。
# clresourcegroup offline -n nodelist rac-db-rg

-n nodelist
リソースグループをオフラインにするクラスタノードのコンマ区切りリストを
指定します。

rac-db-rg
オフラインにするリソースグループの名前を指定します。

b. Oracle RACデータベースのリソースグループのノードリストからノードを削除し
ます。
# clresourcegroup remove-node -n nodelist rac-db-rg

-n nodelist
リソースグループから削除するクラスタノードのコンマ区切りリストを指定し
ます。

rac-db-rg
ノードを削除するリソースグループの名前を指定します。
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(Oracle 9iのみ)削除する各Oracle RACデータベースで使用されている論理ホスト名リ
ソースのすべてのリソースグループから、ノードを削除します。

Oracle 10g release 1、Oracle 10g release 2、または 11gを使用している場合は、この手順
を省略します。Oracle 10g release 1、10g release 2、および 11gの場合は、論理ホスト名
リソースのリソースグループが構成されません。

ノードを削除するリソースグループごとに、次の手順を実行します。

a. Oracle RAC用サポートを削除しないノードにリソースグループを切り替えます。
# clresourcegroup switch -n node-to-stay lh-rg

node-to-stay リソースグループの切り替え先となるノードを指定します。この
ノードは、Oracle RAC用サポートを削除しないノードでなければ
なりません。

lh-rg 別のノードに切り替えるリソースグループの名前を指定します。

b. リソースグループのノードリストからノードを削除します。
# clresourcegroup remove-node -n nodelist lh-rg

-n nodelist
リソースグループから削除するクラスタノードのコンマ区切りリストを指定し
ます。

lh-rg
ノードを削除するリソースグループの名前を指定します。

(Oracle 9iのみ)手順 3でリソースグループから主ノードを削除した論理ホスト名リ
ソースの各リソースグループを削除します。

これらのリソースグループは、サービスを提供していたOracle RACデータベースイ
ンスタンスが削除されたために不要となりました。

手順 3で二次ノードのみを削除したリソースグループは、削除しないでください。

削除するリソースグループごとに、次のコマンドを入力します。

# clresourcegroup remove -F lh-rg-rm-prim

lh-rg-rm-prim 削除するリソースグループの名前を指定します。

(Oracle 10g release 2または 11gのみ)削除する各ノードを、Oracleデータベースの
Oracle Clusterwareリソースが実行されているノードのリストから削除します。
Oracle 9iまたはOracle 10g release 1を使用している場合は、この手順を省略します。
Oracle 9iおよびOracle 10g release 1の場合は、Oracle Solaris Clusterリソースを表す
Oracle Clusterwareリソースが構成されません。
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注 –この手順では、Oracle 10g release 2または 11gでのOracleコマンドの構文を示して
います。使用しているOracleのバージョンが 10g release 2または 11g以外である場合
は、使用するバージョンのOracleドキュメントで正しいコマンド構文を確認してく
ださい。

# crs-home/bin/crs_register ora.dbname.sid.inst \

-update -r "ora.node-name.vip"

crs-home Oracle Clusterwareのホームディレクトリを指定します。このディレク
トリには、Oracle Clusterwareのバイナリファイルと構成ファイルが含
まれています。

dbname Oracle Clusterwareリソースが表すデータベースインスタンスのデータ
ベース名を指定します。

sid Oracle Clusterwareリソースが表すデータベースインスタンスのOracle
SIDを指定します。

node-name Oracle Clusterwareリソースが実行されるノードのホスト名を指定しま
す。

(Oracle 10g release 2または 11gのみ)削除する各ノードから、ノードを削除するリ
ソースグループのOracle Solaris Clusterリソースを表す各Oracle Clusterwareリソースを
削除します。

Oracle Clusterwareリソースは、Oracleコンポーネントが依存しているスケーラブルな
デバイスグループおよびスケーラブルなファイルシステムマウントポイントの
Oracle Solaris Clusterリソースごとに構成されています。

Oracle 9iまたはOracle 10g release 1を使用している場合は、この手順を省略します。
Oracle 9iおよびOracle 10g release 1の場合は、Oracle Solaris Clusterリソースを表す
Oracle Clusterwareリソースが構成されません。

注 –この手順では、Oracle 10g release 2または 11gでのOracleコマンドの構文を示して
います。使用しているOracleのバージョンが 10g release 2または 11g以外である場合
は、使用するバージョンのOracleドキュメントで正しいコマンド構文を確認してく
ださい。

削除するOracle Clusterwareリソースごとに、そのリソースを削除する各ノードで次
の手順を実行します。

a. 削除するOracle Clusterwareリソースを停止します。
# crs-home/bin/crs_stop sun.node-name.sc-rs
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crs-home Oracle Clusterwareのホームディレクトリを指定します。このディレ
クトリには、Oracle Clusterwareのバイナリファイルと構成ファイル
が含まれています。

node-name Oracle Clusterwareリソースが実行されるノードのホスト名を指定し
ます。

sc-rs Oracle Clusterwareリソースが表すOracle Solaris Clusterリソースの名
前を指定します。

b. 削除するOracle Clusterwareリソースを登録解除します。
# crs-home/bin/crs_unregister sun.node-name.sc-rs

crs-home Oracle Clusterwareのホームディレクトリを指定します。このディレ
クトリには、Oracle Clusterwareのバイナリファイルと構成ファイル
が含まれています。

node-name Oracle Clusterwareリソースが実行されるノードのホスト名を指定し
ます。

sc-rs Oracle Clusterwareリソースが表すOracle Solaris Clusterリソースの名
前を指定します。

c. 削除するOracle Clusterwareリソースのプロファイルを削除します。
# crs-home/bin/crs_profile -delete sun.node-name.sc-rs \

-dir /var/cluster/ucmm/profile

crs-home Oracle Clusterwareのホームディレクトリを指定します。このディレ
クトリには、Oracle Clusterwareのバイナリファイルと構成ファイル
が含まれています。

node-name Oracle Clusterwareリソースが実行されるノードのホスト名を指定し
ます。

sc-rs Oracle Clusterwareリソースが表すOracle Solaris Clusterリソースの名
前を指定します。

Oracleユーティリティーを使用して、Oracle RAC用サポートを削除する各ノードから
次の項目を削除します。

■ Oracle RACデータベース
■ Oracle Clusterware

Sun QFSメタデータサーバーのリソースを含む任意のリソースグループを、Oracle RAC
用サポートを削除しないノードに切り替えます。

Sun QFSメタデータサーバーのリソースを含むリソースグループが構成されていない
場合は、この手順を省略します。
# clresourcegroup switch -n node-to-stay qfs-mds-rg
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node-to-stay リソースグループの切り替え先となるノードを指定します。この
ノードは、Oracle RAC用サポートを削除しないノードでなければな
りません。

qfs-mds-rg 別のノードに切り替えるリソースグループの名前を指定します。

スケーラブルなファイルシステムのマウントポイントリソースを含む任意のリ
ソースグループからノードを削除します。

スケーラブルなファイルシステムのマウントポイントリソースを含むリソースグ
ループが構成されていない場合は、この手順を省略します。

ノードを削除するリソースグループごとに、次の手順を実行します。

a. Oracle RAC用サポートを削除するノード上のリソースグループをオフラインにし
ます。
# clresourcegroup offline -n nodelist scal-mp-rg

-n nodelist
リソースグループをオフラインにするクラスタノードのコンマ区切りリストを
指定します。

scal-mp-rg
オフラインにするリソースグループの名前を指定します。

b. リソースグループのノードリストからノードを削除します。
# clresourcegroup remove-node -n nodelist scal-mp-rg

-n nodelist
リソースグループから削除するクラスタノードのコンマ区切りリストを指定し
ます。

scal-mp-rg
ノードを削除するリソースグループの名前を指定します。

Sun QFSメタデータサーバーのリソースを含む任意のリソースグループのノードリス
トから、ノードを削除します。

Sun QFSメタデータサーバーのリソースを含むリソースグループが構成されていない
場合は、この手順を省略します。

変更するリソースグループは、手順 8で別のノードに切り替えたリソースグループ
です。

# clresourcegroup remove-node -n nodelist qfs-mds-rg

-n nodelist
リソースグループから削除するクラスタノードのコンマ区切りリストを指定しま
す。

9
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qfs-mds-rg
ノードを削除するリソースグループの名前を指定します。

Sun QFS共有ファイルシステムの構成をノードから削除します。

この作業の実行手順については、「Sun Clusterによる SAM-QFSの使用」を参照して
ください。

スケーラブルデバイスグループリソースを含む任意のリソースグループからノード
を削除します。

スケーラブルデバイスグループリソースを含むリソースグループが構成されていな
い場合は、この手順を省略します。

ノードを削除するリソースグループごとに、次の手順を実行します。

a. Oracle RAC用サポートを削除するノード上のリソースグループをオフラインにし
ます。
# clresourcegroup offline -n nodelist scal-dg-rg

-n nodelist
リソースグループをオフラインにするクラスタノードのコンマ区切りリストを
指定します。

scal-dg-rg
オフラインにするリソースグループの名前を指定します。

b. リソースグループのノードリストからノードを削除します。
# clresourcegroup remove-node -n nodelist scal-dg-rg

-n nodelist
リソースグループから削除するクラスタノードのコンマ区切りリストを指定し
ます。

scal-dg-rg
ノードを削除するリソースグループの名前を指定します。

手順 12でリソースグループからノードを削除したことによって影響を受けたス
ケーラブルデバイスグループからノードを削除します。

この手順の実行方法は、スケーラブルデバイスグループのタイプによって異なりま
す。

■ Solaris Volume Manager for Sun Cluster複数所有者ディスクセットの場合は、ディス
クセットごとに次のコマンドを入力します。
# metaset -s scal-dg-ms -d -h nodelist

-s scal-dg-ms ノードを削除するディスクセットの名前を指定します。

11
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-h nodelist ディスクセットから削除するノードのスペース区切りリストを指
定します。

■ VxVM共有ディスクグループの場合は、Veritasコマンドを使用して各VxVM共有
ディスクグループからノードを削除します。

詳細は、VxVMのドキュメントを参照してください。

注 –複数のOracle RACデータベースが実行されているクラスタの選択したノードから
1つのOracle RACデータベースを削除する場合は、この手順の残りの作業を省略し
ます。

RACフレームワークリソースグループからノードを削除します。

a. Oracle RAC用サポートを削除するノード上のリソースグループをオフラインにし
ます。
# clresourcegroup offline -n nodelist rac-fmwk-rg

-n nodelist
リソースグループをオフラインにするクラスタノードのコンマ区切りリストを
指定します。

rac-fmwk-rg
オフラインにするリソースグループの名前を指定します。

b. リソースグループのノードリストからノードを削除します。
# clresourcegroup remove-node -n nodelist rac-fmwk-rg

-n nodelist
リソースグループから削除するクラスタノードのコンマ区切りリストを指定し
ます。

rac-fmwk-rg
ノードを削除するリソースグループの名前を指定します。

複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループが使用され
ている場合は、そのグループからノードを削除します。

a. Oracle RAC用サポートを削除するノード上のリソースグループをオフラインにし
ます。
# clresourcegroup offline -n nodelist vucmm-fmwk-rg

-n nodelist
リソースグループをオフラインにするクラスタノードのコンマ区切りリストを
指定します。
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vucmm-fmwk-rg
オフラインにするリソースグループの名前を指定します。

b. リソースグループのノードリストからノードを削除します。
# clresourcegroup remove-node -n nodelist vucmm-fmwk-rg

-n nodelist
リソースグループから削除するクラスタノードのコンマ区切りリストを指定し
ます。

vucmm-fmwk-rg
ノードを削除するリソースグループの名前を指定します。

(省略可能)削除した各ノードから、Oracle RAC用サポートソフトウェアパッケージを
アンインストールします。
このためには、uninstallerプログラムを使用します。詳細については、『Sun Java
Enterprise System 5 Update 1 Installation Guide for UNIX』の第 8章「Uninstalling」を参
照してください。

Oracle RAC用サポートを削除した各ノードを再起動します。

選択したノードからのOracle RAC用サポートの削除

この例では、4ノードクラスタのノード pclus3と pclus4からOracle RAC用サポート
を削除するために必要な一連の操作を示します。

この例でのOracle RAC用サポートの構成は次のとおりです。
■ Oracle RACのバージョンは 10g Release 2です。
■ Solaris Volume Manager for Sun Cluster上の Sun QFS共有ファイルシステムを使用し
てOracleファイルが格納されています。

■ Oracleファイルに使用されるファイルシステムのマウントポイントは次のとおり
です。
■ Oracleデータベースファイル:/db_qfs/OraData
■ Oracleバイナリファイルおよび関連ファイル:/db_qfs/OraHome

■ oradgディスクセットは、Oracle RACデータベースだけで使用されます。
■ Oracle RACデータベースの名前は swbです。
■ Sun QFS共有ファイルシステムでは、oradgという名前の Solaris Volume Manager

for Sun Cluster複数所有者ディスクセットが使用されます。このディスクセットの
作成方法を、例 3–1に示しています。

■ この構成では、複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグ
ループが使用されます。

この例のリソースグループの構成を次の表に示します。

16
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リソースグループ 目的

vucmm-framework-rg 複数所有者ボリュームマネージャーのリソースグループ。

rac-framework-rg RACフレームワークリソースグループ。

scaldg-rg スケーラブルなデバイスグループリソースのリソースグ
ループ。

qfsmds-rg Sun QFSメタデータサーバーリソースのリソースグループ。

scalmnt-rg ファイルシステムマウントポイントリソースのリソースグ
ループ。

rac_server_proxy-rg Oracle RACデータベースのリソースグループ。

この構成に必要なリソースグループについては、図A–2を参照してください。

1. Oracle RACデータベースのリソースグループからノード pclus3と pclus4を削除
するために、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup offline -n pclus3,pclus4 rac_server_proxy-rg

# clresourcegroup remove-node -n pclus3,pclus4 rac_server_proxy-rg

2. Oracle RACデータベースのOracle Clusterwareリソースのノードリストからノード
pclus3と pclus4を削除するために、次のコマンドを実行します。

# /db_qfs/OraHome/crs/bin/crs_register ora.swb.swb3.inst \

-update -r "ora.pclus3.vip"

# /db_qfs/OraHome/crs/bin/crs_register ora.swb.swb4.inst \

-update -r "ora.pclus4.vip"

3. ノード pclus3と pclus4からOracle Solaris Clusterリソースを表すOracle Clusterware
リソースを削除するために、次のコマンドを実行します。

Removal of resource for Oracle database files from node plcus3
# /db_qfs/OraHome/crs/bin/crs_stop sun.pclus3.scaloramnt-OraData-rs

# /db_qfs/OraHome/crs/bin/crs_unregister sun.pclus3.scaloramnt-OraData-rs

# /db_qfs/OraHome/crs/bin/crs_profile -delete sun.pclus3.scaloramnt-OraData-rs \

-dir /var/cluster/ucmm/profile

Removal of resource for Oracle binary files from node plcus3
# /db_qfs/OraHome/crs/bin/crs_stop sun.pclus3.scaloramnt-OraHome-rs

# /db_qfs/OraHome/crs/bin/crs_unregister sun.pclus3.scaloramnt-OraHome-rs

# /db_qfs/OraHome/crs/bin/crs_profile -delete sun.pclus3.scaloramnt-OraHome-rs \

-dir /var/cluster/ucmm/profile

Removal of resource for Oracle database files from node plcus4
# /db_qfs/OraHome/crs/bin/crs_stop sun.pclus4.scaloramnt-OraData-rs

# /db_qfs/OraHome/crs/bin/crs_unregister sun.pclus4.scaloramnt-OraData-rs

# /db_qfs/OraHome/crs/bin/crs_profile -delete sun.pclus4.scaloramnt-OraData-rs \

-dir /var/cluster/ucmm/profile
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Removal of resource for Oracle binary files from node plcus4
# /db_qfs/OraHome/crs/bin/crs_stop sun.pclus4.scaloramnt-OraHome-rs

# /db_qfs/OraHome/crs/bin/crs_unregister sun.pclus4.scaloramnt-OraHome-rs

# /db_qfs/OraHome/crs/bin/crs_profile -delete sun.pclus4.scaloramnt-OraHome-rs \

-dir /var/cluster/ucmm/profile

上記のコマンドによって、次のOracle Solaris Clusterリソースを表すOracle
Clusterwareリソースが削除されます。
■ scaloramnt-OraData-rs –データベースファイルのファイルシステムのマウント
ポイントを表す、タイプ SUNW.ScalMountPointのリソース

■ scaloramnt-OraHome-rs –バイナリファイルおよび関連ファイルのファイルシス
テムのマウントポイントを表す、タイプ SUNW.ScalMountPointのリソース

ノード pclus3と pclus4からリソースを削除したあとに、Oracleユーティリ
ティーを使用してこれらのノードから次の項目を削除します。
■ Oracle RACデータベース
■ Oracle RACソフトウェア
■ Oracle Clusterwareソフトウェア

これらの項目の削除については、この例では説明しません。

4. Sun QFSメタデータサーバーのリソースを含むリソースグループをノード pclus1

に切り替えるために、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup switch -n pclus1 qfsmds-rg

5. スケーラブルなファイルシステムのマウントポイントリソースを含むリソースグ
ループからノード pclus3と pclus4を削除するために、次のコマンドを実行しま
す。

# clresourcegroup offline -n pclus3,pclus4 scalmnt-rg

# clresourcegroup remove-node -n pclus3,pclus4 scalmnt-rg

6. Sun QFSメタデータサーバーのリソースを含むリソースグループのノードリスト
からノード pclus3と pclus4を削除するために、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup remove-node -n pclus3,pclus4 qfsmds-rg

ノードリストからノード pclus3と pclus4を削除したあとに、これらのノードか
ら Sun QFS共有ファイルシステムの構成を削除します。この操作については、こ
の例では説明しません。

7. スケーラブルなデバイスグループリソースを含むリソースグループからノード
pclus3と pclus4を削除するために、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup offline -n pclus3,pclus4 scaldg-rg

# clresourcegroup remove-node -n pclus3,pclus4 scaldg-rg

8. Solaris Volume Manager for Sun Cluster複数所有者ディスクセット oradgからノード
pclus3と pclus4を削除するために、次のコマンドを実行します。

# metaset -s oradg -d -h pclus3 pclus4
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9. RACフレームワークリソースグループからノード pclus3と pclus4を削除するた
めに、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup offline -n pclus3,pclus4 rac-framework-rg

# clresourcegroup remove-node -n pclus3,pclus4 rac-framework-rg

10.複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループから
ノード pclus3と pclus4を削除するために、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup offline -n pclus3,pclus4 vucmm-framework-rg

# clresourcegroup remove-node -n pclus3,pclus4 vucmm-framework-rg

フレームワークリソースグループからノード pclus3と pclus4を削除したあとに、こ
れらのノードからOracle RAC用サポートソフトウェアパッケージを削除することが
できます。

削除が完了したあとのリソースグループおよびリソースの状態は、次のとおりで
す。

# clresourcegroup status

=== Cluster Resource Groups ===

Group Name Node Name Suspended Status

---------- --------- --------- ------

rac-framework-rg pclus1 No Online

pclus2 No Online

vucmm-framework-rg pclus1 No Online

pclus2 No Online

scaldg-rg pclus1 No Online

pclus2 No Online

qfsmds-rg pclus1 No Online

pclus2 No Offline

scalmnt-rg pclus1 No Online

pclus2 No Online

rac_server_proxy-rg pclus1 No Online

pclus2 No Online

# clresource status

=== Cluster Resources ===

Resource Name Node Name State Status Message

------------- --------- ----- --------------

rac-framework-rs pclus1 Online Online

pclus2 Online Online

rac-udlm-rs pclus1 Online Online

pclus2 Online Online

crs_framework-rs pclus1 Online Online

pclus2 Online Online

Oracle RAC用サポートの削除

第 7章 • Oracle RAC用サポートの既存の構成の変更 227



vucmm-svm-rs pclus1 Online Online

pclus2 Online Online

scaloradg-rs pclus1 Online Online - Diskgroup online

pclus2 Online Online - Diskgroup online

qfs-mds-rs pclus1 Online Online - Service is online.

pclus2 Offline Offline

scaloramnt-OraData-rs pclus1 Online Online

pclus2 Online Online

scaloramnt-OraHome-rs pclus1 Online Online

pclus2 Online Online

rac_server_proxy-rs pclus1 Online Online - Oracle instance UP

pclus2 Online Online - Oracle instance UP

Oracle RAC用サポートの削除

Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle Real Application Clustersガイド • 2010年 9月、バージョン
A

228



Oracle RAC用サポートのアップグレード

この章では、Oracle Real Application Clusters用Oracle Solaris Clusterサポート (Oracle
RAC用サポート)の構成をアップグレードする方法について説明します。

Oracle Solaris Clusterコアソフトウェアをアップグレードする場合、Oracle RAC用サ
ポートソフトウェアもアップグレードする必要があります。詳細は、『Oracle
Solaris Cluster Upgrade Guide』を参照してください。

Oracle RAC用サポートの既存の構成には、Oracle RACフレームワークリソースグ
ループが含まれていない可能性があります。この場合、Oracle Solaris Clusterソフト
ウェアをアップグレードしたあとに、Oracle RACフレームワークリソースグループ
を登録および構成する必要があります。これを行わないと、Oracle RACをOracle
Solaris Clusterソフトウェアで実行することはできません。詳細は、69ページ
の「RACフレームワークリソースグループの登録と構成」を参照してください。

既存の構成をアップグレードする方法については、次の副節で説明します。

■ 230ページの「Oracle RAC用サポートのリソースのアップグレード」
■ 234ページの「Oracleファイル用ストレージリソースの追加」
■ 235ページの「Oracle 10g Release 2または 11g Oracle Clusterwareとの相互運用のため
のリソースの追加」

■ 235ページの「Oracle 9i RACデータベースインスタンス用のOracle Solaris Cluster
3.3リソースタイプへのアップグレード」

注 – SUNW.oracle_rac_serverリソースタイプと SUNW.oracle_listenerリソースタイプ
は、Oracle Solaris Cluster 3.3ソフトウェアで変更されていません。Oracle 9i RAC
データベースインスタンスに SUNW.oracle_rac_serverリソースタイプと
SUNW.oracle_listenerリソースタイプを引き続き使用する場合、これらのリソースを
アップグレードする必要はありません。
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Oracle RAC用サポートのリソースのアップグレード
Oracle Solaris Cluster 3.3 Oracle RAC用サポートのリソースのリソースタイプへの変更
を次の表にまとめます。

表 8–1 Oracle RAC用サポートリソースタイプへの変更

リソース型 変更

SUNW.scalable_rac_server_proxyclient_retry_interval拡張プロパティーの範囲が 1 – 3600に拡大さ
れました。

monitor_probe_interval拡張プロパティーの範囲が 1 – 3600に拡大さ
れ、デフォルトが 300に変更されました。

proxy_probe_timeout拡張プロパティーの範囲が 5 – 3600に拡大さ
れ、デフォルトが 120に変更されました。

SUNW.crs_framework 新しいメソッドにより、Oracle RAC用サポートでOracle Clusterware
の起動と停止を制御し、Oracle Clusterwareの自動起動を無効にでき
るようになりました。

Oracle RAC用サポートの旧バージョンからアップグレードする場合は、これらのリ
ソースタイプをアップグレードします。

リソースタイプをアップグレードする方法に関する一般的な注意点について
は、『Oracle Solaris Cluster Data Services Planning and Administration
Guide』の「Upgrading a Resource Type」を参照してください。

次の副節では、RACフレームワークリソースタイプのアップグレードを完了するた
めに必要な情報を示します。

■ 230ページの「Oracle RAC用サポートリソースタイプの新しいバージョンを登録
するための情報」

■ 232ページの「reservation_timeout拡張プロパティーのデフォルト以外の値を維
持する」

■ 234ページの「SUNW.rac_hwraidタイプのリソースを削除する」

Oracle RAC用サポートリソースタイプの新しい
バージョンを登録するための情報
次の表に、Oracle RAC用サポートの各リソースタイプと、そのリソースタイプ登録
(RTR)ファイル名を示します。
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表 8–2 Oracle RAC用サポートリソースタイプ

リソース型 のRTRファイル

(Oracle 10gおよび 11g Release 1のみ)
SUNW.asm_diskgroup

/opt/cluster/lib/rgm/rtreg/SUNW.asm_diskgroup

SUNW.crs_framework /usr/cluster/lib/rgm/rtreg/SUNW.crs_framework

SUNW.qfs
1

/usr/cluster/lib/rgm/rtreg/SUNW.qfs

SPARC:SUNW.rac_cvm2
/usr/cluster/lib/rgm/rtreg/SUNW.rac_cvm

SUNW.crs_framework /usr/cluster/lib/rgm/rtreg/SUNW.rac_framework

SUNW.rac_svm
2

/usr/cluster/lib/rgm/rtreg/SUNW.rac_svm

SPARC:SUNW.rac_udlm /usr/cluster/lib/rgm/rtreg/SUNW.rac_udlm

(Oracle 11g release 2のみ)
SUNW.scalable_asm_diskgroup_proxy

/opt/cluster/lib/rgm/rtreg/SUNW.scalable_asm_diskgroup_proxy

SUNW.scalable_asm_instance /opt/cluster/lib/rgm/rtreg/SUNW.scalable_asm_instance

SUNW.scalable_asm_instance_proxy /opt/cluster/lib/rgm/rtreg/SUNW.scalable_asm_instance_proxy

SUNW.scalable_rac_listener /opt/cluster/lib/rgm/rtreg/SUNW.scalable_rac_listener

SUNW.scalable_rac_server /opt/cluster/lib/rgm/rtreg/SUNW.scalable_rac_server

SUNW.scalable_rac_server_proxy /opt/cluster/lib/rgm/rtreg/SUNW.scalable_rac_server_proxy

SUNW.ScalDeviceGroup /opt/cluster/lib/rgm/rtreg/SUNW.ScalDeviceGroup

SUNW.ScalMountPoint /opt/cluster/lib/rgm/rtreg/SUNW.ScalMountPoint

SPARC:SUNW.vucmm_cvm /usr/cluster/lib/rgm/rtreg/SUNW.vucmm_cvm

SUNW.vucmm_framework /usr/cluster/lib/rgm/rtreg/SUNW.vucmm_framework

SUNW.vucmm_svm /usr/cluster/lib/rgm/rtreg/SUNW.vucmm_svm

SUNW.wait_zc_boot /usr/cluster/lib/rgm/rtreg/SUNW.wait_zc_boot

1 Sun QFS製品で提供されます
2 非推奨。代わりに、SUNW.vucmm_frameworkリソースグループ内の SUNW.vucmm_cvmを使用します。 201ページの「RACフレームワークリソースグ
ループから複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループへのボリュームマネージャーリソースの移行」を参照してく
ださい。

現在登録されているリソースタイプのバージョンを調べるには、次のコマンドを使
用します。

# clresourcetype show resource-type

resource-type バージョンを調べるリソースタイプを指定します。
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登録されているかどうかに関係なく、最後にインストールされたリソースタイプの
バージョンを調べるには、次のコマンドを使用します。

# grep -i RT_VERSION /path/RTRfilename

最後にインストールされたリソースタイプのバージョンが登録されている
バージョンよりも新しい場合、すべての機能を利用するために新しいバージョンに
移行します。

注 –大域ゾーンで、Oracle Solaris Cluster Managerまたは clsetupの Resource Groupオ
プションにより、アップグレード可能なリソースタイプバージョンが特定されま
す。

▼ reservation_timeout拡張プロパティーのデ
フォルト以外の値を維持する
reservation_timeout拡張プロパティーは、Oracle RAC用サポートの再構成の予約手
順についてのタイムアウト値を秒単位で指定します。

Sun Cluster Release 3.1では、reservation_timeoutは次のリソースタイプの拡張プロパ
ティーでした。

■ SPARC:SUNW.rac_cvm
■ SUNW.rac_hwraid

■ SUNW.rac_svm

Sun Cluster Release 3.2から、reservation_timeoutは SUNW.rac_frameworkリソースタイ
プおよび SUNW.vucmm_frameworkリソースタイプのみの拡張プロパティーとなりま
す。このプロパティーは、SUNW.rac_cvmリソースタイプおよび SUNW.rac_svmリ
ソースタイプから削除されています。 Sun Cluster Release 3.2から、SUNW.rac_hwraid

リソースタイプは削除されます。

SUNW.rac_hwraidタイプ、SUNW.rac_cvmタイプ、または SUNW.rac_svmタイプの既存の
リソースに対して、reservation_timeout拡張プロパティーのデフォルト以外の値が
設定されている可能性があります。Oracle Solaris Cluster Release 3.3へのアップグ
レード後にこの値が必要な場合は、この作業を実行して値を維持します。

reservation_timeout拡張プロパティーが設定されたリソースを移行または削除する
前に、このプロパティーの値を取得します。
# clresource show -p reservation_timeout -t resource-type

resource-type reservation_timeout拡張プロパティーが設定されたリソースのリ
ソースタイプ (SUNW.rac_cvm、SUNW.rac_hwraid、または

1
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SUNW.rac_svm)を指定します。

SUNW.rac_frameworkリソースタイプの既存のインスタンスを移行するとき
は、reservation_timeout拡張プロパティーを、手順 1で取得した値に設定します。
# clresource set -p type_version=version \

-p reservation_timeout=timeout rac-framework-rs

version
インスタンスを移行する SUNW.rac_frameworkのバージョンの type_versionプロパ
ティーの値を指定します。

timeout
reservation_timeout拡張プロパティーに設定する値を指定します。この値は、手
順 1で取得した値です。

rac-framework-rs
クラスタ上の SUNW.rac_frameworkタイプのリソースの名前を指定します。 Sun
Cluster Release 3.1の scsetupユーティリティーを使用してRACフレームワークリ
ソースグループを作成した場合、このリソースは rac_frameworkという名前に
なっています。

reservation_timeout拡張プロパティーのデフォルト以外の値の維持

この例では、SUNW.rac_svmタイプのリソースに対して設定された
reservation_timeout拡張プロパティーのデフォルト以外の値を維持するためのコマ
ンドを示します。

SUNW.rac_svmタイプのリソースを移行する前に、次のコマンドを実行して
reservation_timeout拡張プロパティーの値を取得します。

# clresource show -p reservation_timeout -t SUNW.rac_svm

=== Resources ===

Resource: rac-svm-rs

--- Standard and extension properties ---

Reservation_timeout: 350

Class: extension

Description: Timeout (in seconds) for the

reservation step of Oracle Solaris Cluster framework for RAC

Per-node: False

Type: int

SUNW.rac_frameworkタイプのリソースの移行中に、次のコマンドを実行してプロパ
ティーを次のように設定します。

■ type_versionプロパティーをNに設定します。
■ reservation_timeout拡張プロパティーを 350秒に設定します。

2

例8–1
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# clresource set -p type_version=N \

-p reservation_timeout=350 rac_framework

次のドキュメントも参照してください。
■ 230ページの「Oracle RAC用サポートリソースタイプの新しいバージョンを登録
するための情報」

■ clresource(1CL)のマニュアルページ

▼ SUNW.rac_hwraidタイプのリソースを削除する
Sun Cluster Release 3.2の時点で、SUNW.rac_hwraidリソースタイプは旧式であり、この
リリースでは提供されません。Oracle Solaris Cluster 3.3へのアップグレード後は、
SUNW.rac_hwraidタイプのリソースは不要です。この旧タイプのリソースがクラスタ
で構成されている場合は、そのリソースを削除します。

スーパーユーザーになるか、RBAC承認 solaris.cluster.modifyを提供する役割にな
ります。

SUNW.rac_hwraidのインスタンスがある場合は、これを削除します。
# clresource delete -F -t SUNW.rac_hwraid +

注 – SUNW.rac_hwraidタイプのリソースがクラスタで構成されていない場合、この影
響に対するメッセージが表示されます。このメッセージを無視します。

Oracleファイル用ストレージリソースの追加
Oracle Solaris Cluster 3.3ソフトウェアには、グローバルデバイスグループおよび
ファイルシステムのための障害モニタリング機能および自動障害回復機能を提供す
るリソースタイプが含まれています。

Oracleファイル用にグローバルデバイスグループまたは共有ファイルシステムを使
用している場合は、Oracleソフトウェアが依存するストレージの可用性を管理する
ストレージリソースを追加します。

Oracleファイル用ストレージリソースを追加する前に、RACフレームワークリ
ソースグループ内のリソースがアップグレードされていることを確認します。詳細
は、230ページの「Oracle RAC用サポートのリソースのアップグレード」を参照して
ください。

Oracleファイル用ストレージリソースを追加する手順の詳細は、88ページの「Oracle
ファイル用ストレージリソースの登録と構成」を参照してください。

参照
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これらの手順は、記憶管理スキーマの既存の構成にストレージリソースを追加する
場合にのみ実行します。追加の記憶管理スキーマのサポートによってOracle RAC用
サポートの既存の構成を拡張する場合は、次の節を参照してください。

■ 第 2章「Oracleファイル用ストレージの構成」
■ 198ページの「ボリュームマネージャーリソースをフレームワークリソースグ
ループに追加する」

Oracle 10g Release 2または11g Oracle Clusterwareとの相互
運用のためのリソースの追加

Oracle Solaris Cluster 3.3ソフトウェアには、Oracle Solaris Clusterソフトウェアおよび
Oracle 10g Release 2または 11g Oracle Clusterwareの相互運用を可能にするリソースタ
イプが含まれています。これらのリソースタイプにより、Oracle RACデータベース
インスタンスをOracle Solaris Clusterから管理することも可能になります。

注 – Oracle Solaris Clusterリソースタイプを使用して、Oracle Clusterware Version 10g
Release 1との相互運用を行うことはできません。代わりに、Version 10g Release 1
Oracle Clusterwareコマンドを使用して、Oracle RACデータベースインスタンスの起
動と停止を行います。

Oracle Clusterware Version 10g Release 2または 11gとの相互運用のためのリソースを追
加する前に、次の節の作業が実行されていることを確認します。

■ 230ページの「Oracle RAC用サポートのリソースのアップグレード」
■ 234ページの「Oracleファイル用ストレージリソースの追加」

Oracle Clusterware Version 10g Release 2または 11g Oracle Clusterwareとの相互運用のた
めのリソースを追加する手順の詳細は、116ページの「Oracle RACデータベースイン
スタンスのリソースの構成」を参照してください。

Oracle 9i RACデータベースインスタンス用のOracle Solaris
Cluster 3.3リソースタイプへのアップグレード

Sun Cluster 3.2リリースの時点で、Oracle 9i RACデータベースインスタンスの起動と
停止を自動化するフェイルオーバーリソースタイプは、マルチマスターリソースタ
イプと置き換えることができます。マルチマスターリソースにより、Oracle RAC用
サポートの管理が簡素化され、スケーラビリティが向上します。

Sun Cluster 3.1ソフトウェアから、Oracle 9i RACデータベースインスタンス用の
Oracle Solaris Cluster 3.3リソースタイプにアップグレードするには、次の節で説明す
る作業を実行します。
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1. 236ページの「Oracle RACデータベースコンポーネントのリソースグループをオ
フラインにしてコンポーネントを再起動する」

2. 237ページの「Oracle 9i RACデータベースインスタンス用にOracle Solaris Clusterリ
ソースの構成を変更する」

これらの作業は、一覧表示されている順番に従って実行します。

▼ Oracle RACデータベースコンポーネントのリ
ソースグループをオフラインにしてコンポーネン
トを再起動する
この作業では、Oracle RACデータベースコンポーネントのリソースグループをオフ
ラインにし、コンポーネントを再起動する作業を、各クラスタノードで個別に行い
ます。

この一連の操作により、Oracle RACデータベースコンポーネントはほかのクラスタ
ノードでオンラインのままとなり、ダウンタイムが回避されます。

この作業は、各クラスタノードで個別に実行します。

RACフレームワークリソースグループ内のリソースがアップグレードされているこ
とを確認します。詳細は、230ページの「Oracle RAC用サポートのリソースの
アップグレード」を参照してください。

クラスタノードでスーパーユーザーになります。

Oracleリスナーリソースを独立したリソースグループ内で構成した場合は、リソース
グループをノードからオフラインにします。
OracleリスナーリソースをOracle RACサーバーリソースと同じリソースグループ内
で構成した場合は、このステップを省略します。

オフラインにするリソースグループごとに、次のコマンドを入力します。
# clresourcegroup offline -n node rac-listener-rg

-n node リソースグループをオフラインにするノードを指定します。この
ノードは、この作業を実行しているノードです。

rac-listener-rg オフラインにするOracleリスナーリソースのリソースグループを指
定します。

リソースグループがオフラインになると、Oracleリスナーはノード上で停止しま
す。ほかのノード上のOracleリスナーは影響を受けません。

Oracle RACサーバーのリソースグループをノードからオフラインにします。
# clresourcegroup offline -n node rac-server-rg

始める前に

1

2
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-n node リソースグループをオフラインにするノードを指定します。この
ノードは、この作業を実行しているノードです。

rac-server-rg オフラインにするOracle RACサーバーリソースのリソースグループ
を指定します。

リソースグループがオフラインになると、Oracle RACサーバーはノード上で停止し
ます。ほかのノード上のOracle RACサーバーは影響を受けません。

OracleリスナーリソースをOracle RACサーバーリソースと同じリソースグループ内
で構成した場合は、リスナーもノード上で停止します。ほかのノード上のOracleリ
スナーは影響を受けません。

Oracleユーティリティーを使用して、Oracle RACサーバーとOracleリスナーをノード
上で再起動します。

237ページの「Oracle 9i RACデータベースインスタンス用にOracle Solaris Clusterリ
ソースの構成を変更する」に進みます。

▼ Oracle 9i RACデータベースインスタンス用に
Oracle Solaris Clusterリソースの構成を変更する
この作業は、1つのクラスタノードから実行します。

236ページの「Oracle RACデータベースコンポーネントのリソースグループをオフラ
インにしてコンポーネントを再起動する」で説明している作業が実行されているこ
とを確認します。

スーパーユーザーになるか、RBACの承認 solaris.cluster.adminおよび
solaris.cluster.modifyを提供する役割になります。

Oracleリスナーリソースを独立したリソースグループ内で構成した場合は、リソース
グループを削除します。

OracleリスナーリソースをOracle RACサーバーリソースと同じリソースグループ内
で構成した場合は、このステップを省略します。

削除するリソースグループごとに、次のコマンドを入力します。
# clresourcegroup delete -F rac-listener-rg

rac-listener-rg 削除するOracleリスナーリソースのリソースグループを指定しま
す。

4

次の手順

始める前に
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Oracle RACサーバーリソースを含むすべてのリソースグループを削除します。
削除するリソースグループごとに、次のコマンドを入力します。
# clresourcegroup delete -F rac-server-rg

rac-server-rg 削除するOracle RACサーバーリソースを含むリソースグループを指
定します。

Sun QFS共有ファイルシステムを使用している場合は、Sun QFSメタデータ
サーバーのリソースを含むすべてのリソースグループを削除します。

Sun QFS共有ファイルシステムを使用していない場合は、このステップを省略しま
す。

削除するリソースグループごとに、次のコマンドを入力します。
# clresourcegroup delete -F qfs-mds-rg

qfs-mds-rg 削除する Sun QFSメタデータサーバーのリソースを含むリソースグ
ループを指定します。

Oracleファイル用にグローバルデバイスグループまたは共有ファイルシステムを使用
している場合は、Oracleソフトウェアが依存するストレージの可用性を管理するスト
レージリソースを追加します。

Oracleファイル用にグローバルデバイスグループまたは共有ファイルシステムを使
用していない場合は、このステップを省略します。

この作業を実行する手順については、234ページの「Oracleファイル用ストレージリ
ソースの追加」を参照してください。

Oracle 9i RACデータベースインスタンス用の新しいリソースを構成します。
この作業を実行する手順については、116ページの「Oracle RACデータベースインス
タンスのリソースの構成」を参照してください。

3

4
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このデータサービスの構成例

Oracle 9iとOracle 10gまたは 11gのソフトウェアアーキテクチャーは異なります。こ
れらの違いにより、Oracle RAC用サポートのリソースおよびリソースグループの構
成は、使用しているOracleのバージョンに依存します。また、このデータサービス
がサポートするOracleのバージョンごとに、リソースおよびリソースグループの構
成は、Oracleファイル用に使用しているストレージ管理方式の組み合わせにも依存
します。

次の節では、グローバルクラスタとゾーンクラスタの両方について、SPARCプ
ラットフォームでのOracle 9iとOracle 10gまたは 11gのストレージ管理方式の典型的
な組み合わせ用のリソースおよびリソースグループの構成を示します。 x86プラット
フォームでは、Oracle UDLMリソースは不要です。

注 –次の図は、必要に応じて、複数所有者ボリュームマネージャーフレームワーク
SUNW.vucmm_frameworkの使用を反映しています。このフレームワークは、ボ
リュームマネージャーリソース (Oracle RAC構成で使用する場合)を格納するために
Sun Cluster 3.2 11/09リリースで導入されたものであり、RACフレームワークリソース
グループの使用に代わるものです。

RACフレームワーク SUNW.rac_frameworkでボリュームマネージャーリソースを構成
するOracle RAC構成は、このリリースで引き続きサポートされます。
SUNW.rac_frameworkを使用してボリュームマネージャーリソースを格納する方法
は、Oracle Solaris Clusterの将来のリリースで非推奨になる可能性があります。ボ
リュームマネージャーリソース用に SUNW.vucmm_frameworkではなく
SUNW.rac_frameworkを使用するすべての図については、257ページの「レガシー構
成」を参照してください。

■ 240ページの「グローバルクラスタでのOracle 10gまたは 11gの構成例」
■ 246ページの「グローバルクラスタでのOracle 9iの構成例」
■ 248ページの「ゾーンクラスタでのOracle 10gまたは 11gの構成例」
■ 255ページの「ゾーンクラスタでのOracle 9iの構成例」
■ 257ページの「レガシー構成」
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グローバルクラスタでのOracle 10gまたは11gの構成例

図 A–1 Solaris Volume Manager for Sun Clusterを使用したOracle 10gまたは 11gの構成
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図 A–2 Solaris Volume Manager for Sun Clusterおよび Sun QFS共有ファイルシステムを使用したOracle 10gまたは 11g
の構成
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図 A–3 Sun QFS共有ファイルシステムおよびハードウェアRAIDを使用したOracle 10gまたは 11gの構成
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図 A–4 グローバルクラスタでのOracle RAC用NASデバイスを使用したOracle 10gまたは 11gの構成
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注 – Oracle 11g Release 2のみ、クラスタ化されたASMディスクグループ内で
SUNW.asm_diskgroupリソースタイプではなく SUNW.scalable_asm_diskgroup_proxyリ
ソースタイプを使用します。

図 A–5 Oracle ASMおよび Solaris Volume Manager for Sun Clusterを使用したOracle 10gまたは 11gの構成
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注 – Oracle 11g Release 2のみ、クラスタ化されたASMディスクグループ内で
SUNW.asm_diskgroupリソースタイプではなく SUNW.scalable_asm_diskgroup_proxyリ
ソースタイプを使用します。

図 A–6 Oracle ASMおよびハードウェアRAIDを使用したOracle 10gまたは 11gの構成
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グローバルクラスタでのOracle 9iの構成例

図 A–7 Solaris Volume Manager for Sun Clusterを使用したOracle 9iの構成
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図 A–8 Solaris Volume Manager for Sun Clusterおよび Sun QFS共有ファイルシステムを使用したOracle 9iの構成
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ゾーンクラスタでのOracle 10gまたは11gの構成例

図 A–9 Sun QFS共有ファイルシステムおよびハードウェアRAIDを使用したOracle 9iの構成
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図 A–10 ゾーンクラスタでの Solaris Volume Manager for Sun Clusterを使用したOracle 10gまたは 11gの構成
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図 A–11 ゾーンクラスタでの Solaris Volume Manager for Sun Clusterおよび Sun QFS共有ファイルシステムを使用した
Oracle 10gまたは 11gの構成

RAC 

RAC 

UDLM

(SUNW.rac_udlm)(SUNW.rac_framework)

Clusterware 

(SUNW.crs_framework)

(SUNW.scalable_rac_server_proxy)

(SUNW.ScalMountPoint)

RAC 

(SUNW.ScalMountPoint)

Clusterware 

(SUNW.ScalMountPoint)

Clusterware 
 QFS 

(SUNW.qfs)

Clusterware 

(SUNW.ScalMountPoint)

 
QFS 

(SUNW.qfs)

Clusterware  
QFS 

(SUNW.qfs)

RAC  
QFS 

(SUNW.qfs)

(SUNW.ScalDeviceGroup)

Solaris Volume Manager
for Sun Cluster

(SUNW.vucmm_svm) (SUNW.vucmm_framework)

(SUNW.wait_zc_boot)

Clusterware 

(SUNW.ScalDeviceGroup)

RAC 

(SUNW.ScalDeviceGroup)

Clusterware 

(SUNW.ScalDeviceGroup)

ゾーンクラスタでのOracle 10gまたは 11gの構成例

Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle Real Application Clustersガイド • 2010年 9月、バージョン
A

250



図 A–12 ゾーンクラスタでの Sun QFS共有ファイルシステムおよびハードウェアRAIDを使用したOracle 10gまたは
11gの構成
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図 A–13 ゾーンクラスタでのOracle RAC用NASデバイスを使用したOracle 10gまたは 11gの構成
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注 – Oracle 11g Release 2のみ、クラスタ化されたASMディスクグループ内で
SUNW.asm_diskgroupリソースタイプではなく SUNW.scalable_asm_diskgroup_proxyリ
ソースタイプを使用します。

図 A–14 ゾーンクラスタでのOracle ASMおよび Solaris Volume Manager for Sun Clusterを使用したOracle 10gまたは
11gの構成
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注 – Oracle 11g Release 2のみ、クラスタ化されたASMディスクグループ内で
SUNW.asm_diskgroupリソースタイプではなく SUNW.scalable_asm_diskgroup_proxyリ
ソースタイプを使用します。

図 A–15 ゾーンクラスタでのOracle ASMおよびハードウェアRAIDを使用したOracle 10gまたは 11gの構成
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ゾーンクラスタでのOracle 9iの構成例

図 A–16 ゾーンクラスタでの Solaris Volume Manager for Sun Clusterを使用したOracle 9iの構成
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図 A–17 ゾーンクラスタでの Solaris Volume Manager for Sun Clusterおよび Sun QFS共有ファイルシステムを使用した
Oracle 9iの構成

RAC 

 N 

RAC 
(SUNW.rac_framework)

UDLM
(SUNW.rac_udlm)

(SUNW.scalable_rac_listener)
RAC 

(SUNW.scalable_rac_server)

 1 

(SUNW.ScalMountPoint)

RAC 

(SUNW.ScalMountPoint)

 
QFS 

(SUNW.qfs)

RAC  
QFS 

(SUNW.qfs)

(SUNW.ScalDeviceGroup)

RAC 

(SUNW.ScalDeviceGroup)

Solaris Volume Manager
for Sun Cluster

(SUNW.vucmm_svm) (SUNW.vucmm_framework)

(SUNW.wait_zc_boot)

ゾーンクラスタでのOracle 9iの構成例

Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle Real Application Clustersガイド • 2010年 9月、バージョン
A

256



レガシー構成
この節では、複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグ
ループ (SUNW.vucmm_framework)ではなく、RACフレームワークリソースグループ
(SUNW.rac_framework)を使用して複数所有者ボリュームマネージャーのリソースを格

図 A–18 ゾーンクラスタでの Sun QFS共有ファイルシステムおよびハードウェアRAIDを使用したOracle 9iの構成
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納する構成を示します。これらの構成は、このリリースでも引き続きサポートされ
ますが、Oracle Solaris Clusterの将来のリリースでは非推奨になる可能性がありま
す。

図 A–19 Solaris Volume Manager for Sun Clusterを使用したOracle 10gまたは 11gの構成 (レガシー)
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図 A–20 Solaris Volume Manager for Sun Clusterおよび Sun QFS共有ファイルシステムを使用したOracle 10gまたは 11g
の構成 (レガシー)
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図 A–21 Solaris Volume Manager for Sun Clusterを使用したOracle 9iの構成 (レガシー)
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図 A–22 Solaris Volume Manager for Sun Clusterおよび Sun QFS共有ファイルシステムを使用したOracle 9iの構成 (レ
ガシー)
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図 A–23 ゾーンクラスタでの Solaris Volume Manager for Sun Clusterを使用したOracle 10gまたは 11gの構成 (レガ
シー)
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図 A–24 ゾーンクラスタでの Solaris Volume Manager for Sun Clusterおよび Sun QFS共有ファイルシステムを使用した
Oracle 10gまたは 11gの構成 (レガシー)

RAC 

RAC 

UDLM

(SUNW.rac_udlm)(SUNW.rac_framework)

Clusterware 

(SUNW.crs_framework)

(SUNW.scalable_rac_server_proxy)

(SUNW.ScalMountPoint)

RAC 

(SUNW.ScalMountPoint)

Clusterware 

(SUNW.ScalMountPoint)

Clusterware 
 QFS 

(SUNW.qfs)

Clusterware 

(SUNW.ScalMountPoint)

 
QFS 

(SUNW.qfs)

Clusterware  
QFS 

(SUNW.qfs)

RAC  
QFS 

(SUNW.qfs)

(SUNW.ScalDeviceGroup)

Solaris Volume Manager
for Sun Cluster

(SUNW.rac_svm)

RAC 

(SUNW.rac_framework)

(SUNW.wait_zc_boot)

Clusterware 

(SUNW.ScalDeviceGroup)

RAC 

(SUNW.ScalDeviceGroup)

Clusterware 

(SUNW.ScalDeviceGroup)

レガシー構成

付録A • このデータサービスの構成例 263



図 A–25 ゾーンクラスタでの Solaris Volume Manager for Sun Clusterを使用したOracle 9iの構成 (レガシー)
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図 A–26 ゾーンクラスタでの Solaris Volume Manager for Sun Clusterおよび Sun QFS共有ファイルシステムを使用した
Oracle 9iの構成 (レガシー)
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DBMSエラーおよび記録された警告用の
事前設定アクション

データベース管理システム (DBMS)エラーおよび記録された警告用の事前設定アク
ションは、次に一覧表示されています。

■ アクションが事前設定されているDBMSエラーは、表 B–1に一覧表示されていま
す。

■ アクションが事前設定されている記録された警告は、表 B–2に一覧表示されてい
ます。

表 B–1 DBMSエラー用の事前設定アクション

エラー番
号

アク
ション 接続状態 新規状態 メッセージ

18 NONE co di Max. number of DBMS sessions exceeded

20 NONE co di Max. number of DBMS processes exceeded

28 NONE on di Session killed by DBA, will reconnect

50 RESTART * di O/S error occurred while obtaining an enqueue. See o/s error.

51 NONE * di timeout occurred while waiting for resource

55 NONE * * maximum number of DML locks in DBMS exceeded

62 STOP * di Need to set DML_LOCKS in init.ora file to value other than 0

107 RESTART * di failed to connect to ORACLE listener process

257 NONE * di archiver error. Connect internal only, until freed.

290 RESTART * di Operating system archival error occurred. Check alert log.

447 RESTART * di fatal error in background process

448 RESTART * di normal completion of background process

449 RESTART * di background process ‘%s’ unexpectedly terminated with error %s
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表 B–1 DBMSエラー用の事前設定アクション (続き)
エラー番
号

アク
ション 接続状態 新規状態 メッセージ

470 RESTART * di Oracle background process died

471 RESTART * di Oracle background process died

472 RESTART * di Oracle background process died

473 RESTART * di Oracle background process died

474 RESTART * di SMON died, warm start required

475 RESTART * di Oracle background process died

476 RESTART * di Oracle background process died

477 RESTART * di Oracle background process died

480 RESTART * di LCK* process terminated with error

481 RESTART * di LMON process terminated with error

482 RESTART * di LMD* process terminated with error

602 RESTART * di internal programming exception

604 NONE on di Recursive error

705 RESTART * di inconsistent state during start up

942 NONE on * Warning - V$SYSSTAT not accessible - check grant on V_$SYSSTAT

1001 NONE on di Lost connection to database

1002 NONE on * Internal error in HA-DBMS Oracle

1003 NONE on di Resetting database connection

1012 NONE on di Not logged on

1012 RESTART di co Not logged on

1014 NONE * * ORACLE shutdown in progress

1017 STOP * * Please correct login information in HA-DBMS Oracle database

configuration

1031 NONE on * Insufficient privileges to perform DBMS operations - check Oracle user

privileges

1033 NONE co co Oracle is in the shutdown or initialization process

1033 NONE * di Oracle is in the shutdown or initialization process

1034 RESTART co co Oracle is not available
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表 B–1 DBMSエラー用の事前設定アクション (続き)
エラー番
号

アク
ション 接続状態 新規状態 メッセージ

1034 RESTART di co Oracle is not available

1034 NONE on di Oracle is not available

1035 RESTART co co Access restricted - restarting database to reset

1041 NONE on di

1041 NONE di co

1045 NONE co * Fault monitor user lacks CREATE SESSION privilege logon denied.

1046 RESTART * di cannot acquire space to extend context area

1050 RESTART * di cannot acquire space to open context area

1053 RESTART * * user storage address cannot be read or written

1054 RESTART * * user storage address cannot be read or written

1075 NONE co on Already logged on

1089 NONE on di immediate shutdown in progresss

1089 NONE * * Investigate! Could be hanging!

1090 NONE * di shutdown in progress - connection is not permitted

1092 NONE * di ORACLE instance terminated. Disconnection forced

1513 RESTART * * invalid current time returned by operating system

1542 NONE on * table space is off-line - please correct!

1552 NONE on * rollback segment is off-line - please correct!

1950 NONE on * Insufficient privileges to perform DBMS operations - check Oracle user

privileges

2701 STOP * * HA-DBMS Oracle error - ORACLE_HOME did not get set!

2703 RESTART * di

2704 RESTART * di

2709 RESTART * di

2710 RESTART * di

2719 RESTART * di

2721 RESTART * *

2726 STOP * * Could not locate ORACLE executables - check ORACLE_HOME setting
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表 B–1 DBMSエラー用の事前設定アクション (続き)
エラー番
号

アク
ション 接続状態 新規状態 メッセージ

2735 RESTART * * osnfpm: cannot create shared memory segment

2811 RESTART * * Unable to attach shared memory segment

2839 RESTART * * Sync of blocks to disk failed.

2840 RESTART * *

2846 RESTART * *

2847 RESTART * *

2849 RESTART * *

2842 RESTART * * Client unable to fork a server - Out of memory

3113 RESTART co di lost connection

3113 NONE on di lost connection

3113 NONE di di lost connection

3114 NONE * co Not connected?

4030 RESTART * *

4032 RESTART * *

4100 RESTART * * communication area cannot be allocated insufficient memory

6108 STOP co * Can’t connect to remote database - make sure SQL*Net server is up

6114 STOP co * Can’t connect to remote database - check SQL*Net configuration

7205 RESTART * di

7206 RESTART * di

7208 RESTART * di

7210 RESTART * di

7211 RESTART * di

7212 RESTART * di

7213 RESTART * di

7214 RESTART * di

7215 RESTART * di

7216 RESTART * di
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表 B–1 DBMSエラー用の事前設定アクション (続き)
エラー番
号

アク
ション 接続状態 新規状態 メッセージ

7218 RESTART * di

7219 RESTART * * slspool: unable to allocate spooler argument buffer.

7223 RESTART * * slspool: fork error, unable to spawn spool process. - Resource limit

reached

7224 RESTART * *

7229 RESTART * *

7232 RESTART * *

7234 RESTART * *

7238 RESTART * * slemcl: close error.

7250 RESTART * *

7251 RESTART * *

7252 RESTART * *

7253 RESTART * *

7258 RESTART * *

7259 RESTART * *

7263 RESTART * *

7269 RESTART * *

7279 RESTART * *

7280 RESTART * *

7296 RESTART * *

7297 RESTART * *

7306 RESTART * *

7310 RESTART * *

7315 RESTART * *

7321 RESTART * *

7322 RESTART * *

7324 RESTART * *

7325 RESTART * *
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表 B–1 DBMSエラー用の事前設定アクション (続き)
エラー番
号

アク
ション 接続状態 新規状態 メッセージ

7351 RESTART * *

7361 RESTART * *

7404 RESTART * *

7414 RESTART * *

7415 RESTART * *

7417 RESTART * *

7418 RESTART * *

7419 RESTART * *

7430 RESTART * *

7455 RESTART * *

7456 RESTART * *

7466 RESTART * *

7470 RESTART * *

7475 RESTART * *

7476 RESTART * *

7477 RESTART * *

7478 RESTART * *

7479 RESTART * *

7481 RESTART * *

9706 RESTART * *

9716 RESTART * *

9718 RESTART * *

9740 RESTART * *

9748 RESTART * *

9747 RESTART * *

9749 RESTART * *

9751 RESTART * *
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表 B–1 DBMSエラー用の事前設定アクション (続き)
エラー番
号

アク
ション 接続状態 新規状態 メッセージ

9755 RESTART * *

9757 RESTART * *

9756 RESTART * *

9758 RESTART * *

9761 RESTART * *

9765 RESTART * *

9779 RESTART * *

9829 RESTART * *

9831 RESTART * *

9834 RESTART * *

9836 RESTART * *

9838 RESTART * *

9837 RESTART * *

9844 RESTART * *

9845 RESTART * *

9846 RESTART * *

9847 RESTART * *

9853 RESTART * *

9854 RESTART * *

9856 RESTART * *

9874 RESTART * *

9876 RESTART * *

9877 RESTART * *

9878 RESTART * *

9879 RESTART * *

9885 RESTART * *

9888 RESTART * *
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表 B–1 DBMSエラー用の事前設定アクション (続き)
エラー番
号

アク
ション 接続状態 新規状態 メッセージ

9894 RESTART * *

9909 RESTART * *

9912 RESTART * *

9913 RESTART * *

9919 RESTART * *

9943 RESTART * *

9947 RESTART * *

9948 RESTART * *

9949 RESTART * *

9950 RESTART * *

12505 STOP * * TNS:listener could not resolve SID given in connect descriptor.Check

listener configuration file.

12541 STOP * * TNS:no listener. Please verify connect_string property, listener and

TNSconfiguration.

12545 SWITCH * * Please check HA-Oracle parameters. Connect failed because target host

or object does not exist

27100 STOP * * Shared memory realm already exists

99999 RESTART * di Monitor detected death of Oracle background processes.

表B–2 記録された警告用の事前設定アクション

警告文字列
アク
ション 接続状態

新規状
態 メッセージ

ORA-07265 RESTART * di Semaphore access problem

found dead

multi-threaded

server

NONE * * Warning: Multi-threaded Oracle server process died (restarted

automatically)

found dead

dispatcher

NONE * * Warning: Oracle dispatcher process died (restarted

automatically)
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Oracle RAC用サポート拡張プロパティー

各Oracle RAC用サポートリソースタイプに対して設定できる拡張プロパ
ティーは、次のセクションに一覧表示されています。

■ 276ページの「SUNW.asm_diskgroup拡張プロパティー」
■ 279ページの「SUNW.crs_framework拡張プロパティー」
■ 279ページの「SPARC: SUNW.rac_cvm拡張プロパティー」
■ 282ページの「SUNW.rac_framework拡張プロパティー」
■ 282ページの「SUNW.rac_svm拡張プロパティー」
■ 285ページの「SPARC: SUNW.rac_udlm拡張プロパティー」
■ 289ページの「SUNW.scalable_asm_instance拡張プロパティー」
■ 293ページの「SUNW.scalable_asm_instance_proxy拡張プロパティー」
■ 295ページの「SUNW.scalable_rac_listener拡張プロパティー」
■ 297ページの「SUNW.scalable_rac_server拡張プロパティー」
■ 302ページの「SUNW.scalable_rac_server_proxy拡張プロパティー」
■ 305ページの「SUNW.ScalDeviceGroup拡張プロパティー」
■ 307ページの「SUNW.ScalMountPoint拡張プロパティー」
■ 310ページの「SPARC: SUNW.vucmm_cvm拡張プロパティー」
■ 313ページの「SUNW.vucmm_framework拡張プロパティー」
■ 313ページの「SUNW.vucmm_svm拡張プロパティー」
■ 316ページの「SUNW.wait_zc_boot拡張プロパティー」

一部の拡張プロパティーは、動的に更新できます。ただし、ほかはリソースを作成
するときか、無効にするときだけ更新できます。詳細は、149ページの「リソースが
無効な場合にのみチューニング可能な拡張プロパティーを変更する」を参照してく
ださい。｢調整可能｣なエントリでは、それぞれのプロパティーを更新できます。

すべてのシステム定義プロパティーについては、r_properties(5)マニュアルページ
および rg_properties(5)マニュアルページを参照してください。

SUNW.qfs拡張プロパティーについては、SUNW.qfs(5) (http://wikis.sun.com/
download/attachments/192643233/SUNW.qfs.5.txt?version=2[amp

]modificationDate=1265132574000)マニュアルページを参照してください。
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SUNW.asm_diskgroup拡張プロパティー
asm_diskgroups

このプロパティーは、Oracle ASMディスクグループを指定します。必要に応じ
て、複数のOracle ASMディスクグループをコンマ区切りリストとして指定できま
す。

データ型:文字列配列

デフォルト:該当なし

範囲:該当なし

調整可能:無効の場合

Child_mon_level (整数)
プロセス監視機能 (PMF)によって監視されるプロセスを制御します。このプロパ
ティーには、フォークされた子プロセスの監視レベルを指定します。このプロパ
ティーを省略したり、このプロパティーをデフォルト値に設定する
と、pmfadm(1M)の -Cオプションを省略することと同じです。すべての子プロセス
およびその子孫は監視されます。

カテゴリ:任意

デフォルト: -1

調整可能:無効の場合

debug_level

注 – Oracle ASMディスクグループリソースが発行するすべての SQL*Plusおよび
srvmgrメッセージは、/var/opt/SUNWscor/oracle_asm/message_log.${RESOURCE}ロ
グファイルに書き込まれます。

このプロパティーは、Oracle ASMディスクグループリソースのデバッグ
メッセージが記録されるレベルを示します。デバッグレベルを引き上げると、次
のように、システムログ /var/adm/messagesにより多くのデバッグメッセージが書
き込まれます。

0 デバッグメッセージなし

1 関数の開始および終了メッセージ

2 すべてのデバッグメッセージおよび関数の開始/終了メッセージ

リソースをマスターできる各ノードには、debug_level拡張プロパティーのそれぞ
れ異なる値を指定できます。

SUNW.asm_diskgroup拡張プロパティー

Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle Real Application Clustersガイド • 2010年 9月、バージョン
A

276

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=821-1263&id=pmfadm-1m


データ型:整数

範囲: 0–2

デフォルト: 0

調整可能:いつでも

Failover_Enabled (ブール型)
リソースのフェイルオーバーを許可します。プロパティーの値が Falseの場
合、リソースのフェイルオーバーは無効です。このプロパティーを使用して、ア
プリケーションリソースによるリソースグループのフェイルオーバーを防ぐこと
ができます。

注 – Failover_modeのほうがフェイルオーバー動作をよりよく制御できるの
で、Failover_enabled拡張プロパティーの代わりに Failover_modeプロパティーを
使用します。詳細は、r_properties(5)の、Failover_modeの値 LOG_ONLYおよび
RESTART_ONLYに関する説明を参照してください。

カテゴリ:任意

デフォルト: True

調整可能:無効の場合

Log_level

GDSによってログに記録される診断メッセージのレベル (つまり、種類)を指定し
ます。None、 Info、または Errのいずれかを指定できます。Noneを指定した場
合、GDSによって診断メッセージは記録されません。Infoを指定した場合、情報
メッセージとエラーメッセージが記録されます。Errを指定した場合、エ
ラーメッセージだけが記録されます。

カテゴリ:任意

デフォルト: Info

調整可能:いつでも

Network_aware (ブール型)
このプロパティーは、アプリケーションがネットワークを使用するかどうかを指
定します。

カテゴリ:任意

デフォルト: False

調整可能:作成時
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Monitor_retry_count

このプロパティは障害モニターの PMF再起動数を指定します。

デフォルト: 4

調整可能:いつでも

Monitor_retry_interval

このプロパティは障害モニターの PMF再起動数を指定します。

デフォルト: 2

調整可能:いつでも

probe_command (文字列)
シングルインスタンスOracle ASMの状態を定期的に確認するコマンドを指定しま
す。

カテゴリ:必須

デフォルト: /opt/SUNWscor/oracle_asm/bin/asm_control probe -R %RS_NAME -G

%RG_NAME -T %RT_NAME

調整可能:なし

Probe_timeout (整数)
このプロパティーはプローブコマンドのタイムアウト値を秒単位で指定します。

カテゴリ:任意

デフォルト: 30秒

調整可能:いつでも

Start_command (文字列)
Oracle ASMディスクグループをマウントするコマンドを指定します。

カテゴリ:必須

デフォルト: /opt/SUNWscor/oracle_asm/bin/asm_control start -R %RS_NAME -G

%RG_NAME -T %RT_NAME

調整可能:なし

Stop_command (文字列)
Oracle ASMディスクグループをマウント解除するコマンドを指定します。

カテゴリ:必須

デフォルト: /opt/SUNWscor/oracle_asm/bin/asm_control stop -R %RS_NAME -G

%RG_NAME -T %RT_NAME
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調整可能:なし

Stop_signal (整数)
Oracle ASMディスクグループに停止シグナルを送信するコマンドを指定します。

カテゴリ:任意

デフォルト: 15

調整可能:無効の場合

Validate_command (文字列)
現在使用されていない、アプリケーションを検査するコマンドの絶対パスを指定
します。

カテゴリ:任意

デフォルト: NULL

調整可能:無効の場合

SUNW.crs_framework拡張プロパティー
SUNW.crs_frameworkリソースタイプには拡張プロパティーはありません。

SPARC: SUNW.rac_cvm拡張プロパティー
cvm_abort_step_timeout

このプロパティーは、Oracle RAC用サポートのVeritas Volume Manager (VxVM)コ
ンポーネントの再構成の中止ステップに対するタイムアウト値を秒単位で指定し
ます。

データ型:整数

デフォルト: 40

範囲: 30 – 99999秒

調整可能:いつでも

cvm_return_step_timeout

このプロパティーは、Oracle RAC用サポートのVxVMコンポーネントの再構成の
戻りステップに対するタイムアウト値を秒単位で指定します。

データ型:整数

デフォルト: 40
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範囲: 30 – 99999秒

調整可能:いつでも

cvm_start_step_timeout

このプロパティーは、Oracle RAC用サポートのVxVMコンポーネントの再構成の
開始ステップに対するタイムアウト値を秒単位で指定します。

データ型:整数

デフォルト: 120

範囲: 30 – 99999秒

調整可能:いつでも

cvm_step1_timeout

このプロパティーは、Oracle RAC用サポートのVxVMコンポーネントの再構成の
ステップ 1に対するタイムアウト値を秒単位で指定します。

データ型:整数

デフォルト: 100

範囲: 30 – 99999秒

調整可能:いつでも

cvm_step2_timeout

このプロパティーは、Oracle RAC用サポートのVxVMコンポーネントの再構成の
ステップ 2に対するタイムアウト値を秒単位で指定します。

データ型:整数

デフォルト: 100

範囲: 30 – 99999秒

調整可能:いつでも

cvm_step3_timeout

このプロパティーは、Oracle RAC用サポートのVxVMコンポーネントの再構成の
ステップ 3に対するタイムアウト値を秒単位で指定します。

データ型:整数

デフォルト: 240

範囲: 30 – 99999秒

調整可能:いつでも
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cvm_step4_timeout

このプロパティーは、Oracle RAC用サポートのVxVMコンポーネントの再構成の
ステップ 4に対するタイムアウト値を秒単位で指定します。

データ型:整数

デフォルト: 320

範囲: 100 – 99999秒

調整可能:いつでも

cvm_stop_step_timeout

このプロパティーは、Oracle RAC用サポートのVxVMコンポーネントの再構成の
停止ステップに対するタイムアウト値を秒単位で指定します。

データ型:整数

デフォルト: 40

範囲: 30 – 99999秒

調整可能:いつでも

vxclust_num_ports

このプロパティーは、vxclustプログラムが使用する通信ポートの数を指定しま
す。

データ型:整数

デフォルト: 32

範囲: 16 – 64

調整可能:無効の場合

vxclust_port

このプロパティーは、vxclustプログラムが使用する通信ポート数を指定します。

データ型:整数

デフォルト: 5568

範囲: 1024 – 65535

調整可能:無効の場合

vxconfigd_port

このプロパティーは、VxVMコンポーネント構成デーモン vxconfigdが使用する
通信ポート番号を指定します。
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データ型:整数

デフォルト: 5560

範囲: 1024 – 65535

調整可能:無効の場合

vxkmsgd_port

このプロパティーは、VxVMコンポーネントメッセージングデーモン vxkmsgdが
使用する通信ポート番号を指定します。

データ型:整数

デフォルト: 5559

範囲: 1024 – 65535

調整可能:無効の場合

SUNW.rac_framework拡張プロパティー
reservation_timeout

このプロパティーは、Oracle RAC用サポートの再構成の予約ステップに対するタ
イムアウト値を秒単位で指定します。

データ型:整数

デフォルト: 325

範囲: 100 – 99999秒

調整可能:いつでも

SUNW.rac_svm拡張プロパティー
debug_level

このプロパティーは、Solaris Volume Manager for Sun Clusterコンポーネントからの
デバッグメッセージが記録されるレベルを指定します。デバッグレベルが上がる
と、再構成中にログファイルに書き込まれるメッセージが増えます。

データ型:整数

デフォルト: 1で、syslogメッセージを記録します

範囲: 0 – 10
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調整可能:いつでも

svm_abort_step_timeout

このプロパティーは、Oracle RAC用サポートの Solaris Volume Manager for Sun
Clusterモジュールの再構成の中止ステップに対するタイムアウト値を秒単位で指
定します。

データ型:整数

デフォルト: 120

範囲: 30 – 99999秒

調整可能:いつでも

svm_return_step_timeout

このプロパティーは、Oracle RAC用サポートの Solaris Volume Manager for Sun
Clusterモジュールの再構成の戻りステップに対するタイムアウト値を秒単位で指
定します。

データ型:整数

デフォルト: 120

範囲: 30 – 99999秒

調整可能:いつでも

svm_start_step_timeout

このプロパティーは、Oracle RAC用サポートの Solaris Volume Manager for Sun
Clusterモジュールの再構成の開始ステップに対するタイムアウト値を秒単位で指
定します。

データ型:整数

デフォルト: 120

範囲: 30 – 99999秒

調整可能:いつでも

svm_step1_timeout

このプロパティーは、Oracle RAC用サポートの Solaris Volume Manager for Sun
Clusterモジュールの再構成のステップ 1に対するタイムアウト値を秒単位で指定
します。

データ型:整数

デフォルト: 120

範囲: 30 – 99999秒
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調整可能:いつでも

svm_step2_timeout

このプロパティーは、Oracle RAC用サポートの Solaris Volume Manager for Sun
Clusterモジュールの再構成のステップ 2に対するタイムアウト値を秒単位で指定
します。

データ型:整数

デフォルト: 120

範囲: 30 – 99999秒

調整可能:いつでも

svm_step3_timeout

このプロパティーは、Oracle RAC用サポートの Solaris Volume Manager for Sun
Clusterモジュールの再構成のステップ 3に対するタイムアウト値を秒単位で指定
します。

データ型:整数

デフォルト: 120

範囲: 30 – 99999秒

調整可能:いつでも

svm_step4_timeout

このプロパティーは、Oracle RAC用サポートの Solaris Volume Manager for Sun
Clusterモジュールの再構成のステップ 4に対するタイムアウト値を秒単位で指定
します。

データ型:整数

デフォルト: 120

範囲: 100 – 99999秒

調整可能:いつでも

svm_stop_step_timeout

このプロパティーは、Oracle RAC用サポートの Solaris Volume Manager for Sun
Clusterモジュールの再構成の停止ステップに対するタイムアウト値を秒単位で指
定します。

データ型:整数

デフォルト: 40

範囲: 30 – 99999秒
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調整可能:いつでも

SPARC: SUNW.rac_udlm拡張プロパティー
failfastmode

このプロパティーは、Oracle UNIX分散ロックマネージャー (Oracle UDLM)が稼動
中のノードのフェイルファーストモードを指定します。フェイルファースト
モードは、該当ノードに発生した重大な問題に対応するアクションを定義しま
す。このプロパティーの値は次のとおりです。
■ off –フェイルファーストモードを無効にする。
■ panic –ノードに対して強制的にパニックを起こす。

データ型:列挙

デフォルト: panic

調整可能:いつでも

num_ports

このプロパティーは、Oracle UDLMが使用する通信ポートの数を指定します。

データ型:整数

デフォルト: 32

範囲: 16 – 64

調整可能:無効の場合

oracle_config_file

このプロパティーは、Oracle分散ロックマネージャー (DLM)が使用する構成
ファイルを指定します。既存のファイルを指定してください。このファイル
は、Oracleソフトウェアをインストールするときにインストールされます。詳細
は、Oracleソフトウェアのドキュメントを参照してください。

データ型:文字列

デフォルト: /etc/opt/SUNWcluster/conf/udlm.conf

調整可能:無効の場合

port

このプロパティーは、Oracle UDLMが使用する通信ポート番号を指定します。

データ型:整数

デフォルト: 6000
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範囲: 1 – 65500

調整可能:無効の場合

schedclassSchedclass

このプロパティーは、priocntl(1)コマンドへ渡されるOracle UDLMのスケ
ジューリングクラスを指定します。このプロパティーの値は次のとおりです。
■ RT –リアルタイム
■ TS –タイムシェアリング
■ IA –対話型

データ型:列挙

デフォルト: RT

調整可能:無効の場合

schedpriority

このプロパティーは、priocntlコマンドへ渡されるOracle UDLMのスケジューリ
ング優先順位を指定します。

データ型:整数

デフォルト: 11

範囲: 0 – 59

調整可能:無効の場合

udlm_abort_step_timeout

このプロパティーは、Oracle UDLMの再構成の中止ステップに対するタイムアウ
ト値を秒単位で指定します。

データ型:整数

デフォルト: 325

範囲: 30 – 99999秒

調整可能:いつでも

udlm_start_step_timeout

このプロパティーは、Oracle UDLMの再構成の開始ステップに対するタイムアウ
ト値を秒単位で指定します。

データ型:整数

デフォルト: 100

範囲: 30 – 99999秒
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調整可能:いつでも

udlm_step1_timeout

このプロパティーは、Oracle UDLMの再構成のステップ 1に対するタイムアウト
値を秒単位で指定します。

データ型:整数

デフォルト: 100

範囲: 30 – 99999秒

調整可能:いつでも

udlm_step2_timeout

このプロパティーは、Oracle UDLMの再構成のステップ 2に対するタイムアウト
値を秒単位で指定します。

データ型:整数

デフォルト: 100

範囲: 30 – 99999秒

調整可能:いつでも

uUdlm_step3_timeout

このプロパティーは、Oracle UDLMの再構成のステップ 3に対するタイムアウト
値を秒単位で指定します。

データ型:整数

デフォルト: 100

範囲: 30 – 99999秒

調整可能:いつでも

udlm_step4_timeout

このプロパティーは、Oracle UDLMの再構成のステップ 4に対するタイムアウト
値を秒単位で指定します。

デフォルト: 100

範囲: 30 – 99999秒

調整可能:いつでも

udlm_step5_timeout

このプロパティーは、Oracle UDLMの再構成のステップ 5に対するタイムアウト
値を秒単位で指定します。
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データ型:整数

デフォルト: 100

範囲: 30 – 99999秒

調整可能:いつでも

SUNW.scalable_asm_diskgroup_proxy拡張プロパティー
asm_diskgroups

このプロパティーは、シングルインスタンスOracle ASMディスクグループを指定
します。必要に応じて、複数のシングルインスタンスOracle ASMディスクグ
ループをコンマ区切りリストとして指定できます。

データ型:文字列配列

デフォルト:該当なし

範囲:該当なし

調整可能:無効の場合

debug_level (整数)

注 – Oracle ASMディスクグループリソースが発行するすべての SQL*Plusおよび
srvmgrメッセージは、/var/opt/SUNWscor/oracle_asm/message_log.${RESOURCE}ロ
グファイルに書き込まれます。

このプロパティーは、Oracle ASMディスクグループリソースのデバッグ
メッセージが記録されるレベルを示します。デバッグレベルを引き上げると、次
のように、システムログ /var/adm/messagesにより多くのデバッグメッセージが書
き込まれます。

0 デバッグメッセージなし

1 関数の開始および終了メッセージ

2 すべてのデバッグメッセージおよび関数の開始/終了メッセージ

リソースをマスターできる各ノードには、debug_level拡張プロパティーのそれぞ
れ異なる値を指定できます。

範囲: 0–2
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デフォルト: 0

調整可能:いつでも

Proxy_probe_interval (整数)
このリソースがプロキシとして機能しているクラスタOracle ASMディスクグ
ループリソースのステータスを確認するときにプロキシモニターが使用するタイ
ムアウト値を秒単位で指定します。

範囲: 5–120

デフォルト: 30

調整可能:いつでも

proxy_probe_timeout (整数)
このプロパティーはプローブコマンドのタイムアウト値を秒単位で指定します。

範囲: 5–120

デフォルト: 60

調整可能:いつでも

SUNW.scalable_asm_instance拡張プロパティー
Child_mon_level (整数)
プロセス監視機能 (PMF)によって監視されるプロセスを制御します。このプロパ
ティーには、フォークされた子プロセスの監視レベルを指定します。このプロパ
ティーを省略したり、このプロパティーをデフォルト値に設定する
と、pmfadm(1M)の -Cオプションを省略することと同じです。すべての子プロセス
およびその子孫は監視されます。

カテゴリ:任意

デフォルト: -1

調整可能:無効の場合

debug_level

注 –クラスタOracle ASMインスタンスプロキシリソースが発行するすべての
SQL*Plusおよび srvmgrメッセージ
は、/var/opt/SUNWscor/oracle_asm/message_log.${RESOURCE}ログファイルに書き
込まれます。
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このプロパティーは、クラスタOracle ASMインスタンスプロキシのモニターから
のデバッグメッセージが記録されるレベルを示します。デバッグレベルを引き上
げると、次のように、システムログ /var/adm/messagesにより多くのデバッグ
メッセージが書き込まれます。

0 デバッグメッセージなし

1 関数の開始および終了メッセージ

2 すべてのデバッグメッセージおよび関数の開始/終了メッセージ

リソースをマスターできる各ノードには、debug_level拡張プロパティーのそれぞ
れ異なる値を指定できます。

データ型:整数

範囲: 0–2

デフォルト: 0

調整可能:いつでも

Failover_Enabled (ブール型)
リソースのフェイルオーバーを許可します。プロパティーの値が Falseの場
合、リソースのフェイルオーバーは無効です。このプロパティーを使用して、ア
プリケーションリソースによるリソースグループのフェイルオーバーを防ぐこと
ができます。

注 – Failover_modeのほうがフェイルオーバー動作をよりよく制御できるの
で、Failover_enabled拡張プロパティーの代わりに Failover_modeプロパティーを
使用します。詳細は、r_properties(5)の、Failover_modeの値 LOG_ONLYおよび
RESTART_ONLYに関する説明を参照してください。

リソースをマスターできる各ノードには、debug_level拡張プロパティーのそれぞ
れ異なる値を指定できます。

カテゴリ:任意

デフォルト: True

調整可能:無効の場合

Log_level

GDSによってログに記録される診断メッセージのレベル (つまり、種類)を指定し
ます。None、 Info、または Errのいずれかを指定できます。Noneを指定した場
合、GDSによって診断メッセージは記録されません。Infoを指定した場合、情報
メッセージとエラーメッセージが記録されます。Errを指定した場合、エ
ラーメッセージだけが記録されます。
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カテゴリ:任意

デフォルト: Info

調整可能:いつでも

Network_aware (ブール型)
このプロパティーは、アプリケーションがネットワークを使用するかどうかを指
定します。

カテゴリ:任意

デフォルト: False

調整可能:作成時

Monitor_retry_count

このプロパティは障害モニターの PMF再起動数を指定します。

デフォルト: 4

調整可能:いつでも

Monitor_retry_interval

このプロパティは障害モニターの PMF再起動数を指定します。

デフォルト: 2

調整可能:いつでも

oracle_home

このプロパティーはOracleホームディレクトリへのフルパスを指定しま
す。Oracleホームディレクトリには、Oracleソフトウェアのバイナリファイ
ル、ログファイル、およびパラメータファイルが含まれています。

データ型:文字列

範囲:該当なし

デフォルト:デフォルトは定義されていません

調整可能:無効の場合

oracle_sid

このプロパティーはOracle System Identifier (SID)を指定します。Oracle SIDは、イ
ンスタンスが実行されているノード上のシングルインスタンスOracle ASMを一意
に識別します。

データ型:文字列

範囲:該当なし
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デフォルト: +ASM

調整可能:無効の場合

probe_command (文字列)
シングルインスタンスOracle ASMの状態を定期的に確認するコマンドを指定しま
す。

カテゴリ:必須

デフォルト: /opt/SUNWscor/oracle_asm/bin/asm_control probe -R %RS_NAME -G

%RG_NAME -T %RT_NAME

調整可能:なし

Probe_timeout (整数)
このプロパティーはプローブコマンドのタイムアウト値を秒単位で指定します。

カテゴリ:任意

デフォルト: 30秒

調整可能:いつでも

Start_command (文字列)
シングルインスタンスOracle ASMを起動するコマンドを指定します。

カテゴリ:必須

デフォルト: /opt/SUNWscor/oracle_asm/bin/asm_control start -R %RS_NAME -G

%RG_NAME -T %RT_NAME

調整可能:なし

Stop_command (文字列)
シングルインスタンスOracle ASMを停止するコマンドを指定します。

カテゴリ:必須

デフォルト: /opt/SUNWscor/oracle_asm/bin/asm_control stop -R %RS_NAME -G

%RG_NAME -T %RT_NAME

調整可能:なし

Stop_signal (整数)
シングルインスタンスOracle ASMを停止するコマンドを指定します。

カテゴリ:任意

デフォルト: 15

調整可能:無効の場合
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Validate_command (文字列)
現在使用されていない、アプリケーションを検査するコマンドの絶対パスを指定
します。

カテゴリ:任意

デフォルト: NULL

調整可能:無効の場合

SUNW.scalable_asm_instance_proxy拡張プロパティー
asm_diskgroups

このプロパティーは、Oracle ASMディスクグループを指定します。必要に応じ
て、複数のOracle ASMディスクグループをコンマ区切りリストとして指定できま
す。

データ型:文字列配列

デフォルト:該当なし

範囲:該当なし

調整可能:無効の場合

crs_home

このプロパティーは、Oracle Clusterwareホームディレクトリへのフルパスを指定
します。Oracle Clusterwareホームディレクトリには、Oracle Clusterwareソフト
ウェアのバイナリファイル、ログファイル、およびパラメータファイルが含まれ
ています。

データ型:文字列

範囲:該当なし

デフォルト:デフォルトは定義されていません

調整可能:無効の場合

debug_level

注 –クラスタ化ASMインスタンスプロキシリソースが発行するすべての SQL*Plus
および srvmgrメッセージは、/var/opt/SUNWscor/oracle_asm/message_log

${RESOURCE}ログファイルに書き込まれます。
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このプロパティーは、Oracleクラスタ化ASMインスタンスプロキシのモニターか
らのデバッグメッセージが記録されるレベルを示します。デバッグレベルを引き
上げると、次のように、システムログ /var/adm/messagesにより多くのデバッグ
メッセージが書き込まれます。

0 デバッグメッセージなし

1 関数の開始および終了メッセージ

2 すべてのデバッグメッセージおよび関数の開始/終了メッセージ

リソースをマスターできる各ノードには、debug_level拡張プロパティーのそれぞ
れ異なる値を指定できます。

データ型:整数

範囲: 0–2

デフォルト: 0

調整可能:いつでも

oracle_home

このプロパティーはOracleホームディレクトリへのフルパスを指定しま
す。Oracleホームディレクトリには、Oracleソフトウェアのバイナリファイ
ル、ログファイル、およびパラメータファイルが含まれています。

データ型:文字列

範囲:該当なし

デフォルト:デフォルトは定義されていません

調整可能:無効の場合

oracle_sid

このプロパティーはOracle System Identifier (SID)を指定します。Oracle SIDは、イ
ンスタンスが実行されているノード上のクラスタOracle ASMデータベースインス
タンスを一意に識別します。

リソースをマスターできる各ノードには、oracle_sid拡張プロパティーのそれぞれ
異なる値を指定します。各ノードの値により、ノード上で実行されているインス
タンスが正しく識別されます。

データ型:文字列

範囲:該当なし

デフォルト: NULL

調整可能:無効の場合

SUNW.scalable_asm_instance_proxy拡張プロパティー

Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle Real Application Clustersガイド • 2010年 9月、バージョン
A

294



proxy_probe_timeout

このプロパティーは、このリソースがプロキシとして機能しているOracle
Clusterwareリソースのステータスを確認するときにプロキシモニターが使用する
タイムアウト値を秒単位で指定します。

データ型:整数

範囲: 5–120

デフォルト: 60

調整可能:いつでも

proxy_probe_interval

このプロパティーは、このリソースがプロキシとして機能しているOracle
Clusterwareリソースの検証間隔を秒単位で指定します。

データ型:整数

範囲: 5–120

デフォルト: 60

調整可能:いつでも

SUNW.scalable_rac_listener拡張プロパティー
debug_level

このプロパティーは、Oracle RACリスナーコンポーネントからのデバッグ
メッセージが記録されるレベルを示します。デバッグレベルを高くすると、より
多くのデバッグメッセージがログファイルに書き込まれます。これらの
メッセージは、/var/opt/SUNWscor/scalable_rac_listener/message_log.rsファイ
ルに記録されます。rsはOracle RACリスナーコンポーネントを表すリソースの名
前です。

リソースをマスターできる各ノードには、debug_level拡張プロパティーのそれぞ
れ異なる値を指定できます。

データ型:整数

範囲: 0～ 100

デフォルト: 1で、syslogメッセージを記録します

調整可能:いつでも
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listener_name

このプロパティーは、インスタンスが実行されているノード上で起動するOracle
リスナーインスタンスの名前を指定します。この名前は、listener.ora構成
ファイルの対応するエントリに一致している必要があります。

リソースをマスターできる各ノードには、listener_name拡張プロパティーのそれ
ぞれ異なる値を指定できます。

データ型:文字列

範囲:該当なし

デフォルト: LISTENER

調整可能:無効の場合

oracle_home

このプロパティーはOracleホームディレクトリへのフルパスを指定します。
Oracleホームディレクトリには、Oracleソフトウェアのバイナリファイル、ログ
ファイル、およびパラメータファイルが含まれています。

データ型:文字列

範囲:該当なし

デフォルト:デフォルトは定義されていません

調整可能:無効の場合

probe_timeout

このプロパティーは、Oracle RACリスナーのステータスを確認するときに障害モ
ニターが使用するタイムアウト値を秒単位で指定します。

データ型:整数

範囲: 1–99999

デフォルト: 300

調整可能:いつでも

user_env

このプロパティーは、リスナーの起動または停止前に設定する環境変数を含む
ファイルの名前を指定します。このファイルには、値がOracleデフォルトと異な
るすべての環境変数を定義します。

たとえば、/var/opt/oracleディレクトリまたは oracle-home/network/adminディレ
クトリの下にユーザーの listener.oraファイルがない場合があります。この場
合、TNS_ADMIN環境変数を定義します。
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定義される各環境変数の定義は、variable-name=value形式に従う必要がありま
す。各定義は、環境ファイルの新しい行から開始します。

リソースをマスターできる各ノードには、user_env拡張プロパティーのそれぞれ
異なる値を指定できます。

データ型:文字列

範囲:該当なし

デフォルト:デフォルトは定義されていません

調整可能:いつでも

SUNW.scalable_rac_server拡張プロパティー
alert_log_file

このプロパティーは、Oracle警告ログファイルの絶対パスを指定します。Oracle
ソフトウェアは、警告をこのファイルに記録します。Oracle RACサーバー障害モ
ニターは、次の時点で、新しい警告があるかどうかを調べるために警告ログ
ファイルをスキャンします。
■ RACサーバー障害モニターが起動されるとき。
■ RACサーバー障害モニターがサーバーの状態についてのクエリーを行うとき。

RACサーバー障害モニターが検出するログに記録された警告に対して動作が定義
されている場合は、RACサーバー障害モニターは警告に対する応答として動作を
実行します。

記録された警告の事前設定アクションは、付録 B「DBMSエラーおよび記録され
た警告用の事前設定アクション」に記載されています。RACサーバー障害モニ
ターが実行するアクションを変更するには、156ページの「Oracle 9i RACサーバー
障害モニターのカスタマイズ」に従って、サーバー障害モニターをカスタマイズ
してください。

リソースをマスターできる各ノードに対して、異なる値の alert_log_file拡張プ
ロパティーを指定できます。

データ型:文字列

範囲:該当なし

デフォルト: NULL

調整可能:いつでも

connect_cycle

このプロパティーは、データベースから障害モニターが切断されるまでの障害モ
ニターのプローブサイクルの実行回数を指定します。
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リソースをマスターできる各ノードに対して、異なる値の connect_cycle拡張プ
ロパティーを指定できます。

データ型:整数

範囲: 0–99999

デフォルト: 5

調整可能:いつでも

connect_string

このプロパティーは、障害モニターがOracleデータベースに接続するために使用
するOracleデータベースユーザー IDとパスワードを指定します。このプロパ
ティーは、次のように指定されます。

userid/password

userid
障害モニターがOracleデータベースに接続するために使用するOracleデータ
ベースユーザー IDを指定します。

password
Oracleデータベースユーザー useridに対して設定されているパスワードを指定
します。

システム管理者は、Oracle RACの設定中に、障害モニターに対してデータベース
ユーザー IDとパスワードを定義してください。 Solaris認証を使用するに
は、ユーザー IDおよびパスワードの代わりにスラッシュ (/)を入力します。

リソースをマスターできる各ノードに対して、異なる値の connect_string拡張プ
ロパティーを指定できます。

データ型:文字列

範囲:該当なし

デフォルト: NULL

調整可能:いつでも

custom_action_file

このプロパティーは、Oracle RACサーバー障害モニターのカスタム動作を定義す
るファイルの絶対パスを指定します。

リソースをマスターできる各ノードに対して、異なる値の custom_action_file拡
張プロパティーを指定できます。

データ型:文字列

範囲:該当なし
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デフォルト:空の文字列

調整可能:いつでも

debug_level

このプロパティーは、Oracle RACプロキシサーバーのモニターからのデバッグ
メッセージが記録されるレベルを示します。デバッグレベルを高くすると、より
多くのデバッグメッセージがログファイルに書き込まれます。

このメッセージは、ディレクトリ /var/opt/SUNWscor/oracle_server/proxyrs内の
ファイルに記録されます。プロキシサーバーリソースのサーバー側コンポーネン
トおよびクライアント側コンポーネントのメッセージは、別々のファイルに書き
込まれます。
■ サーバー側コンポーネントのメッセージは、ファイル message_log.rsに書き込
まれます。

■ クライアント側コンポーネントのメッセージは、ファイル
message_log.client.rsに書き込まれます。

これらのファイル名およびディレクトリ名に含まれる rsは、Oracle RAC
サーバーコンポーネントを表すリソースの名前です。

リソースをマスターできる各ノードには、debug_level拡張プロパティーのそれぞ
れ異なる値を指定できます。

データ型:整数

範囲: 0～ 100

デフォルト: 1で、syslogメッセージを記録します

調整可能:いつでも

oracle_home

このプロパティーはOracleホームディレクトリへのフルパスを指定します。
Oracleホームディレクトリには、Oracleソフトウェアのバイナリファイル、ログ
ファイル、およびパラメータファイルが含まれています。

データ型:文字列

範囲:該当なし

デフォルト:デフォルトは定義されていません

調整可能:無効の場合

oracle_sid

このプロパティーはOracle System Identifier (SID)を指定します。Oracle SIDは、イ
ンスタンスが実行されているノード上のOracle Real Application Clusterデータ
ベースインスタンスを一意に識別します。
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リソースをマスターできる各ノードには、oracle_sid拡張プロパティーのそれぞれ
異なる値を指定します。各ノードの値により、ノード上で実行されているインス
タンスが正しく識別されます。

データ型:文字列

範囲:該当なし

デフォルト: NULL

調整可能:無効の場合

parameter_file

このプロパティーは、Oracleパラメータファイルへのフルパスを指定します。こ
のファイルには、Oracleデータベースが起動されるときに設定されるパラメータ
が含まれます。このプロパティーは省略可能です。このプロパティーを設定しな
い場合は、Oracleによって指定されているデフォルトパラメータファイル、具体
的には、oracle-home/dbs/initoracle-sid.oraが使用されます。

oracle-home
Oracleホームディレクトリを指定します。

oracle-sid
ファイルが使用されるデータベースインスタンスのOracleシステム識別子を指
定します。

リソースをマスターできる各ノードに対して、異なる値の parameter_file拡張プ
ロパティーを指定できます。

データ型:文字列

範囲:該当なし

デフォルト:デフォルトは定義されていません

調整可能:いつでも

probe_timeout

このプロパティーは、Oracle RACサーバーのステータスを確認するときに障害モ
ニターが使用するタイムアウト値を秒単位で指定します。

データ型:整数

範囲: 1–99999

デフォルト: 300

調整可能:いつでも
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user_env

このプロパティーは、データベースの起動または停止前に設定する環境変数を含
むファイルの名前を指定します。このファイルには、値がOracleデフォルトと異
なるすべての環境変数を定義します。

たとえば、/var/opt/oracleディレクトリまたは oracle-home/network/adminディレ
クトリの下にユーザーの listener.oraファイルがない場合があります。この場
合、TNS_ADMIN環境変数を定義します。

定義される各環境変数の定義は、variable-name=value形式に従う必要がありま
す。各定義は、環境ファイルの新しい行から開始します。

リソースをマスターできる各ノードには、user_env拡張プロパティーのそれぞれ
異なる値を指定できます。

データ型:文字列

範囲:該当なし

デフォルト:デフォルトは定義されていません

調整可能:いつでも

wait_for_online

このプロパティーは、Oracle RACサーバーリソースの STARTメソッドが、データ
ベースがオンラインになるまで STARTメソッドの終了を待機するかどうかを指定
します。このプロパティー用に許可されている値は次の通りです。

True Oracle RACサーバーリソースの STARTメソッドがまず待機し、データ
ベースがオンラインになってから STARTメソッドが終了するようになり
ます。

False STARTメソッドがデータベースを起動するコマンドを実行して
も、データベースがオンラインになるのを待機せずに STARTメソッドを
終了するように指定します。

データ型:ブール型

範囲:該当なし

デフォルト: TRUE

調整可能:いつでも
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SUNW.scalable_rac_server_proxy拡張プロパティー
client_retries

このプロパティーは、リソースの遠隔手続き呼び出し (RPC)クライアントがプロ
キシデーモンに接続する最大試行回数を指定します。

データ型:整数

範囲: 1–25

デフォルト: 3

調整可能:無効の場合

client_retry_interval

このプロパティーは、リソースのRPCクライアントがプロキシデーモンへの接続
を試行する間隔を秒単位指定します。

データ型:整数

範囲: 1–3600

デフォルト: 5

調整可能:無効の場合

crs_home

このプロパティーは、Oracle Clusterwareソフトウェアが配置されるディレクトリ
を指定します。

データ型:文字列

範囲:該当なし

デフォルト:デフォルトは定義されていません

調整可能:無効の場合

db_name

このプロパティーは、このリソースに関連付けられている特定のOracle RAC
データベースを一意に識別する名前を指定します。この識別子により、リソース
に関連付けらたデータベースと、システム上で同時に実行されるほかのデータ
ベースが区別されます。Oracle RACデータベースの名前は、Oracle RACのインス
トール時に指定します。

データ型:文字列

範囲:該当なし

デフォルト:デフォルトは定義されていません
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調整可能:無効の場合

debug_level

このプロパティーは、Oracle RACプロキシサーバーのコンポーネントからのデ
バッグメッセージが記録されるレベルを示します。デバッグレベルを高くする
と、より多くのデバッグメッセージがログファイルに書き込まれます。これらの
メッセージは、/var/opt/SUNWscor/scalable_rac_server_proxy/message_log. rs
ファイルに記録されます。rsはOracle RACプロキシサーバーコンポーネントを表
すリソースの名前です。

リソースをマスターできる各ノードには、debug_level拡張プロパティーのそれぞ
れ異なる値を指定できます。

データ型:整数

範囲: 0～ 100

デフォルト: 1で、syslogメッセージを記録します

調整可能:いつでも

monitor_probe_interval

このプロパティーは、このリソースがプロキシとして機能しているOracle
Clusterwareリソースの検証間隔を秒単位で指定します。

データ型:整数

範囲: 10–3600

デフォルト: 300

調整可能:いつでも

oracle_home

このプロパティーはOracleホームディレクトリへのフルパスを指定します。
Oracleホームディレクトリには、Oracleソフトウェアのバイナリファイル、ログ
ファイル、およびパラメータファイルが含まれています。

データ型:文字列

範囲:該当なし

デフォルト:デフォルトは定義されていません

調整可能:無効の場合

oracle_sid

このプロパティーはOracle System Identifier (SID)を指定します。Oracle SIDは、イ
ンスタンスが実行されているノード上のOracle RACデータベースインスタンスを
一意に識別します。
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リソースをマスターできる各ノードには、oracle_sid拡張プロパティーのそれぞれ
異なる値を指定します。各ノードの値により、ノード上で実行されているインス
タンスが正しく識別されます。

データ型:文字列

範囲:該当なし

デフォルト: NULL

調整可能:無効の場合

proxy_probe_timeout

このプロパティーは、このリソースがプロキシとして機能しているOracle
Clusterwareリソースのステータスを確認するときにプロキシモニターが使用する
タイムアウト値を秒単位で指定します。

データ型:整数

範囲: 5–3600

デフォルト: 120

調整可能:いつでも

startup_wait_count

このプロパティーは、Oracle Clusterwareソフトウェアが完全に起動されたことを
このリソースが確認する最大試行回数を指定します。この試行間隔
は、proxy_probe_timeout拡張プロパティーの値の 2倍です。

このリソースでは、Oracle RACデータベースインスタンスを起動する前にOracle
Clusterwareソフトウェアが起動されていることを確認する必要があります。試行
回数の最大値を超えた場合、リソースはデータベースインスタンスの起動を試行
しません。

データ型:整数

範囲: 10–600

デフォルト: 20

調整可能:無効の場合

user_env

このプロパティーは、データベースの起動または停止前に設定する環境変数を含
むファイルの名前を指定します。このファイルには、値がOracleデフォルトと異
なるすべての環境変数を定義します。

たとえば、/var/opt/oracleディレクトリまたは oracle-home/network/adminディレ
クトリの下にユーザーの listener.oraファイルがない場合があります。この場
合、TNS_ADMIN環境変数を定義します。
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定義される各環境変数の定義は、variable-name=value形式に従う必要がありま
す。各定義は、環境ファイルの新しい行から開始します。

リソースをマスターできる各ノードには、user_env拡張プロパティーのそれぞれ
異なる値を指定できます。

データ型:文字列

範囲:該当なし

デフォルト:デフォルトは定義されていません

調整可能:いつでも

SUNW.ScalDeviceGroup拡張プロパティー
debug_level

このプロパティーは、このタイプのリソースからのデバッグメッセージが記録さ
れるレベルを指定します。デバッグレベルを高くすると、より多くのデバッグ
メッセージがログファイルに書き込まれます。

データ型:整数

デフォルト: 0

範囲: 0–10

調整可能:いつでも

diskgroupname

このプロパティーは、リソースが表すデバイスグループの名前を指定します。こ
のプロパティーには次に示す項目の 1つを設定してください。
■ 既存の Solaris Volume Manager for Sun Cluster複数所有者ディスクセットの名
前。この名前は、ディスクセットの作成に使用した metaset(1M)コマンドで指
定したものです。

■ 既存のVxVM共有ディスクグループの名前。この名前は、ディスクグループ
の作成に使用したVERITASコマンドで指定したものです。

指定するデバイスグループの要件は次のとおりです。
■ デバイスグループは、既存の有効な複数所有者ディスクセットまたは共有
ディスクグループとします。

■ デバイスグループは、リソースをマスターできるすべてのノードでホストされ
るようにします。

■ デバイスグループは、スケーラブルデバイスグループリソースをマスターでき
るすべてのノードからアクセス可能にします。
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■ デバイスグループには、1つ以上のボリュームを含めます。

データ型:文字列

デフォルト:デフォルトは定義されていません

範囲:該当なし

調整可能:無効の場合

logicaldevicelist

このプロパティーは、リソースの障害モニターが監視する論理ボリュームのコン
マ区切りのリストを指定します。このプロパティーは省略可能です。このプロパ
ティーの値を指定しない場合、デバイスグループ内のすべての論理ボリュームが
監視されます。

デバイスグループのステータスは、監視される個々の論理ボリュームのステータ
スから導き出されます。監視されているすべての論理ボリュームが健全な場
合、そのデバイスグループは健全です。監視されている論理ボリュームが 1つで
も障害状態の場合、そのデバイスグループは障害状態となります。

個々の論理ボリュームのステータスを取得するには、そのボリュームのボ
リュームマネージャーに照会します。Solaris Volume Manager for Sun Clusterのボ
リュームのステータスを照会から判断できない場合、障害モニターはファイルの
入出力 (I/O)操作を実行して、そのステータスを判断します。

デバイスグループが障害状態であることがわかると、グループを表すリソースの
監視が停止され、リソースが無効な状態に置かれます。

注 –ミラー化ディスクの場合、1つのサブミラーが障害状態でも、デバイスグ
ループは健全であるとみなされます。

指定する各論理ボリュームの要件は次のとおりです。
■ 論理ボリュームが存在する。
■ 論理ボリュームが、diskgroupnameプロパティーが指定するデバイスグループ
に含まれている。

■ 論理ボリュームが、スケーラブルデバイスグループリソースをマスターできる
すべてのノードからアクセス可能である。

データ型:文字列配列

デフォルト: ""

範囲:該当なし

調整可能:いつでも
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monitor_retry_count

このプロパティーは、プロセス監視機能 (PMF)による障害モニターの再起動の最
大試行回数を指定します。

データ型:整数

デフォルト: 4

範囲:範囲は定義されていません

調整可能:いつでも

monitor_retry_interval

このプロパティーは、PMFが障害モニターの再起動回数をカウントする期間を分
単位で指定します。

データ型:整数

デフォルト: 2

範囲:範囲は定義されていません

調整可能:いつでも

SUNW.ScalMountPoint拡張プロパティー
debug_level

このプロパティーは、ファイルシステムマウントポイントのリソースからのデ
バッグメッセージが記録されるレベルを指定します。デバッグレベルを高くする
と、より多くのデバッグメッセージがログファイルに書き込まれます。

データ型:整数

デフォルト: 0

範囲: 0–10

調整可能:いつでも

filesystemtype

このプロパティーは、リソースが表すマウントポイントを持つファイルシステム
の種類を指定します。このプロパティーを指定してください。このプロパ
ティーには次に示す値の 1つを設定します。

nas ファイルシステムが認定されたNASデバイス上のファイルシス
テムであることを指定します。

s-qfs ファイルシステムが Sun QFS共有ファイルシステムであること
を指定します。

SUNW.ScalMountPoint拡張プロパティー
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データ型:文字列

デフォルト:デフォルトは定義されていません

範囲:該当なし

調整可能:無効の場合

iotimeout

このプロパティーは、障害モニターが入出力 (I/O)プローブに使用するタイムアウ
ト値を秒単位で指定します。障害モニターは、マウントされたファイルシステム
が使用可能かどうかを判断するため、ファイルシステム上でテストファイルを開
いたり、読み込んだり、書き込んだりするなどの I/O操作を実行します。I/O操作
がタイムアウト期間内に完了しない場合、障害モニターはエラーを報告します。

データ型:整数

デフォルト: 300

範囲: 5–300

調整可能:いつでも

monitor_retry_count

このプロパティーは、プロセス監視機能 (PMF)による障害モニターの再起動の最
大試行回数を指定します。

データ型:整数

デフォルト: 4

範囲:範囲は定義されていません

調整可能:いつでも

monitor_retry_interval

このプロパティーは、PMFが障害モニターの再起動回数をカウントする期間を分
単位で指定します。

データ型:整数

デフォルト: 2

範囲:範囲は定義されていません

調整可能:いつでも

mountoptions

このプロパティーは、リソースが表すファイルシステムがマウントされるときに
使用されるマウントオプションのコンマで区切ったリストを指定します。このプ
ロパティーは省略可能です。このプロパティーの値を指定しないと、マウントオ
プションは、ファイルシステムのデフォルトの表から取得されます。

SUNW.ScalMountPoint拡張プロパティー
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■ Sun QFS共有ファイルシステムの場合、これらのオプションは
/etc/opt/SUNWsamfs/samfs.cmdファイルから取得されます。

■ 認定されたNASデバイス上のファイルシステムの場合、これらのオプション
は /etc/vfstabファイルから取得されます。

このプロパティーを通して指定するマウントオプションは、ファイルシステムの
デフォルトの表内のマウントオプションを上書きします。

データ型:文字列

デフォルト: ""

範囲:該当なし

調整可能:無効の場合

mountpointdir

このプロパティーは、リソースが表すファイルシステムのマウントポイントを指
定します。マウントポイントは、ファイルシステムのマウント時にファイルシス
テムがファイルシステム階層に接続されるディレクトリへのフルパスです。この
プロパティーを指定してください。

指定するディレクトリはすでに存在している必要があります。

データ型:文字列

デフォルト:デフォルトは定義されていません

範囲:該当なし

調整可能:無効の場合

targetfilesystem

このプロパティーは、mountpointdir拡張プロパティーが指定するマウントポイン
トでマウントされるファイルシステムを指定します。このプロパティーを指定し
てください。ファイルシステムの種類は、filesystemtypeプロパティーが指定す
る種類に一致させてください。このプロパティーの書式は、ファイルシステムの
種類によって次のように異なります。
■ Sun QFS共有ファイルシステムの場合、このプロパティーにはファイルシステ
ムの作成時にファイルシステムに割り当てられた名前を設定します。ファイル
システムは、正しく構成してください。詳細は、Sun QFS共有ファイルシステ
ムのドキュメントを参照してください。

■ 認定されたNASデバイス上のファイルシステムの場合、このプロパティーに
は nas-device: pathを設定します。上記書式の各項目の意味は次のとおりです。

nas-device
ファイルシステムをエクスポートしている認定されたNASデバイスの名前
を指定します。この名前は、状況に応じてドメインで修飾できます。

SUNW.ScalMountPoint拡張プロパティー
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path
認定NASデバイスがエクスポートしているファイルシステムへのフルパス
を指定します。

Sun Clusterと一緒に使用する前に、認定NASデバイスとファイルシステムの構
成を完了しておいてください。詳細は、『Oracle Solaris Cluster 3.3 With
Network-Attached Storage Devices Manual』を参照してください。

データ型:文字列

デフォルト:デフォルトは定義されていません

範囲:該当なし

調整可能:無効の場合

SPARC: SUNW.vucmm_cvm拡張プロパティー
cvm_abort_step_timeout

このプロパティーは、ボリュームマネージャー再構成フレームワークのVeritas
Volume Manager (VxVM)コンポーネントの再構成の中止ステップに対するタイム
アウト値を秒単位で指定します。

データ型:整数

デフォルト: 40

範囲: 30 – 99999秒

調整可能:いつでも

cvm_return_step_timeout

このプロパティーは、ボリュームマネージャー再構成フレームワークのVxVMコ
ンポーネントの再構成の戻りステップに対するタイムアウト値を秒単位で指定し
ます。

データ型:整数

デフォルト: 40

範囲: 30 – 99999秒

調整可能:いつでも

cvm_start_step_timeout

このプロパティーは、ボリュームマネージャー再構成フレームワークのVxVMコ
ンポーネントの再構成の開始ステップに対するタイムアウト値を秒単位で指定し
ます。

SPARC: SUNW.vucmm_cvm拡張プロパティー
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データ型:整数

デフォルト: 120

範囲: 30 – 99999秒

調整可能:いつでも

cvm_step1_timeout

このプロパティーは、ボリュームマネージャー再構成フレームワークのVxVMコ
ンポーネントの再構成のステップ 1に対するタイムアウト値を秒単位で指定しま
す。

データ型:整数

デフォルト: 100

範囲: 30 – 99999秒

調整可能:いつでも

cvm_step2_timeout

このプロパティーは、ボリュームマネージャー再構成フレームワークのVxVMコ
ンポーネントの再構成のステップ 2に対するタイムアウト値を秒単位で指定しま
す。

データ型:整数

デフォルト: 100

範囲: 30 – 99999秒

調整可能:いつでも

cvm_step3_timeout

このプロパティーは、ボリュームマネージャー再構成フレームワークのVxVMコ
ンポーネントの再構成のステップ 3に対するタイムアウト値を秒単位で指定しま
す。

データ型:整数

デフォルト: 240

範囲: 30 – 99999秒

調整可能:いつでも

cvm_step4_timeout

このプロパティーは、ボリュームマネージャー再構成フレームワークのVxVMコ
ンポーネントの再構成のステップ 4に対するタイムアウト値を秒単位で指定しま
す。
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データ型:整数

デフォルト: 320

範囲: 100 – 99999秒

調整可能:いつでも

cvm_stop_step_timeout

このプロパティーは、ボリュームマネージャー再構成フレームワークのVxVMコ
ンポーネントの再構成の停止ステップに対するタイムアウト値を秒単位で指定し
ます。

データ型:整数

デフォルト: 40

範囲: 30 – 99999秒

調整可能:いつでも

vxclust_num_ports

このプロパティーは、vxclustプログラムが使用する通信ポートの数を指定しま
す。

データ型:整数

デフォルト: 32

範囲: 16 – 64

調整可能:無効の場合

vxclust_port

このプロパティーは、vxclustプログラムが使用する通信ポート数を指定します。

データ型:整数

デフォルト: 5568

範囲: 1024 – 65535

調整可能:無効の場合

vxconfigd_port

このプロパティーは、VxVMコンポーネント構成デーモン vxconfigdが使用する
通信ポート番号を指定します。

データ型:整数

デフォルト: 5560

SPARC: SUNW.vucmm_cvm拡張プロパティー
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範囲: 1024 – 65535

調整可能:無効の場合

vxkmsgd_port

このプロパティーは、VxVMコンポーネントメッセージングデーモン vxkmsgdが
使用する通信ポート番号を指定します。

データ型:整数

デフォルト: 5559

範囲: 1024 – 65535

調整可能:無効の場合

SUNW.vucmm_framework拡張プロパティー
reservation_timeout

このプロパティーは、フレームワークの再構成の予約ステップに対するタイムア
ウト値を秒単位で指定します。

データ型:整数

デフォルト: 325

範囲: 100 – 99999秒

調整可能:いつでも

SUNW.vucmm_svm拡張プロパティー
debug_level

このプロパティーは、Solaris Volume Manager for Sun Clusterコンポーネントからの
デバッグメッセージが記録されるレベルを指定します。デバッグレベルが上がる
と、再構成中にログファイルに書き込まれるメッセージが増えます。

データ型:整数

デフォルト: 1で、syslogメッセージを記録します

範囲: 0 – 10

調整可能:いつでも

SUNW.vucmm_svm拡張プロパティー

付録 C • Oracle RAC用サポート拡張プロパティー 313



svm_abort_step_timeout

このプロパティーは、ボリュームマネージャー再構成フレームワークの Solaris
Volume Manager for Sun Clusterモジュールの再構成の中止ステップに対するタイム
アウト値を秒単位で指定します。

データ型:整数

デフォルト: 120

範囲: 30 – 99999秒

調整可能:いつでも

svm_return_step_timeout

このプロパティーは、ボリュームマネージャー再構成フレームワークの Solaris
Volume Manager for Sun Clusterモジュールの再構成の戻りステップに対するタイム
アウト値を秒単位で指定します。

データ型:整数

デフォルト: 120

範囲: 30 – 99999秒

調整可能:いつでも

svm_start_step_timeout

このプロパティーは、ボリュームマネージャー再構成フレームワークの Solaris
Volume Manager for Sun Clusterモジュールの再構成の開始ステップに対するタイム
アウト値を秒単位で指定します。

データ型:整数

デフォルト: 120

範囲: 30 – 99999秒

調整可能:いつでも

svm_step1_timeout

このプロパティーは、ボリュームマネージャー再構成フレームワークの Solaris
Volume Manager for Sun Clusterモジュールの再構成のステップ 1に対するタイムア
ウト値を秒単位で指定します。

データ型:整数

デフォルト: 120

範囲: 30 – 99999秒

調整可能:いつでも

SUNW.vucmm_svm拡張プロパティー
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svm_step2_timeout

このプロパティーは、ボリュームマネージャー再構成フレームワークの Solaris
Volume Manager for Sun Clusterモジュールの再構成のステップ 2に対するタイムア
ウト値を秒単位で指定します。

データ型:整数

デフォルト: 120

範囲: 30 – 99999秒

調整可能:いつでも

svm_step3_timeout

このプロパティーは、ボリュームマネージャー再構成フレームワークの Solaris
Volume Manager for Sun Clusterモジュールの再構成のステップ 3に対するタイムア
ウト値を秒単位で指定します。

データ型:整数

デフォルト: 120

範囲: 30 – 99999秒

調整可能:いつでも

svm_step4_timeout

このプロパティーは、ボリュームマネージャー再構成フレームワークの Solaris
Volume Manager for Sun Clusterモジュールの再構成のステップ 4に対するタイムア
ウト値を秒単位で指定します。

データ型:整数

デフォルト: 120

範囲: 100 – 99999秒

調整可能:いつでも

svm_stop_step_timeout

このプロパティーは、ボリュームマネージャー再構成フレームワークの Solaris
Volume Manager for Sun Clusterモジュールの再構成の停止ステップに対するタイム
アウト値を秒単位で指定します。

データ型:整数

デフォルト: 40

範囲: 30 – 99999秒

調整可能:いつでも

SUNW.vucmm_svm拡張プロパティー
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SUNW.wait_zc_boot拡張プロパティー
zcname このプロパティーは、依存リソースより先に起動する必要があるゾーンク

ラスタの名前を指定します。

データ型:文字列

デフォルト:デフォルトは定義されていません

範囲:該当なし

調整可能:無効の場合

SUNW.wait_zc_boot拡張プロパティー
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コマンド行のオプション

Oracle Solaris Clusterメンテナンスコマンドを使用すると、スクリプトを利用し
て、フレームワークリソースグループの作成、変更、および削除を自動化できま
す。この処理を自動化することで、クラスタ内の多数のノードに同じ設定情報を伝
達するための時間が軽減されます。

この付録は、次の節で構成されています。

■ 317ページの「Oracle RAC用サポート拡張プロパティーの設定」
■ 318ページの「Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマンドを使用したフレーム
ワークリソースグループの登録と構成」

■ 326ページの「Oracle ASMリソースグループの登録と構成 (CLI)」
■ 334ページの「Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマンドを使用したストレージ
管理リソースの作成」

■ 344ページの「Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマンドを使用したOracle 10g
または 11gとの相互運用のためのリソースの作成」

■ 358ページの「Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマンドを使用したOracle 9iと
の相互運用のためのOracle Solaris Clusterリソースの登録と構成」

Oracle RAC用サポート拡張プロパティーの設定
次の節の手順では、リソースの登録と構成について説明します。これらの説明で
は、Oracle RAC用サポートで設定が必要な拡張プロパティーのみを設定する方法を
示します。オプションとして、追加の拡張プロパティーを設定してデフォルト値を
上書きできます。詳細は、次の節を参照してください。

■ 147ページの「Oracle RAC用サポートのチューニング」
■ 付録C「Oracle RAC用サポート拡張プロパティー」
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Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマンドを使用した
フレームワークリソースグループの登録と構成

この節の作業は、70ページの「clsetupを使用してRACフレームワークリソースグ
ループを登録および構成する」のリソース構成手順の代替となるものです。複数所
有者ボリュームマネージャーフレームワークの構成についても説明します。現時点
で、clsetupを使用してこのフレームワークを構成することはできません。この節で
は、次の情報を示します。

■ 318ページの「フレームワークリソースグループの概要」
■ 319ページの「Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマンドを使用してグローバル
クラスタ内でフレームワークリソースグループを登録および構成する」

■ 324ページの「Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマンドを使用してゾーンクラ
スタ内でRACフレームワークリソースグループを登録および構成する」

フレームワークリソースグループの概要
この節では、次のフレームワークリソースグループについて説明します。

■ 318ページの「RACフレームワークリソースグループ」
■ 319ページの「複数所有者ボリュームマネージャのフレームワークリソースグ
ループ」

RACフレームワークリソースグループ
RACフレームワークリソースグループを使用すると、Oracle RACをOracle Solaris
Clusterで実行できます。このリソースグループには、以下のシングルインスタンス
のリソースタイプのインスタンスが含まれています。

■ SUNW.rac_framework。Oracle Solaris ClusterコマンドによるOracle RACの管理を可
能にするフレームワークを表します

■ SPARC:SUNW.rac_udlm。Oracle RAC用サポートのOracle UNIX分散ロックマ
ネージャー (Oracle UDLM)コンポーネントを表します

また、RACフレームワークリソースグループには、Oracleファイルに使用している
ボリュームマネージャーを表すシングルインスタンスリソースタイプのインスタン
スを含めることもできます。これは、Sun Cluster 3.2 11/09リリースよりも前のリ
リース、つまり複数所有者ボリュームマネージャーリソースを含む
SUNW.vucmm_frameworkリソースグループが導入される以前に使用されていた従来の構
成です。

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマンドを使用したフレームワークリソースグループの登録と構成
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注 –このように SUNW.rac_frameworkリソースグループにボリュームマネージャーリ
ソースを含める従来の方法は、このリリースで引き続きサポートされますが、Oracle
Solaris Clusterの将来のリリースでは非推奨になる可能性があります。

■ Solaris Volume Manager for Sun Clusterは、SUNW.rac_svmリソースタイプによって表
されます。

■ クラスタ機能を含む SPARC:VxVMは、SUNW.rac_cvmリソースタイプによって表さ
れます。

注 – RACフレームワークリソースグループ用に定義されたリソースタイプにより、リ
ソースグループマネージャー (RGM)でOracle RACのインスタンスを管理できるよう
になるわけではありません。

複数所有者ボリュームマネージャのフレームワークリソースグ
ループ
複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループによ
り、Oracle RACで複数所有者共有ストレージ機能を使用することが可能になりま
す。

複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループ
は、SUNW.vucmm_frameworkリソースタイプに基づいています。このリソースグ
ループは、複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワーク用のボリュームマ
ネージャーリソース SUNW.vucmm_svmまたは SUNW.vucmm_cvmを含みます。

複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループを構成する
ときは、SUNW.rac_svmリソースや SUNW.rac_cvmリソースは SUNW.rac_frameworkリ
ソースグループに入れません。

▼ Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマンドを使
用してグローバルクラスタ内でフレームワークリ
ソースグループを登録および構成する
この手順は、グローバルクラスタの 1つのノードのみで実行します。

スーパーユーザーになるか、RBACの承認 solaris.cluster.adminおよび
solaris.cluster.modifyを提供する役割になります。

スケーラブルなOracle RACリソースグループを作成します。
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注 –ゾーンクラスタ内でRACリソースフレームワークを登録および構成するために
この手順のステップを実行していて、グローバルクラスタ内でRACサポートが不要
な場合、グローバルクラスタ内でRACフレームワークリソースグループを作成する
必要はありません。その場合は、このステップを省略し、手順 7に進みます。

ヒント – Oracle RAC用サポートをすべてのクラスタノードで実行する必要がある場合
は、次のコマンドで -Sオプションを指定し、オプション
-n、-p maximum_primaries、-p desired_primaries、および -p rg_mode は省略しま
す。

# clresourcegroup create -n nodelist \

-p maximum_primaries=num-in-list \

-p desired_primaries=num-in-list \

[-p rg_description="description"] \

-p rg_mode=Scalable rac-fmwk-rg

-n nodelist=nodelist
Oracle RAC用サポートを有効にするクラスタノードのコンマ区切りリストを指定
します。Oracle RAC用サポートソフトウェアパッケージを、このリストの各
ノードにインストールする必要があります。

-p maximum_primaries= num-in-list
Oracle RAC用サポートを有効にするノードの数を指定します。この数は、nodelist
内のノード数と同じである必要があります。

-p desired_primaries= num-in-list
Oracle RAC用サポートを有効にするノードの数を指定します。この数は、nodelist
内のノード数と同じである必要があります。

-p rg_description=" description"
リソースグループの簡単な説明をオプションで指定します。この説明は、Oracle
Solaris Clusterのメンテナンスコマンドを使用してリソースグループに関する情報
を取得したときに表示されます。

-p rg_mode=Scalable

リソースグループがスケーラブルであることを指定します。

rac-fmwk-rg
Oracle RACリソースグループに割り当てる名前を指定します。

SUNW.rac_frameworkリソースタイプを登録します。
# clresourcetype register SUNW.rac_framework
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SUNW.rac_frameworkリソースタイプのインスタンスを、手順 2で作成したリソースグ
ループに追加します。
# clresource create -g rac-fmwk-rg -t SUNW.rac_framework rac-fmwk-rs

-g rac-fmwk-rg リソースを追加するリソースグループを指定します。このリ
ソースグループは、手順 2で作成したリソースグループである必要
があります。

rac-fmwk-rs SUNW.rac_frameworkリソースに割り当てる名前を指定します。

SPARC:SUNW.rac_udlmリソースタイプを登録します。
# clresourcetype register SUNW.rac_udlm

SPARC:SUNW.rac_udlmリソースタイプのインスタンスを、手順 2で作成したリソース
グループに追加します。

このインスタンスが、手順 4で作成した SUNW.rac_frameworkリソースに依存してい
ることを確認します。
# clresource create -g resource-group \

-t SUNW.rac_udlm \

-p resource_dependencies=rac-fmwk-rs rac-udlm-rs

-g rac-fmwk-rg
リソースを追加するリソースグループを指定します。このリソースグループ
は、手順 2で作成したリソースグループである必要があります。

-p resource_dependencies= rac-fmwk-rs
このインスタンスが、手順 4で作成した SUNW.rac_frameworkリソースに依存する
ことを指定します。

rac-udlm-rs
SUNW.rac_udlmリソースに割り当てる名前を指定します。

スケーラブルな複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグ
ループがまだ存在しない場合は、これを作成します。

複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループを作成しな
い場合は、手順 10に進みます。
# clresourcegroup create -n nodelist -S vucmm-fmwk-rg

-n nodelist=nodelist
スケーラブルなOracle RACリソースグループ用に構成したノードリストと同じ
ノードリストを指定します。

vucmm-fmwk-rg
複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループに割り当
てる名前を指定します。
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SUNW.vucmm_frameworkリソースタイプを登録します。
複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループを作成しな
かった場合は、手順 10に進みます。
# clresourcetype register SUNW.vucmm_framework

SUNW.vucmm_frameworkリソースタイプのインスタンスを手順 7で作成したリソースグ
ループに追加します。
複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループを作成しな
かった場合は、手順 10に進みます。
# clresource create -g vucmm-fmwk-rg -t SUNW.vucmm_framework vucmm-fmwk-rs

-g vucmm-fmwk-rg リソースを追加するリソースグループを指定します。このリ
ソースグループは、手順 7で作成したリソースグループである
必要があります。

vucmm-fmwk-rs SUNW.vucmm_framework リソースに割り当てる名前を指定しま
す。

Oracleファイルに対して使用しているボリュームマネージャーを表すリソースタイプ
がある場合は、そのインスタンスを登録、追加します。

ボリュームマネージャーを使用していない場合は、このステップを省略します。

■ Solaris Volume Manager for Sun Clusterを使用している場合は、次のようにインスタ
ンスを登録、追加します。

a. リソースタイプを登録します。
# clresourcetype register svm-rt

svm-rt
登録するリソースタイプを指定します。
■ SUNW.vucmm_frameworkベースのリソースグループを使用している場合
は、SUNW.vucmm_svmリソースタイプを登録します。

■ SUNW.rac_frameworkベースのリソースグループのみを使用している場合
は、SUNW.rac_svmリソースタイプを登録します。

b. リソースタイプのインスタンスをリソースグループに追加して、ボリュームマ
ネージャーリソースを含めます。
このインスタンスが、作成したフレームワークリソースに依存していることを
確認します。
# clresource create -g fmwk-rg \

-t svm-rt \

-p resource_dependencies=fmwk-rs svm-rs

-g fmwk-rg
リソースを追加するリソースグループを指定します。

8

9

10

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマンドを使用したフレームワークリソースグループの登録と構成

Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle Real Application Clustersガイド • 2010年 9月、バージョン
A

322



■ SUNW.vucmm_frameworkベースのリソースグループを使用している場合
は、手順 7で作成したリソースグループを指定します。

■ SUNW.rac_frameworkベースのリソースグループのみを使用している場合
は、手順 2で作成したリソースグループを指定します。

-p resource_dependencies= fmwk-rs
このインスタンスが、作成したフレームワークリソースに依存することを
指定します。
■ SUNW.vucmm_frameworkベースのリソースグループを使用している場合
は、手順 9で作成したリソースグループを指定します。

■ SUNW.rac_frameworkベースのリソースグループのみを使用している場合
は、手順 4で作成したリソースグループを指定します。

svm-rs
SUNW.vucmm_svmリソースまたは SUNW.rac_svmリソースに割り当てる名前を
指定します。

■ SPARC:クラスタ機能とともにVxVMを使用している場合、次のようにインスタンス
を登録、追加します。

a. リソースタイプを登録します。
# clresourcetype register cvm-rt

cvm-rt
登録するリソースタイプを指定します。
■ SUNW.vucmm_frameworkベースのリソースグループを使用している場合
は、SUNW.vucmm_cvmリソースタイプを登録します。

■ SUNW.rac_frameworkベースのリソースグループのみを使用している場合
は、SUNW.rac_cvmリソースタイプを登録します。

b. リソースタイプのインスタンスを、作成したリソースグループに追加します。
このインスタンスが、作成したフレームワークリソースに依存していることを
確認します。
# clresource create -g fmwk-rg \

-t cvm-rt \

-p resource_dependencies=fmwk-rs cvm-rs

-g fmwk-rg
リソースを追加するリソースグループを指定します。このリソースグ
ループは、作成したリソースグループである必要があります。
■ SUNW.vucmm_frameworkベースのリソースグループを使用している場合
は、手順 7で作成したリソースグループを指定します。

■ SUNW.rac_frameworkベースのリソースグループのみを使用している場合
は、手順 2で作成したリソースグループを指定します。
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-p resource_dependencies= fmwk-rs
このインスタンスが、作成したフレームワークリソースに依存することを
指定します。

■ SUNW.vucmm_frameworkベースのリソースグループを使用している場合
は、手順 9で作成したリソースグループを指定します。

■ SUNW.rac_frameworkベースのリソースグループのみを使用している場合
は、手順 4で作成したリソースグループを指定します。

cvm-rs
SUNW.vucmm_cvmリソースまたは SUNW.rac_cvmリソースに割り当てる名前を
指定します。

RACフレームワークリソースグループ、複数所有者ボリュームマネージャーのフ
レームワークリソースグループ (使用している場合)、およびそれらのリソースをオン
ラインおよび管理状態にします。
# clresourcegroup online -emM rac-fmwk-rg [vucmm-fmwk-rg]

rac-fmwk-rg 手順 2で作成したRACリソースグループを MANAGED状態に移行し
てオンラインにすることを指定します。

vucmm-fmwk-rg 手順 7で作成した複数所有者ボリュームマネージャーのフレーム
ワークリソースグループを MANAGED状態に移行してオンラインに
することを指定します。

▼ Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマンドを使
用してゾーンクラスタ内でRACフレームワークリ
ソースグループを登録および構成する
Solarisボリュームマネージャーを使用して Sun QFS共有ファイルシステム用に
ゾーンクラスタ内でRACフレームワークリソースグループを登録および構成するに
は、この手順のステップを実行します。この構成では、グローバルクラスタ内と
ゾーンクラスタ内の両方でRACフレームワークリソースグループを作成する必要が
あります。

注 –この手順のステップでOracle Solaris Clusterコマンドをゾーンクラスタ内で実行す
る必要があるときは、グローバルクラスタからコマンドを実行し、-Zオプションを
使用してゾーンクラスタを指定するようにしてください。

リソース rac-fmwk-rsおよび rac-svm-rsがグローバルクラスタ内にある状態で、RAC
フレームワークリソースグループ rac-fmwk-rgを登録および構成するステップを実行
します。
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注 –グローバルクラスタでのRACフレームワークリソースグループの登録と構成に
ついては、319ページの「Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマンドを使用してグ
ローバルクラスタ内でフレームワークリソースグループを登録および構成する」を
参照してください。

スーパーユーザーになるか、RBACの承認 solaris.cluster.adminおよび
solaris.cluster.modifyを提供する役割になります。

スケーラブルなOracle RACリソースグループを作成します。

ヒント – Oracle RAC用サポートをすべてのクラスタノードで実行する必要がある場合
は、次のコマンドで -Sオプションを指定し、オプション
-n、-p maximum_primaries、-p desired_primaries、および -p rg_mode は省略しま
す。

# clresourcegroup create -Z zcname -n nodelist \

-p maximum_primaries=num-in-list \

-p desired_primaries=num-in-list \

[-p rg_description="description"] \

-p rg_mode=Scalable rac-fmwk-rg

SUNW.rac_frameworkリソースタイプを登録します。
# clresourcetype register -Z zcname SUNW.rac_framework

SUNW.rac_frameworkリソースタイプのインスタンスを、手順 2で作成したリソースグ
ループに追加します。
# clresource create -Z zcname -g rac-fmwk-rg \

-t SUNW.rac_framework rac-fmwk-rs

-g rac-fmwk-rg リソースを追加するリソースグループを指定します。このリ
ソースグループは、手順 2で作成したリソースグループである必要
があります。

rac-fmwk-rs SUNW.rac_frameworkリソースに割り当てる名前を指定します。

SPARC:SUNW.rac_udlmリソースタイプを登録します。
# clresourcetype register -Z zcname SUNW.rac_udlm
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SPARC:SUNW.rac_udlmリソースタイプのインスタンスを、手順 2で作成したリソース
グループに追加します。

このインスタンスが、手順 4で作成した SUNW.rac_frameworkリソースに依存してい
ることを確認します。
# clresource create -Z zcname -g resource-group \

-t SUNW.rac_udlm \

-p resource_dependencies=rac-fmwk-rs rac-udlm-rs

-g rac-fmwk-rg
リソースを追加するOracle RACリソースグループを指定します。このリソースグ
ループは、手順 2で作成したリソースグループである必要があります。

-p resource_dependencies= rac-fmwk-rs
このインスタンスが、手順 4で作成した SUNW.rac_frameworkリソースに依存する
ことを指定します。

rac-udlm-rs
SUNW.rac_udlmリソースに割り当てる名前を指定します。

RACフレームワークリソースグループとそのリソースをオンラインおよび管理状態に
します。
# clresourcegroup online -Z zcname -emM rac-fmwk-rg

Oracle ASMリソースグループの登録と構成 (CLI)
この節では、次の情報を示します。

■ 326ページの「グローバルクラスタ内でOracle ASMリソースグループを登録およ
び構成する (CLI)」

■ 330ページの「ゾーンクラスタ内でOracle ASMリソースグループを登録および構
成する (CLI)」

▼ グローバルクラスタ内でOracle ASMリソースグ
ループを登録および構成する (CLI)
■ Oracle Clusterwareフレームワークリソースが作成され、RACフレームワークリ
ソースとOracle Clusterwareフレームワークリソースの間に依存関係が構成されて
いることを確認します。

■ RACフレームワークリソースグループ、複数所有者ボリュームマネージャーのフ
レームワークリソースグループ (使用している場合)、およびそれらのリソースが
オンラインであることを確認します。
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データサービスのASMリソースタイプを登録します。

a. スケーラブルなASMインスタンスプロキシリソースタイプを登録します。
# clresourcetype register SUNW.scalable_asm_instance_proxy

b. ASMディスクグループリソースタイプを登録します。

■ Oracle 10gおよび 11g release 1専用では、SUNW.asm_diskgroupリソースタイプを
使用します。
# clresourcetype register SUNW.asm_diskgroup

■ Oracle 11g Release 2のみでは、SUNW.scalable_asm_diskgroup_proxyリソースタ
イプを使用します。
# clresourcetype register SUNW.scalable_asm_diskgroup_proxy

リソースグループ asm-inst-rgおよび asm-dg-rgを作成します。
# clresourcegroup create -S asm-inst-rg asm-dg-rg

asm-inst-rg
ASMインスタンスリソースグループの名前を指定します。

asm-dg-rg
ASMディスクグループリソースグループの名前を指定します。

rac-fmwk-rgに asm-inst-rgとの強い正のアフィニティーを設定します。
# clresourcegroup set -p rg_affinities=++rac-fmwk-rg asm-inst-rg

asm-inst-rgに asm-dg-rgとの強い正のアフィニティーを設定します。
# clresourcegroup set -p rg_affinities=++asm-inst-rg asm-dg-rg

Oracle ASMホームがクラスタファイルシステムまたは Sun QFS共有ファイルシステム
上にある場合は、ストレージリソースを作成してオンラインにします。

■ クラスタファイルシステムの場合は、SUNW.HAStoragePlusリソースを作成しま
す。
# clresourcetype register SUNW.HAStoragePlus

# clresource create -g asm-inst-rg \

-t SUNW.HAStoragePlus \

-p FileSystemMountpoints=clusterfilesystem \

asm-stor-rs
# clresourcegroup online -eM asm-inst-rg

-p FileSystemMountpoints=clusterfilesystem
クラスタファイルシステムを設定します。

asm-stor-rs
作成するOracle ASMストレージリソースの名前を指定します。
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■ Sun QFS共有ファイルシステムの場合は、SUNW.qfsリソースを作成します。
# clresourcetype register SUNW.qfs

# clresourcegroup create qfs-rg

# clresource create -g qfs-rg \

-t SUNW.qfs \

-p QFSFileSystem=qfs-mp \

qfs-rs

# clresourcegroup online -eM qfs-rg

qfs-rg
QFSリソースグループの名前を指定します。

-p QFSFileSystem=qfs-mp
Oracle ASMホームに使用するQFS共有ファイルシステムのマウントポイントを
設定します。

qfs-rs
QFSリソースの名前を指定します。

Oracle ASMホームに Sun QFS共有ファイルシステムを使用する場合は、スケーラブル
なマウントポイントリソースを作成し、リソースの依存関係を設定し、リソースグ
ループをオンラインにします。
# clresourcetype register SUNW.ScalMountPoint

# clresourcegroup create -S scal-mp-rg

# clresource create -g scal-mp-rg \

-t SUNW.ScalMountPoint \

-p mountpointdir=qfs-mp \

-p filesystemtype=s-qfs \

-p targetfilesystem=qfs-fs \

-p resource_dependencies_restart=qfs-rs \

qfs-mp-rs

# clresourcegroup online -eM scal-mp-rg

-p mountpointdir=qfs-mp
QFSマウントポイントを設定します。

-p targetfilesystem=qfs-fs
QFS共有ファイルシステムを設定します。

scal-mp-rg
スケーラブルなマウントポイントリソースグループの名前を指定します。

SUNW.scalable_asm_instance_proxyリソースを作成し、リソースの依存関係を設定し
ます。

■ クラスタファイルシステムの場合は、次のコマンドを実行します。
# clresource create -g asm-inst-rg \

-t SUNW.scalable_asm_instance_proxy \

-p ORACLE_HOME=oracle-asm-home \
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-p CRS_HOME=crs_home \

-p "ORACLE_SID{node1}"=asm-instance1 \

-p "ORACLE_SID{node2}"=asm-instance2 \

-p resource_dependencies_restart=asm-stor-rs \

-p resource_dependencies_offline_restart=crs-fmwk-rs \

-d asm-inst-rs

-t SUNW.scalable_asm_instance_proxy

追加するリソースのタイプを指定します。

-p ORACLE_HOME= oracle-asm-home
Oracle ASMホームディレクトリへのパスを設定します。

-p CRS_HOME= crs-home
Oracle Clusterwareホームディレクトリへのパスを設定します。

-p ORACLE_SID= asm-instance
Oracle ASMシステム識別子を設定します。

-d asm-inst-rs
作成するOracle ASMインスタンスリソースの名前を指定します。

■ QFS共有ファイルシステムの場合は、次のコマンドを実行します。
# clresource create -g asm-inst-rg \

-t SUNW.scalable_asm_instance_proxy \

-p ORACLE_HOME=oracle-asm-home \

-p CRS_HOME=crs_home \

-p "ORACLE_SID{node1}"=asm-instance1 \

-p "ORACLE_SID{node2}"=asm-instance2 \

-p resource_dependencies_offline_restart=crs-fmwk-rs,qfs-mp-rs \

-d asm-inst-rs

qfs-mp-rs
スケーラブルなマウントポイントリソースの名前を指定します。

■ ローカルファイルシステムの場合は、次のコマンドを実行します。
# clresource create -g asm-inst-rg \

-t SUNW.scalable_asm_instance_proxy \

-p ORACLE_HOME=oracle-asm-home \

-p CRS_HOME=crs_home \

-p "ORACLE_SID{node1}"=asm-instance1 \

-p "ORACLE_SID{node2}"=asm-instance2 \

-p resource_dependencies_offline_restart=crs-fmwk-rs \

-d asm-inst-rs

asm-dg-rgリソースグループにASMディスクグループリソースタイプを追加します。

■ Oracle 10gおよび 11g release 1専用では、SUNW.asm_diskgroupリソースタイプを使
用します。
# clresource create -g asm-dg-rg -t SUNW.asm_diskgroup \

-p asm_diskgroups=dg[,dg...] \

-p resource_dependencies_offline_restart=asm-inst-rs,asm-stor-rs \

-d asm-dg-rs

8
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-t SUNW.asm_diskgroup

追加するリソースのタイプを指定します。

-p asm_diskgroups =dg
ASMディスクグループを指定します。

-d asm-dg-rs
作成するリソースグループの名前を指定します。

■ Oracle 11g Release 2のみでは、SUNW.scalable_asm_diskgroup_proxyリソースタイプ
を使用します。
# clresource create -g asm-dg-rg -t SUNW.scalable_asm_diskgroup_proxy \

-p asm_diskgroups=dg[,dg...] \

-p resource_dependencies_offline_restart=asm-inst-rs,asm-stor-rs \

-d asm-dg-rs

クラスタノードで管理状態にある asm-inst-rgリソースグループをオンラインにしま
す。
# clresourcegroup online -eM asm-inst-rg

クラスタノードで管理状態にある asm-dg-rgリソースグループをオンラインにしま
す。
# clresourcegroup online -eM asm-dg-rg

Oracle ASMの構成を確認します。
# clresource status +

▼ ゾーンクラスタ内でOracle ASMリソースグループ
を登録および構成する (CLI)
■ Oracle Clusterwareフレームワークリソースが作成され、RACフレームワークリ
ソースとOracle Clusterwareフレームワークリソースの間に依存関係が構成されて
いることを確認します。

■ RACフレームワークリソースグループ、複数所有者ボリュームマネージャーのフ
レームワークリソースグループ (使用している場合)、およびそれらのリソースが
オンラインであることを確認します。

すべてのステップを大域ゾーンから実行します。

データサービスのASMリソースタイプを登録します。

a. スケーラブルなASMインスタンスプロキシリソースタイプを登録します。
# clresourcetype register -Z zcname SUNW.scalable_asm_instance_proxy

9
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b. ASMディスクグループリソースタイプを登録します。

■ Oracle 10gおよび 11g release 1専用では、SUNW.asm_diskgroupリソースタイプを
使用します。
# clresourcetype register -Z zcname SUNW.asm_diskgroup

■ Oracle 11g Release 2のみでは、SUNW.scalable_asm_diskgroup_proxyリソースタ
イプを使用します。
# clresourcetype register -Z zcname SUNW.scalable_asm_diskgroup_proxy

リソースグループ asm-inst-rgおよび asm-dg-rgを作成します。
# clresourcegroup create -Z zcname -S asm-inst-rg asm-dg-rg

asm-inst-rg
Oracle ASMインスタンスリソースグループの名前を指定します。

asm-dg-rg
Oracle ASMディスクグループリソースグループの名前を指定します。

rac-fmwk-rgに asm-inst-rgとの強い正のアフィニティーを設定します。
# clresourcegroup set -Z zcname -p rg_affinities=++rac-fmwk-rg asm-inst-rg

asm-inst-rgに asm-dg-rgとの強い正のアフィニティーを設定します。
# clresourcegroup set -Z zcname -p rg_affinities=++asm-inst-rg asm-dg-rg

Oracle ASMホームが Sun QFS共有ファイルシステム上にある場合は、ストレージリ
ソースを作成します。

a. ファイルシステムがゾーンクラスタ内から使用可能であることを確認します。
# clzonecluster configure zcname
clzc:zcname> add fs

clzc:zcname:fs> set dir=mountpoint
clzc:zcname:fs> set special=QFSfilesystemname
clzc:zcname:fs> set type=samfs

clzc:zcname:fs> end

clzc:zcname> verify

clzc:zcname> commit

clzc:zcname> exit

b. ストレージリソースを作成し、オンラインにします。
SUNW.wait_zc_bootリソースに依存する SUNW.qfsリソースを作成します。
# clresourcetype register SUNW.wait_zc_boot

# clresourcetype register SUNW.qfs

# clresourcegroup create -S scal-wait-zc-rg
# clresourcegroup create qfs-rg

# clresource create -g scal-wait-zc-rg \
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-t SUNW.wait_zc_boot \

-p zcname=zcname \

wait-zc-rs

# clresource create -g qfs-rg \

-t SUNW.qfs \

-p QFSFileSystem=qfs-mp \

-p resource_dependencies=wait-zc-rs
qfs-rs

# clresourcegroup online -eM scal-wait-zc-rg
# clresourcegroup online -eM qfs-rg

scal-wait-zc-rg
SUNW.wait_zc_bootリソースグループの名前を指定します。

qfs-rg
QFSリソースグループの名前を指定します。

wait-zc-rs
SUNW.wait_zc_bootリソースの名前を指定します。

-p QFSFileSystem=qfs-mp
Oracle ASMホームに使用するQFS共有ファイルシステムのマウントポイントを
設定します。

c. スケーラブルなマウントポイントリソースを作成し、リソースの依存関係を設定
して、リソースグループをオンラインにします。
# clresourcetype register -Z zcname SUNW.ScalMountPoint

# clresourcegroup create -Z zcname -S scal-mp-rg

# clresource create -Z zcname -g scal-mp-rg \

-t SUNW.ScalMountPoint \

-p mountpointdir=qfs-mp \

-p filesystemtype=s-qfs \

-p targetfilesystem=qfs-fs \

-p resource_dependencies_restart=global:qfs-rs \

qfs-mp-rs

# clresourcegroup online -Z zcname -eM scal-mp-rg

scal-mp-rg
スケーラブルなマウントポイントリソースグループの名前を指定します。

-p targetfilesystem=qfs-fs
QFS共有ファイルシステムの名前を指定します。

qfs-rs
QFSリソースの名前を指定します。

qfs-mp-rs
スケーラブルなマウントポイントリソースの名前を指定します。

Oracle ASMリソースグループの登録と構成 (CLI)

Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle Real Application Clustersガイド • 2010年 9月、バージョン
A

332



SUNW.scalable_asm_instance_proxyリソースを作成し、リソースの依存関係を設定し
ます。

■ QFS共有ファイルシステムの場合は、次のコマンドを実行します。
# clresource create -Z zcname -g asm-inst-rg \

-t SUNW.scalable_asm_instance_proxy \

-p ORACLE_HOME=oracle-asm-home \

-p CRS_HOME=crs_home \

-p "ORACLE_SID{node1}"=asm-instance1 \

-p "ORACLE_SID{node2}"=asm-instance2 \

-p resource_dependencies_offline_restart=crs-fmwk-rs,qfs-mp-rs \

-d asm-inst-rs

■ ローカルファイルシステムの場合は、次のコマンドを実行します。
# clresource create -Z zcname -g asm-inst-rg \

-t SUNW.scalable_asm_instance_proxy \

-p ORACLE_HOME=oracle-asm-home \

-p CRS_HOME=crs_home \

-p "ORACLE_SID{node1}"=asm-instance1 \

-p "ORACLE_SID{node2}"=asm-instance2 \

-p resource_dependencies_offline_restart=crs-fmwk-rs \

-d asm-inst-rs

-g asm-inst-rg
リソースを配置するリソースグループの名前を指定します。

-t SUNW.scalable_asm_instance_proxy

追加するリソースのタイプを指定します。

-p ORACLE_HOME= Oracle-asm-home
Oracle ASMホームディレクトリへのパスを設定します。

-p ORACLE_SID= asm-instance
Oracle ASMシステム識別子を設定します。

-d asm-inst-rs
作成するリソースグループの名前を指定します。

asm-dg-rgリソースグループにASMディスクグループリソースタイプを追加します。

■ Oracle 10gおよび 11g release 1専用では、SUNW.asm_diskgroupリソースタイプを使
用します。
# clresource create -Z zcname -g asm-dg-rg -t SUNW.asm_diskgroup \

-p asm_diskgroups=dg[,dg...] \

-p resource_dependencies_offline_restart=asm-inst-rs,asm-stor-rs \

-d asm-dg-rs

-t SUNW.asm_diskgroup

追加するリソースのタイプを指定します。

-p asm_diskgroups =dg
ASMディスクグループを指定します。
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-d asm-dg-rs
作成するリソースグループの名前を指定します。

■ Oracle 11g Release 2のみでは、SUNW.scalable_asm_diskgroup_proxyリソースタイプ
を使用します。
# clresource create -Z zcname -g asm-dg-rg -t SUNW.scalable_asm_diskgroup_proxy \

-p asm_diskgroups=dg[,dg...] \

-p resource_dependencies_offline_restart=asm-inst-rs,asm-stor-rs \

-d asm-dg-rs

クラスタノードで管理状態にある asm-inst-rgリソースグループをオンラインにしま
す。
# clresourcegroup online -Z zcname -eM asm-inst-rg

クラスタノードで管理状態にある asm-dg-rgリソースグループをオンラインにしま
す。
# clresourcegroup online -Z zcname -eM asm-dg-rg

Oracle ASMの構成を確認します。
# clresource status -Z zcname +

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマンドを使用した
ストレージ管理リソースの作成

この節の作業は、90ページの「clsetupを使用してOracleファイル用ストレージリ
ソースを登録および構成する」のリソース構成手順の代替となるものです。この節
では、次の情報を示します。

■ 335ページの「スケーラブルなデバイスグループとスケーラブルなファイルシス
テムマウントポイントのリソース」

■ 335ページの「Sun QFSメタデータサーバーのリソース」
■ 336ページの「グローバルクラスタ内でスケーラブルなデバイスグループのリ
ソースを作成する」

■ 337ページの「ゾーンクラスタ内でスケーラブルなデバイスグループのリソース
を作成する」

■ 338ページの「グローバルクラスタ内で Sun QFSメタデータサーバーのリソースを
登録および構成する」

■ 339ページの「ゾーンクラスタ用に Sun QFSメタデータサーバーのリソースを登録
および構成する」

■ 341ページの「グローバルクラスタ内でファイルシステムマウントポイントのリ
ソースを作成する」

■ 342ページの「ゾーンクラスタ内でファイルシステムマウントポイントのリ
ソースを作成する」
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Oracleファイル用のストレージを表す次のリソースが必要です。
■ スケーラブルなデバイスグループとスケーラブルなファイルシステムマウントポ
イントのリソース

■ Sun QFSメタデータサーバーのリソース

スケーラブルなデバイスグループとスケーラブル
なファイルシステムマウントポイントのリソース
Solaris Volume Manager for Sun ClusterまたはVxVMを使用している場合は、次のよう
にストレージリソースを構成します。

■ スケーラブルなデバイスグループのすべてのリソースを含む、1つのスケーラブ
ルなリソースグループを作成します。

■ Oracleファイル用に使用している Solaris Volume Manager for Sun Cluster複数所有者
ディスクセットまたはVxVM共有ディスクグループごとに、1つのリソースを作
成します。

Sun QFSデバイスまたは認定されたNASデバイスを使用している場合は、次のよう
にストレージリソースを構成します。

■ スケーラブルなファイルシステムマウントポイントのすべてのリソースを含
む、1つのスケーラブルなリソースグループを作成します。

■ Oracleファイル用に使用している認定されたNASデバイス上の Sun QFS共有
ファイルシステムまたはNFSファイルシステムごとに、1つのリソースを作成し
ます。

Sun QFS共有ファイルシステムを表すリソースは、ファイルシステムの Sun QFSメタ
データサーバーが実行されている場合にのみ起動できます。同様に、Sun QFS共有
ファイルシステムを表すリソースは、ファイルシステムの Sun QFSメタデータ
サーバーが停止している場合にのみ停止できます。この要件を満たすには、Sun QFS
メタデータサーバーごとにリソースを構成します。詳細は、335ページの「Sun QFS
メタデータサーバーのリソース」を参照してください。

Sun QFSメタデータサーバーのリソース
Sun QFS共有ファイルシステムを使用している場合は、Sun QFSメタデータ
サーバーごとに 1つのリソースを作成します。これらのリソースのためのリソース
グループの構成は、使用しているOracleのバージョンに依存します。

■ 336ページの「Oracle 9iおよびOracle 10g Release 2または 11gでの Sun QFSリソース
グループの構成」

■ 336ページの「Oracle 10g Release 1での Sun QFSリソースグループの構成」
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Oracle 9iおよびOracle 10g Release 2または11gでの Sun QFSリ
ソースグループの構成
Oracle 9i、Oracle 10g Release 2、またはOracle 11gを使用している場合、リソースグ
ループの構成は、構成内のファイルシステムの数に依存します。

■ 構成に含まれるファイルシステムの数が少ない場合は、Sun QFSメタデータ
サーバーのすべてのリソースに対して 1つのリソースグループを作成します。

■ 構成に含まれるファイルシステムの数が多い場合は、次のように Sun QFSメタ
データサーバーのリソースを複数のリソースグループで構成します。
■ リソースをリソースグループ間に分配して、最適な負荷分散を実現します。
■ すべてのリソースグループが同時に同じノードでオンラインになるのを防ぐた
めに、リソースグループごとに異なる主ノードを選択します。

Oracle 10g Release 1での Sun QFSリソースグループの構成
Oracle 10gを使用している場合は、Oracle ClusterwareがOracle RACデータベースイン
スタンスを管理します。これらのデータベースインスタンスは、すべての共有
ファイルシステムをマウントしたあとにのみ起動する必要があります。

データベースファイルおよび関連するファイル用に複数のファイルシステムを使用
することもあります。詳細は、59ページの「データベースファイルおよび関連
ファイル用の Sun QFSファイルシステム」を参照してください。この場合は、ほか
のデータベースファイル用のファイルシステムがマウントされたあとにのみOracle
Clusterware投票ディスクを含むファイルシステムがマウントされるようにします。
この動作により、ノードが起動するときに、すべての Sun QFSファイルシステムが
マウントされてからOracle Clusterwareリソースが起動するようになります。

Oracle 10g Release 1を使用している場合は、Oracle Solaris Clusterがファイルシステム
を要求された順序でマウントすることを、リソースグループの構成が保証する必要
があります。この要件を満たすには、ファイルシステムのメタデータサーバーのリ
ソースグループを次のように構成します。

■ メタデータサーバーのリソースを独立したリソースグループ内に作成します。
■ Oracle Clusterware投票ディスクを含むファイルシステムのリソースグループ
を、ほかのメタデータリソースグループに依存するように設定します。

▼ グローバルクラスタ内でスケーラブルなデバイス
グループのリソースを作成する
この手順を、クラスタの 1つのノードのみで実行します。

スーパーユーザーになるか、RBACの承認 solaris.cluster.adminおよび
solaris.cluster.modifyを提供する役割になります。
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スケーラブルなデバイスグループリソースを含むスケーラブルなリソースグループ
を作成します。

RACフレームワークリソースグループのリソースグループによる強い正のアフィニ
ティーを設定します。

ヒント – Oracle RAC用サポートをすべてのクラスタノードで実行する必要がある場合
は、次のコマンドで -Sオプションを指定し、オプション
-n、-p maximum_primaries、-p desired_primaries、および -p rg_mode は省略しま
す。

# clresourcegroup create -p nodelist=nodelist \

-p desired_primaries=num-in-list \

-p maximum_primaries=num-in-list \

-p rg_affinities=++rac-fmwk-rg \

[-p rg_description="description"] \

-p rg_mode=Scalable \

scal-dg-rg

SUNW.ScalDeviceGroupリソースタイプを登録します。
# clresourcetype register SUNW.ScalDeviceGroup

Oracleファイル用に使用しているスケーラブルなデバイスグループごと
に、SUNW.ScalDeviceGroupリソースタイプのインスタンスを、手順 2で作成したリ
ソースグループに追加します。

デバイスグループのボリュームマネージャーを表すRACフレームワークリソースグ
ループ内のリソースに対する、SUNW.ScalDeviceGroupのインスタンスの強い依存関係
を設定します。この依存関係のスコープを、SUNW.ScalDeviceGroupリソースが実行
されているノードのみに制限します。
# clresource create -t SUNW.ScalDeviceGroup -g scal-dg-rg \

-p resource_dependencies=fm-vol-mgr-rs{local_node} \

-p diskgroupname=disk-group scal-dg-rs

手順 2で作成したリソースグループをオンラインおよび管理状態にします。
# clresourcegroup online -emM scal-dg-rg

▼ ゾーンクラスタ内でスケーラブルなデバイスグ
ループのリソースを作成する
この手順はグローバルクラスタから実行します。

スーパーユーザーになるか、RBACの承認 solaris.cluster.adminおよび
solaris.cluster.modifyを提供する役割になります。

2

3

4

5

1

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマンドを使用したストレージ管理リソースの作成

付録D • コマンド行のオプション 337



スケーラブルなデバイスグループリソースを含むスケーラブルなリソースグループ
を作成します。
RACフレームワークリソースグループのリソースグループによる強い正のアフィニ
ティーを設定します。

ヒント – Oracle RAC用サポートをすべてのクラスタノードで実行する必要がある場合
は、次のコマンドで -Sオプションを指定し、オプション
-n、-p maximum_primaries、-p desired_primaries、および -p rg_mode は省略しま
す。

# clresourcegroup create -Z zcname -p nodelist=nodelist \

-p desired_primaries=num-in-list \

-p maximum_primaries=num-in-list \

-p rg_affinities=++rac-fmwk-rg \

[-p rg_description="description"] \

-p rg_mode=Scalable \

scal-dg-rg

SUNW.ScalDeviceGroupリソースタイプを登録します。
# clresourcetype register -Z zcname SUNW.ScalDeviceGroup

Oracleファイル用に使用しているスケーラブルなデバイスグループごと
に、SUNW.ScalDeviceGroupリソースタイプのインスタンスを、手順 2で作成したリ
ソースグループに追加します。
デバイスグループのボリュームマネージャーを表すRACフレームワークリソースグ
ループ内のリソースに対する、SUNW.ScalDeviceGroupのインスタンスの強い依存関係
を設定します。この依存関係のスコープを、SUNW.ScalDeviceGroupリソースが実行
されているノードのみに制限します。
# clresource create -Z zcname -t SUNW.ScalDeviceGroup -g scal-dg-rg \

-p resource_dependencies=fm-vol-mgr-rs{local_node} \

-p diskgroupname=disk-group scal-dg-rs

手順 2で作成したリソースグループをオンラインおよび管理状態にします。
# clresourcegroup online -Z zcname-emM scal-dg-rg

▼ グローバルクラスタ内で Sun QFSメタデータ
サーバーのリソースを登録および構成する
この作業は、Sun QFS共有ファイルシステムを使用している場合にのみ実行します。

この手順を、クラスタの 1つのノードのみで実行します。

スーパーユーザーになるか、RBACの承認 solaris.cluster.adminおよび
solaris.cluster.modifyを提供する役割になります。
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Sun QFSメタデータサーバーのリソースを含むフェイルオーバーリソースグループを
作成します。

ボリュームマネージャーも使用している場合は、ボリュームマネージャーのス
ケーラブルなデバイスグループリソースを含むリソースグループ用に、リソースグ
ループによる強い正のアフィニティーを設定します。このリソースグループは、
336ページの「グローバルクラスタ内でスケーラブルなデバイスグループのリソース
を作成する」で作成されます。

# clresourcegroup create -n nodelist \

[-p rg_affinities=++scal-dg-rg] \

[-p rg_description="description"] \

qfs-mds-rg

SUNW.qfsリソースタイプを登録します。
# clresourcetype register SUNW.qfs

使用している Sun QFS共有ファイルシステムごとに、SUNW.qfsリソースタイプのイン
スタンスを、手順 2で作成したリソースグループに追加します。

SUNW.qfsの各インスタンスは、ファイルシステムのメタデータサーバーを表しま
す。

ボリュームマネージャーも使用している場合は、ファイルシステムを格納するス
ケーラブルなデバイスグループのリソースに対する、SUNW.qfsのインスタンスによ
る強い依存関係を設定します。このリソースは、336ページの「グローバルクラス
タ内でスケーラブルなデバイスグループのリソースを作成する」で作成されます。

# clresource create -t SUNW.qfs -g qfs-mds-rg \

-p qfsfilesystem=path \

[-p resource_dependencies=scal-dg-rs] \

qfs-mds-rs

手順 2で作成したリソースグループをオンラインおよび管理状態にします。
# clresourcegroup online -emM qfs-mds-rg

▼ ゾーンクラスタ用に Sun QFSメタデータ
サーバーのリソースを登録および構成する
ゾーンクラスタ用に Sun QFSメタデータサーバーのリソースを登録および構成する
には、この手順のステップを実行します。

これらのステップはグローバルクラスタ内で実行します。

スーパーユーザーになるか、RBACの承認 solaris.cluster.adminおよび
solaris.cluster.modifyを提供する役割になります。
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グローバルクラスタ内で SUNW.wait_zc_bootリソースを含むスケーラブルなリソース
グループを作成します。
# clresourcegroup create -n nodelist \

-p rg_mode=Scalable \

-p maximum_primaries=num-in-list \

-p desired_primaries=num-in-list \

[-p rg_mode=Scalable \

zc-wait-rg

SUNW.wait_zc_bootリソースタイプを登録します。
# clresourcetype register SUNW.wait_zc_boot

SUNW.wait_zc_bootリソースタイプのインスタンスを、手順 2で作成したリソースグ
ループに追加します。
# clresource create -g zc-wait-rg -t SUNW.wait_zc_boot \

-p ZCName=zcname zc-wait-rs

手順 2で作成したリソースグループをオンラインおよび管理状態にします。
# clresourcegroup online -emM zc-wait-rg

Sun QFSメタデータサーバーのリソースを含むフェイルオーバーリソースグループを
作成します。
ゾーンクラスタ用に構成された SUNW.wait_zc_bootリソースを含むリソースグループ
用に、リソースグループによる強い正のアフィニティーを設定します。

ボリュームマネージャーも使用する場合は、ボリュームマネージャーのスケーラブ
ルなデバイスグループリソースを含むリソースグループ用に、リソースグループに
よる強い正のアフィニティーを設定します。このリソースグループは、336ページ
の「グローバルクラスタ内でスケーラブルなデバイスグループのリソースを作成す
る」で作成されます。
# clresourcegroup create -n nodelist \

-p rg_affinities=++wait-zc-rg[,++scal-dg-rg] \

[-p rg_description="description"] \

qfs-mds-rg

SUNW.qfsリソースタイプを登録します。
# clresourcetype register SUNW.qfs

使用している Sun QFS共有ファイルシステムごとに、SUNW.qfsリソースタイプのイン
スタンスを、手順 6で作成したリソースグループに追加します。
SUNW.qfsの各インスタンスは、ファイルシステムのメタデータサーバーを表しま
す。

ゾーンクラスタ用に構成された SUNW.wait_zc_bootリソースに対する、SUNW.qfsのイ
ンスタンスによる強い依存関係を設定します。

ボリュームマネージャーも使用している場合は、ファイルシステムを格納するス
ケーラブルなデバイスグループのリソースに対する、SUNW.qfsのインスタンスによ
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る強い依存関係を設定します。このリソースは、336ページの「グローバルクラス
タ内でスケーラブルなデバイスグループのリソースを作成する」で作成されます。

# clresource create -t SUNW.qfs -g qfs-mds-rg \

-p qfsfilesystem=path
\-p resource_dependencies=zc-wait-rs[,scal-dg-rs] \

qfs-mds-rs

手順 6で作成したリソースグループをオンラインおよび管理状態にします。
# clresourcegroup online -emM qfs-mds-rg

▼ グローバルクラスタ内でファイルシステムマウン
トポイントのリソースを作成する
この手順を、クラスタの 1つのノードのみで実行します。

スーパーユーザーになるか、RBACの承認 solaris.cluster.adminおよび
solaris.cluster.modifyを提供する役割になります。

スケーラブルなファイルシステムマウントポイントのリソースを含む、スケーラブ
ルなリソースグループを作成します。

ボリュームマネージャーも使用している場合は、ボリュームマネージャーのス
ケーラブルなデバイスグループリソースを含むリソースグループ用に、リソースグ
ループによる強い正のアフィニティーを設定します。このリソースグループは、
336ページの「グローバルクラスタ内でスケーラブルなデバイスグループのリソース
を作成する」で作成されます。

ヒント – Oracle RAC用サポートをすべてのクラスタノードで実行する必要がある場合
は、次のコマンドで -Sオプションを指定し、オプション
-n、-p maximum_primaries、-p desired_primaries、および -p rg_mode は省略しま
す。

# clresourcegroup create -n nodelist \

-p desired_primaries=num-in-list \

-p maximum_primaries=num-in-list \

[-p rg_affinities=++scal-dg-rg] \

[-p rg_description="description"] \

-p rg_mode=Scalable scal-mp-rg

SUNW.ScalMountPointリソースタイプを登録します。
# clresourcetype register SUNW.ScalMountPoint
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スケーラブルなファイルシステムマウントポイントリソースを必要とする共有
ファイルシステムごとに、SUNW.ScalMountPointリソースタイプのインスタンス
を、手順 2で作成したリソースグループに追加します。

■ Sun QFS共有ファイルシステムごとに、次のコマンドを入力します。
ファイルシステム用の Sun QFSメタデータサーバーのリソースに対す
る、SUNW.ScalMountPointのインスタンスによる強い依存関係を設定します。 Sun
QFSメタデータサーバーセットのリソースは、338ページの「グローバルクラス
タ内で Sun QFSメタデータサーバーのリソースを登録および構成する」で作成さ
れます。

ボリュームマネージャーも使用している場合は、ファイルシステムを格納するス
ケーラブルなデバイスグループのリソースに対する、SUNW.ScalMountPointのイン
スタンスによるオフラインリスタート依存関係を設定します。このリソースは、
336ページの「グローバルクラスタ内でスケーラブルなデバイスグループのリ
ソースを作成する」で作成されます。
# clresource create -t SUNW.ScalMountPoint -g scal-mp-rg \

-p resource_dependencies=qfs-mds-rs \

[-p resource_dependencies_offline_restart=scal-dg-rs] \

-p mountpointdir=mp-path \

-p filesystemtype=s-qfs \

-p targetfilesystem=fs-name qfs-mp-rs

■ 認定されたNASデバイス上のファイルシステムごとに、次のコマンドを入力しま
す。
ボリュームマネージャーも使用している場合は、ファイルシステムを格納するス
ケーラブルなデバイスグループのリソースに対する、SUNW.ScalMountPointのイン
スタンスによるオフラインリスタート依存関係を設定します。このリソースは、
336ページの「グローバルクラスタ内でスケーラブルなデバイスグループのリ
ソースを作成する」で作成されます。
# clresource create -t SUNW.ScalMountPoint -g scal-mp-rg \

[-p resource_dependencies_offline_restart=scal-dg-rs] \

-p mountpointdir=mp-path \

-p filesystemtype=nas \

-p targetfilesystem=nas-device:fs-name nas-mp-rs

手順 2で作成したリソースグループをオンラインおよび管理状態にします。
# clresourcegroup online -emM scal-mp-rg

▼ ゾーンクラスタ内でファイルシステムマウントポ
イントのリソースを作成する
ゾーンクラスタ内でファイルシステムマウントポイントのリソースを作成するに
は、この手順のステップを実行します。 Solaris Volume Manager for Sun Cluster上の
Sun QFS共有ファイルシステムおよびハードウェアRAID上の Sun QFS共有ファイル

4

5

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマンドを使用したストレージ管理リソースの作成

Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle Real Application Clustersガイド • 2010年 9月、バージョン
A

342



システムを含むRAC構成の場合は、すべてのスケーラブルなマウントポイントリ
ソースを含むスケーラブルなリソースグループをゾーンクラスタ内で作成します。

注 –ノードリストは、ゾーンクラスタノードのリストです。

この手順はグローバルクラスタから実行します。

スーパーユーザーになるか、RBACの承認 solaris.cluster.adminおよび
solaris.cluster.modifyを提供する役割になります。

ゾーンクラスタ内で、スケーラブルなファイルシステムマウントポイントのリ
ソースを含むスケーラブルなリソースグループを作成します。

ボリュームマネージャーも使用している場合は、ボリュームマネージャーのス
ケーラブルなデバイスグループリソースを含むリソースグループ用に、リソースグ
ループによる強い正のアフィニティーを設定します。このリソースグループは、
336ページの「グローバルクラスタ内でスケーラブルなデバイスグループのリソース
を作成する」で作成されます。

ヒント – Oracle RAC用サポートをすべてのクラスタノードで実行する必要がある場合
は、次のコマンドで -Sオプションを指定し、オプション
-n、-p maximum_primaries、-p desired_primaries、および -p rg_mode は省略しま
す。

# clresourcegroup create -Z zcname zcnodelist \

-p desired_primaries=num-in-list \

-p maximum_primaries=num-in-list \

[-p rg_affinities=++global:scal-dg-rg] \

[-p rg_description="description"] \

-p rg_mode=Scalable scal-mp-rg

SUNW.ScalMountPointリソースタイプを登録します。
# clresourcetype register -Z zcname SUNW.ScalMountPoint

スケーラブルなファイルシステムマウントポイントリソースを必要とする Sun QFS共
有ファイルシステムごとに、SUNW.ScalMountPoint リソースタイプのインスタンス
を、手順 2で作成したリソースグループに追加します。
# clresource create -Z zcname -t SUNW.ScalMountPoint -d -g scal-mp-rg \

-p resource_dependencies=global:qfs-mds-rs \

[-y resource_dependencies_offline_restart=global:scal-dg-rs \]

-x mountpointdir=mp-path \
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-x filesystemtype=s-qfs \

-x targetfilesystem=fs-name qfs-mp-rs

■ ファイルシステム用の Sun QFSメタデータサーバーのリソースに対す
る、SUNW.ScalMountPointのインスタンスによる強い依存関係を設定します。

Sun QFSメタデータサーバーセットのリソースは、338ページの「グローバルクラ
スタ内で Sun QFSメタデータサーバーのリソースを登録および構成する」で作成
されます。

■ ボリュームマネージャーも使用している場合は、ファイルシステムを格納するス
ケーラブルなデバイスグループのリソースに対する、SUNW.ScalMountPointのイン
スタンスによるオフラインリスタート依存関係を設定します。

このリソースは、336ページの「グローバルクラスタ内でスケーラブルなデバイ
スグループのリソースを作成する」で作成されます。

手順 2で作成したリソースグループをオンラインおよび管理状態にします。
# clresourcegroup online -Z zcname -emM scal-mp-rg

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマンドを使用した
Oracle 10gまたは11gとの相互運用のためのリソースの作
成

この節の作業は、118ページの「Oracle Solaris ClusterおよびOracle 10g Release 2また
は 11g Oracle Clusterwareの相互運用を実現する」のリソース構成手順の代替となるも
のです。この節では、次の情報を示します。

■ 347ページの「Oracle 10gまたは 11gとの相互運用のためのOracle Solaris Clusterリ
ソースを作成する」

■ 350ページの「Oracle 10gまたは 11gとの相互運用のためにゾーンクラスタ内で
Oracle Solaris Clusterリソースを作成する」

■ 353ページの「Sun Clusterとの相互運用のためのOracle Clusterwareリソースを作成
する」

■ 355ページの「Sun Clusterソフトウェアとの相互運用のためのOracle Clusterware
Oracle ASMリソースを作成する」

Oracle 10g Release 2または 11gとの相互運用のためのリソースを使用すると、Oracle
Solaris Clusterインタフェースを使用してOracle RACデータベースインスタンスを管
理できます。また、これらのリソースにより、Oracle ClusterwareリソースのOracle
Solaris Clusterリソースに対する依存関係が満たされるようになります。これらのリ
ソースにより、Oracle Solaris ClusterソフトウェアおよびOracle Clusterwareによって
提供される高可用性フレームワークの相互運用が可能になります。
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Oracle 10gまたは 11gとの相互運用のためには次のリソースが必要です。

■ Oracle RACデータベースのプロキシとして機能するOracle Solaris Clusterリソース
■ Oracle Clusterwareフレームワークを表すOracle Solaris Clusterリソース
■ スケーラブルデバイスグループを表すOracle Clusterwareリソース
■ スケーラブルファイルシステムのマウントポイントを表すOracle Clusterwareリ
ソース

Oracle Solaris Clusterリソースを表すOracle Clusterwareリソースに、次の形式で名前
を割り当てる必要があります。

sun.node .sc-rs

node Oracle Clusterwareリソースを実行するノードの名前を指定します。

sc-rs Oracle Clusterwareリソースが表すOracle Solaris Clusterリソースの名前を指定
します。

たとえば、Oracle Solaris Clusterリソース scal-dg-rsを表すノード pclus1のOracle
Clusterwareリソースの名前は、次のようになっている必要があります。

sun.pclus1.scal-dg-rs
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図D–1 ボリュームマネージャーによる構成用のプロキシリソース
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▼ Oracle 10gまたは11gとの相互運用のためのOracle
Solaris Clusterリソースを作成する
この手順を、クラスタの 1つのノードのみで実行します。

スーパーユーザーになるか、RBACの承認 solaris.cluster.adminおよび
solaris.cluster.modifyを提供する役割になります。

図D–2 共有ファイルシステムによる構成用のプロキシリソース
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SUNW.crs_frameworkリソースタイプを登録します。
# clresourcetype register SUNW.crs_framework

SUNW.crs_frameworkリソースタイプのインスタンスを、RACフレームワークリソース
グループに追加します。

このリソースグループについては、69ページの「RACフレームワークリソースグ
ループの登録と構成」を参照してください。

RACフレームワークリソースグループ内の SUNW.rac_frameworkのインスタンスに対
する、SUNW.crs_frameworkのインスタンスによる強い依存関係を設定します。

データベースファイル用に使用しているストレージのストレージリソースが構成さ
れている場合があります。この場合、ストレージリソースに対す
る、SUNW.crs_frameworkのインスタンスによるオフラインリスタート依存関係を設
定します。この依存関係のスコープを、ストレージリソースが実行されている
ノードのみに制限します。

■ データベースファイル用にボリュームマネージャーを使用している場合は、
336ページの「グローバルクラスタ内でスケーラブルなデバイスグループのリ
ソースを作成する」で作成したリソースへの依存関係を設定します。

■ データベースファイル用にファイルシステムを使用している場合は、341ページ
の「グローバルクラスタ内でファイルシステムマウントポイントのリソースを作
成する」で作成したリソースへの依存関係を設定します。

バイナリファイル用に使用しているファイルシステムのストレージリソースが構成
されている場合があります。この場合、ストレージリソースに対す
る、SUNW.crs_frameworkのインスタンスによるオフラインリスタート依存関係を設
定します。この依存関係のスコープを、ストレージリソースが実行されている
ノードのみに制限します。 341ページの「グローバルクラスタ内でファイルシステ
ムマウントポイントのリソースを作成する」で作成したリソースへの依存関係を設
定します。

# clresource create -t SUNW.crs_framework \

-g rac-fmwk-rg \

-p resource_dependencies=rac-fmwk-rs \

[-p resource_dependencies_offline_restart=db-storage-rs{local_node} \

[,bin-storage-rs{local_node}]] \

crs-fmwk-rs

Oracle RACデータベースサーバーのプロキシリソースを含むスケーラブルなリソース
グループを作成します。

RACフレームワークリソースグループのスケーラブルなリソースグループによる強
い正のアフィニティーを設定します。
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データベースファイル用に使用しているストレージのストレージリソースが構成さ
れている場合があります。この場合、データベースファイルのストレージリソース
を含むリソースグループ用のスケーラブルなリソースグループによる強い正のア
フィニティーを設定します。

■ データベースファイル用にボリュームマネージャーを使用している場合は、
336ページの「グローバルクラスタ内でスケーラブルなデバイスグループのリ
ソースを作成する」で作成したリソースグループの強い正のアフィニティーを設
定します。

■ データベースファイル用にファイルシステムを使用している場合は、341ページ
の「グローバルクラスタ内でファイルシステムマウントポイントのリソースを作
成する」で作成したリソースグループの強い正のアフィニティーを設定します。

ヒント – Oracle RAC用サポートをすべてのクラスタノードで実行する必要がある場合
は、次のコマンドで -Sオプションを指定し、オプション
-n、-p maximum_primaries、-p desired_primaries、および -p rg_mode は省略しま
す。

# clresourcegroup create -n nodelist \

-p maximum_primaries=num-in-list \

-p desired_primaries=num-in-list \

-p rg_affinities=++rac-fmwk-rg[,db-storage-rg] \

[-p rg_description="description"] \

-p rg_mode=Scalable \

rac-db-rg

SUNW.scalable_rac_server_proxyリソースタイプを登録します。
# clresourcetype register SUNW.scalable_rac_server_proxy

SUNW.scalable_rac_server_proxyリソースタイプのインスタンスを、手順 4で作成し
たリソースグループに追加します。

RACフレームワークリソースグループ内の SUNW.rac_frameworkのインスタンスに対
する、SUNW.scalable_rac_server_proxyのインスタンスによる強い依存関係を設定し
ます。

手順 3で作成した SUNW.crs_frameworkのインスタンスに対す
る、SUNW.scalable_rac_server_proxyのインスタンスによるオフラインリスタート依
存関係を設定します。
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データベースファイル用に使用しているストレージのストレージリソースが構成さ
れている場合があります。この場合、ストレージリソースに対す
る、SUNW.scalable_rac_server_proxyのインスタンスによるオフラインリスタート依
存関係を設定します。この依存関係のスコープを、ストレージリソースが実行され
ているノードのみに制限します。

■ データベースファイル用にボリュームマネージャーを使用している場合は、
336ページの「グローバルクラスタ内でスケーラブルなデバイスグループのリ
ソースを作成する」で作成したリソースへの依存関係を設定します。

■ データベースファイル用にファイルシステムを使用している場合は、341ページ
の「グローバルクラスタ内でファイルシステムマウントポイントのリソースを作
成する」で作成したリソースへの依存関係を設定します。

リソースをマスターできる各ノードに対して、異なる値の oracle_sid拡張プロパ
ティーを設定します。

# clresource create -g rac-db-rg \

-t SUNW.scalable_rac_server_proxy \

-p resource_dependencies=rac-fmwk-rs \

-p resource_dependencies_offline_restart=crs-fmk-rs[, db-storage-rs] \

-p oracle_home=ora-home \

-p crs_home=crs-home \

-p db_name=db-name \

-p oracle_sid{node1-id}=sid-node1 \

[ -p oracle_sid{node2-id}=sid-node2...] \

rac-srvr-proxy-rs

手順 4で作成したリソースグループをオンラインにします。
# clresourcegroup online -emM rac-db-rg

▼ Oracle 10gまたは11gとの相互運用のために
ゾーンクラスタ内でOracle Solaris Clusterリソース
を作成する
この手順を、クラスタの 1つのノードのみで実行します。

注 –この手順のステップでOracle Solaris Clusterコマンドをゾーンクラスタ内で実行す
る必要があるときは、グローバルクラスタからコマンドを実行し、-Zオプションを
使用してゾーンクラスタを指定するようにしてください。

スーパーユーザーになるか、RBACの承認 solaris.cluster.adminおよび
solaris.cluster.modifyを提供する役割になります。
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SUNW.crs_frameworkリソースタイプを登録します。
# clresourcetype register -Z zcname SUNW.crs_framework

SUNW.crs_frameworkリソースタイプのインスタンスを、RACフレームワークリソース
グループに追加します。

このリソースグループについては、69ページの「RACフレームワークリソースグ
ループの登録と構成」を参照してください。

RACフレームワークリソースグループ内の SUNW.rac_frameworkのインスタンスに対
する、SUNW.crs_frameworkのインスタンスによる強い依存関係を設定します。

データベースファイル用に使用しているストレージのストレージリソースが構成さ
れている場合があります。この場合、ストレージリソースに対す
る、SUNW.crs_frameworkのインスタンスによるオフラインリスタート依存関係を設
定します。この依存関係のスコープを、ストレージリソースが実行されている
ノードのみに制限します。

■ データベースファイル用にボリュームマネージャーを使用している場合は、
336ページの「グローバルクラスタ内でスケーラブルなデバイスグループのリ
ソースを作成する」で作成したリソースへの依存関係を設定します。

■ データベースファイル用にファイルシステムを使用している場合は、342ページ
の「ゾーンクラスタ内でファイルシステムマウントポイントのリソースを作成す
る」で作成したリソースへの依存関係を設定します。

バイナリファイル用に使用しているファイルシステムのストレージリソースが構成
されている場合があります。この場合、ストレージリソースに対す
る、SUNW.crs_frameworkのインスタンスによるオフラインリスタート依存関係を設
定します。この依存関係のスコープを、ストレージリソースが実行されている
ノードのみに制限します。 342ページの「ゾーンクラスタ内でファイルシステムマ
ウントポイントのリソースを作成する」で作成したリソースへの依存関係を設定し
ます。

# clresource create -Z zcname -t SUNW.crs_framework \

-g rac-fmwk-rg \

-p resource_dependencies=rac-fmwk-rs \

[-p resource_dependencies_offline_restart=db-storage-rs{local_node} \

[,bin-storage-rs{local_node}]] \

crs-fmwk-rs

Oracle RACデータベースサーバーのプロキシリソースを含むスケーラブルなリソース
グループを作成します。

RACフレームワークリソースグループのスケーラブルなリソースグループによる強
い正のアフィニティーを設定します。
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データベースファイル用に使用しているストレージのストレージリソースが構成さ
れている場合があります。この場合、データベースファイルのストレージリソース
を含むリソースグループ用のスケーラブルなリソースグループによる強い正のア
フィニティーを設定します。

■ データベースファイル用にボリュームマネージャーを使用している場合は、
336ページの「グローバルクラスタ内でスケーラブルなデバイスグループのリ
ソースを作成する」で作成したリソースグループの強い正のアフィニティーを設
定します。

■ データベースファイル用にファイルシステムを使用している場合は、342ページ
の「ゾーンクラスタ内でファイルシステムマウントポイントのリソースを作成す
る」で作成したリソースグループの強い正のアフィニティーを設定します。

ヒント – Oracle RAC用サポートをすべてのクラスタノードで実行する必要がある場合
は、次のコマンドで -Sオプションを指定し、オプション
-n、-p maximum_primaries、-p desired_primaries、および -p rg_mode は省略しま
す。

# clresourcegroup create -Z zcname -n nodelist \

-p maximum_primaries=num-in-list \

-p desired_primaries=num-in-list \

-p rg_affinities=++rac-fmwk-rg[,db-storage-rg] \

[-p rg_description="description"] \

-p rg_mode=Scalable \

rac-db-rg

SUNW.scalable_rac_server_proxyリソースタイプを登録します。
# clresourcetype register -Z zcname SUNW.scalable_rac_server_proxy

SUNW.scalable_rac_server_proxyリソースタイプのインスタンスを、手順 4で作成し
たリソースグループに追加します。

RACフレームワークリソースグループ内の SUNW.rac_frameworkのインスタンスに対
する、SUNW.scalable_rac_server_proxyのインスタンスによる強い依存関係を設定し
ます。

手順 3で作成した SUNW.crs_frameworkのインスタンスに対す
る、SUNW.scalable_rac_server_proxyのインスタンスによるオフラインリスタート依
存関係を設定します。
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データベースファイル用に使用しているストレージのストレージリソースが構成さ
れている場合があります。この場合、ストレージリソースに対す
る、SUNW.scalable_rac_server_proxyのインスタンスによるオフラインリスタート依
存関係を設定します。この依存関係のスコープを、ストレージリソースが実行され
ているノードのみに制限します。

■ データベースファイル用にボリュームマネージャーを使用している場合は、
336ページの「グローバルクラスタ内でスケーラブルなデバイスグループのリ
ソースを作成する」で作成したリソースへの依存関係を設定します。

■ データベースファイル用にファイルシステムを使用している場合は、342ページ
の「ゾーンクラスタ内でファイルシステムマウントポイントのリソースを作成す
る」で作成したリソースへの依存関係を設定します。

リソースをマスターできる各ノードに対して、異なる値の oracle_sid拡張プロパ
ティーを設定します。

# clresource create -Z zcname -g rac-db-rg \

-t SUNW.scalable_rac_server_proxy \

-p resource_dependencies=rac-fmwk-rs \

-p resource_dependencies_offline_restart=crs-fmk-rs \

[, db-storage-rs, bin-storage-rs] \

-p oracle_home=ora-home \

-p crs_home=crs-home \

-p db_name=db-name \

-p oracle_sid{node1-id}=sid-node1 \

[ -p oracle_sid{node2-id}=sid-node2...] \

rac-srvr-proxy-rs

手順 4で作成したリソースグループをオンラインにします。
# clresourcegroup online -Z zcname -emM rac-db-rg

▼ Sun Clusterとの相互運用のためのOracle
Clusterwareリソースを作成する
Oracle Clusterwareリソースは、Oracle Solaris Clusterリソースに似ています。Oracle
Clusterwareリソースは、Oracle Solaris ClusterリソースがOracle Solaris Cluster RGMに
よって管理される項目を表すのと同様の方法で、Oracle Clusterwareによって管理さ
れる項目を表します。

構成によっては、Oracle Clusterwareリソースと表される一部のOracleコンポーネン
トが、Oracle Solaris Clusterによって管理されるファイルシステムおよびグローバル
デバイスに依存することがあります。たとえば、Oracleファイル用にファイルシス
テムおよびグローバルデバイスを使用している場合、Oracle RACデータベースおよ
びOracleリスナーがこれらのファイルシステムおよびグローバルデバイスに依存す
ることがあります。
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Oracleコンポーネントが依存するスケーラブルなデバイスグループおよびスケーラ
ブルなファイルシステムマウントポイントのOracle Solaris Clusterリソースごと
に、Oracle Clusterwareリソースを作成します。作成するOracle Clusterwareリソース
は、関連するOracle Solaris Clusterリソースのステータスを追跡します。ま
た、Oracle Clusterwareリソースにより、Oracle Clusterwareリソースが正しい順序で起
動するようになります。

この作業は、Oracle RAC用サポートを実行する各クラスタノードで実行します。

注 –この手順の一部のステップでは、Oracle Clusterwareコマンドを使用する必要があ
ります。これらのステップでは、Oracle Release 10g Release 2または 11g用のコマンド
の構文が示されます。 10g Release 2または 11g以外のバージョンのOracleを使用して
いる場合は、Oracleのドキュメントを参照して正しいコマンド構文を確認してくだ
さい。

注 –ゾーンクラスタ内でOracle Clusterwareリソースを作成するには、そのゾーンクラ
スタ内でこの手順のステップを実行するようにしてください。

この作業を実行しているノードで、グローバルクラスタ用のグローバルクラスタ
ノードまたはゾーンクラスタ用のゾーンクラスタノードがスーパーユーザーになり
ます。

/var/cluster/ucmm/profileディレクトリが存在しない場合は、作成します。

Oracle Clusterwareリソースのプロファイルは、このディレクトリに作成します。
# mkdir -p /var/cluster/ucmm/profile

Oracle Clusterwareリソースのプロファイルを作成します。
# crs-home/bin/crs_profile \

-create sun.node.sc-rs \

-t application -d "description" \

-dir /var/cluster/ucmm/profile \

-a /opt/SUNWscor/dsconfig/bin/scproxy_crs_action \

-p restricted -h node -f -o st=1800

手順 3でプロファイルを作成したOracle Clusterwareリソースを登録します。
# crs-home/bin/crs_register sun.node.sc-rs \

-dir /var/cluster/ucmm/profile
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Oracle ClusterwareリソースがプロキシであるOracle Solaris Clusterリソースがオンライ
ンであることを確認します。

a. Oracle Solaris Clusterリソースの状態を取得します。
# clresource status sc-rs

b. Oracle Solaris Clusterリソースの状態がオンラインでない場合は、Oracle Solaris
Clusterリソースを含むリソースグループをオンラインにします。
Oracle Solaris Clusterリソースの状態がオンラインである場合は、このステップを
省略します。
# clresourcegroup online -emM sc-rg

手順 4で登録したOracle Clusterwareリソースを起動します。
# crs-home/bin/crs_start sun.node.sc-rs

手順 4で登録したOracle Clusterwareリソースを、依存しているOracle Clusterwareリ
ソースに必要なリソースのリストに追加します。

a. 依存しているOracle ClusterwareリソースがOracle RACデータベースインスタンス
である場合は、そのインスタンスの名前を取得します。
# crs-home/bin/srvctl config database -d db-name | grep node

b. 依存しているOracle Clusterwareリソースに必要なリソースのリストを取得しま
す。
# crs-home/bin/crs_stat -p depend-crs-rs | grep REQUIRED_RESOURCES

c. 手順bで取得したリストに、Oracle Clusterwareリソースの名前を追加します。
# crs-home/bin/crs_register depend-crs-rs \

-update -r "existing-list sun.node.sc-rs"

▼ Sun Clusterソフトウェアとの相互運用のための
Oracle Clusterware Oracle ASMリソースを作成する
構成によっては、Oracle ASMリソースと表される一部のOracleコンポーネント
が、Oracle Solaris Clusterによって管理されるファイルシステムおよびグローバルデ
バイスに依存することがあります。Oracleコンポーネントが依存するスケーラブル
なデバイスグループおよびスケーラブルなファイルシステムマウントポイントの
Oracle Solaris Clusterリソースごとに、Oracle Clusterware Oracle ASMリソースを作成し
ます。作成するOracle Clusterware Oracle ASMリソースは、関連するOracle Solaris
Clusterリソースのステータスを追跡します。また、Oracle Clusterware Oracle ASMリ
ソースにより、Oracle Clusterware Oracle ASMリソースが正しい順序で起動するよう
になります。
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注 –この手順の一部のステップでは、Oracle Clusterwareコマンドを使用する必要があ
ります。これらのステップでは、Oracle 10g Release 2または 11g用のコマンドの構文
が示されます。 10g Release 2または 11g以外のバージョンのOracleを使用している場
合は、Oracleのドキュメントを参照して正しいコマンド構文を確認してください。

注 –ゾーンクラスタ内でOracle Clusterware Oracle ASMリソースを作成するには、その
ゾーンクラスタからこの手順のステップを実行します。

スーパーユーザーになります。

Oracle RAC用サポートを実行する各ノードで、/var/cluster/ucmm/profileディレク
トリがまだ存在しない場合は、このディレクトリを作成します。
# mkdir -p /var/cluster/ucmm/profile

Oracle Clusterwareリソースのプロファイルは、このディレクトリに作成します。

Oracle Clusterware Oracle ASMディスクグループリソースのプロファイルを作成しま
す。
# crs-home/bin/crs_profile \

-create sun.node.asm-dg-rs \

-t application -d "description" \

-dir /var/cluster/ucmm/profile \

-a /opt/SUNWscor/dsconfig/bin/scproxy_crs_action \

-p restricted -h node -f -o ra=60,st=20

asm-dg-rs
Oracle Clusterware Oracle ASMディスクグループリソースの名前を指定します。

手順 3でプロファイルを作成したOracle Clusterware Oracle ASMディスクグループリ
ソースを登録します。
# crs-home/bin/crs_register sun.node.asm-dg-rs \

-dir /var/cluster/ucmm/profile

Oracle Clusterware Oracle ASMディスクグループリソースがプロキシであるOracle
Solaris Clusterリソースがオンラインであることを確認します。

a. Oracle Solaris Clusterリソースの状態を取得します。
# clresource status asm-dg-rs
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b. Oracle Solaris Clusterリソースの状態がオンラインでない場合は、Oracle Solaris
Clusterリソースを含むリソースグループをオンラインにします。
Oracle Solaris Clusterリソースの状態がオンラインである場合は、このステップを
省略します。
# clresourcegroup online -emM asm-dg-rg

手順 4で登録したOracle Clusterware Oracle ASMディスクグループリソースを起動しま
す。
# crs-home/bin/crs_start sun.node.asm-dg-rs

Oracle RAC用サポートを実行する各ノードで、Oracle Clusterware Oracle ASMディスク
グループリソースの依存関係を追加します。

手順 4で登録したOracle Clusterware Oracle ASMディスクグループリソースを、依存
しているOracle Clusterware Oracle ASMディスクグループリソースに必要なリソース
のリストに追加します。

a. Oracle Clusterware RACインスタンスリソースの名前を取得します。
# crs-home/bin/srvctl config database -d db-name | grep node

b. Oracle Clusterware RACインスタンスリソースの依存関係を一覧表示します。
# crs-home/bin/crs_stat -p ora.db-name.instance.inst | grep REQUIRED_RESOURCES

c. 手順bで取得したリストに、Oracle Clusterware Oracle ASMディスクグループリ
ソースの名前を追加します。
# crs-home/bin/crs_register ora.db-name.instance.inst \

-update -r "existing-list sun.node.asm-dg-rs"

Oracle RAC用サポートを実行する各ノードで、Oracle Clusterware Oracle ASMインスタ
ンスリソースの依存関係を追加します。

Oracle Clusterware Oracle ASMインスタンスリソースを、Oracle Clusterware Oracle ASM
ディスクグループに必要な依存リソースとして追加します。

a. Oracle Clusterware Oracle ASMインスタンスリソースの名前を取得します。
# crs-home/bin/crs_stat -p | grep -i asm | grep node

b. Oracle Clusterware Oracle ASMインスタンスリソースを、Oracle Clusterware Oracle
ASMディスクグループリソースに依存リソースとして追加します。
# crs-home/bin/crs_register -p sun.node.asm-dg-rs
-update -r crs-asm-instance

6
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Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマンドを使用した
Oracle 9iとの相互運用のためのOracle Solaris Clusterリ
ソースの登録と構成

この節の作業は、125ページの「Oracle 9i RACデータベースインスタンスの起動と停
止を自動化する」のリソース構成手順の代替となるものです。この節では、次の情
報を示します。

■ 358ページの「Oracle 9i RACサーバーリソース」
■ 359ページの「Oracle 9iリスナーリソース」
■ 359ページの「Oracle 9iリスナーリソースの論理ホスト名リソース」
■ 360ページの「Oracle 9iとの相互運用のためにグローバルクラスタ内でOracle

Solaris Clusterリソースを登録および構成する」
■ 367ページの「Oracle 9iとの相互運用のためにゾーンクラスタ内でOracle Solaris

Clusterリソースを登録および構成する」

Oracle 9iとの相互運用のためのリソースを使用すると、Oracle Solaris Clusterインタ
フェースを使用してOracle RACデータベースインスタンスを管理できます。これら
のリソースは、Oracle RACのための障害モニタリング機能および自動障害回復機能
も提供します。このデータサービスが提供する自動障害回復機能は、Oracle RACソ
フトウェアが提供する自動障害回復機能を補足するものです。

Oracle 9 iとの相互運用のためには次のリソースが必要です。

■ Oracle RACサーバーリソース
■ Oracleリスナーリソース
■ 論理ホスト名リソース

Oracle 9i RACサーバーリソース

注 – Oracle 10gまたは 11gを使用している場合、Oracle RACサーバーリソースは不要で
す。詳細は、344ページの「Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマンドを使用した
Oracle 10gまたは 11gとの相互運用のためのリソースの作成」を参照してください。

Oracle RACデータベースごとに 1つのスケーラブルなリソースグループが必要で
す。各リソースグループは、クラスタ内のデータベースのインスタンスすべてを表
すOracle RACサーバーリソースを含みます。このスケーラブルなリソースグループ
が、Oracle RACを実行するすべてのノードでマスターされることを確認します。

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマンドを使用したOracle 9iとの相互運用のためのOracle Solaris Clusterリソースの登録と構成

Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle Real Application Clustersガイド • 2010年 9月、バージョン
A

358



Oracle 9iリスナーリソース

注 – Oracle 10gまたは 11gを使用している場合、Oracleリスナーリソースは不要です。
詳細は、344ページの「Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマンドを使用した
Oracle 10gまたは 11gとの相互運用のためのリソースの作成」を参照してください。

Oracle RACの構成でOracleリスナーが必要な場合は、1つのOracle RACデータ
ベースインスタンスのみを提供するように各リスナーを構成します。この構成によ
り、最大限の可用性とスケーラビリティが実現し、管理が簡素化されます。

注 – Oracle RACのすべての構成でOracleリスナーが必要なわけではありません。たと
えば、Oracle RACデータベースサーバーとデータベースクライアントが同じマシン
で実行されている場合、Oracleリスナーは不要です。

構成にOracleリスナーが含まれている場合は、特定のOracle RACデータベースを提
供するすべてのリスナーを表す 1つのスケーラブルなリソースを構成します。リス
ナーリソースは次のように構成します。

■ リスナーリソースとRACサーバーリソースを同じリソースグループで構成しま
す。

■ リスナーリソースのリスナー名を、ノードごとに一意な値に設定します。
■ リスナーリソースに依存するようにRACサーバーリソースを設定します。

Oracle 9iリスナーリソースの論理ホスト名リ
ソース

注 – Oracle 10gまたは 11gを使用している場合、LogicalHostnameリソースは不要で
す。

ノード上のインスタンスの障害後にも、Oracleリスナーがデータベースへのアクセ
スを継続できることを確実にするために、各ノードは論理ホスト名リソースを必要
とします。各ノード上で、スケーラブルなOracleリスナーは、論理ホスト名リ
ソースにより表される IPアドレス上で待機します。

Oracle RACのインスタンスを実行しているクラスタノードに障害が発生した場
合、クライアントアプリケーションが試みた操作がタイムアウトにならなけれ
ば、その操作を別のインスタンスで再試行できないことがあります。TCP/IP
(Transmission Control Protocol/Internet Protocol)のネットワークタイムアウトが長い
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と、クライアントアプリケーションが障害を検出するまでに長い時間がかかる可能
性があります。通常、クライアントアプリケーションがそのような障害を検出する
には、3 - 9分が必要です。

そのような場合、クライアントアプリケーションは、Oracle Solaris Cluster論理ホス
ト名リソースによって表されるアドレスで待機しているリスナーリソースに接続で
きます。ノードに障害が発生した場合、論理ホスト名リソースを含むリソースグ
ループは、Oracle RACが実行されている別の正常なノードにフェイルオーバーしま
す。論理ホスト名リソースのフェイルオーバーにより、新しい接続をOracle RACの
ほかのインスタンスに振り分けることができます。

各リスナーリソースの LogicalHostnameリソースを次のように構成します。

■ リスナーリソースが表すリスナーごとに、1つの論理ホスト名リソースを作成し
ます。

■ 各論理ホスト名リソースを独立したリソースグループ内で構成します。
■ リスナーリソースが表すすべてのリスナーの論理ホスト名リソースに依存するよ
うに、リスナーリソースを設定します。

■ 各ノードが 1つのリソースグループの主ノードであることを確認します。
■ 主ノード上のデータベースインスタンスが障害のあとに回復したときに、論理ホ
スト名リソースが主ノードにフェイルバックすることを確認します。

▼ Oracle 9iとの相互運用のためにグローバルクラス
タ内でOracle Solaris Clusterリソースを登録および
構成する
SUNW.scalable_rac_serverリソースタイプは、Sun Cluster構成内のOracle RAC
サーバーを表します。

Oracle RACサーバーインスタンスは、クラスタノードでRACフレームワークを有効
にしたあとにのみ起動するようにしてください。次のアフィニティーおよび依存関
係を作成して、この要件を満たします。

■ Oracle RACサーバーリソースグループとRACフレームワークリソースグループの
間の強い正のアフィニティー

■ Oracle RACサーバーリソースとRACフレームワークリソースの間の依存関係

この手順を、クラスタの 1つのノードのみで実行します。

スーパーユーザーになるか、RBACの承認 solaris.cluster.adminおよび
solaris.cluster.modifyを提供する役割になります。

1
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Oracleリスナーが待機する IPアドレスを表す論理ホスト名リソースを作成します。
Oracle RAC用サポートを実行できる各ノードに、論理ホスト名リソースが必要で
す。各論理ホスト名リソースを次のように作成します。

a. 論理ホスト名リソースを含むフェイルオーバーリソースグループを作成します。
リソースグループのプロパティーを次のように設定します。

■ 論理ホスト名リソースを作成しているノードを主ノードとして指定します。
■ Oracle RAC用サポートを実行できる残りのノードを潜在的な主ノードとして
指定します。

■ 論理ホスト名リソースがクラスタ全体に均等に分配されるようにする、潜在的
な主ノードの順序を選択します。

■ 主ノード上のデータベースインスタンスが障害のあとに回復したときにリ
ソースグループが主ノードにフェイルバックすることを確認します。

# clresourcegroup create -n nodelist -p failback=true \

[-p rg_description="description"] \

lh-name-rg

-n nodelist このリソースグループをマスターできるノード
の名前のコンマ区切りリストを指定します。
論理ホスト名リソースを作成しているノードが
リストの先頭であることを確認します。論理
ホスト名リソースがクラスタ全体に均等に分配
されるようにする、残りのノードの順序を選択
します。

-p rg_description=" description" リソースグループの簡単な説明をオプションで
指定します。この説明は、Oracle Solaris Cluster
のメンテナンスコマンドを使用してリソースグ
ループに関する情報を取得したときに表示され
ます。

lh-name-rg リソースグループに割り当てる名前を指定しま
す。

b. 手順 aで作成したリソースグループに論理ホスト名リソースを追加します。
# clreslogicalhostname create -h lh-name -g lh-name-rg lh-name-rs

-h lh-name このリソースが利用可能にする論理ホスト名を指定します。この
論理ホスト名のエントリがネームサービスデータベースに存在す
る必要があります。

-glh-name-rg 手順 2で作成したリソースグループにリソースを追加しているこ
とを指定します。

lh-name-rs 論理ホスト名リソースに割り当てる名前を指定します。

2
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Oracle RACサーバーリソースとOracleリスナーリソースを含むスケーラブルなリ
ソースグループを作成します。
# clresourcegroup create -n nodelist \

-p maximum_primaries=num-in-list \

-p desired_primaries=num-in-list \

-p rg_affinities=++rac-fmwk-rg \

[-p rg_description="description"] \

-p rg_mode=Scalable rac-db-rg

-n nodelist
Oracle RAC用サポートを有効にするクラスタノードのコンマ区切りリストを指定
します。Oracle RAC用サポートソフトウェアパッケージを、このリストの各
ノードにインストールする必要があります。

-p maximum_primaries= num-in-list
Oracle RAC用サポートを有効にするノードの数を指定します。この数は、nodelist
内のノード数と同じである必要があります。

-p desired_primaries= num-in-list
Oracle RAC用サポートを有効にするノードの数を指定します。この数は、nodelist
内のノード数と同じである必要があります。

-p rg_affinities=++ rac-fmwk-rg
RACフレームワークリソースグループへの強い正のアフィニティーを作成しま
す。 clsetupユーティリティーを使用してRACフレームワークリソースグループ
を作成した場合、RACフレームワークリソースグループの名前は
rac-framework-rgになります。

-p rg_description=" description"
リソースグループの簡単な説明をオプションで指定します。この説明は、Oracle
Solaris Clusterのメンテナンスコマンドを使用してリソースグループに関する情報
を取得したときに表示されます。

-p rg_mode=Scalable

リソースグループがスケーラブルであることを指定します。

rac-db-rg
リソースグループに割り当てる名前を指定します。

SUNW.scalable_rac_listenerリソースタイプを登録します。
# clresourcetype register SUNW.scalable_rac_listener

SUNW.scalable_rac_listenerリソースタイプのインスタンスを、手順 3で作成したリ
ソースグループに追加します。

このリソースを作成するときは、リソースに関する次の情報を指定します。

■ Oracle RACを実行する各ノード上のOracleリスナーの名前。この名前は、ノード
の listener.oraファイル内の対応するエントリに一致している必要があります。
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■ Oracleホームディレクトリ。Oracleホームディレクトリには、Oracleソフト
ウェアのバイナリファイル、ログファイル、およびパラメータファイルが含まれ
ています。

# clresource create -g rac-db-rg \

-t SUNW.scalable_rac_listener \

-p resource_dependencies_weak=lh-rs-list \

[-p resource_dependencies=db-bin-rs] \

-p listener_name{node}=listener[...] \

-p oracle_home=ora-home \

rac-lsnr-rs

-g rac-db-rg
リソースを追加するリソースグループを指定します。このリソースグループ
は、手順 3で作成したリソースグループである必要があります。

[-p resource_dependencies= db-bin-rs]
このOracleリスナーリソースがバイナリファイル用ストレージリソースへの強い
依存関係を持っていることを指定します。この依存関係は、Oracleバイナリ
ファイル用に Sun QFS共有ファイルシステムまたは認定されたNASデバイスを使
用している場合にのみ指定します。Oracleバイナリファイル用ストレージリ
ソースは、88ページの「Oracleファイル用ストレージリソースの登録と構成」の
作業を実行するときに作成します。

-p listener_name{ node}=ora-sid
ノード node上のOracleリスナーインスタンスの名前を指定します。この名前
は、listener.oraファイル内の対応するエントリに一致している必要がありま
す。

-p resource_dependencies_weak= lh-rs-list
このリソースが弱い依存関係を持つリソースのコンマ区切りリストを指定しま
す。このリストには、手順 2で作成したすべての論理ホスト名リソースが含まれ
ている必要があります。

-p oracle_home= ora-home
Oracleホームディレクトリへのパスを指定します。Oracleホームディレクトリに
は、Oracleソフトウェアのバイナリファイル、ログファイル、およびパラメータ
ファイルが含まれています。

rac-lsnr-rs
SUNW.scalable_rac_listenerリソースに割り当てる名前を指定します。

SUNW.scalable_rac_serverリソースタイプを登録します。
# clresourcetype register SUNW.scalable_rac_server

SUNW.scalable_rac_serverリソースタイプのインスタンスを、手順 3で作成したグ
ループリソースに追加します。

このリソースを作成するときは、リソースに関する次の情報を指定します。

6
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■ Oracleホームディレクトリ。Oracleホームディレクトリには、Oracleソフト
ウェアのバイナリファイル、ログファイル、およびパラメータファイルが含まれ
ています。

■ Oracle RACを実行する各ノード上のOracleシステム識別子。この識別子
は、ノード上のOracleデータベースインスタンスの名前です。

■ Oracle RACを実行する各ノード上の警告ログファイルへのフルパス。

# clresource create -g rac-db-rg \

-t SUNW.scalable_rac_server \

-p resource_dependencies=rac-fmwk-rs \

-p resource_dependencies_offline_restart=[db-storage-rs][,db-bin-rs] \

-p resource_dependencies_weak=rac-lsnr-rs \

-p oracle_home=ora-home \

-p connect_string=string \

-p oracle_sid{node}=ora-sid[...] \

-p alert_log_file{node}=al-file[...] \

rac-srvr-rs

-g rac-db-rg
リソースを追加するリソースグループを指定します。このリソースグループ
は、手順 3で作成したリソースグループである必要があります。

-p resource_dependencies= rac-fmwk-rs
このOracle RACサーバーリソースが強い依存関係を持つリソースを指定します。

RACフレームワークリソースを指定する必要があります。 clsetupユーティリ
ティーまたはOracle Solaris Cluster Managerを使用してRACフレームワークリ
ソースグループを作成した場合、このリソースは rac-framework-rsという名前に
なります。

データベースファイル用にボリュームマネージャーまたは Sun QFS共有ファイル
システムを使用している場合は、データベースファイル用ストレージリソースも
指定する必要があります。

Oracleバイナリファイル用に Sun QFS共有ファイルシステムを使用している場合
は、バイナリファイル用ストレージリソースも指定する必要があります。

Oracleファイル用ストレージリソースは、88ページの「Oracleファイル用スト
レージリソースの登録と構成」の作業を実行するときに作成します。

-p resource_dependencies_weak= rac-lsnr-rs
手順 5で作成したOracleリスナーリソースに対する、このOracle RACサーバーリ
ソースによる弱い依存関係を指定します。

-p oracle_sid{ node}=ora-sid
ノード node上のOracleシステム識別子を指定します。この識別子は、ノード上の
Oracleデータベースインスタンスの名前です。Oracle RACを実行するノードごと
に、このプロパティーに異なる値を設定する必要があります。
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-p oracle_home= ora-home
Oracleホームディレクトリへのパスを指定します。Oracleホームディレクトリに
は、Oracleソフトウェアのバイナリファイル、ログファイル、およびパラメータ
ファイルが含まれています。

-p connect_string= string
障害モニターがOracleデータベースに接続するために使用するOracleデータ
ベースユーザー IDおよびパスワードを指定します。 stringは次のように指定しま
す。

userid/password

userid
障害モニターがOracleデータベースに接続するために使用するOracleデータ
ベースユーザー IDを指定します。

password
Oracleデータベースユーザー useridに対して設定されているパスワードを指定
します。

データベースのユーザー IDとパスワードは、Oracle RACの設定中に定義します。
Solaris認証を使用するには、ユーザー IDおよびパスワードの代わりにスラッシュ
(/)を入力します。

rac-srvr-rs
SUNW.scalable_rac_serverリソースに割り当てる名前を指定します。

手順 3で作成したリソースグループをオンラインにします。
# clresourcegroup online -emM rac-db-rg

rac-db-rg 手順 3で作成したリソースグループを MANAGED状態に移行してオンライ
ンにすることを指定します。

Oracle 9iとの相互運用のためのOracle Solaris Clusterリソースの登録と構
成

この例では、2ノードクラスタでOracle 9iとの相互運用のためのOracle Solaris Cluster
リソースを登録および構成するために必要な一連の操作を示します。

この例では、次のように仮定します。

■ Oracle RAC用サポートをすべてのクラスタノードで実行します。
■ Cシェルを使用します。
■ rac-framework-rgという名前のRACフレームワークリソースグループが存在
し、rac_framework-rsという名前の SUNW.rac_frameworkタイプのリソースを含ん
でいます。

8
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■ db-storage-rsという名前の SUNW.ScalDeviceGroupタイプのリソースは、Oracle
データベースファイルが格納される Solaris Volume Manager for Sun Cluster複数所
有者ディスクセットを表します。

■ Oracleバイナリファイルはクラスタファイルシステムにインストールされま
す。このクラスタファイルシステムのためのストレージリソースは不要です。

1. ノード phys-schost-1の論理ホスト名リソースを作成するには、次のコマンドを
実行します。

# clresourcegroup create -n phys-schost-1,phys-schost-2 -p failback=true \

-p rg_description="Logical hostname schost-1 RG" \

schost-1-rg

# clreslogicalhostname create -h schost-1 -g schost-1-rg schost-1

2. ノード phys-schost-2の論理ホスト名リソースを作成するには、次のコマンドを
実行します。

# clresourcegroup create -n phys-schost-2,phys-schost-1 -p failback=true \

-p rg_description="Logical hostname schost-2 RG" \

schost-2-rg

# clreslogicalhostname create -h schost-2 -g schost-2-rg schost-2

3. Oracle RACサーバーリソースおよびOracleリスナーリソースを含むスケーラブル
なリソースグループを作成するには、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup create -S \

-p rg_affinities=++rac_framework-rg \

-p rg_description="RAC 9i server and listener RG" \

rac-db-rg

4. SUNW.scalable_rac_listenerリソースタイプを登録するには、次のコマンドを実
行します。

# clresourcetype register SUNW.scalable_rac_listener

5. SUNW.scalable_rac_listenerリソースタイプのインスタンスを rac-db-rgリソース
グループに追加するには、次のコマンドを実行します。

# clresource create -g rac-db-rg \

-t SUNW.scalable_rac_listener \

-p resource_dependencies_weak=schost-1,schost-2 \

-p listener_name\{phys-schost-1\}=LISTENER1 \

-p listener_name\{phys-schost-2\}=LISTENER2 \

-p oracle_home=/home/oracle/product/9.2.0 \

scalable_rac_listener-rs

リソースをマスターできる各ノードには、listener_name拡張プロパティーのそ
れぞれ異なる値が設定されます。

6. SUNW.scalable_rac_serverリソースタイプを登録するには、次のコマンドを実行
します。

# clresourcetype register SUNW.scalable_rac_server

7. SUNW.scalable_rac_listenerリソースタイプのインスタンスを rac-db-rgリソース
グループに追加するには、次のコマンドを実行します。
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# clresource create -g rac-db-rg \

-t SUNW.scalable_rac_server \

-p resource_dependencies=rac_framework-rs, db-storage-rs \

-p resource_dependencies_weak=scalable_rac_listener-rs \

-p oracle_home=/home/oracle/product/9.2.0 \

-p connect_string=scooter/t!g3r \

-p oracle_sid\{phys-schost-1\}=V920RAC1 \

-p oracle_sid\{phys-schost-2\}=V920RAC2 \

-p alert_log_file\{phys-schost-1\}=/home/oracle/9.2.0/rdbms/log/alert_V920RAC1.log \

-p alert_log_file\{phys-schost-2\}=/home/oracle/9.2.0/rdbms/log/alert_V920RAC2.log \

scalable_rac_server-rs

次の拡張プロパティーは、リソースをマスターできる各ノードに対して異なる値
が設定されます。
■ alert_log_file

■ oracle_sid

8. Oracle RACサーバーリソースおよびOracleリスナーリソースを含むリソースグ
ループをオンラインにするには、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup online -emM rac-db-rg

131ページの「Oracle RAC用サポートのインストールおよび構成の確認」に進みま
す。

▼ Oracle 9iとの相互運用のためにゾーンクラスタ内
でOracle Solaris Clusterリソースを登録および構成
する
Oracle 9iとの相互運用のためにゾーンクラスタでOracle Solaris Clusterリソースを登録
および構成するには、この手順のステップを実行します。

スーパーユーザーになるか、RBACの承認 solaris.cluster.adminおよび
solaris.cluster.modifyを提供する役割になります。

Oracleリスナーが待機する IPアドレスを表す論理ホスト名リソースを作成します。
Oracle RAC用サポートを実行できる各ノードに、論理ホスト名リソースが必要で
す。各論理ホスト名リソースを次のように作成します。

a. 論理ホスト名リソースを含むフェイルオーバーリソースグループを作成します。
リソースグループのプロパティーを次のように設定します。

■ 論理ホスト名リソースを作成しているノードを主ノードとして指定します。

次の手順

1

2
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■ Oracle RAC用サポートを実行できる残りのノードを潜在的な主ノードとして
指定します。

■ 論理ホスト名リソースがクラスタ全体に均等に分配されるようにする、潜在的
な主ノードの順序を選択します。

■ 主ノード上のデータベースインスタンスが障害のあとに回復したときにリ
ソースグループが主ノードにフェイルバックすることを確認します。

# clresourcegroup create -Z zcname -n nodelist -p failback=true \

[-p rg_description="description"] \

lh-name-rg

-n nodelist このリソースグループをマスターできるノード
の名前のコンマ区切りリストを指定します。
論理ホスト名リソースを作成しているノードが
リストの先頭であることを確認します。論理
ホスト名リソースがクラスタ全体に均等に分配
されるようにする、残りのノードの順序を選択
します。

-p rg_description=" description" リソースグループの簡単な説明をオプションで
指定します。この説明は、Oracle Solaris Cluster
のメンテナンスコマンドを使用してリソースグ
ループに関する情報を取得したときに表示され
ます。

lh-name-rg リソースグループに割り当てる名前を指定しま
す。

b. 手順 aで作成したリソースグループに論理ホスト名リソースを追加します。
# clreslogicalhostname create -Z zcname -h lh-name -g lh-name-rg lh-name-rs

-h lh-name このリソースが利用可能にする論理ホスト名を指定します。こ
の論理ホスト名のエントリがネームサービスデータベースに存在
する必要があります。

-g lh-name-rg 手順 2で作成したリソースグループにリソースを追加しているこ
とを指定します。

lh-name-rs 論理ホスト名リソースに割り当てる名前を指定します。

Oracle RACサーバーリソースとOracleリスナーリソースを含むスケーラブルなリ
ソースグループを作成します。
# clresourcegroup create -Z zcname -n nodelist \

-p maximum_primaries=num-in-list \

-p desired_primaries=num-in-list \

-p rg_affinities=++rac-fmwk-rg \

[-p rg_description="description"] \

-p rg_mode=Scalable rac-db-rg

3
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-n nodelist
Oracle RAC用サポートを有効にするクラスタノードのコンマ区切りリストを指定
します。Oracle RAC用サポートソフトウェアパッケージを、このリストの各
ノードにインストールする必要があります。

-p maximum_primaries= num-in-list
Oracle RAC用サポートを有効にするノードの数を指定します。この数は、nodelist
内のノード数と同じである必要があります。

-p desired_primaries= num-in-list
Oracle RAC用サポートを有効にするノードの数を指定します。この数は、nodelist
内のノード数と同じである必要があります。

-p rg_affinities=++ rac-fmwk-rg
RACフレームワークリソースグループへの強い正のアフィニティーを作成しま
す。 clsetupユーティリティーを使用してRACフレームワークリソースグループ
を作成した場合、RACフレームワークリソースグループの名前は
rac-framework-rgになります。

-p rg_description=" description"
リソースグループの簡単な説明をオプションで指定します。この説明は、Oracle
Solaris Clusterのメンテナンスコマンドを使用してリソースグループに関する情報
を取得したときに表示されます。

-p rg_mode=Scalable

リソースグループがスケーラブルであることを指定します。

rac-db-rg
リソースグループに割り当てる名前を指定します。

SUNW.scalable_rac_listenerリソースタイプを登録します。
# clresourcetype register -Z zcname SUNW.scalable_rac_listener

SUNW.scalable_rac_listenerリソースタイプのインスタンスを、手順 3で作成したリ
ソースグループに追加します。

このリソースを作成するときは、リソースに関する次の情報を指定します。

■ Oracle RACを実行する各ノード上のOracleリスナーの名前。この名前は、ノード
の listener.oraファイル内の対応するエントリに一致している必要があります。

■ Oracleホームディレクトリ。Oracleホームディレクトリには、Oracleソフト
ウェアのバイナリファイル、ログファイル、およびパラメータファイルが含まれ
ています。

# clresource create -Z zcname -g rac-db-rg \

-t SUNW.scalable_rac_listener \

-p resource_dependencies_weak=lh-rs-list \

[-p resource_dependencies=db-bin-rs] \

-p listener_name{node}=listener[...] \

4
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-p oracle_home=ora-home \

rac-lsnr-rs

-g rac-db-rg
リソースを追加するリソースグループを指定します。このリソースグループ
は、手順 3で作成したリソースグループである必要があります。

[-p resource_dependencies= db-bin-rs]
このOracleリスナーリソースがバイナリファイル用ストレージリソースへの強い
依存関係を持っていることを指定します。この依存関係は、Oracleバイナリ
ファイル用に Sun QFS共有ファイルシステムを使用している場合にのみ指定しま
す。Oracleバイナリファイル用ストレージリソースは、88ページの「Oracle
ファイル用ストレージリソースの登録と構成」の作業を実行するときに作成しま
す。

-p listener_name{ node}=ora-sid
ノード node上のOracleリスナーインスタンスの名前を指定します。この名前
は、listener.oraファイル内の対応するエントリに一致している必要がありま
す。

-p resource_dependencies_weak= lh-rs-list
このリソースが弱い依存関係を持つリソースのコンマ区切りリストを指定しま
す。このリストには、手順 2で作成したすべての論理ホスト名リソースが含まれ
ている必要があります。

-p oracle_home= ora-home
Oracleホームディレクトリへのパスを指定します。Oracleホームディレクトリに
は、Oracleソフトウェアのバイナリファイル、ログファイル、およびパラメータ
ファイルが含まれています。

rac-lsnr-rs
SUNW.scalable_rac_listenerリソースに割り当てる名前を指定します。

SUNW.scalable_rac_serverリソースタイプを登録します。
# clresourcetype register -Z zcname SUNW.scalable_rac_server

SUNW.scalable_rac_serverリソースタイプのインスタンスを、手順 3で作成したグ
ループリソースに追加します。

このリソースを作成するときは、リソースに関する次の情報を指定します。

■ Oracleホームディレクトリ。Oracleホームディレクトリには、Oracleソフト
ウェアのバイナリファイル、ログファイル、およびパラメータファイルが含まれ
ています。

■ Oracle RACを実行する各ノード上のOracleシステム識別子。この識別子
は、ノード上のOracleデータベースインスタンスの名前です。

6
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■ Oracle RACを実行する各ノード上の警告ログファイルへのフルパス。

# clresource create -Z zcname -g rac-db-rg \

-t SUNW.scalable_rac_server \

-p resource_dependencies=rac-fmwk-rs \

-p resource_dependencies_offline_restart=[db-storage-rs][,db-bin-rs] \

-p resource_dependencies_weak=rac-lsnr-rs \

-p oracle_home=ora-home \

-p connect_string=string \

-p oracle_sid{node}=ora-sid[...] \

-p alert_log_file{node}=al-file[...] \

rac-srvr-rs

-g rac-db-rg
リソースを追加するリソースグループを指定します。このリソースグループ
は、手順 3で作成したリソースグループである必要があります。

-p resource_dependencies= rac-fmwk-rs
このOracle RACサーバーリソースが強い依存関係を持つリソースを指定します。

RACフレームワークリソースを指定する必要があります。 clsetupユーティリ
ティーまたはOracle Solaris Cluster Managerを使用してRACフレームワークリ
ソースグループを作成した場合、このリソースは rac-framework-rsという名前に
なります。

データベースファイル用にボリュームマネージャーまたは Sun QFS共有ファイル
システムを使用している場合は、データベースファイル用ストレージリソースも
指定する必要があります。

Oracleバイナリファイル用に Sun QFS共有ファイルシステムを使用している場合
は、バイナリファイル用ストレージリソースも指定する必要があります。

Oracleファイル用ストレージリソースは、88ページの「Oracleファイル用スト
レージリソースの登録と構成」の作業を実行するときに作成します。

-p resource_dependencies_weak= rac-lsnr-rs
手順 5で作成したOracleリスナーリソースに対する、このOracle RACサーバーリ
ソースによる弱い依存関係を指定します。

-p oracle_sid{ node}=ora-sid
ノード node上のOracleシステム識別子を指定します。この識別子は、ノード上の
Oracleデータベースインスタンスの名前です。Oracle RACを実行するノードごと
に、このプロパティーに異なる値を設定する必要があります。

-p oracle_home= ora-home
Oracleホームディレクトリへのパスを指定します。Oracleホームディレクトリに
は、Oracleソフトウェアのバイナリファイル、ログファイル、およびパラメータ
ファイルが含まれています。

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマンドを使用したOracle 9iとの相互運用のためのOracle Solaris Clusterリソースの登録と構成

付録D • コマンド行のオプション 371



-p connect_string= string
障害モニターがOracleデータベースに接続するために使用するOracleデータ
ベースユーザー IDおよびパスワードを指定します。 stringは次のように指定しま
す。

userid/password

userid
障害モニターがOracleデータベースに接続するために使用するOracleデータ
ベースユーザー IDを指定します。

password
Oracleデータベースユーザー useridに対して設定されているパスワードを指定
します。

データベースのユーザー IDとパスワードは、Oracle RACの設定中に定義します。
Solaris認証を使用するには、ユーザー IDおよびパスワードの代わりにスラッシュ
(/)を入力します。

rac-srvr-rs
SUNW.scalable_rac_serverリソースに割り当てる名前を指定します。

手順 3で作成したリソースグループをオンラインにします。
# clresourcegroup online -Z zcname -emM rac-db-rg

rac-db-rg 手順 3で作成したリソースグループを MANAGED状態に移行してオンライ
ンにすることを指定します。

8
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ドライン, 147

cvm_step4_timeout拡張プロパティー
定義, 280, 311

cvm_stop_step_timeout拡張プロパティー, 281,
312

D
Data Guard, 31
DAU (ディスク割り当てユニット), 61
db_name拡張プロパティー, 302
DBA (データベース管理者)
作成, 34–37

DBA (データベース管理者) (続き)
ファイルシステムへのアクセスの許可, 61
ボリュームへのアクセスの許可, 83

dbcaコマンド, 115
DBMS (データベース管理システム)
「RDBMS (リレーショナルデータベース管理シ
ステム)」も参照

エラー
応答を変更, 159–161
事前設定アクション, 267–274

タイムアウト, 155
debug_level拡張プロパティー

scalable_asm_instance_proxyリソースタイ
プ, 289, 293

scalable_rac_listenerリソースタイプ, 295
scalable_rac_server_proxyリソースタイ
プ, 303

scalable_rac_serverリソースタイプ, 299
ScalDeviceGroupリソースタイプ, 305
ScalMountPointリソースタイプ, 307
SUNW.rac_svmリソースタイプ, 282
SUNW.scalable_asm_instance_proxyリソースタ
イプ, 289, 293

SUNW.scalable_rac_listenerリソースタイ
プ, 295

SUNW.scalable_rac_server_proxyリソースタイ
プ, 303

SUNW.scalable_rac_serverリソースタイプ, 299
SUNW.ScalDeviceGroupリソースタイプ, 305
SUNW.ScalMountPointリソースタイプ, 307
SUNW.vucmm_svmリソースタイプ, 313
説明, 276, 288

Degraded - reconfiguration in progress

メッセージ, 186, 187
DID (デバイス ID)
構成, 55–58, 63–65

diskgroupname拡張プロパティー, 305
DLM (分散ロックマネージャー), 285

E
ERROR_TYPEキーワード, 157
ERRORキーワード, 157
/etc/groupファイル, 34
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/etc/nsswitch.confファイル, 33
/etc/opt/SUNWsamfs/samfs.cmdファイル, 60
/etc/passwdファイル, 35
/etc/shadowファイル, 35
/etc/systemファイル, 38
/etc/vfstabファイル

Sun QFS, 60
UNIXファイルシステム, 66

F
Failfast: Aborting because "ucmmd" died

メッセージ, 179
Failfast: Aborting because "vucmmd" died

メッセージ, 182
failfastmode拡張プロパティー, 285
Failover_Enabled拡張プロパティー, 290
説明, 277

Faulted - ucmmd is not running メッセージ, 186
filesystemtype拡張プロパティー, 307

G
gen使用タイプ,ボリューム, 88
groupデータベース, nsswitch.confファイル, 33
groupファイル, 34
Guardオプション, Oracle RAC, 31–32

I
I/O (入出力)パフォーマンス, 66
iotimeout拡張プロパティー, 308

L
listener_name拡張プロパティー

scalable_rac_listenerリソースタイプ, 295
SUNW.scalable_rac_listenerリソースタイ
プ, 295

Log_level拡張プロパティー, 290
説明, 277

logicaldevicelist拡張プロパティー, 306
LogicalHostnameリソースタイプ

clsetupによって作成されたインスタンスの名
前, 143

依存性, 130, 360
インスタンス化

clsetupユーティリティーを使用, 125–131
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 361, 368

計画, 359–360
LUN (論理ユニット番号),作成, 55–58

M
messagesファイル, 21
MESSAGEキーワード, 159
monitor_probe_interval拡張プロパティー, 303
Monitor_retry_count拡張プロパティー, 291
monitor_retry_count拡張プロパティー

ScalDeviceGroupリソースタイプ, 306
ScalMountPointリソースタイプ, 308
SUNW.ScalDeviceGroupリソースタイプ, 306
SUNW.ScalMountPointリソースタイプ, 308

Monitor_retry_count拡張プロパティー,説明, 277
Monitor_retry_interval拡張プロパティー, 291
monitor_retry_interval拡張プロパティー

ScalDeviceGroupリソースタイプ, 307
ScalMountPointリソースタイプ, 308
SUNW.ScalDeviceGroupリソースタイプ, 307
SUNW.ScalMountPointリソースタイプ, 308

Monitor_retry_interval拡張プロパティー,説
明, 278

mountoptions拡張プロパティー, 308
mountpointdir拡張プロパティー, 309

N
NASデバイス,「認定ネットワーク接続スト
レージ (NAS)デバイス」を参照

認定ネットワーク接続ストレージ (NAS)デバイス
インストール, 53
拡張プロパティー, 282
構成, 53

索引

375



認定ネットワーク接続ストレージ (NAS)デバイス
(続き)
作業の概要, 51–52
サポートされるOracleファイルの種類, 27
ストレージリソース

clsetupユーティリティーによる作
成, 90–96

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 336–337, 337–338

計画, 335
network/agentディレクトリ, 108
Network_aware拡張プロパティー, 291
説明, 277

network/logディレクトリ, 109
network/traceディレクトリ, 109
NEW_STATEキーワード, 159
NIS (ネットワーク情報サービス)
データベースユーザーのエントリ, 34
バイパス, 33

nsswitch.confファイル, 33
Num_ports拡張プロパティー,設定のガイドライ
ン, 149

num_ports拡張プロパティー,定義, 285

O
OCR (Oracleクラスタレジストリ)ファイル

Sun QFS共有ファイルシステム内, 59
クラスタファイルシステム内, 65
ストレージ管理スキーマ, 27
ファイルシステムのオプション, 67

oinstallグループ, 34
Onlineメッセージ, 186, 187
operグループ, 34
Oracle,エラー番号, 267–274
Oracle 10g

Oracle Solaris Clusterのアップグレード後の構
成, 235

確認
インストール, 114
データベースリソース, 136–138

グローバルクラスタでの構成例, 240–246
ゾーンクラスタでの構成例, 248–254
データファイルの場所, 116

Oracle 10g (続き)
データベース

Oracle Solaris Clusterによる管理, 144–146
作成, 115–116

データベースリソース
clsetupユーティリティーによる作
成, 118–125

拡張プロパティー, 302–305
ネットワークデフォルト設定の上書き, 107
リソースグループのアフィニティー, 348, 351
レガシー構成例, 257
ログファイル, 177

Oracle 11g
Oracle Solaris Clusterのアップグレード後の構
成, 235

確認
インストール, 114
データベースリソース, 136–138

グローバルクラスタでの構成例, 240–246
ゾーンクラスタでの構成例, 248–254
データファイルの場所, 116
データベース

Oracle Solaris Clusterによる管理, 144–146
作成, 115–116

データベースリソース
clsetupユーティリティーによる作
成, 118–125

拡張プロパティー, 302–305
ネットワークデフォルト設定の上書き, 107
リソースグループのアフィニティー, 348, 351
レガシー構成例, 257
ログファイル, 177

Oracle 9i
確認
インストール, 114
データベースリソース, 138–139

構成例, 246–247
ゾーンクラスタでの構成例, 255–256
データファイルの場所, 116
データベース

Oracle Solaris Clusterによる管理, 146
作成, 115–116
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Oracle 9i (続き)
データベースリソース

clsetupユーティリティーによる作
成, 125–131

拡張プロパティー, 297–301
データベースリソースのアップグ
レード, 235–238

古いリソースタイプの使用, 229
リソースグループのアフィニティー, 360
レガシー構成例, 257
ログファイル, 178

oracle_asm_diskgroupリソースタイプ
clsetupによって作成されたインスタンスの名
前, 142

依存性, 102
Oracle Clusterware
拡張プロパティー, 279
ストレージ管理スキーマ, 27
ネットワークデフォルト設定の上書き, 107
ノードのサブセットへのインストール, 107
ファイルシステムのオプション

Sun QFS共有ファイルシステム, 60
UNIXファイルシステム, 67

リソース
clsetupユーティリティーによる作
成, 118–125

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 353–355

状態変更, 144–146
oracle_config_file拡張プロパティー, 285
Oracle Data Guard, 31
oracle_home拡張プロパティー

scalable_asm_instance_proxyリソースタイ
プ, 291, 294

scalable_rac_listenerリソースタイプ, 296
scalable_rac_server_proxyリソースタイ
プ, 303

scalable_rac_serverリソースタイプ, 299
SUNW.scalable_asm_instance_proxyリソースタ
イプ, 291, 294

SUNW.scalable_rac_listenerリソースタイ
プ, 296

SUNW.scalable_rac_server_proxyリソースタイ
プ, 303

oracle_home拡張プロパティー (続き)
SUNW.scalable_rac_serverリソースタイプ, 299

Oracle RAC
32ビットモード, 30–31
64ビットモード, 30–31
Data Guard, 31
Guardオプション, 31–32
インストール
インストールの確認, 113–114
概要, 106–108

インストールと構成の確認, 113–114
概要, 24
関連するファイル, 58
共有ディスクグループ, 87–88
ノードの準備, 32–41
複数所有者ディスクセット, 80–87
ログファイルの場所, 177–178

oracle_rac_listenerリソースタイプ, 229
oracle_rac_serverリソースタイプ, 229
Oracle RAC用サポート
アップグレード, 229–238
インストール, 41–43
インストールの確認, 131–140

概要, 24
管理, 141–166
構成
選択したノードに対する, 191–198

構成例, 239–264
削除
クラスタから, 209–216
選択したノードから, 216–228

障害モニター, 150–155
状態情報, 167
ソフトウェアパッケージ
クラスタからのアンインストール, 213
選択したノードからのアンインス
トール, 224

ソフトウェアパッケージ、インス
トール, 41–43

チューニング, 147–150
トラブルシューティング, 167–188
変更
からのノードの削除による, 216–228

モニタリング, 167
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Oracle RAC用サポート (続き)
例, 239–264
ログファイル
追加メッセージ, 159

Oracle Real Application Clusters,リソースのアップ
グレード, 230–234

oracle_sid拡張プロパティー, 291
scalable_asm_instance_proxyリソースタイ
プ, 294

scalable_rac_server_proxyリソースタイ
プ, 303

scalable_rac_serverリソースタイプ, 299
SUNW.scalable_asm_instance_proxyリソースタ
イプ, 294

SUNW.scalable_rac_server_proxyリソースタイ
プ, 303

SUNW.scalable_rac_serverリソースタイプ, 299
Oracle Solaris Cluster
コマンドの使用に関する制限, 32
フレームワーク, 25

Oracle UDLM,インストール, 43–44
Oracle UDLM (Oracle UNIX分散ロックマ
ネージャー (Oracle UDLM))
イベントログ, 177
拡張プロパティー, 285–288
コアファイル, 177
制限, 149
注意の表示, 43
通信ポート
拡張プロパティー, 285
設定のガイドライン, 148–149

プロセッサアーキテクチャーの要件, 30–31
無効な場合にチューニング可能な拡張プロパ
ティーへの影響, 149

リソースタイプ, 318
ログファイル, 177

Oracle UNIX分散ロックマネージャー (Oracle
UDLM),インストール, 43–44

Oracle UNIX分散ロックマネージャー (Oracle
UDLM) (Oracle UDLM)
イベントログ, 177
拡張プロパティー, 285–288
コアファイル, 177
制限, 149

Oracle UNIX分散ロックマネージャー (Oracle
UDLM) (Oracle UDLM) (続き)
注意の表示, 43
通信ポート
拡張プロパティー, 285
設定のガイドライン, 148–149

プロセッサアーキテクチャーの要件, 30–31
無効な場合にチューニング可能な拡張プロパ
ティーへの影響, 149

リソースタイプ, 318
ログファイル, 177

Oracle自動ストレージ管理 (Oracle ASM)
拡張プロパティー, 276–279, 282, 288–289

Oracle自動ストレージ管理 (Oracle ASM) (Oracle
ASM)
インストール, 62–65
構成, 62–65
作業の概要, 51
サポートされるOracleファイルの種類, 27
ゾーンクラスタ, 63
デバイスグループ, 85, 88
予約ステップタイムアウト, 148
リソース

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 355–357

Oracle RDBMS (リレーショナルデータベース管理
システム)
ストレージ管理スキーマ, 27
ファイルシステムのオプション

Sun QFS共有ファイルシステム, 60
UNIXファイルシステム, 67

プロセッサアーキテクチャーの要件, 30–31
Oracleクラスタレジストリ (OCR)ファイル

Sun QFS共有ファイルシステム内, 59
クラスタファイルシステム内, 65
ストレージ管理スキーマ, 27
ファイルシステムのオプション, 67

Oracleファイル
Sun QFS共有ファイルシステム, 29–30
構成ファイルの場所, 29–30
ストレージ管理スキーマ, 26–28
ストレージリソース

clsetupユーティリティーによる作
成, 90–96
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Oracleファイル,ストレージリソース (続き)
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 336–337, 337–338

計画, 335
ディスク, 29
バイナリファイルの場所, 29–30
ローカルディスク, 29

Oracle分散ロックマネージャー (DLM), 285
oracleユーザー, 34
ファイルシステムへのアクセスの許可, 61
ボリュームへのアクセスの許可, 83

Oracleリレーショナルデータベース管理システム
(RDBMS)
ストレージ管理スキーマ, 27
ファイルシステムのオプション

Sun QFS共有ファイルシステム, 60
UNIXファイルシステム, 67

プロセッサアーキテクチャーの要件, 30–31

P
parameter_file拡張プロパティー

scalable_rac_serverリソースタイプ, 300
SUNW.scalable_rac_serverリソースタイプ, 300

passwdファイル, 35
Port拡張プロパティー,設定のガイドライン, 149
port拡張プロパティー,定義, 285
probe_command拡張プロパティー, 292
説明, 278

Probe_timeout拡張プロパティー, 292
probe_timeout拡張プロパティー

scalable_rac_listenerリソースタイプ, 296
scalable_rac_serverリソースタイプ, 300
SUNW.scalable_rac_listenerリソースタイ
プ, 296

SUNW.scalable_rac_serverリソースタイプ, 300
Probe_timeout拡張プロパティー,説明, 278
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマンド

Oracle ASMリソース, 355–357
clsetupユーティリティーとの比較, 70, 75–76,

89–90, 117–118
Oracle Clusterwareリソース, 353–355
RACフレームワークリソースグループ
作成, 319–324, 324–326

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマンド (続
き)
拡張プロパティーのチューニング, 147–150
ストレージリソース, 335, 336–337, 337–338
複数所有者ボリュームマネージャーのフレーム
ワークリソースグループ
作成, 319–324

プロキシリソース, 353–355, 355–357
proxy_probe_interval拡張プロパティー,説
明, 289

proxy_probe_timeout拡張プロパティー, 294, 295,
304
説明, 289

prtconf -vコマンド, 21
prtdiag -vコマンド, 21
psrinfo -vコマンド, 21

Q
Sun QFSメタデータサーバー
リソース

clsetupユーティリティーによる作
成, 90–96

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 338–339

計画, 335
リソースグループ

clsetupユーティリティーによる作
成, 90–96

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 338–339

アフィニティー, 339
計画, 335

QFSファイルシステム,「Sun QFS共有ファイルシ
ステム」を参照

qfsリソースタイプ
clsetupによって作成されたインスタンスの名
前, 142

依存性, 95, 103, 339
インスタンス化

clsetupユーティリティーを使用, 90–96
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 339
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qfsリソースタイプ (続き)
登録

clsetupユーティリティーを使用, 90–96
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 339

R
RAC,「Oracle RAC」を参照
rac_cvmリソースタイプ

clsetupによって作成されたインスタンスの名
前, 142

アップグレード, 230–234
依存性, 323
インスタンス化

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 323

拡張プロパティー, 279–282
制限, 149
登録

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 323

目的, 319
rac_frameworkリソースタイプ

clsetupによって作成されたインスタンスの名
前, 142

STARTメソッドのタイムアウト, 186
アップグレード, 230–234
依存性, 74
インスタンス化

clsetupユーティリティーを使用, 70–75
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 321, 325

インスタンスの監視, 167
インスタンスの起動の失敗, 186
拡張プロパティー, 282
登録

clsetupユーティリティーを使用, 70–75
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 320, 325

目的, 318
rac_hwraidリソースタイプ,インスタンスの削
除, 234

rac_svmリソースタイプ
clsetupによって作成されたインスタンスの名
前, 142

アップグレード, 230–234
依存性, 322
インスタンス化

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 322

拡張プロパティー, 282–285
登録

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 322

目的, 319
rac_udlmリソースタイプ

clsetupによって作成されたインスタンスの名
前, 142

アップグレード, 230–234
依存性, 74, 321, 326
インスタンス化

clsetupユーティリティーを使用, 70–75
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 321, 326

拡張プロパティー, 285–288
制限, 149
登録

clsetupユーティリティーを使用, 70–75
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 321, 325

目的, 318
Oracle Real Application Clusters (RAC)サーバー

Oracle 10gでの構成
clsetupユーティリティーを使用, 118–125
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 347–350, 350–353

Oracle 10gのリソース
clsetupユーティリティーによる作
成, 118–125

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 349, 352

無効化, 144–146
有効化, 350, 353

Oracle 10gのリソースグループ
clsetupユーティリティーによる作
成, 118–125
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Oracle Real Application Clusters (RAC)サーバー,
Oracle 10gのリソースグループ (続き)

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 348, 351

有効化, 350, 353
Oracle 11gでの構成

clsetupユーティリティーを使用, 118–125
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 347–350, 350–353

Oracle 11gのリソース
clsetupユーティリティーによる作
成, 118–125

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 349, 352

無効化, 144–146
有効化, 350, 353

Oracle 11gのリソースグループ
clsetupユーティリティーによる作
成, 118–125

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 348, 351

有効化, 350, 353
Oracle 9iでの構成

clsetupユーティリティーを使用, 125–131
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 358–372, 367–372

計画, 358
Oracle 9iのリソース

clsetupユーティリティーによる作
成, 125–131

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 363, 370

計画, 358
無効化, 146
有効化, 365, 372

Oracle 9iのリソースグループ
clsetupユーティリティーによる作
成, 125–131

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 362, 368

計画, 358
有効化, 365, 372

ログファイル, 178

Oracle Real Application Clusters (RAC)フレーム
ワークリソースグループ
概要, 318
確認, 132–133
計画, 318–319
構成
概要, 69
クラスタ用, 70–75, 318–319

作成
clsetupユーティリティーを使用, 70–75
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 319–324

ゾーンクラスタ内でOracle Solaris Clusterの
メンテナンスコマンドにより, 324–326

へのリソースの追加, 198–201
RAC (Oracle Real Application Clusters)サーバー

Oracle 10gでの構成
clsetupユーティリティーを使用, 118–125
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 347–350, 350–353

Oracle 10gのリソース
clsetupユーティリティーによる作
成, 118–125

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 349, 352

無効化, 144–146
有効化, 350, 353

Oracle 10gのリソースグループ
clsetupユーティリティーによる作
成, 118–125

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 348, 351

有効化, 350, 353
Oracle 11gでの構成

clsetupユーティリティーを使用, 118–125
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 347–350, 350–353

Oracle 11gのリソース
clsetupユーティリティーによる作
成, 118–125

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 349, 352

無効化, 144–146
有効化, 350, 353
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RAC (Oracle Real Application Clusters)サーバー (続
き)

Oracle 11gのリソースグループ
clsetupユーティリティーによる作
成, 118–125

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 348, 351

有効化, 350, 353
Oracle 9iでの構成

clsetupユーティリティーを使用, 125–131
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 358–372, 367–372

計画, 358
Oracle 9iのリソース

clsetupユーティリティーによる作
成, 125–131

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 363, 370

計画, 358
無効化, 146
有効化, 365, 372

Oracle 9iのリソースグループ
clsetupユーティリティーによる作
成, 125–131

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 362, 368

計画, 358
有効化, 365, 372

ログファイル, 178
RAC (Oracle Real Application Clusters)フレーム
ワークリソースグループ
概要, 318
確認, 132–133
計画, 318–319
構成
概要, 69
クラスタ用, 70–75, 318–319

作成
clsetupユーティリティーを使用, 70–75
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 319–324

ゾーンクラスタ内でOracle Solaris Clusterの
メンテナンスコマンドにより, 324–326

へのリソースの追加, 198–201

RAC (Real Application Clusters)フレームワークリ
ソースグループ,複数所有者フレームワークへ
のボリュームマネージャーリソースの移
行, 201–205

RAID (Redundant Array of Independent Disks)
インストール, 55–58
拡張プロパティー, 282
構成, 55–58
作業の概要, 51
サポートされるOracleファイルの種類, 27
予約ステップタイムアウト, 148

rawデバイス, 55–58
「RAID (Redundant Array of Independent

Disks)」も参照
rdbms/auditディレクトリ, 108
rdbms/logディレクトリ, 108
RDBMS (リレーショナルデータベース管理システ
ム)
「DBMS (データベース管理システム)」も参照
ストレージ管理スキーマ, 27
ファイルシステムのオプション

Sun QFS共有ファイルシステム, 60
UNIXファイルシステム, 67

プロセッサアーキテクチャーの要件, 30–31
reservation_timeout拡張プロパティー
設定のガイドライン, 148
説明, 282, 313
デフォルト以外の値の維持, 232–234

RGM (リソースグループマネージャー),制限, 319

S
samfs.cmdファイル, 60
scalable_asm_diskgroup_proxyリソースタイプ,拡
張プロパティー, 288–289

scalable_asm_instance_proxyリソースタイプ,拡
張プロパティー, 293–295

scalable_asm_instanceリソースタイプ,拡張プロ
パティー, 289–293

scalable_oracle_asm_instance_proxyリソースタ
イプ
clsetupによって作成されたインスタンスの名
前, 142

依存性, 102
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scalable_rac_listenerリソースタイプ
clsetupによって作成されたインスタンスの名
前, 142

依存性, 131, 359
インスタンス化

clsetupユーティリティーを使用, 125–131
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 362, 369

拡張プロパティー, 295–297
登録

clsetupユーティリティーを使用, 125–131
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 362, 369

scalable_rac_server_proxyリソースタイプ
clsetupによって作成されたインスタンスの名
前, 142

依存性, 124, 349, 352
インスタンス化

clsetupユーティリティーを使用, 118–125
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 349, 352

拡張プロパティー, 302–305
登録

clsetupユーティリティーを使用, 118–125
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 349, 352

scalable_rac_serverリソースタイプ
clsetupによって作成されたインスタンスの名
前, 142

依存性, 131, 360
インスタンス化

clsetupユーティリティーを使用, 125–131
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 363, 370

概要, 360
拡張プロパティー, 297–301
登録

clsetupユーティリティーを使用, 125–131
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 363, 370

ScalDeviceGroupリソースタイプ
clsetupによって作成されたインスタンスの名
前, 142

依存性, 95, 103, 337, 338

ScalDeviceGroupリソースタイプ (続き)
インスタンス化

clsetupユーティリティーを使用, 90–96
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 337, 338

拡張プロパティー, 305–307
登録

clsetupユーティリティーを使用, 90–96
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 337, 338

のインスタンスの変更, 190
ScalMountPointリソースタイプ

clsetupによって作成されたインスタンスの名
前, 142

依存性, 95, 96, 103, 342
インスタンス化

clsetupユーティリティーを使用, 90–96
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 342

拡張プロパティー, 307–310
登録

clsetupユーティリティーを使用, 90–96
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 341

schedclass拡張プロパティー, 286
schedpriority拡張プロパティー, 286
SGA (共有グローバルエリア),エラー, 160
shadowファイル, 35
show-revサブコマンド, 21
showrev –pコマンド, 21
snmp_ro.oraファイル, 111
snmp_rw.oraファイル, 111
Solaris Volume Manager for Sun Cluster
インストール, 54–55
拡張プロパティー, 282–285, 313–315
構成, 54–55
作業の概要, 48–49
サポートされるOracleファイルの種類, 27
ストレージリソース

clsetupユーティリティーによる作
成, 90–96

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 336–337, 337–338

計画, 335
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Solaris Volume Manager for Sun Cluster (続き)
制限, 28
複数所有者ディスクセット, 80–87
リソースタイプ, 319

Solarisボリュームマネージャー, 29
SPFILEファイル

Sun QFS共有ファイルシステム内, 58–59
クラスタファイルシステム内, 65
ストレージ管理スキーマ, 27
ファイルシステムのオプション, 67

sqlplusコマンド, 115
srvm/logディレクトリ, 109
Sscalable_rac_server_proxyリソースタイプ,依存
性, 102

Start_command拡張プロパティー, 292
説明, 278

Start failed状態, 186
startup_wait_count拡張プロパティー, 304
STARTメソッド, 186, 187
Stop_command拡張プロパティー, 292
説明, 278

Stop_signal拡張プロパティー, 292
説明, 279

Sun QFS共有ファイルシステム
Oracleファイルのインストール, 29–30
拡張プロパティー, 282
作業の概要, 45–48
作成, 60–62
サポートされるOracleファイルの種類, 27
ストレージリソース

clsetupユーティリティーによる作
成, 90–96

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 336–337, 337–338

計画, 335
ノード固有のディレクトリ, 108–111
ノード固有のファイル, 111–113
必要条件, 58–59
マウント, 60–62

Sun StorEdgeディスクアレイ, 55–58
SUNW.asm_diskgroupリソースタイプ,拡張プロパ
ティー, 276–279

SUNW.crs_frameworkリソースタイプ
clsetupによって作成されたインスタンスの名
前, 142

依存性, 124, 348, 351
インスタンス化

clsetupユーティリティーを使用, 118–125
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 348, 351

拡張プロパティー, 279
登録

clsetupユーティリティーを使用, 118–125
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 348, 351

SUNW.LogicalHostnameリソースタイプ
clsetupによって作成されたインスタンスの名
前, 143

依存性, 130, 360
インスタンス化

clsetupユーティリティーを使用, 125–131
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 361, 368

計画, 359–360
SUNW.oracle_asm_diskgroupリソースタイプ

clsetupによって作成されたインスタンスの名
前, 142

依存性, 102
SUNW.oracle_rac_listenerリソースタイプ, 229
SUNW.oracle_rac_serverリソースタイプ, 229
SUNW.qfsリソースタイプ

clsetupによって作成されたインスタンスの名
前, 142

依存性, 95, 103, 339
インスタンス化

clsetupユーティリティーを使用, 90–96
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 339

登録
clsetupユーティリティーを使用, 90–96
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 339

SUNW.rac_cvmリソースタイプ
clsetupによって作成されたインスタンスの名
前, 142

アップグレード, 230–234
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SUNW.rac_cvmリソースタイプ (続き)
依存性, 323
インスタンス化

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 323

拡張プロパティー, 279–282
制限, 149
登録

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 323

目的, 319
SUNW.rac_frameworkリソースタイプ

clsetupによって作成されたインスタンスの名
前, 142

STARTメソッドのタイムアウト, 186
アップグレード, 230–234
依存性, 74
インスタンス化

clsetupユーティリティーを使用, 70–75
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 321, 325

インスタンスの監視, 167
インスタンスの起動の失敗, 186
拡張プロパティー, 282
登録

clsetupユーティリティーを使用, 70–75
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 320, 325

目的, 318
SUNW.rac_hwraidリソースタイプ,インスタンスの
削除, 234

SUNW.rac_svmリソースタイプ
clsetupによって作成されたインスタンスの名
前, 142

アップグレード, 230–234
依存性, 322
インスタンス化

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 322

拡張プロパティー, 282–285
登録

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 322

目的, 319

SUNW.rac_udlmリソースタイプ
clsetupによって作成されたインスタンスの名
前, 142

アップグレード, 230–234
依存性, 74, 321, 326
インスタンス化

clsetupユーティリティーを使用, 70–75
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 321, 326

拡張プロパティー, 285–288
制限, 149
登録

clsetupユーティリティーを使用, 70–75
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 321, 325

目的, 318
SUNW.scalable_asm_diskgroup_proxyリソースタイ
プ,拡張プロパティー, 288–289

SUNW.scalable_asm_instance_proxyリソースタイ
プ,拡張プロパティー, 293–295

SUNW.scalable_asm_instanceリソースタイプ,拡張
プロパティー, 289–293

SUNW.scalable_oracle_asm_instance_proxyリ
ソースタイプ
clsetupによって作成されたインスタンスの名
前, 142

依存性, 102
SUNW.scalable_rac_listenerリソースタイプ

clsetupによって作成されたインスタンスの名
前, 142

依存性, 131, 359
インスタンス化

clsetupユーティリティーを使用, 125–131
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 362, 369

拡張プロパティー, 295–297
登録

clsetupユーティリティーを使用, 125–131
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 362, 369

SUNW.scalable_rac_server_proxyリソースタイプ
clsetupによって作成されたインスタンスの名
前, 142

依存性, 102, 124, 349, 352
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SUNW.scalable_rac_server_proxyリソースタイプ
(続き)
インスタンス化

clsetupユーティリティーを使用, 118–125
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 349, 352

拡張プロパティー, 302–305
登録

clsetupユーティリティーを使用, 118–125
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 349, 352

SUNW.scalable_rac_serverリソースタイプ
clsetupによって作成されたインスタンスの名
前, 142

依存性, 131, 360
インスタンス化

clsetupユーティリティーを使用, 125–131
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 363, 370

概要, 360
拡張プロパティー, 297–301
登録

clsetupユーティリティーを使用, 125–131
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 363, 370

SUNW.ScalDeviceGroupリソースタイプ
clsetupによって作成されたインスタンスの名
前, 142

依存性, 95, 103, 337, 338
インスタンス化

clsetupユーティリティーを使用, 90–96
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 337, 338

拡張プロパティー, 305–307
登録

clsetupユーティリティーを使用, 90–96
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 337, 338

のインスタンスの変更, 190
SUNW.ScalMountPointリソースタイプ

clsetupによって作成されたインスタンスの名
前, 142

依存性, 95, 96, 103, 342

SUNW.ScalMountPointリソースタイプ (続き)
インスタンス化

clsetupユーティリティーを使用, 90–96
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 342

拡張プロパティー, 307–310
登録

clsetupユーティリティーを使用, 90–96
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 341

SUNW.vucmm_cvmリソースタイプ
依存性, 79, 323
インスタンス化

clsetupユーティリティーを使用, 76–80
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 323

概要, 319
拡張プロパティー, 310–313
登録

clsetupユーティリティーを使用, 76–80
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 323

SUNW.vucmm_frameworkリソースタイプ
STARTメソッドのタイムアウト, 187
依存性, 79
インスタンス化

clsetupユーティリティーを使用, 76–80
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 322

インスタンスの起動の失敗, 186
概要, 319
拡張プロパティー, 313
登録

clsetupユーティリティーを使用, 76–80
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 322

SUNW.vucmm_svmリソースタイプ
依存性, 79, 322
インスタンス化

clsetupユーティリティーを使用, 76–80
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 322

概要, 319
拡張プロパティー, 313–315
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SUNW.vucmm_svmリソースタイプ (続き)
登録

clsetupユーティリティーを使用, 76–80
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 322

SUNW.wait_zc_bootリソースタイプ
インスタンス化

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 340

拡張プロパティー, 316
登録

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 340

svm_abort_step_timeout拡張プロパティー, 283,
313

svm_return_step_timeout拡張プロパティー, 283,
314

svm_start_step_timeout拡張プロパティー, 283,
314

svm_step1_timeout拡張プロパティー, 283, 314
svm_step2_timeout拡張プロパティー, 284, 314
svm_step3_timeout拡張プロパティー, 284, 315
Svm_step4_timeout拡張プロパティー,設定のガイ
ドライン, 147

svm_step4_timeout拡張プロパティー
定義, 284, 315

svm_stop_step_timeout拡張プロパティー, 315
syslog()機能, 177
syslogメッセージ, 289, 293, 295, 299, 303
systemファイル, 38

T
targetfilesystem拡張プロパティー, 309
TCP/IP (Transmission Control Protocol/Internet

Protocol),タイムアウト, 359
Transmission Control Protocol/Internet Protocol

(TCP/IP),タイムアウト, 359

U
ucmm_reconf.logファイル, 177

ucmmdデーモン
開始の失敗, 179–180
予期しない終了, 179

UCMM (ユーザーランドクラスタメンバーシップ
モニター)
開始の失敗, 179–180
構成情報, 177
予期しない終了, 179

UDLM,「Oracle UNIX分散ロックマネージャー
(Oracle UDLM) (Oracle UDLM)」を参照

udlm_abort_step_timeout拡張プロパティー, 286
udlm.conf構成ファイル, 285
udlm_start_step_timeout拡張プロパティー, 286
udlm_step1_timeout拡張プロパティー, 287
udlm_step2_timeout拡張プロパティー, 287
udlm_step3_timeout拡張プロパティー, 287
udlm_step4_timeout拡張プロパティー, 287
udlm_step5_timeout拡張プロパティー, 287
UFS (UNIXファイルシステム),構成, 66
UNIXファイルシステム (UFS),構成, 66
user_env拡張プロパティー

scalable_rac_listenerリソースタイプ, 296
scalable_rac_server_proxyリソースタイ
プ, 304

scalable_rac_serverリソースタイプ, 300
SUNW.scalable_rac_listenerリソースタイ
プ, 296

SUNW.scalable_rac_server_proxyリソースタイ
プ, 304

SUNW.scalable_rac_serverリソースタイプ, 300

V
Validate_command拡張プロパティー, 292
説明, 279

/var/adm/messagesファイル, 21
/var/cluster/ucmmディレクトリ, 177
/var/opt/SUNWscor/oracle_serverディレクト
リ, 178

/var/optディレクトリ, 36
Veritas Volume Manager (VxVM)

vxlicrepコマンド, 26
インストール, 55
拡張プロパティー, 279–282, 310–313
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Veritas Volume Manager (VxVM) (続き)
共有ディスクグループ, 87–88
構成, 55
再構成ステップ 4のタイムアウト, 147
作業の概要, 49–51
サポートされるOracleファイルの種類, 27
ストレージリソース

clsetupユーティリティーによる作
成, 90–96

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 336–337, 337–338

計画, 335
制限, 149
注意の表示, 55
無効な場合にチューニング可能な拡張プロパ
ティーへの影響, 149

予約ステップタイムアウト, 148
ライセンスの要件, 26
リソースタイプ, 319

vfstabファイル
Sun QFS, 60
UNIXファイルシステム, 66

VUCMM,「複数所有者ボリュームマ
ネージャーのフレームワークリソースグ
ループ」を参照

vucmm_cvmリソースタイプ
依存性, 79, 323
インスタンス化

clsetupユーティリティーを使用, 76–80
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 323

拡張プロパティー, 310–313
登録

clsetupユーティリティーを使用, 76–80
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 323

vucmm_frameworkリソースタイプ
STARTメソッドのタイムアウト, 187
依存性, 79
インスタンス化

clsetupユーティリティーを使用, 76–80
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 322

インスタンスの起動の失敗, 186

vucmm_frameworkリソースタイプ (続き)
拡張プロパティー, 313
登録

clsetupユーティリティーを使用, 76–80
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 322

vucmm_reconf.logファイル, 177
vucmm_svmリソースタイプ
依存性, 79, 322
インスタンス化

clsetupユーティリティーを使用, 76–80
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 322

拡張プロパティー, 313–315
登録

clsetupユーティリティーを使用, 76–80
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 322

vucmmdデーモン
開始の失敗, 182–183
予期しない終了, 182

vxclust_num_ports拡張プロパティー, 281, 312
vxclust_port拡張プロパティー, 281, 312
vxclustプログラム, 281, 312
vxconfigd_port拡張プロパティー, 281, 312
vxconfigdデーモン, 281, 312
vxkmsgd_port拡張プロパティー, 282, 313
vxkmsgdデーモン, 282, 313
vxlicrepコマンド, 26
VxVM (Veritas Volume Manager)

vxlicrepコマンド, 26
インストール, 55
拡張プロパティー, 279–282, 310–313
共有ディスクグループ, 87–88
構成, 55
再構成ステップ 4のタイムアウト, 147
作業の概要, 49–51
サポートされるOracleファイルの種類, 27
ストレージリソース

clsetupユーティリティーによる作
成, 90–96

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 336–337, 337–338

計画, 335
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VxVM (Veritas Volume Manager) (続き)
制限, 149
注意の表示, 55
無効な場合にチューニング可能な拡張プロパ
ティーへの影響, 149

予約ステップタイムアウト, 148
ライセンスの要件, 26
リソースタイプ, 319

W
wait_for_online拡張プロパティー

scalable_rac_serverリソースタイプ, 301
SUNW.scalable_rac_serverリソースタイプ, 301

wait_zc_bootリソースタイプ
依存性, 96
拡張プロパティー, 316

あ
アーカイブされた再実行ログファイル

Sun QFS共有ファイルシステム内, 59
クラスタファイルシステム内, 65
最適な I/Oパフォーマンス, 66
ストレージ管理スキーマ, 27
ファイルシステムのオプション

Sun QFS共有ファイルシステム, 60
UNIXファイルシステム, 67

アーキテクチャーの要件,プロセッサ, 30–31
アクション
サーバー障害モニター
修正, 158
定義, 154

障害モニターの事前設定, 267–274
スケーラブルなデバイスグループの障害モニ
ター, 151–152

ファイルシステムマウントポイントの障害モニ
ター, 152

リスナー障害モニター, 155
アクションファイル,「カスタムアクション
ファイル」を参照

アップグレード, Oracle RAC用サポート, 229–238

アフィニティー
Sun QFSリソースグループ, 339
RACサーバーリソースグループ

Oracle 10g, 348, 351
Oracle 11g, 348, 351
Oracle 9i, 360

スケーラブルなデバイスグループリソースグ
ループ, 337, 338

ファイルシステムマウントポイントリソースグ
ループ, 341

例
Oracle 10g, 240–246
Oracle 11g, 240–246
Oracle 9i, 246–247

アレイ
ディスク, 55–58
「RAID (Redundant Array of Independent

Disks)」も参照
アンインストール

Oracle RAC用サポートソフトウェア
パッケージ
クラスタから, 213
選択したノードから, 224

い
移行,ボリュームマネージャーリソースを複数所
有者フレームワークに, 201–205

依存性
crs_frameworkリソースタイプ, 124, 348, 351
LogicalHostnameリソースタイプ, 130, 360
oracle_asm_diskgroupリソースタイプ, 102
qfsリソースタイプ, 95, 103, 339
rac_cvmリソースタイプ, 323
rac_frameworkリソースタイプ, 74
rac_svmリソースタイプ, 322
rac_udlmリソースタイプ, 74, 321, 326
scalable_oracle_asm_instance_proxyリソース
タイプ, 102

scalable_rac_listenerリソースタイプ, 131,
359

scalable_rac_server_proxyリソースタイ
プ, 124, 349, 352

scalable_rac_serverリソースタイプ, 131, 360
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依存性 (続き)
ScalDeviceGroupリソースタイプ, 95, 103, 337,

338
ScalMountPointリソースタイプ, 95, 96, 103, 342
Sscalable_rac_server_proxyリソースタイ
プ, 102

SUNW.crs_frameworkリソースタイプ, 124, 348,
351

SUNW.LogicalHostnameリソースタイプ, 130, 360
SUNW.oracle_asm_diskgroupリソースタイ
プ, 102

SUNW.qfsリソースタイプ, 95, 103, 339
SUNW.rac_cvmリソースタイプ, 323
SUNW.rac_frameworkリソースタイプ, 74
SUNW.rac_svmリソースタイプ, 322
SUNW.rac_udlmリソースタイプ, 74, 321, 326
SUNW.scalable_oracle_asm_instance_proxyリ
ソースタイプ, 102

SUNW.scalable_rac_listenerリソースタイ
プ, 131, 359

SUNW.scalable_rac_server_proxyリソースタイ
プ, 102, 124, 349, 352

SUNW.scalable_rac_serverリソースタイ
プ, 131, 360

SUNW.ScalDeviceGroupリソースタイプ, 95, 103,
337, 338

SUNW.ScalMountPointリソースタイプ, 95, 96,
103, 342

SUNW.vucmm_cvmリソースタイプ, 79, 323
SUNW.vucmm_frameworkリソースタイプ, 79
SUNW.vucmm_svmリソースタイプ, 79, 322
vucmm_cvmリソースタイプ, 79, 323
vucmm_frameworkリソースタイプ, 79
vucmm_svmリソースタイプ, 79, 322
オフラインリスタート, 132

一次グループ, 34
イベントログ, 177
インストール
認定されたNASデバイス, 53
Oracle ASM, 62–65
Oracle RAC
インストールの確認, 113–114
概要, 106–108

インストール (続き)
Oracle RAC用サポート
インストールの確認, 131–140

Oracle UDLM, 43–44
Solaris Volume Manager for Sun Cluster, 54–55
VxVM, 55
ストレージ管理ソフトウェア, 53–67
ハードウェアRAID, 55–58

インストール中, Oracle RAC用サポート, 41–43
インタフェース,ネットワーク, 107

う
ウィザード

Oracle ASMリソースグループ, 97
Oracle RACデータベースインスタンス, 118
RACフレームワークリソースグループ, 70
ストレージリソース, 89
複数所有者ボリュームマネージャーのフレーム
ワークリソースグループ, 76

え
エラー

DBMS
応答を変更, 159–161
事前設定アクション, 267–274

SGA, 160
応答, 160
カスタムアクションファイル, 165
障害モニターにより検出されたタイプ, 156
タイムアウト
コアファイル作成, 155
最大許容数の変更, 162–165

無視する, 160–161

お
応答,重大なエラーに対する, 160
オーバーライド,サーバー障害モニター事前設
定, 156–166

オフラインリスタート依存関係, 132
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オンラインの再実行ログファイル
Sun QFS共有ファイルシステム内, 59
クラスタファイルシステム内, 66
ストレージ管理スキーマ, 27
ファイルシステムのオプション, 60

か
開始ステップのタイムアウト

Oracle DLM, 286
Solaris Volume Manager for Sun Cluster, 283, 314
VxVM, 280, 310

回復ファイル
Sun QFS共有ファイルシステム内, 59
クラスタファイルシステム内, 66
ストレージ管理スキーマ, 27

概要
Oracle RAC, 24
RACフレームワークリソースグループ, 318

拡張プロパティー
asm_diskgroupリソースタイプ, 276–279
crs_frameworkリソースタイプ, 279
認定ネットワーク接続ストレージ (NAS)デバイ
ス, 282

Oracle ASM, 276–279, 282, 288–289
Oracle UDLM, 285–288
rac_cvmリソースタイプ, 279–282
rac_frameworkリソースタイプ, 282
rac_svmリソースタイプ, 282–285
rac_udlmリソースタイプ, 285–288
RAID, 282
scalable_asm_diskgroup_proxyリソースタイ
プ, 288–289

scalable_asm_instance_proxyリソースタイ
プ, 293–295

scalable_asm_instanceリソースタイ
プ, 289–293

scalable_rac_listenerリソースタイ
プ, 295–297

scalable_rac_server_proxyリソースタイ
プ, 302–305

ScalDeviceGroupリソースタイプ, 305–307
ScalMountPointリソースタイプ, 307–310

拡張プロパティー (続き)
Solaris Volume Manager for Sun Cluster, 282–285,

313–315
Sun QFS共有ファイルシステム, 282
SUNW.asm_diskgroupリソースタイプ, 276–279
SUNW.crs_frameworkリソースタイプ, 279
SUNW.rac_cvmリソースタイプ, 279–282
SUNW.rac_frameworkリソースタイプ, 282
SUNW.rac_svmリソースタイプ, 282–285
SUNW.rac_udlmリソースタイプ, 285–288
SUNW.scalable_asm_diskgroup_proxyリソース
タイプ, 288–289

SUNW.scalable_asm_instance_proxyリソースタ
イプ, 293–295

SUNW.scalable_asm_instanceリソースタイ
プ, 289–293

SUNW.scalable_rac_listenerリソースタイ
プ, 295–297

SUNW.scalable_rac_server_proxyリソースタイ
プ, 302–305

SUNW.scalable_rac_serverリソースタイ
プ, 297–301

SUNW.ScalDeviceGroupリソースタイ
プ, 305–307

SUNW.ScalMountPointリソースタイプ, 307–310
SUNW.vucmm_cvmリソースタイプ, 310–313
SUNW.vucmm_frameworkリソースタイプ, 313
SUNW.vucmm_svmリソースタイプ, 313–315
SUNW.wait_zc_bootリソースタイプ, 316
vucmm_cvmリソースタイプ, 310–313
vucmm_frameworkリソースタイプ, 313
vucmm_svmリソースタイプ, 313–315
VxVM, 279–282, 310–313
wait_zc_bootリソースタイプ, 316
制限, 149
設定, 317
ハードウェアRAID, 282

確認
「確認」を参照
Oracle RAC, 113–114
RACフレームワークリソースグ
ループ, 132–133

クラスタの起動, 140
クラスタの停止, 140
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確認 (続き)
ストレージリソース, 133–136
データベースリソース

Oracle 10g, 136–138
Oracle 11g, 136–138
Oracle 9i, 138–139

複数所有者ボリュームマネージャーのフレーム
ワークリソースグループ, 133

カスタマイズ,サーバー障害モニター, 156–166
カスタムアクションファイル
エントリの順序, 162
クラスタノードに伝達, 165
形式, 157–159
検査, 165
最大エントリ数, 157
指定, 165–166

環境変数, 296, 301, 304
管理, Oracle RAC用サポート, 141–166

き
キーワード,カスタムアクションファイル, 157
技術サポート, 21
起動
データベース

Oracle 10g, 144–146
Oracle 11g, 144–146
Oracle 9i, 146

リソースによる失敗, 186
共有グローバルエリア (SGA),エラー, 160
共有ディスクグループ

Oracle自動ストレージ管理 (Oracle ASM) (Oracle
ASM), 85, 88

作成, 87–88
ストレージリソース

clsetupユーティリティーによる作
成, 90–96

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 336–337, 337–338

計画, 335
共有メモリー, 37–38
ゾーンクラスタ, 38–40

記録された警告,応答の変更, 161–162

記録された警告l,障害モニターによる使
用, 154–155

く
クラスタファイルシステム

Oracleファイルのインストール, 29–30
作業の概要, 52–53
作成, 65–67
サポートされるOracleファイルの種類, 27
ゾーンクラスタに対する制限, 53
ノード固有のディレクトリ, 108–111
ノード固有のファイル, 111–113
必要条件, 65
マウント, 65–67

グループ,作成, 34–37
グローバルデバイス
複数所有者ディスクセットからの削除, 212
複数所有者ディスクセットへの追加, 81

グローバルデバイスグループ
「共有ディスクグループ」も参照
「複数所有者ディスクセット」も参照
作成, 80–88
ストレージリソース

clsetupユーティリティーによる作
成, 90–96

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 336–337, 337–338

計画, 335
追加のボリュームの監視, 190

け
警告ファイル

Sun QFS共有ファイルシステム内, 58–59
クラスタファイルシステム内, 65
ストレージ管理スキーマ, 27
ファイルシステムのオプション

Sun QFS共有ファイルシステム, 60
UNIXファイルシステム, 67

警告ログ
エラーに対する応答の変更, 161–162
障害モニターによる使用, 154–155
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検査,カスタムアクションファイル, 165
検証の失敗
コンポーネント, 179–180, 182–183

こ
コアファイル

Oracle UDLM, 177
障害モニター, 155

構成
Oracle ASMリソースグループ
概要, 96
クラスタ用, 97–103

DID, 55–58, 63–65
認定されたNASデバイス, 53
Oracle ASM, 62–65
Oracle RAC用サポート
選択したノードに対する, 191–198
例, 239–264

Oracle 10g RACサーバー
clsetupユーティリティーを使用, 118–125
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 347–350, 350–353

Oracle 11g RACサーバー
clsetupユーティリティーを使用, 118–125
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 347–350, 350–353

Oracle 9i RACサーバー
clsetupユーティリティーを使用, 125–131
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 358–372, 367–372

計画, 358
Oracle 9i RACリスナー

clsetupユーティリティーを使用, 125–131
Sun QFSリソース

clsetupユーティリティーを使用, 90–96
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 338–339

ゾーンクラスタ用にOracle Solaris Clusterの
メンテナンスコマンドにより, 339–341

RACフレームワークリソースグループ
概要, 69
クラスタ用, 70–75, 319–324
計画, 318–319

構成, RACフレームワークリソースグループ (続
き)

ゾーンクラスタ用, 324–326
Solaris Volume Manager for Sun Cluster, 54–55
UFS, 66
VxVM, 55
スケーラブルなデバイスグループリソース

clsetupユーティリティーを使用, 90–96
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 336–337, 337–338

ハードウェアRAID, 55–58
ファイルシステムマウントポイントリソース

clsetupユーティリティーを使用, 90–96
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 341–342

複数所有者ボリュームマネージャーのフレーム
ワークリソースグループ
概要, 75
クラスタ用, 76–80, 319–324

リスナー
clsetupユーティリティーを使用, 125–131
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 360–367, 367–372

計画, 359
構成情報

UCMM, 177
複数所有者ボリュームマネージャーフレーム
ワーク, 177

構成デーモン
VxVM, 281, 312

構成ファイル
Oracle DLM, 285
Sun QFS共有ファイルシステム内, 58–59
クラスタファイルシステム内, 65
ストレージ管理スキーマ, 27
場所の決定, 29–30
ファイルシステムのオプション

Sun QFS共有ファイルシステム, 60
UNIXファイルシステム, 67

構成例, 239–264
構文エラー,カスタムアクションファイル, 165
コマンド
ノード情報, 21
ライセンスの確認, 25–26
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コンポーネント
検証の失敗, 179–180, 182–183

さ
サーバー

Oracle 10gのリソース
clsetupユーティリティーによる作
成, 118–125

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 349, 352

無効化, 144–146
有効化, 350, 353

Oracle 10gのリソースグループ
clsetupユーティリティーによる作
成, 118–125

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 348, 351

有効化, 350, 353
Oracle 11gのリソース

clsetupユーティリティーによる作
成, 118–125

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 349, 352

無効化, 144–146
有効化, 350, 353

Oracle 11gのリソースグループ
clsetupユーティリティーによる作
成, 118–125

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 348, 351

有効化, 350, 353
Oracle 9iのリソース

clsetupユーティリティーによる作
成, 125–131

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 363, 370

無効化, 146
有効化, 365, 372

Oracle 9iのリソースグループ
clsetupユーティリティーによる作
成, 125–131

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 362, 368

サーバー, Oracle 9iのリソースグループ (続き)
計画, 358
有効化, 365, 372

拡張プロパティー
Oracle 10g, 302–305
Oracle 11g, 302–305
Oracle 9i, 297–301

サーバー障害モニター
アクション
修正, 158
定義, 154

概要, 152–155
カスタマイズ, 156–166
警告ログ, 154–155
検出されたエラータイプ, 156
事前設定アクション, 267–274
注意の表示, 156

再起動
予防

DBMSエラーの, 160–161
タイムアウト, 162–165

再構成
障害, 186, 187

再構成のタイムアウト
Oracle ASM, 282
Oracle UDLM, 286
Solaris Volume Manager for Sun Cluster
定義, 283, 314

VxVM
再構成ステップ 4, 147
定義, 279, 310

予約ステップ, 282, 313
再実行ログファイル
「アーカイブされた再実行ログファイル」を参
照

「オンラインの再実行ログファイル」を参照
最大値
カスタムアクションファイルのエントリ, 157
タイムアウト許容数, 162–165

削除
「アンインストール」を参照
「アンインストール」も参照
「削除」を参照
「変更」を参照
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削除 (続き)
Oracle RAC用サポート
クラスタから, 209–216
選択したノードから, 216–228

SUNW.rac_hwraidリソース, 234
作成

Oracle ASMリソース
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 355–357

Oracle ASMリソースグループ
clsetupユーティリティーを使用, 97–103

ASMインスタンス, 114–115
Oracle Clusterwareリソース

clsetupユーティリティーを使用, 118–125
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 353–355

LUN, 55–58
Oracle 10g RACサーバーリソース

clsetupユーティリティーを使用, 118–125
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 349, 352

Oracle 10g RACサーバーリソースグループ
clsetupユーティリティーを使用, 118–125
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 348, 351

Oracle 11g RACサーバーリソース
clsetupユーティリティーを使用, 118–125
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 349, 352

Oracle 11g RACサーバーリソースグループ
clsetupユーティリティーを使用, 118–125
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 348, 351

Oracle 9i RACサーバーリソース
clsetupユーティリティーを使用, 125–131
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 363, 370

Oracle 9i RACサーバーリソースグループ
clsetupユーティリティーを使用, 125–131
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 362, 368

Sun QFSリソース
clsetupユーティリティーを使用, 90–96

作成, Sun QFSリソース (続き)
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 338–339

ゾーンクラスタ用にOracle Solaris Clusterの
メンテナンスコマンドにより, 339–341

RACフレームワークリソースグループ
clsetupユーティリティーを使用, 70–75
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 319–324

ゾーンクラスタ内でOracle Solaris Clusterの
メンテナンスコマンドにより, 324–326

Sun QFS共有ファイルシステム, 60–62
共有ディスクグループ, 87–88
クラスタファイルシステム, 65–67
グローバルデバイスグループ, 80–88
スケーラブルなデバイスグループリソース

clsetupユーティリティーを使用, 90–96
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 336–337, 337–338

スライス, 56
デバイスグループ, 80–88
ファイルシステムマウントポイントリソース

clsetupユーティリティーを使用, 90–96
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 341–342

複数所有者ディスクセット, 80–87
複数所有者ボリュームマネージャーのフレーム
ワークリソースグループ
clsetupユーティリティーを使用, 76–80
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 319–324

プロキシリソース
clsetupユーティリティーを使用, 118–125
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 353–355, 355–357

リスナーリソース
clsetupユーティリティーを使用, 125–131
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 362, 369

リスナーリソースグループ
clsetupユーティリティーを使用, 125–131
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 362, 368

索引

395



作成 (続き)
論理ホスト名リソースグループ

clsetupユーティリティーを使用, 125–131
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 361, 367

し
識別子

system, 294, 299, 303
ユーザー, 33

システム構成ファイル,「Oracle構成ファイ
ル」を参照

システム識別子
Oracle, 294, 299, 303

システムパニック
「パニック」を参照

システムパラメータファイル
Sun QFS共有ファイルシステム内, 58–59
クラスタファイルシステム内, 65
ストレージ管理スキーマ, 27
ファイルシステムのオプション, 67

システムプロパティー,障害モニターへの影
響, 151

システムメッセージファイル, 177
事前設定アクション,障害モニター, 267–274
実行
「起動」を参照

自動化
Oracle 10gでのデータベースの起動と停止の

clsetupユーティリティーを使用, 118–125
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 347–350, 350–353

Oracle 11gでのデータベースの起動と停止の
clsetupユーティリティーを使用, 118–125
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 347–350, 350–353

Oracle 9iでのデータベースの起動と停止
clsetupユーティリティーを使用, 125–131
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 358–372

修正,サーバー障害モニターアクション, 158
順序,カスタムアクションファイルのエント
リ, 162

障害
rac_frameworkリソース
起動, 186

STARTメソッドのタイムアウト, 186, 187
SUNW.rac_frameworkリソース, 186
SUNW.vucmm_frameworkリソース, 186
ucmmdデーモン
起動, 179–180
予期しない終了, 179

vucmm_frameworkリソース
起動, 186

vucmmdデーモン
起動, 182–183
予期しない終了, 182

コンポーネントの検証, 179–180, 182–183
ノード
ネットワークタイムアウト, 359

パニック
インストール時, 38
初期化中, 179, 182
タイムアウト, 185

パブリックネットワーク, 33
リソースの起動, 186
リソースの再構成, 186, 187
リソースの停止, 188

障害モニター
Oracle RACサーバー
リソースタイプ, 150

Oracle RACリスナー
リソースタイプ, 150

アクション
サーバー障害モニター, 154
修正, 158
スケーラブルなデバイスグループの障害モ
ニター, 151–152

ファイルシステムマウントポイントの障害
モニター, 152

リスナー障害モニター, 155
カスタマイズ, 156–166
警告ログ, 154–155
検出されたエラータイプ, 156
コアファイル作成, 155
事前設定アクション, 267–274
注意の表示, 156
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障害モニター (続き)
チューニング, 150–155
デバイスグループ
リソースタイプ, 150

ファイルシステム
リソースタイプ, 150

マウントポイント
リソースタイプ, 150

障害モニタリング, 24
状態情報

Oracle RAC用サポート, 167
スケーラブルなデバイスグループリ
ソース, 177

データベースリソース, 143–146
ファイルシステムマウントポイントリ
ソース, 177

シリンダ,制限, 56
診断情報, 177–178

す
スケーラブルなデバイスグループ
リソース

clsetupユーティリティーによる作
成, 90–96

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 336–337, 337–338

計画, 335
リソースグループ

clsetupユーティリティーによる作
成, 90–96

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 336–337, 337–338

計画, 335
リソースグループのアフィニティー, 337, 338

スケーラブルなデバイスグループの障害モニ
ター, 151–152

スケーラブルなデバイスグループリソース
syslog()機能, 177
状態情報, 177
変更, 190

ストライプ, 61
ボリュームへの追加, 82

ストレージ管理スキーマ
選択, 26–28
ゾーンクラスタ, 30
ソフトウェアのインストール, 53–67
リソースタイプ, 318

ストレージリソース
clsetupユーティリティーによる作成, 90–96
Oracle Solaris Clusterのアップグレード後の構
成, 234–235

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマンドで
作成, 334–344, 337–338

確認, 133–136
計画, 335
サポートされるNASデバイス, 88

スライス
ディスク, 56
連結, 82

せ
制御ファイル

Sun QFS共有ファイルシステム内, 59
クラスタファイルシステム内, 66
ストレージ管理スキーマ, 27
ファイルシステムのオプション, 60

制限
Guardオプション, 31–32
Oracle Solaris Clusterコマンドの使用, 32
RGM, 319
Solaris Volume Manager for Sun Cluster, 28
拡張プロパティーのチューニング, 149
共有ディスクグループ, 87
シリンダ, 56
デバイスグループ, 87
ノードの再起動, 38
パーティション, 56
ファイルシステム, 81, 87
複数所有者ディスクセット, 80
ホスト名, 31
リソースタイプ, 319

セッション
エラーの影響, 160, 161

前提条件,「必要条件」を参照
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そ
ゾーンクラスタ

ASM, 63
Oracle 10gの構成例, 248–254
Oracle 10g用のリソースの作成, 350–353
Oracle 11gの構成例, 248–254
Oracle 11g用のリソースの作成, 350–353
Oracle 9iの構成例, 255–256
Oracle 9i用のリソースの作成, 367–372
Oracle RAC用に準備, 32
Sun QFSリソースの作成, 339–341
RACフレームリソースグループの作
成, 324–326

共有メモリーの構成, 38–40
クラスタファイルシステムの制限, 53
ストレージ管理スキーマ, 30
ストレージリソースの作成, 337–338
必要な特権, 40
ファイルシステムマウントポイントリソースの
作成, 342–344

論理ホスト名リソース, 40–41
ソフトウェアの要件, 25–26
ソフトウェアパッケージ, 41–43
ソフトパーティション, 82

た
タイムアウト

Oracle ASM, 282
Oracle UDLM, 286
Solaris Volume Manager for Sun Cluster
定義, 283, 314

TCP/IP, 359
VxVM
再構成ステップ 4, 147
定義, 279, 310

コアファイル作成, 155
最大許容数の変更, 162–165
パニック、および, 185
予約ステップ, 148, 282, 313
ログファイル, 177

断片化,メモリー, 160

ち
注意の表示

Oracle RAC用サポートの確認, 140
Oracle UDLM, 43
VxVM, 55
サーバー障害モニターのカスタマイズ, 156
ノードの再起動, 38
フレームワークリソースグループへのボ
リュームマネージャーリソースの追加, 199

中止ステップのタイムアウト
Oracle UDLM, 286
Solaris Volume Manager for Sun Cluster, 283, 314
VxVM, 279, 310

チューニング
Oracle RAC用サポート, 147–150
障害モニター, 150–155

つ
追加

Oracle RAC用サポートをノードに, 191–198
監視するボリューム, 190
ボリュームマネージャーリソース, 198–201
リソースをRACフレームワークリソースグ
ループに, 198–201

リソースを複数所有者ボリュームマ
ネージャーのフレームワークリソースグ
ループに, 198–201

ログファイルへのメッセージ, 159
通信ポート

Oracle UDLM
拡張プロパティー, 285
設定のガイドライン, 148–149

VxVM, 281, 312

て
停止
確認, 140
データベース

Oracle 10g, 144–146
Oracle 11g, 144–146
Oracle 9i, 146
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停止 (続き)
リソースによる失敗, 188

ディスク
Oracleファイルのインストール, 29
アレイ, 55–58
「RAID (Redundant Array of Independent

Disks)」も参照
サポートされるOracleファイルの種類, 27
ストライプ幅, 61
スライス, 56
ソフトパーティション, 82
予約タイムアウトへの数の影響, 148

ディスクグループ
Oracle ASM, 276, 288, 293

ディスクセット,複数所有者, 80–87
ディスク割り当てユニット (DAU), 61
ディレクトリ

Oracleホーム, 291, 294, 296, 299, 303
/var/opt, 36
ノード固有, 108–111

データファイル
共有ファイルシステム上の場所, 115–116
ストレージ管理スキーマ, 27
ファイルシステムのオプション, 60

データベース
Oracle 10gでの起動と停止の自動化

clsetupユーティリティーを使用, 118–125
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 347–350, 350–353

Oracle 11gでの起動と停止の自動化
clsetupユーティリティーを使用, 118–125
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 347–350, 350–353

Oracle 9iでの起動と停止の自動化
clsetupユーティリティーを使用, 125–131
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 358–372

インスタンス名, 294, 299, 303
確認

Oracle 10gリソース, 136–138
Oracle 11gリソース, 136–138
Oracle 9iリソース, 138–139

作成, 115–116
用のファイルシステム, 59

データベース (続き)
リソース

clsetupユーティリティーによる作
成, 116–131

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 344–357

データベース管理システム (DBMS)
「リレーショナルデータベース管理システム

(RDBMS)」も参照
エラー
応答を変更, 159–161
事前設定アクション, 267–274

タイムアウト, 155
データベース管理者 (DBA)
作成, 34–37
ファイルシステムへのアクセスの許可, 61
ボリュームへのアクセスの許可, 83

デーモン
ucmmd

開始の失敗, 179–180
予期しない終了, 179

vucmmd

開始の失敗, 182–183
予期しない終了, 182

vxconfigd, 281, 312
vxkmsgd, 282, 313

デバイス
raw, 55–58
「RAID (Redundant Array of Independent

Disks)」も参照
複数所有者ディスクセットからの削除, 212
複数所有者ディスクセットへの追加, 81

デバイス ID (DID)
構成, 55–58, 63–65

デバイスグループ
「共有ディスクグループ」も参照
「複数所有者ディスクセット」も参照
拡張プロパティー, 305–307
最適な I/Oパフォーマンス, 66
作成, 80–88
ストレージリソース

clsetupユーティリティーによる作
成, 90–96
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デバイスグループ,ストレージリソース (続き)
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 336–337, 337–338

計画, 335
制限, 87
追加のボリュームの監視, 190
リソースグループのアフィニティー, 337, 338

と
問い合わせ, 21
投票ディスク

Sun QFS共有ファイルシステム内, 59
クラスタファイルシステム内, 65
ストレージ管理スキーマ, 27
ファイルシステムのオプション, 67

登録
crs_frameworkリソースタイプ

clsetupユーティリティーを使用, 118–125
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 348, 351

qfsリソースタイプ
clsetupユーティリティーを使用, 90–96
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 339

rac_cvmリソースタイプ
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 323

rac_frameworkリソースタイプ
clsetupユーティリティーを使用, 70–75
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 320, 321, 325

rac_svmリソースタイプ
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 322

rac_udlmリソースタイプ
clsetupユーティリティーを使用, 70–75
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 321, 325

scalable_rac_listenerリソースタイプ
clsetupユーティリティーを使用, 125–131
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 362, 369

登録 (続き)
scalable_rac_server_proxyリソースタイプ

clsetupユーティリティーを使用, 118–125
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 349, 352

scalable_rac_serverリソースタイプ
clsetupユーティリティーを使用, 125–131
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 363, 370

ScalDeviceGroupリソースタイプ
clsetupユーティリティーを使用, 90–96
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 337, 338

ScalMountPointリソースタイプ
clsetupユーティリティーを使用, 90–96
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 341

SUNW.crs_frameworkリソースタイプ
clsetupユーティリティーを使用, 118–125
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 348, 351

SUNW.qfsリソースタイプ
clsetupユーティリティーを使用, 90–96
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 339

SUNW.rac_cvmリソースタイプ
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 323

SUNW.rac_frameworkリソースタイプ
clsetupユーティリティーを使用, 70–75
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 320, 325

SUNW.rac_svmリソースタイプ
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 322

SUNW.rac_udlmリソースタイプ
clsetupユーティリティーを使用, 70–75
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 321, 325

SUNW.scalable_rac_listenerリソースタイプ
clsetupユーティリティーを使用, 125–131
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 362, 369
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登録 (続き)
SUNW.scalable_rac_server_proxyリソースタイ
プ
clsetupユーティリティーを使用, 118–125
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 349, 352

SUNW.scalable_rac_serverリソースタイプ
clsetupユーティリティーを使用, 125–131
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 363, 370

SUNW.ScalDeviceGroupリソースタイプ
clsetupユーティリティーを使用, 90–96
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 337, 338

SUNW.ScalMountPointリソースタイプ
clsetupユーティリティーを使用, 90–96
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 341

SUNW.vucmm_cvmリソースタイプ
clsetupユーティリティーを使用, 76–80
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 323

SUNW.vucmm_frameworkリソースタイプ
clsetupユーティリティーを使用, 76–80
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 322

SUNW.vucmm_svmリソースタイプ
clsetupユーティリティーを使用, 76–80
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 322

SUNW.wait_zc_bootリソースタイプ
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 340

vucmm_cvmリソースタイプ
clsetupユーティリティーを使用, 76–80
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 323

vucmm_frameworkリソースタイプ
clsetupユーティリティーを使用, 76–80
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 322

vucmm_svmリソースタイプ
clsetupユーティリティーを使用, 76–80

登録, vucmm_svmリソースタイプ (続き)
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 322

トポロジの要件, 26
トラブルシューティング, Oracle RAC用サ
ポート, 167–188

トレースファイル
Sun QFS共有ファイルシステム内, 58–59
クラスタファイルシステム内, 65
ストレージ管理スキーマ, 27
ファイルシステムのオプション

Sun QFS共有ファイルシステム, 60
UNIXファイルシステム, 67

な
名前

Oracleデータベースインスタンス, 294, 299, 303

に
二次グループ, 34
入出力 (I/O)パフォーマンス, 66
認定ネットワーク接続ストレージ (NAS)デバイス

Oracle RACでサポート, 88

ね
ネームサービス
データベースユーザーのエントリ, 34
バイパス, 33

ネットワーク
パブリック

Oracle 10gのインストールオプション, 107
Oracle 11gのインストールオプション, 107
障害, 33

プライベート, 107
ネットワークインタフェース, 107
ネットワーク情報サービス (NIS)
データベースユーザーのエントリ, 34
バイパス, 33
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ネットワークタイムアウト,ノード障害検出の影
響, 359

の
ノード

Oracle RAC用サポートの削除, 216–228
Oracle RAC用に準備, 32–41
アンインストール
からOracle RAC用サポートソフトウェア
パッケージを, 224

固有のディレクトリ, 108–111
固有のファイル, 111–113
再起動, 38
サブセットへのOracle Clusterwareのインス
トール, 107

障害
ネットワークタイムアウト, 359
パブリックネットワーク, 33

注意の表示, 38
ネットワークタイムアウト, 359
パニック
インストール時, 38
初期化中, 179, 182
タイムアウト, 185

へのOracle RAC用サポートの追加, 191–198

は
パーティション
制限, 56
ソフト, 82

ハードウェアのRAID (Redundant Array of
Independent Disks)
インストール, 55–58
拡張プロパティー, 282
構成, 55–58
作業の概要, 51
サポートされるOracleファイルの種類, 27
予約ステップタイムアウト, 148

ハードウェアの要件, 25–26
バイナリファイル

Sun QFS共有ファイルシステム内, 58–59

バイナリファイル (続き)
クラスタファイルシステム内, 65
ストレージ管理スキーマ, 27
場所の決定, 29–30
ファイルシステムのオプション

Sun QFS共有ファイルシステム, 60
UNIXファイルシステム, 67

場所
Oracleファイル, 26–28
再実行ログファイル, 66
診断情報ファイル, 177
ログファイル, 177–178

パッケージ, 41–43
パッチの要件, 26
パニック
インストール時, 38
初期化中, 179, 182
タイムアウト, 185

幅,ディスクストライプ, 61
パブリックネットワーク

Oracle 10gのインストールオプション, 107
Oracle 11gのインストールオプション, 107
障害, 33

ひ
ヒープメモリー, 161
必要条件

Oracleファイル, 26–28
共有ディスクグループ, 87
ソフトウェア, 25–26
ハードウェア, 25–26
複数所有者ディスクセット, 80
プロセッサアーキテクチャー, 30–31

必要な特権,ゾーンクラスタ, 40

ふ
ファイル

Oracleの構成, 29–30
Oracle RAC用サポートログ
追加メッセージ, 159

/etc/group, 34
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ファイル (続き)
/etc/nsswitch.conf, 33
/etc/opt/SUNWsamfs/samfs.cmd, 60
/etc/passwd, 35
/etc/shadow, 35
/etc/system, 38
/etc/vfstab

Sun QFS, 60
UNIXファイルシステム, 66

group, 34
nsswitch.conf, 33
Oracle RAC, 58, 65
passwd, 35
samfs.cmd, 60
shadow, 35
system, 38
vfstab

Sun QFS, 60
UNIXファイルシステム, 66

カスタムアクション
エントリの順序, 162
クラスタノードに伝達, 165
形式, 157–159
検査, 165
指定, 165–166

警告ログ
エラーに対する応答の変更, 161–162
障害モニターによる使用, 154–155

コア
Oracle UDLM, 177
障害モニター, 155

診断情報, 177
ストレージ管理スキーマ, 26–28
ノード固有, 111–113
場所の決定, 26–28

ファイルシステム
「Sun QFS共有ファイルシステム」も参照
「クラスタファイルシステム」も参照
Oracleファイルのインストール, 29–30
UFSオプション, 66
拡張プロパティー, 307–310
ストレージリソース

clsetupユーティリティーによる作
成, 90–96

ファイルシステム,ストレージリソース (続き)
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 336–337, 337–338

計画, 335
制限, 81, 87

ファイルシステムマウントポイント
リソース

clsetupユーティリティーによる作
成, 90–96

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 341–342

syslog()機能, 177
計画, 335
状態情報, 177

リソースグループ
clsetupユーティリティーによる作
成, 90–96

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 341–342

アフィニティー, 341
計画, 335

ファイルシステムマウントポイントの障害モニ
ター, 152

フェイルオーバー, LogicalHostnameリソース, 359
負荷,予約タイムアウトへの影響, 148
複数所有者ディスクセット

Oracle自動ストレージ管理 (Oracle ASM) (Oracle
ASM), 85, 88

作成, 80–87
ストレージリソース

clsetupユーティリティーによる作
成, 90–96

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 336–337, 337–338

計画, 335
複数所有者フレームワーク,ボリュームマ
ネージャーリソースの移行, 201–205

複数所有者ボリュームマネージャーのフレーム
ワークリソースグループ
確認, 133
構成
概要, 75
クラスタ用, 76–80
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複数所有者ボリュームマネージャーのフレーム
ワークリソースグループ (続き)
作成

clsetupユーティリティーを使用, 76–80
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで, 319–324

へのリソースの追加, 198–201
複数所有者ボリュームマネージャーフレーム
ワーク
開始の失敗, 182–183
構成情報, 177
予期しない終了, 182
リソースグループ
概要, 319

プライベートネットワークインタフェース, 107
フラッシュバックログファイル

Sun QFS共有ファイルシステム内, 59
クラスタファイルシステム内, 65
ストレージ管理スキーマ, 27
ファイルシステムのオプション, 67

フレームワーク,「Oracle Real Application Clusters
(RAC)フレームワークリソースグループ」を参
照

プロキシリソース
clsetupユーティリティーによる作成, 118–125
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマンドで
作成, 353–355, 355–357

例, 345
プログラム

vxclust, 281, 312
プロセッサアーキテクチャーの要件, 30–31
分散ロックマネージャー (DLM), 285

へ
変更
「変更」を参照
DBMSエラーへの応答, 159–161
Oracle RAC用サポート
からのノードの削除による, 216–228

拡張プロパティー
コマンド, 147
無効な場合にチューニング可能, 149–150

記録された警告への応答, 161–162

変更 (続き)
タイムアウト許容数, 162–165

編集,「変更」を参照

ほ
ポート
「通信ポート」を参照

ホームディレクトリ
Oracle, 291, 294, 296, 299, 303

ホスト名,制限, 31
ボリューム, 306

gen使用タイプ, 88
複数所有者ディスクセットからの削除, 212
複数所有者ディスクセットへの追加, 81
モニタリング, 190

ボリューム管理, 29
「Solaris Volume Manager for Sun Cluster」も参
照

既存の構成に追加, 198–201
ストレージリソース

clsetupユーティリティーによる作
成, 90–96

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 336–337, 337–338

計画, 335

ま
マウント

Sun QFS共有ファイルシステム, 60–62
クラスタファイルシステム, 65–67

マウントオプション, UFS, 66
マウントポイント,拡張プロパティー, 307–310

み
ミラー化デバイス,複数所有者ディスクセットへ
の追加, 82
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む
無効化
「無効化」を参照
RACサーバーリソース, 143–146

無視する,軽度のエラー, 160–161

め
メタデータサーバー
リソース

clsetupユーティリティーによる作
成, 90–96

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 338–339

計画, 335
リソースグループ

clsetupユーティリティーによる作
成, 90–96

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 338–339

計画, 335
メッセージ
起動の失敗, 186
デバッグ, 289, 293, 295, 299, 303
パニック, 179, 182

メッセージングデーモン
VxVM, 282, 313

メモリー
共有, 37–38, 38–40
不足, 160, 161

メモリー不足によるエラー, 160, 161

も
戻りステップのタイムアウト

Solaris Volume Manager for Sun Cluster, 283, 314
VxVM, 279, 310

モニタリング, Oracle RAC用サポート, 167

ゆ
有効化
「起動」を参照
「起動」も参照
RACサーバーリソースグループ

Oracle 10g, 350, 353
Oracle 11g, 350, 353
Oracle 9i, 365, 372

リスナー, 365, 372
ユーザー
作成, 34–37
ファイルシステムへのアクセスの許可, 61
ボリュームへのアクセスの許可, 83

ユーザー識別子, 33
ユーザーランドクラスタメンバーシップモニター

(UCMM)
開始の失敗, 179–180
構成情報, 177
予期しない終了, 179

よ
予防
不必要な再起動

DBMSエラー, 160–161
タイムアウト, 162–165

予約ステップタイムアウト
設定のガイドライン, 148
説明, 282, 313

ら
ライセンスの要件, 25–26

り
リスナー
拡張プロパティー, 295–297
リソース

clsetupユーティリティーによる作
成, 125–131
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リスナー,リソース (続き)
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 362, 369

リソースグループ
clsetupユーティリティーによる作
成, 125–131

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 360–367, 367–372

計画, 359
有効化, 365, 372

リスナー障害モニター, 155
リソース

Oracle ASMリソースグループ
clsetupユーティリティーによる作
成, 97–103

Oracle ASM
Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 355–357

Oracle Clusterware
clsetupユーティリティーによる作
成, 118–125

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 353–355

状態変更, 144–146
Oracle Solaris Cluster, 144–146
Oracle 10g RACサーバー

clsetupユーティリティーによる作
成, 118–125

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 349, 352

無効化, 144–146
有効化, 350, 353

Oracle 11g RACサーバー
clsetupユーティリティーによる作
成, 118–125

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 349, 352

無効化, 144–146
有効化, 350, 353

Oracle 9i RACサーバー
clsetupユーティリティーによる作
成, 125–131

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 363, 370

リソース, Oracle 9i RACサーバー (続き)
計画, 358
無効化, 146
有効化, 365, 372

Sun QFSメタデータサーバー
clsetupユーティリティーによる作
成, 90–96

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 338–339

計画, 335
RACフレームワークリソースグループ

clsetupユーティリティーによる作
成, 70–75

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 319–324

計画, 318–319
RACフレームワークリソースグループへの追
加, 198–201

構成例, 239–264
スケーラブルなデバイスグループ

clsetupユーティリティーによる作
成, 90–96

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 336–337, 337–338

計画, 335
ストレージ

clsetupユーティリティーによる作
成, 90–96

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 334–344, 337–338

計画, 335
データベース

clsetupユーティリティーによる作
成, 116–131

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 344–357

ファイルシステムマウントポイント
clsetupユーティリティーによる作
成, 90–96

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 341–342

計画, 335
複数所有者ボリュームマネージャーのフレーム
ワークリソースグループ
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リソース,複数所有者ボリュームマネージャーの
フレームワークリソースグループ (続き)

clsetupユーティリティーによる作
成, 76–80

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 319–324

複数所有者ボリュームマネージャーのフレーム
ワークリソースグループへの追加, 198–201

プロキシ
clsetupユーティリティーによる作
成, 118–125

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 353–355, 355–357

例, 345
リスナー

clsetupユーティリティーによる作
成, 125–131

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 360–367, 367–372

計画, 359
リソースグループ

Oracle ASM
clsetupユーティリティーによる作
成, 97–103

Oracle 10g RACサーバー
clsetupユーティリティーによる作
成, 118–125

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 348, 351

アフィニティー, 348, 351
有効化, 350, 353

Oracle 11g RACサーバー
clsetupユーティリティーによる作
成, 118–125

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 348, 351

アフィニティー, 348, 351
有効化, 350, 353

Oracle 9i RACサーバー
clsetupユーティリティーによる作
成, 125–131

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 362, 368

アフィニティー, 360

リソースグループ, Oracle 9i RACサーバー (続き)
計画, 358
有効化, 365, 372

Sun QFSメタデータサーバー
clsetupユーティリティーによる作
成, 90–96

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 338–339

アフィニティー, 339
計画, 335
ゾーンクラスタ用にOracle Solaris Clusterの
メンテナンスコマンドにより作
成, 339–341

RACフレームワーク
clsetupユーティリティーによる作
成, 70–75

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 319–324

計画, 318–319
複数所有者フレームワークリソースグ
ループへの移行, 201–205

構成例, 239–264
スケーラブルなデバイスグループ

clsetupユーティリティーによる作
成, 90–96

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 336–337, 337–338

アフィニティー, 337, 338
計画, 335

ファイルシステムマウントポイント
clsetupユーティリティーによる作
成, 90–96

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 341–342

アフィニティー, 341
計画, 335

複数所有者ボリュームマネージャーフレーム
ワーク
clsetupユーティリティーによる作
成, 76–80

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 319–324

概要, 319
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リソースグループ (続き)
リスナー

clsetupユーティリティーによる作
成, 125–131

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドで作成, 360–367, 367–372

計画, 359
有効化, 365, 372

リソースタイプ
asm_diskgroup

拡張プロパティー, 276–279
clsetupによって作成されたインスタンスの名
前, 142–143

crs_framework

clsetupによって作成されたインスタンスの
名前, 142

clsetupユーティリティーによるインスタン
ス化, 118–125

clsetupユーティリティーによる登
録, 118–125

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドによるインスタンス化, 348, 351

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドによる登録, 348, 351

依存性, 124, 348, 351
拡張プロパティー, 279

LogicalHostname

clsetupによって作成されたインスタンスの
名前, 143

clsetupユーティリティーによるインスタン
ス化, 125–131

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドによるインスタンス化, 361, 368

依存性, 130, 360
計画, 359–360

oracle_asm_diskgroup

clsetupによって作成されたインスタンスの
名前, 142

依存性, 102
oracle_rac_listener, 229
oracle_rac_server, 229
qfs

clsetupによって作成されたインスタンスの
名前, 142

リソースタイプ, qfs (続き)
clsetupユーティリティーによるインスタン
ス化, 90–96

clsetupユーティリティーによる登
録, 90–96

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドによるインスタンス化, 339

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドによる登録, 339

依存性, 95, 103, 339
rac_cvm

clsetupによって作成されたインスタンスの
名前, 142

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドによるインスタンス化, 323

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドによる登録, 323

アップグレード, 230–234
依存性, 323
拡張プロパティー, 279–282
制限, 149
目的, 319

rac_framework

clsetupによって作成されたインスタンスの
名前, 142

clsetupユーティリティーによるインスタン
ス化, 70–75

clsetupユーティリティーによる登
録, 70–75

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドによるインスタンス化, 321, 325

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドによる登録, 320, 325

STARTメソッドのタイムアウト, 186
アップグレード, 230–234
依存性, 74
インスタンスの監視, 167
インスタンスの起動の失敗, 186
拡張プロパティー, 282
目的, 318

rac_hwraid

インスタンスの削除, 234
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リソースタイプ (続き)
rac_svm

clsetupによって作成されたインスタンスの
名前, 142

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドによるインスタンス化, 322

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドによる登録, 322

アップグレード, 230–234
依存性, 322
拡張プロパティー, 282–285
目的, 319

rac_udlm

clsetupによって作成されたインスタンスの
名前, 142

clsetupユーティリティーによるインスタン
ス化, 70–75

clsetupユーティリティーによる登
録, 70–75

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドによるインスタンス化, 321, 326

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドによる登録, 321, 325

アップグレード, 230–234
依存性, 74, 321, 326
拡張プロパティー, 285–288
制限, 149
目的, 318

scalable_asm_diskgroup_proxy

拡張プロパティー, 288–289
scalable_asm_instance

拡張プロパティー, 289–293
scalable_asm_instance_proxy

拡張プロパティー, 293–295
scalable_oracle_asm_instance_proxy

clsetupによって作成されたインスタンスの
名前, 142

依存性, 102
scalable_rac_listener

clsetupによって作成されたインスタンスの
名前, 142

clsetupユーティリティーによるインスタン
ス化, 125–131

リソースタイプ, scalable_rac_listener (続き)
clsetupユーティリティーによる登
録, 125–131

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドによるインスタンス化, 362, 369

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドによる登録, 362, 369

依存性, 131, 359
拡張プロパティー, 295–297

scalable_rac_server

clsetupによって作成されたインスタンスの
名前, 142

clsetupユーティリティーによるインスタン
ス化, 125–131

clsetupユーティリティーによる登
録, 125–131

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドによるインスタンス化, 363, 370

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドによる登録, 363, 370

依存性, 131, 360
概要, 360

scalable_rac_server_proxy

clsetupによって作成されたインスタンスの
名前, 142

clsetupユーティリティーによるインスタン
ス化, 118–125

clsetupユーティリティーによる登
録, 118–125

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドによる登録, 349, 352

依存性, 124, 349, 352
拡張プロパティー, 302–305

ScalDeviceGroup

clsetupによって作成されたインスタンスの
名前, 142

clsetupユーティリティーによるインスタン
ス化, 90–96

clsetupユーティリティーによる登
録, 90–96

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドによるインスタンス化, 337, 338

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドによる登録, 337, 338
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リソースタイプ, ScalDeviceGroup (続き)
依存性, 95, 103, 337, 338
拡張プロパティー, 305–307
のインスタンスの変更, 190

ScalMountPoint

clsetupによって作成されたインスタンスの
名前, 142

clsetupユーティリティーによるインスタン
ス化, 90–96

clsetupユーティリティーによる登
録, 90–96

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドによるインスタンス化, 342

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドによる登録, 341

依存性, 95, 96, 103, 342
拡張プロパティー, 307–310

Sscalable_rac_server_proxy

依存性, 102
SUNW.asm_diskgroup

拡張プロパティー, 276–279
SUNW.crs_framework

clsetupによって作成されたインスタンスの
名前, 142

clsetupユーティリティーによるインスタン
ス化, 118–125

clsetupユーティリティーによる登
録, 118–125

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドによるインスタンス化, 348, 351

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドによる登録, 348, 351

依存性, 124, 348, 351
拡張プロパティー, 279

SUNW.LogicalHostname

clsetupによって作成されたインスタンスの
名前, 143

clsetupユーティリティーによるインスタン
ス化, 125–131

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドによるインスタンス化, 361, 368

依存性, 130, 360
計画, 359–360

リソースタイプ (続き)
SUNW.oracle_asm_diskgroup

clsetupによって作成されたインスタンスの
名前, 142

依存性, 102
SUNW.oracle_rac_listener, 229
SUNW.oracle_rac_server, 229
SUNW.qfs

clsetupによって作成されたインスタンスの
名前, 142

clsetupユーティリティーによるインスタン
ス化, 90–96

clsetupユーティリティーによる登
録, 90–96

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドによるインスタンス化, 339

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドによる登録, 339

依存性, 95, 103, 339
SUNW.rac_cvm

clsetupによって作成されたインスタンスの
名前, 142

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドによるインスタンス化, 323

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドによる登録, 323

アップグレード, 230–234
依存性, 323
拡張プロパティー, 279–282
制限, 149
目的, 319

SUNW.rac_framework

clsetupによって作成されたインスタンスの
名前, 142

clsetupユーティリティーによるインスタン
ス化, 70–75

clsetupユーティリティーによる登
録, 70–75

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドによるインスタンス化, 321, 325

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドによる登録, 320, 325

STARTメソッドのタイムアウト, 186
アップグレード, 230–234
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リソースタイプ, SUNW.rac_framework (続き)
依存性, 74
インスタンスの監視, 167
インスタンスの起動の失敗, 186
拡張プロパティー, 282
目的, 318

SUNW.rac_hwraid

インスタンスの削除, 234
SUNW.rac_svm

clsetupによって作成されたインスタンスの
名前, 142

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドによるインスタンス化, 322

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドによる登録, 322

アップグレード, 230–234
依存性, 322
拡張プロパティー, 282–285
目的, 319

SUNW.rac_udlm

clsetupによって作成されたインスタンスの
名前, 142

clsetupユーティリティーによるインスタン
ス化, 70–75

clsetupユーティリティーによる登
録, 70–75

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドによるインスタンス化, 321, 326

Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマン
ドによる登録, 321, 325

アップグレード, 230–234
依存性, 74, 321, 326
拡張プロパティー, 285–288
制限, 149
目的, 318
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